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このマニュアルの内容

このマニュアルでは、WebLogic Server 上でエンタープライズ  JavaBeans (EJB) を
開発およびデプロイする方法を説明します。 このマニュアルの内容は以下のとお
りです。

� 第 1 章 「WebLogic Server エンタープライズ  JavaBean の概要」 では、
WebLogic Server でサポート される  EJB の機能の概要について説明します。

� 第 2 章 「EJB の設計」 では、 開発者が EJB を作成するために使用できる設計
手法の概要について説明します。

� 第 3 章 「メ ッセージ駆動型 Bean の設計」 では、 メ ッセージ駆動型 Bean を
開発して  WebLogic Server コンテナにデプロイする方法について説明しま
す。

� 第 4 章 「WebLogic Server EJB コンテナとサポート されるサービス」 では、
WebLogic Server コンテナを使って利用できるサービスについて説明します。

� 第 5 章 「WebLogic Server のコンテナ管理による永続性サービス」 では、
WebLogic Server コンテナ内のエンティテ ィ  EJB で利用できる  EJB のコンテ
ナ管理による永続性サービスについて説明します。

� 第 6 章 「WebLogic Server コンテナ用の EJB のパッケージ化」 では、 EJB を
パッケージ化して WebLogic Server にデプロイするために必要な手順につい
て説明します。

� 第 7 章 「WebLogic Server への EJB のデプロイ」 では、 EJB コンテナに EJB 
をデプロイする手順について説明します。

� 第 8 章 「WebLogic Server EJB のユーティ リテ ィ」 では、 EJB で使用する  
WebLogic Server に付属のユーティ リテ ィについて説明します。

� 第 9 章 「weblogic-ejb-jar.xml 文書型定義」 では、 WebLogic Server に付属の 
weblogic-ejb-jar.xml ファ イルにある、 WebLogic 固有のデプロイ メ ン ト
記述子について説明します。
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� 第 10 章 「weblogic-cmp-rdbms-jar.xml 文書型定義」 では、 WebLogic Server 
に付属の weblogic-cmp-rdbms-jar.xml ファ イルにある、 WebLogic 固有の
デプロイ メ ン ト記述子について説明します。

対象読者

このマニュアルは、 動的な Web ベースのアプリ ケーシ ョ ンで使用するエンター
プライズ JavaBeans (EJB) の開発に関心のあるアプリ ケーシ ョ ン開発者を主な対
象と しています。 EJB アーキテクチャ、 XML コーディ ング、 および Java プログ
ラ ミ ングに読者が精通しているこ と を前提と して書かれています。

e-docs Web サイ ト

BEA WebLogic Server 製品のドキュ メ ン トは、 BEA の Web サイ ト で入手できま
す。 BEA のホーム ページで [製品のドキュ メ ン ト ] をク リ ッ ク します。

このマニュアルの印刷方法

Web ブラウザの [ ファ イル｜印刷 ] オプシ ョ ンを使用する と、 Web ブラウザから
このマニュアルのファ イルを一度に 1 つずつ印刷できます。

このマニュアルの PDF 版は、 WebLogic Server の Web サイ ト で入手できます。
PDF を  Adobe Acrobat Reader で開く と、 マニュアルの全体 ( または一部分 ) を書
籍の形式で印刷できます。 PDF を表示するには、 WebLogic Server ドキュ メ ン ト
のホーム ページを開き、 [ ドキュ メ ン トのダウンロード ] をク リ ッ ク して、 印刷
するマニュアルを選択します。

Adobe Acrobat Reader は Adobe の Web サイ ト  (http://www.adobe.co.jp) で無料で
入手できます。
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関連情報

BEA の Web サイ ト では、 WebLogic Server の全マニュアルを提供しています。
また、WebLogic Server でエンタープライズ JavaBean を使用する際に役に立つ関
連情報を以下に示します。

� Sun Microsystems の EJB 仕様の詳細については、 JavaSoft EJB 仕様を参照し
て ください。

� J2EE 仕様の詳細については、 JavaSoft J2EE 仕様を参照して ください。

� Sun Microsystems の EJB デプロイ メ ン ト記述子の詳細については、 JavaSoft 
EJB 仕様を参照してください。

� WebLogic Server の weblogic-ejb-jar.xml ファ イルにあるデプロイ メ ン ト記述
子の詳細については、 「weblogic-ejb-jar.xml 文書型定義」 を参照して くださ
い。

� WebLogic Server の weblogic-cmp-rdbms-jar.xml ファ イルにあるデプロイ メ
ン ト記述子の詳細については、 第 10 章 「weblogic-cmp-rdbms-jar.xml 文書型
定義」 を参照して ください。

� ト ランザクシ ョ ンの詳細については、 『WebLogic JTA プログラマーズ ガイ
ド』 を参照して ください。

� WebLogic における  JavaSoft Remote Method Invocation (RMI) 仕様の実装の
詳細については、 以下を参照して ください。

� JavaSoft Remote Method Invocation 仕様

� 『WebLogic RMI プログラマーズ ガイ ド』

� 『WebLogic RMI over IIOP プログラマーズ ガイ ド』
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サポート情報

WebLogic Server のドキュ メ ン トに関するユーザからのフ ィードバッ クは弊社に
と って非常に重要です。 質問や意見などがあれば、 電子メールで 
docsupport-jp@beasys.com までお送り ください。 寄せられた意見について
は、WebLogic Server ドキュ メ ン ト を作成および改訂する  BEA の専門の担当者が
直に目を通します。

電子メールのメ ッセージには、 ご使用のソフ ト ウェアの名前とバージ ョ ン、 およ
びドキュ メ ン トのタイ トルと日付をお書き添え ください。

本バージ ョ ンの BEA WebLogic Server について不明な点がある場合、 または 
BEA WebLogic Server のインス トールおよび動作に問題がある場合は、 BEA 
WebSUPPORT (www.bea.com) を通じて BEA カスタマ サポート までお問い合わ
せください。 カスタマ サポートへの連絡方法については、 製品パッケージに同
梱されているカスタマ サポート  カードにも記載されています。 

カスタマ サポートでは以下の情報をお尋ねしますので、 お問い合わせの際はあ
らかじめご用意ください。

� お名前、 電子メール アドレス、 電話番号、 ファ クス番号

� 会社の名前と住所

� お使いの機種と コード番号

� 製品の名前とバージ ョ ン

� 問題の状況と表示されるエラー メ ッセージの内容
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表記規則

このマニュアルでは、 全体を通して以下の表記規則が使用されています。

表記法 適用

〔Ctrl〕 +
〔Tab〕

複数のキーを同時に押すこ とを示す。

斜体 強調または書籍のタイ トルを示す。

等幅テキスト コード  サンプル、 コマン ド とそのオプシ ョ ン、 データ構造体とそ
のメンバー、 データ型、 ディレ ク ト リ、 およびファ イル名とその

拡張子を示す。 等幅テキス トはキーボードから入力するテキス ト

も示す。

例 :
#include <iostream.h> void main ( ) the pointer psz

chmod u+w *

\tux\data\ap

.doc

tux.doc

BITMAP

float

斜体の等幅テ

キスト

コード内の変数を示す。

例 :
String expr

すべて大文

字のテキス

ト

デバイス名、 環境変数、 および論理演算子を示す。

例 :

LPT1

SIGNON

OR

{ } 構文の中で複数の選択肢を示す。 実際には、 この括弧は入力しな

い。
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[ ] 構文の中で任意指定の項目を示す。 実際には、 この括弧は入力し

ない。

例 :
buildobjclient [-v] [-o name ] [-f 
file-list]...[-l file-list]...

| 構文の中で相互に排他的な選択肢を区切る。 実際には、 この記号

は入力しない。

... コマンド ラ インで以下のいずれかを示す。

� 引数を複数回繰り返すこ とができる。

� 任意指定の引数が省略されている。

� パラ メータや値などの情報を追加入力できる。

実際には、 この省略符号は入力しない。

例 :
buildobjclient [-v] [-o name ] [-f 
file-list]...[-l file-list]...

.

.

.

コード  サンプルまたは構文で項目が省略されている こ とを示す。
実際には、 この省略符号は入力しない。

表記法 適用
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1 WebLogic Server エンタープライ
ズ JavaBean の概要

WebLogic Server には、Sun Microsystems の仕様で定義されているエンタープラ
イズ JavaBean (EJB) アーキテクチャが実装されています。 

注意 : WebLogic Server は Sun の J2EE 仕様、EJB 1.1 仕様、および、EJB 2.0 仕
様に準拠しています。EJB の機能および動作の説明箇所で、EJB 1.1 また
は EJB 2.0 向けと明記されている場合を除いては、このマニュアルのす
べての情報は両方の実装に関連したものです。既存の EJB 1.1 Bean をこ
のバージョンの WebLogic Server にデプロイできます。ただし、新しい 
Bean を開発する場合、EJB 2.0 Bean を開発することをお勧めします。

以下の節では、WebLogic Server のエンタープライズ JavaBean の実装で導入され
た EJB の機能と変更点について概説します。

� エンタープライズ JavaBean の概要

� Java 仕様の実装 

� WebLogic Server による EJB 2.0 のサポート

� EJB ロール

� WebLogic Server 7.0 の EJB 機能の強化 

� EJB 開発者向けツール

エンタープライズ JavaBean の概要

エンタープライズ JavaBean は、ビジネス ロジックを実装する再利用可能な Java 
コンポーネントで、コンポーネントベースの分散ビジネス アプリケーションの
開発を可能にします。EJB は EJB コンテナに収められ、永続性、セキュリティ、
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1 WebLogic Server エンタープライズ JavaBean の概要
トランザクション、同時実行性などの標準セットのサービスを提供します。エン

タープライズ JavaBean は、サーバサイド コンポーネントを定義するための標準
規格です。WebLogic Server のエンタープライズ JavaBean コンポーネント アー
キテクチャの実装は、Sun Microsystems の EJB 仕様に基づいています。

EJB コンポーネント

EJB は、主に次の 3 つのコンポーネントで構成されます。

� リモート インタフェース。 このインタフェースは、 ク ライアン トに対してビ
ジネス  ロジッ クを公開します。

� ホーム インタフェース。EJB ファクトリ。クライアントは、このインタ
フェースを使用して、EJB インスタンスを作成、検索、および削除します。

� Bean クラス。このインタフェースは、ビジネス ロジックを実装します。

EJB を作成するには、分散アプリケーションのビジネス ロジックを EJB の実装
クラスにコーディングし、デプロイメント記述子ファイルのデプロイメント パ
ラメータを指定し、EJB を JAR ファイルにパッケージ化します。EJB を 
WebLogic Server にデプロイするには、JAR ファイルから個別にデプロイする方
法と、他の EJB および Web アプリケーションと一緒に EAR ファイルにパッ
ケージ化して EAR ファイルをデプロイする方法があります。クライアント アプ
リケーションは、Bean のホーム インタフェースを使用して EJB を見つけたり、
Bean のインスタンスを作成したりすることができます。クライアントは、EJB 
のリモート インタフェースを使用して EJB のメソッドを呼び出せるようになり
ます。 WebLogic Server は、EJB コンテナを管理し、データベース管理、セキュ
リティ管理、トランザクション サービスなどのシステムレベルのサービスへの
アクセスを提供します。 

EJB の種類

EJB 仕様では、以下の 4 種類のエンタープライズ JavaBean を定義しています。

� ステートレス セッション。この非永続 EJB のインスタンスは、メソッド間
の対話または交信ステートを保存しないサービスを提供します。任意のイン

スタンスを任意のクライアントで使用できます。ステートレス セッション 
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Java 仕様の実装
Bean は、コンテナ管理または Bean 管理のどちらかのトランザクション境界
定義を使用できます。

� ステートフル セッション。この非永続 EJB のインスタンスは、メソッド間
およびトランザクション間で状態を保持します。各セッションは特定のクラ

イアントに関連付けられます。ステートフル セッション Bean は、コンテナ
管理または Bean 管理どちらかのトランザクション境界定義を使用できます。

� エンティティ。この永続 EJB のインスタンスは、通常はデータベース内の行
であるデータのオブジェクト ビューを表します。エンティティ Bean は一意
の識別子として主キーを持ちます。エンティティ Bean の永続性は、コンテ
ナ管理でも Bean 管理でもかまいませんが、コンテナ管理によるトランザク
ションの境界設定のみを使用します。

� メッセージ駆動型。この EJB のインスタンスは Java Message Service (JMS) 
に統合されて、標準の JMS コンシューマとして動作し、サーバと JMS 間の
非同期処理を実行するメッセージ駆動型 Bean の機能を提供します。
WebLogic Server コンテナは、必要に応じて Bean のインスタンスを作成し、
JMS メッセージをインスタンスに渡すことによってメッセージ駆動型 Bean 
と直接対話します。メッセージ駆動型 Bean は、コンテナ管理または Bean 管
理のどちらかのトランザクション境界定義を使用できます。

注意 : メッセージ駆動型 Bean は、Sun Microsystems EJB 2.0 仕様の一部です。
EJB 1.1 仕様には含まれていません。

Java 仕様の実装

WebLogic Server は、次のような Java 仕様に準拠しています。

J2EE 仕様

WebLogic Server 7.0 は、J2EE 1.3 仕様に準拠しています。 
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1 WebLogic Server エンタープライズ JavaBean の概要
EJB 2.0 仕様

WebLogic Server は、エンタープライズ JavaBeans 2.0 の実装に完全に準拠してお
り、それをプロダクション段階で使用することができます。

WebLogic Server EJB リソースの保護

大部分のビジネス アプリケーションでは、特定のユーザだけがある条件の下で
アプリケーション リソースにアクセスできるように、リソースの保護措置がと
られています。WebLogic Server には、このように EJB リソースを保護するため
の堅牢な機能が含まれています。

『WebLogic リソースのセキュリティ』では、アプリケーションに関する背景情
報と、EJB を含む WebLogic Server アプリケーション リソースの保護について説
明しています。

WebLogic Server による EJB 2.0 のサポー
ト

WebLogic Server は、Sun Microsystems の EJB 2.0 仕様の実装をサポートしてお
り、Sun Microsystems の EJB 1.1 仕様に準拠しています。ほとんどの場合、この
バージョンの WebLogic Server で EJB 1.1 Bean を使用することができます。ただ
し、既存の EJB デプロイメントを、旧バージョンの WebLogic Server からこの
バージョンの EJB コンテナに移行しなければならない場合があります。その場
合は、8-26 ページの「DDConverter」で Bean の変換手順を参照してください。

Sun Microsystems の EJB 2.0 仕様では、以下の新機能がサポートされています。

� Java Messaging Service (JMS) コンシューマであるメッセージ起動型 Bean と
いう新しいタイプの EJB。詳細については、第 3 章「メッセージ駆動型 
Bean の設計」を参照してください。
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EJB ロール
� コンテナ管理の永続性を新しい方法で処理する、新しいエンティティ EJB コ
ンテナ管理の永続性モデル。詳細については、第 5 章「WebLogic Server の
コンテナ管理による永続性サービス」を参照してください。

� エンティティ EJB 間のコンテナ管理による関係を作成するモデルでは、実装
クラスの Bean とデプロイメント記述子の間の関係を定義できます。詳細に
ついては、第 5 章「WebLogic Server のコンテナ管理による永続性サービス」
を参照してください。

� EJB とそのプロパティをクエリするための EJB-QL という新しい標準クエリ
言語。詳細については、第 5 章「WebLogic Server のコンテナ管理による永
続性サービス」を参照してください。

� 新しい ejbSelect メソッド。このメソッドを使用すると、エンティティ 
EJB では、EJB-QL クエリを使用して、デプロイメント記述子に定義されて
いるプロパティを内部的にクエリできます。詳細については、第 5 章
「WebLogic Server のコンテナ管理による永続性サービス」を参照してくださ
い。

� セッションおよびエンティティ Bean 用のローカル インタフェース。EJB の
関係は、ローカル インタフェースに基づいています。関係に関わる EJB に
は、ローカル インタフェースが必要です。詳細については、第 5 章
「WebLogic Server のコンテナ管理による永続性サービス」を参照してくださ
い。

� エンティティ Bean の特定のインスタンスに固有ではないホーム ビジネス メ
ソッドを実行することを可能にするホーム メソッド。エンティティ Bean に
対して 1 つまたは複数のホーム メソッドを定義するには、ホーム インタ
フェースを使用します。詳細については、第 2 章「EJB の設計」を参照して
ください。

EJB ロール

EJB の開発プロセスは、以下のロールに明確に分けられます。
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1 WebLogic Server エンタープライズ JavaBean の概要
アプリケーション ロール

� エンタープライズ Bean プロバイダ - エンタープライズ Bean プロバイダは 
EJB を生成します。生成されるのは、1 つまたは複数の EJB が入った 
ejb.jar ファイルです。プロバイダは、このマニュアルで説明されている設
計プロセスを使用して、WebLogic Server 環境にデプロイする EJB を設計し
ます。 

設計プロセスの詳細については、第 2 章「EJB の設計」を参照してくださ
い。

� アプリケーション アセンブラ - アプリケーション アセンブラは、EJB を
JAR、EAR、WAR などのデプロイ可能なユニットにまとめます。EJB とア
プリケーション アセンブリに関する指示を含む JAR、EAR、または WAR 
ファイルが作成されます。これらの指示は、デプロイメント記述子によって

設定されます。アセンブラは、設計プロセスと EJB デプロイメント記述子の
要素に従って、デプロイメント ユニットをアセンブルします。 

設計プロセスの詳細については、第 2 章「EJB の設計」を参照してくださ
い。 アセンブリ プロセスの詳細については、第 6 章「WebLogic Server コン
テナ用の EJB のパッケージ化」を参照してください。 デプロイメント記述子
の詳細については、第 9 章「weblogic-ejb-jar.xml 文書型定義」と第 10 章
「weblogic-cmp-rdbms-jar.xml 文書型定義」を参照してください。

インフラストラクチャ ロール

� コンテナ プロバイダ - コンテナ プロバイダは EJB のデプロイメント ツー
ル、コンテナの監視および管理用ツール、デプロイされた EJB インスタンス
の実行時のサポートを提供します。このサポートには、トランザクション管

理、セキュリティ管理、クライアントのネットワーク分散、スケーラビリ

ティなどのサービスが含まれます。コンテナ プロバイダは、このマニュアル
で説明されているコンテナ管理プロセスを使用して、コンテナを提供しま

す。 

コンテナ管理プロセスの詳細については、第 4 章「WebLogic Server EJB コ
ンテナとサポートされるサービス」を参照してください。

� 永続性マネージャ プロバイダ - 永続性マネージャ プロバイダは、EJB がコ
ンテナ管理による永続性を利用する場合に、コンテナ内のエンティティ EJB 
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WebLogic Server 7.0 の EJB 機能の強化
の永続性サポートを担当します。このサポートは、EJB とデータベース間で
データをやり取りするコードを生成するために、デプロイメント時に提供さ

れます。永続性マネージャ プロバイダは、このマニュアルで説明されている
デプロイ プロセスおよびコンテナ管理による永続性 (CMP) 情報を使用して、
コンテナ管理による永続性を提供します。

コンテナ管理による永続性の詳細については 第 5 章「WebLogic Server のコ
ンテナ管理による永続性サービス」を、デプロイ プロセスの詳細については 
第 6 章「WebLogic Server コンテナ用の EJB のパッケージ化」を参照してく
ださい。

デプロイメントおよび管理ロール

� デプロイヤ - デプロイヤは、デプロイメント記述子のアプリケーション アセ
ンブリ指示に従って、JAR、EAR、または WAR ファイルに収められている 
EJB を対象の環境にデプロイします。対象の環境には、WebLogic Server 環
境とコンテナが含まれます。デプロイヤによって、EJB が対象の環境に合わ
せてカスタマイズされ、特定の EJB コンテナにデプロイされます。デプロイ
ヤは、このマニュアルで説明されているデプロイ プロセスを使用して、EJB 
をデプロイします。

デプロイ プロセスの詳細については、第 7 章「WebLogic Server への EJB の
デプロイ」を参照してください。

� システム管理者 - システム管理者は、WebLogic Server およびコンテナが含
まれるコンピューティングおよびネットワーキング インフラストラクチャの
コンフィグレーションと管理を行います。システム管理者は、『管理者ガイ

ド』と WebLogic Server オンライン ヘルプに説明されている管理プロセスを
使用して、デプロイ済みアプリケーションを実行時に管理します。

システム管理者のタスクの詳細については、『管理者ガイド』を参照してく

ださい。

WebLogic Server 7.0 の EJB 機能の強化 

このリリースの WebLogic Server では、EJB の以下の拡張機能が新しく導入され
ています。
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動的クエリのサポート

動的クエリを使用すると、アプリケーション コードでプログラム的にクエリを
作成したり実行できるようになります。そのため、どのファインダ クエリも静
的なものにもはや留まらず、EJB のデプロイメント記述子にハードコーディング
する必要がありません。新たなクエリを作成し実行するのに EJB を更新し再デ
プロイしなくて済み、EJB のデプロイメント記述子のサイズが縮小します。動的
クエリの詳細については、5-27 ページの「動的クエリの使用」を参照してくだ
さい。

メッセージ駆動型 Bean の移行サービスのサポート

メッセージ駆動型 Bean 移行サービスを使用すると、メッセージ駆動型 Bean お
よび Java Messaging Service (JMS) サーバを同じクラスタ内の別のサーバに移行
でき、その結果、メッセージ駆動型 Bean の回復が促進されます。WebLogic 
Server の以前のバージョンには、サーバ障害時における JMS サーバとメッセー
ジ駆動型 Bean の回復メカニズムは備わっていませんでした。メッセージ駆動型 
Bean 移行サービスの詳細については、3-13 ページの「メッセージ駆動型 Bean 
の移行サービス」を参照してください。

EJB CMP の複数のテーブル マッピングのサポート

複数のテーブル マッピングを利用することにより、1 つの EJB を 1 つの DBMS 
データベース内の複数のテーブルにマッピングできるようになります。

WebLogic Server 固有の CMP コンテナ XML デプロイメント記述子を使用する
と、複数の DBMS テーブルおよび列を EJB および EJB フィールドにマッピング
できます。複数のテーブル マッピングの詳細については、5-40 ページの「EJB 
2.0 CMP の複数のテーブル マッピング」を参照してください。
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EJB WebLogic QL 拡張サポート

WebLogic Server のこのリリースでの EJB WebLogic QL 拡張サポートには、
WebLogic QL クエリ言語に対する一連の拡張が含まれます。WebLogic QL は、
EJB QL と呼ばれている EJB 2.0 クエリ言語を WebLogic Server 独自に拡張したも
のです。この拡張では次のような機能をサポートしています。

� サブクエリ

� 集約関数

� ResultSet を返すクエリ

WebLogic の EJB QL 拡張の詳細については、5-12 ページの「EJB 2.0 用 
EJB QL の使い方」を参照してください。 

� NO WAIT を伴う SELECT FOR UPDATE

TRANSACTION_READ_COMMITTED UPDATES の WebLogic の EJB QL 
拡張の詳細については、4-45 ページの「Oracle データベースに関する特別な
注意」を参照してください。

オプティミスティックな同時実行性のサポート

オプティミスティックな同時実行性のサポートは、WebLogic Server が提供する
新たな同時方式です。キャッシング付きまたはキャッシングなしのオプティミス

ティックなサポートを提供します。WebLogic Server はトランザクションをコ
ミットする前に、データが変更されていないことを確かめることにより、データ

の一貫性を保証します。この機能の詳細については、4-19 ページの「Optimistic 
同時方式」を参照してください。

ReadOnly エンティティの同時実行性のサポート

読み込み専用エンティティ Bean の同時実行性のサポートにより、WebLogic 
Server では、Bean への同時アクセスを必要とするトランザクションごとに、
別々の読み込み専用 Bean インスタンス をアクティブ化できます。これにより、
EJB コンテナでの排他的ロックの必要性がなくなり、同時に同じ Bean にアクセ
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1 WebLogic Server エンタープライズ JavaBean の概要
スするリクエストを並列処理できます。読み込み専用エンティティ Bean の
キャッシングについては、4-22 ページの「ReadOnly 同時方式」を参照してくだ
さい。

組み合わせキャッシングのサポート

組み合わせキャッシングのサポートにより、1 つのキャッシュを複数エンティ
ティ Bean で使用するようにコンフィグレーションできます。これまでは、アプ
リケーションの一部である各エンティティ Bean ごとに別々のキャッシュをコン
フィグレーションする必要がありました。組み合わせキャッシングの詳細につい

ては、4-26 ページの「エンティティ Bean の組み合わせキャッシング」を参照し
てください。

リレーションシップ キャッシングのサポート

リレーションシップ キャッシングのサポートにより、関係する複数のエンティ
ティ Bean を 1 つのキャッシュにロードすることができ、エンティティ Bean の
パフォーマンスが向上します。また、関係する複数の Bean に結合クエリを発行
することによってクエリの回数を減らせます。リレーションシップ キャッシン
グの詳細については、4-27 ページの「エンティティ Bean のリレーションシップ 
キャッシング」を参照してください。

EJB リンクのサポート

EJB リンクのサポートにより、アプリケーションコンポーネント内で宣言した 
EJB 参照を、同じ J2EE アプリケーションに含まれているエンタープライズ Bean 
にリンクできるようになります。EJB リンクの詳細については、5-61 ページの
「EJB リンクの使用」を参照してください。
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EJB 開発者向けツール
一括挿入のサポート

一括挿入のサポートにより、コンテナ管理による永続性 (CMP) Bean の作成にお
ける効率が向上します。 EJB コンテナが 1 つの SQL 文で CMP Bean での複数回の
データベース挿入を実行できるようになるためです。この機能により、コンテナ

が何度もデータベースの挿入をしなくて済みます。この機能の詳細については、

4-48 ページの「データベースの挿入サポート」を参照してください。

EJB 開発者向けツール

BEA では、EJB の作成とコンフィグレーションを支援するツールを提供してい
ます。 

スケルトン デプロイメント記述子を作成する ANT 
タスク

スケルトン デプロイメント記述子を作成するときに、WebLogic ANT ユーティ
リティを利用できます。ANT ユーティリティは WebLogic Server 配布キットと
共に出荷されている Java クラスです。ANT タスクによって、EJB を含むディレ
クトリが調べられ、その ejb.jar ファイルを基にデプロイメント記述子が作成
されます。ANT ユーティリティは、個別の EJB に必要なコンフィグレーション
やマッピングに関する情報をすべて備えているわけではないので、ANT ユー
ティリティによって作成されるスケルトン デプロイメント記述子は不完全なも
のです。ANT ユーティリティがスケルトン デプロイメント記述子を作成した後
で、テキスト エディタ、XML エディタ、または Administration Console の EJB 
デプロイメント記述子エディタを使ってデプロイメント記述子を編集し、EJB の
コンフィグレーションを完全なものにします。

ANT ユーティリティを使ってデプロイメント記述子を作成する方法の詳細につ
いては、『WebLogic Server アプリケーションの開発』の「エンタープライズ 
JavaBeans のパッケージ化」を参照してください。
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1 WebLogic Server エンタープライズ JavaBean の概要
WebLogic Builder

WebLogic Builder は、ビジュアル環境を提供する開発ツールであり、アプリケー
ションのデプロイメント記述子 XML ファイルを編集できます。XML ファイル
を編集する際、WebLogic Builder のインタフェース上で XML ファイルを見るこ
とができます。 この際、XML ファイルをテキスト編集する必要はありません。
WebLogic Builder ツールの使い方については、 『WebLogic Builder』を参照して
ください。

EJBGen

EJBGen は、エンタープライズ JavaBeans 2.0 のコード ジェネレータです。Bean 
クラス ファイルに javadoc タグで注釈を付けた後、 EJBGen を使って EJB アプリ
ケーションのリモート クラス、ホーム クラス、デプロイメント記述子ファイル
を生成することができます。EJBGen とサポートされている javadoc タグの詳細
については、8-1 ページの「EJBGen」を参照してください。

weblogic.Deployer

weblogic.Deployer コマンドライン ユーティリティは、削除された
weblogic.deploy ユーティリティに置き換わり、WebLogic Server 7.0 で新たに
加わったユーティリティです。weblogic.Deployer ユーティリティを使うと、
コマンドライン、シェル スクリプト、または、Java 以外の自動化されたあらゆ
る環境からデプロイメントを開始できるようになります。

weblogic.Deployer の使い方とコマンド リストについては、「WebLogic Server デ
プロイメント」を参照してください。
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EJB 開発者向けツール
WebLogic EJB デプロイメント記述子エディタ

WebLogic Server Administration Console には、EJB デプロイメント記述子エディ
タが統合されています。この統合エディタを使用する前に、少なくとも 
ejb.jar ファイルに追加する次のデプロイメント記述子ファイルのスケルトン
を作成する必要があります。

� ejb-jar.xml

� weblogic-ejb-jar.xml

� weblogic-cmp-rdbms-jar.xml

詳細については、6-6 ページの「EJB デプロイメント記述子の指定と編集」を参
照してください。

XML エディタ

XML エディタは Ensemble が提供する、XML ファイルの作成と編集のための簡
単で使いやすいツールです。このツールを使うと、指定した DTD または XML 
スキーマに従って XML コードの有効性を検証できます。XML エディタは 
Windows または Solaris マシンで使用でき、Dev2Dev Online からダウンロードで
きます。
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2 EJB の設計

以下の節では、 WebLogic Server エンタープラ イズ JavaBean (EJB) を設計するた

めのガイ ド ラ インを示します。 一部のヒン トは、 EJB と同じよ うに リ モー ト  オ
ブジェ ク ト  モデルと  Remote Method Invocation (RMI) にも適用できます。

� セッシ ョ ン Bean の開発

� エンティテ ィ  Bean の設計

� メ ッセージ駆動型 Bean の設計

� EJB での継承の使用

� デプロイ された  EJB へのアクセス

� ト ランザクシ ョ ン リ ソースの保持

セッシ ョ ン Bean の開発

セッシ ョ ン Bean の設計方法のひとつに、 モデル / ビュー設計の使用があ り ます。

ビューがグラフ ィ カル ユーザ インタフェース  (GUI) フォームであ り、 モデルは 
GUI にデータを供給するコードです。 典型的なク ラ イアン ト / サーバ システム

では、 モデルはビューと同じサーバに存在し、 サーバと通信します。 

モデルは、 セッシ ョ ン Bean の形態でサーバに配置します。 それは、 モデル セッ

シ ョ ン Bean が最終的な表示に影響しないこ とを除けば、 HTML フォームのサ

ポート を提供するサーブレッ ト を配置する こ とに似ています。 GUI フォーム イ
ンスタンス ( サーバでフォームの型と して機能する ) ごとに 1 つのモデル セッ

シ ョ ン Bean インスタンスが必要です。 たとえば、 フォームに表示する  100 個の

ネッ ト ワーク  ノードがある場合は、 それらのノードに相当する値の配列を返す 
getNetworkNodes() とい う メ ソ ッ ドを対応する  EJB に用意します。 
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2 EJB の設計
このアプローチでは、 全体的な ト ランザクシ ョ ンの時間が短くな り、 ネッ ト ワー

クの帯域幅が最小限で済みます。 それに対して、 GUI フォームでエンテ ィテ ィ  
EJB のファ インダ メ ソ ッ ドを呼び出し、 100 個のネッ ト ワーク  ノードの参照を

個別に取り出すアプローチを考えてみて ください。 それらの参照の 1 つ 1 つで、

ク ライアン ト ではデータス ト アに戻ってデータを取り出さなければならないた

め、 かな りのネッ ト ワーク帯域幅が消費され、 パフォーマンスが許容できないほ

ど低下する場合があ り ます。

エンティテ ィ  Bean の設計

エンテ ィテ ィ  Bean を使用した RDBMS データの読み書きは、 貴重なネッ ト ワー

ク  リ ソースを消費します。 ネッ ト ワーク  ト ラフ ィ ッ クは、 WebLogic Server と基
底のデータス ト アの間だけでな く、 ク ラ イアン ト と  WebLogic Server の間でも発

生する場合があ り ます。 以下のアドバイスに従ってエンティテ ィ  EJB データを

適切にモデル化し、 不要なネッ ト ワーク  ト ラフ ィ ッ クを防止して ください。

エンティティ  Bean のホーム インタフェース

コンテナは、 コンテナにデプロイ される各エンティテ ィ  Bean のホーム インタ

フェースの実装を提供し、 ク ラ イアン ト が JNDI を通じてホーム  インタフェース

にアクセスできるよ うにします。 エンティテ ィ  Bean のホーム  インタフェースを

実装するオブジェ ク トは EJBHome オブジェ ク ト と呼ばれます。 エンティテ ィ  
Bean のホーム インタフェースを通じて、 ク ライアン トは以下の処理を行う こ と

ができます。

� create() メ ソ ッ ドを使用して、 ホーム内に新しいエンティテ ィ  オブジェ ク

ト を作成する

� finder() メ ソ ッ ドを使用して、 ホーム内の既存のエンティテ ィ  オブジェ ク

ト を検索する

� remove() メ ソ ッ ドを使用して、 ホームからエンテ ィテ ィ  オブジェク ト を削

除する

� 特定のエンティテ ィ  Bean のインスタンスに固有でないホーム  メ ソ ッ ドを実

行する
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エンテ ィ テ ィ  Bean の設計
エンティティ  EJB は大まかにする

システムのすべてのオブジェク ト をエンティテ ィ  EJB と してモデル化しないで

ください。 特に、 ほんの数バイ ト の小さなデータをエンテ ィテ ィ  EJB にするこ

とは避けて ください ( ネッ ト ワーク  リ ソースの ト レードオフが成立しないため

)。

たとえば、 スプレ ッ ドシー トのセルなどは細かすぎるので、 ネッ ト ワーク経由で

頻繁にアクセスするこ とは避ける必要があ り ます。 ただし、 インボイスの項目の

論理的なグループやスプレッ ドシートのセルの集合は、 ビジネス  ロジッ クが必

要な場合は、 エンテ ィテ ィ  EJB と してモデル化できます。

追加のビジネス ロジックをエンティティ  EJB にカ
プセル化する

大まかなオブジェク ト であっても、 ビジネス  ロジッ クが不要であれば、 エン

ティテ ィ  EJB と してモデル化するのは適切ではあ り ません。 たとえば、 エン

ティテ ィ  EJB のメ ソ ッ ドの機能がデータ値の設定または読み込みだけの場合は、

モデル化に RDBMS ク ラ イアン ト で JDBC 呼び出しを使用するか、 またはセッ

シ ョ ン EJB を使用する方が適切です。

エンティテ ィ  EJB では、 モデル化したデータに対してビジネス  ロジッ クをカプ

セル化します。 たとえば、 「プラチナ」 と 「ゴールド」 の顧客で別々のビジネス  
ルールを使用するバンキング  アプ リ ケーシ ョ ンでは、 すべての顧客の口座がエ

ンテ ィテ ィ  EJB と してモデル化されます。 その場合、 EJB メ ソ ッ ドでは特定の

顧客タイプのデータ  フ ィールドを設定するか、 読み込むと きに適切なビジネス  
ロジッ クを適用できます。

エンティティ  EJB のデータ  アクセスを最適化する

エンティテ ィ  EJB では、 結局は、 データス ト アのフ ィールドがモデル化されま

す。 できる限りエンティテ ィ  EJB を最適化して、 データベース  アクセスを合理

化し、 最小限に抑える必要があ り ます。 特に、 以下の点に注意します。 
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2 EJB の設計
� EJB データに対して結合の複雑さを制限します。

� データス ト アでディ スク  アクセスが必要となる長時間の処理を避けます。

� ク ラ イアン ト とデータス ト ア間の往復回数を最低限に抑えるために、 EJB メ
ソ ッ ドでできる限り多くのデータが返されるよ うにします。 たとえば、 EJB 
ク ラ イアン ト でデータ  フ ィールドを読み込む場合は、 一括処理の 
get/setAttributes() メ ソ ッ ドを使用してネッ ト ワーク  ト ラフ ィ ッ クを最

小限に抑えます。

メ ッセージ駆動型 Bean の設計

メ ッセージ駆動型 Bean は、 WebLogic JMS メ ッセージング システムでメ ッセー

ジ コンシューマと して機能します。 メ ッセージ駆動型 Bean の設計の詳細につい

ては、 第 3 章 「メ ッセージ駆動型 Bean の設計」 を参照して ください。

EJB での継承の使用

共通のコードを共有する互いに関連する  Bean のグループをビルドする場合は、

継承を利用するこ とをお勧めします。 ただし、 EJB の実装に適用される継承の制

限に注意する必要があ り ます。

Bean 管理のエンティテ ィ  EJB の場合、 ejbCreate() メ ソ ッ ドでは主キーが返さ

れなければな り ません。 Bean 管理の EJB ク ラスから継承するどのク ラスも、

Bean 管理の EJB ク ラスが返すものとは異なる主キー ク ラスを返す ejbCreate() 
メ ソ ッ ドを実装するこ とはできません。 この制限は、新しいク ラスが基本の EJB 
の主キー ク ラスから派生する場合でも適用されます。 また、 この制限は、 Bean 
の ejbFind() メ ソ ッ ドにも適用されます。 

また、 その他の EJB 実装から継承する  EJB はインタフェースを変更します。 た

とえば、 次の図は、 リモートからアクセスできる新しいメ ソ ッ ドが派生 Bean で
追加される状況を説明しています。
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デプロイ された EJB へのアクセス
図 2-1   リモートからアクセス可能なメソッ ドを追加する派生 Bean (BBean)

さ らに、 AHome.create() と  BHome.create() では別々のリモート  インタ

フェースが返されるので、BHome インタフェースは AHome インタフェースから継

承するこ とはできない、 とい う制限もあ り ます。 特定のク ラスに固有のメ ソ ッ

ド、 スーパーク ラスから継承する メ ソ ッ ド、 またはサブク ラスでオーバーライ ド

される メ ソ ッ ドを  Bean で実装するために継承を使用するこ とはできます。 継承

の例については、 WebLogic Server 配布キッ トにあるク ラス内の EJB 1.1 
JavaBean のサブク ラス Child のサンプルを参照して ください。

デプロイされた EJB へのアクセス

WebLogic Server では、 EJB のホーム インタフェース と リモート で機能する リ

モー ト  インタフェースの実装が自動的に作成されます。 つま り、 EJB と同じ

サーバにあるク ライアン ト でも、 リモート  コンピュータ上にあるク ラ イアン ト

でも、 デプロイ された EJB に同じ よ うにアクセスできる とい う こ とです。

EJB では、Java Naming and Directory Interface  (JNDI) を使用して環境プロパティ

を指定する必要があ り ます。 さまざまなマシン、 アプ リ ケーシ ョ ン  サーバ、 コ

ンテナなど、 ネッ ト ワーク上のあらゆる場所にあるホーム EJB が含まれるよ う

に EJB ク ラ イアン ト の JNDI ネームスペースをコンフ ィグレーシ ョ ンできます。

 
 

ABean

BBean
ABean を

Bean インタ フ ェース

ARemote

BRemote
ARemote を

foo ()
foo2 ()

foo3 ()foo3 ()

foo ()
foo2 ()

拡張する拡張する
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2 EJB の設計
ただし、 エンタープラ イズ アプ リ ケーシ ョ ン システムを設計する と きには、

EJB と ク ラ イアン ト の間でネッ ト ワークを経由してデータを転送するこ との影響

も考慮する必要があ り ます。 ネッ ト ワークのオーバーヘッ ドがあるため、 Bean 
へのアクセスは、 リモー ト  ク ラ イアン トから よ り も 「ローカル」 ク ラ イアン ト  (
サーブレ ッ ト または別の EJB) からの方がはるかに効率的です。 リモー ト  ク ラ イ

アン トの場合は、 データをマーシャ リ ングし、 ネッ ト ワーク経由で転送して、 ま

た復元しなければな り ません。

EJB にローカル クライアントからアクセスする場
合とリモート  クライアントからアクセスする場合
の違い

EJB へローカル ク ラ イアン ト からアクセスする場合と、 リモー ト  ク ラ イアン ト

からアクセスする場合の違いは、 Bean の InitialContext を取得する方法にあ

り ます。 リモート  ク ラ イアン ト では、 WebLogic Server InitialContext ファ ク

ト リ を使用して InitialContext を取得します。 通常、 WebLogic Server のロー

カル ク ラ イアン ト では、 次の抜粋部分のよ うに、 getInitialContext メ ソ ッ ド

を使用してこのルッ クアップを実行します。

図 2-2   ルックアップを実行するローカル クライアントのコード例

...
Context ctx = getInitialContext("t3://localhost:7001", "user1", "user1Password");
...
static Context getInitialContext(String url, String user, String password) { 

Properties h = new Properties();
h.put(Context.INITIAL_CONTEXT_FACTORY,

"weblogic.jndi.WLInitialContextFactory");
h.put(Context.PROVIDER_URL, url);
h.put(Context.SECURITY_PRINCIPAL, user);

h.put(Context.SECURITY_CREDENTIALS, password); 

return new InitialContext(h);

}

EJB の内部ク ライアン ト  ( サーブレ ッ ト など ) では、 単純に、 次のよ う なデフォ

ル トのコンス ト ラ ク タを使用して  InitialContext を作成できます。
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デプロイ された EJB へのアクセス
Context ctx = new InitialContext();

EJB インスタンスの同時アクセスに関する制限

データベース同時実行性は同時アクセス  オプシ ョ ンのデフォル トかつ推奨設定

ですが、複数のク ライアン トが排他的同時アクセス  オプシ ョ ンを使用して、 EJB 
に順次的にアクセスするこ と もできます。 この排他的オプシ ョ ンを使用する場

合、 2 つのク ラ イアン ト でエンテ ィテ ィ  EJB の同じ インスタンス  (主キーが同じ

インスタンス ) へのアクセスが同時に試行される と、 2 番目のク ラ イアン トは 
EJB が利用可能になるまでブロ ッ ク されます。 データベースの同時実行性オプ

シ ョ ンの詳細については、 4-18 ページの 「Exclusive 同時方式」 を参照して くだ

さい。

ステー ト フル セッシ ョ ン EJB に同時にアクセスする と、 RemoteException が発

生します。 ステー ト フル セッシ ョ ン EJB に関する このアクセス制限は、 EJB ク
ラ イアン ト が WebLogic Server の内部にあるのかそれと も リモー トにあるのかに

関係な く適用されます。 ただし、 allow-concurrent-calls オプシ ョ ンを、 ス

テー ト フル セッシ ョ ン Bean インスタンスがメ ソ ッ ドの同時呼び出しを許可する

よ うに指定できます。 

複数のサーブレッ ト  ク ラスがセッシ ョ ン EJB にアクセスする場合は、 サーブ

レ ッ ト  ク ラスのインスタンスごとではな くサーブレ ッ ト  スレ ッ ドご とに独自の

セッシ ョ ン EJB インスタンスを使用する必要があ り ます。 同時アクセスを避け

るために、 JSP またはサーブレ ッ トは リ クエス ト  スコープでステート フル セッ

シ ョ ンを使用できます。

EJB 参照のホーム ハンドルへの格納

EJB インスタンスの EJBHome オブジェ ク ト を取得した後、 ク ラ イアン ト では 
getHomeHandle() を呼び出してそのホーム オブジェ ク トへのハンドルを作成で

きます。 getHomeHandle() では、 後で同じ  EJB インスタンスのホーム インタ

フェースを取得するために使用できる  HomeHandle オブジェ ク ト が返されます。 
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ク ラ イアン ト では、 HomeHandle オブジェク ト を別のク ライアン ト に引数と して

渡すこ とができ、 受け取り側のク ライアン トではそのハンドルを使用して同じ  
EJBHome オブジェ ク トへの参照を取得できます。 ク ライアン ト では、

HomeHandle をシ リ アライズし、 後の使用を目的と してファ イルに格納する こ と

もできます。

ファイアウォールを介したホーム ハンドルの使用

デフォル トでは、WebLogic Server は、その IP アドレスを  EJB の HomeHandle オ
ブジェ ク トに格納します。 これが、 特定のファ イアウォール システムで問題に

なる場合があ り ます。 ファ イアウォールを介して渡されたホーム ハンドルを使

用する と きに EJBHome オブジェ ク トが見つからない場合は、 次の手順に従いま

す。 

1. WebLogic Server を起動します。

2. WebLogic Server Administration Console を起動します。

3. 左ペインで [ サーバ ] ノードを展開し、 サーバを選択します。

4. 右ペインでそのサーバの [ コンフ ィグレーシ ョ ン ] タブを選択し、 次に [
チューニング ] タブを選択します。

5. [ 許可された リバース  DNS] ボッ クスをチェ ッ ク し、 DNS の逆引き参照を有

効にします。

DNS の逆引き参照が有効になる と、 WebLogic Server では IP アドレスではな く

サーバの DNS 名が EJB ホーム ハンドルに格納されます。

ト ランザクシ ョ ン リソースの保持

通常、 データベース ト ランザクシ ョ ンは、 オンライン ト ランザクシ ョ ン処理シ

ステムで最も貴重な リ ソースの 1 つです。 WebLogic Server で EJB を使用する場

合、 ト ランザクシ ョ ン  リ ソースはそのデータベース接続との関係によってさ ら

に価値が高ま り ます。
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WebLogic Server では、 1 つの接続プールを使用して複数の同時データベース要

求に対応できます。 接続プールの効率は、 そのプールを使用するデータベース  
ト ランザクシ ョ ンの数と長さによって大き く左右されます。 ト ランザクシ ョ ン非

対応のデータベース要求の場合、 WebLogic Server では同じ接続を別のク ライア

ン ト が使用できるよ うに接続の割 り当てと割 り当て解除を非常に敏速に行う こ と

ができます。 ただし、 ト ランザクシ ョ ン対応の要求の場合、 その ト ランザクシ ョ

ンの間、 接続はク ライアン トによって 「予約状態」 にな り ます。 

ト ランザクシ ョ ンをシステム上で最適な方法で使用するには、 常に 「内部から外
部」 とい う方法で ト ランザクシ ョ ンの境界を設定します。 ト ランザクシ ョ ンの開

始と終了ができる限り システム  ( データベース ) の 「内部」 になるよ うにして、

必要な場合にのみ 「外部」 ( ク ラ イアン ト  アプリ ケーシ ョ ン方向 ) に向かう よ う

にします。 以降の節では、 この規則について詳し く説明します。

ト ランザクションの管理をデータストアに許可する

多くの RDBMS システムは、オンライン  ト ランザクシ ョ ン処理 (OLTP) ト ランザ

クシ ョ ン用の高性能ロ ッ ク  システムを備えています。 Tuxedo などの ト ランザク

シ ョ ン処理 (TP) モニタを利用すれば、 RDBMS システムでは複数のデータス ト

アにまたがる複雑な意志決定支援のクエ リ を管理する こ と もできます。 基底の

データス ト アにそのよ う な機能がある場合は、 できる限りその機能を使用しま

す。 RDBMS による自動的な ト ランザクシ ョ ンの境界設定を妨げないよ うにして

ください。

EJB に対して Bean 管理のト ランザクショ ンの代
わりにコンテナ管理のト ランザクションを使用する

Bean 管理による ト ランザクシ ョ ンの境界設定はなるべく使用しません。 特殊な

目的のために Bean 管理のト ランザクシ ョ ンが必要となる場合以外は、WebLogic 
Server のコンテナ管理による ト ランザクシ ョ ンの境界設定を使用して ください。 

Bean 管理のト ランザクシ ョ ンが必要になるのは、 以下のよ う な場合です。
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� 1 回のメ ソ ッ ド呼び出しで複数の ト ランザクシ ョ ンを定義する場合。 
WebLogic Server では、 メ ソ ッ ドご とに ト ランザクシ ョ ンの境界を設定しま

す。

注意 : ただし、 1 回のメ ソ ッ ド呼び出しで複数の ト ランザクシ ョ ンを使用す

る代わ りに、 メ ソ ッ ドを複数のメ ソ ッ ドに分け、 それぞれがコンテナ

管理の ト ランザクシ ョ ンを使用する方法をお勧めします。

� 複数の EJB メ ソ ッ ド呼び出しに 「またがる」 ト ランザクシ ョ ンを定義する場

合。 たとえば、 ある メ ソ ッ ドを使用して ト ランザクシ ョ ンを開始し、 別のメ

ソ ッ ドで ト ランザクシ ョ ンをコ ミ ッ ト またはロールバッ クするステー ト フル 
セッシ ョ ン  EJB を定義する場合です。 

注意 : EJB オブジェク トの機能についての詳しい情報が必要になるため、 こ

のよ う な動作はできる限り避けて ください。 ただし、 ど う しても必要

な場合は、 Bean 管理による ト ランザクシ ョ ンの調整を利用し、 個々

のメ ソ ッ ドに対する ク ライアン トの呼び出しを調整する必要があ り ま

す。

アプリケーションから ト ランザクションの境界を設定しない

通常、 ク ラ イアン ト  アプリ ケーシ ョ ンは長期間にわたってアクテ ィブな状態を

維持できる とは限り ません。 ク ライアン トによって ト ランザクシ ョ ンが開始さ

れ、 コ ミ ッ トする前にそのク ライアン ト が終了する と、 WebLogic Server で貴重

な ト ランザクシ ョ ンと接続の リ ソースが失われてしまいます。 さ らに、 ク ラ イア

ン トが ト ランザクシ ョ ンの途中で終了しない場合でも、 ユーザによるデータのコ

ミ ッ ト またはロールバッ クに依存する場合はト ランザクシ ョ ンが途中で終わって

しま う こ と もあ り ます。 できる限り、 ト ランザクシ ョ ンの境界は WebLogic 
Server または RDBMS のレベルで設定してください。

ト ランザクシ ョ ンの境界設定の詳細については、 4-42 ページの 「 ト ランザク

シ ョ ン管理の責任範囲」 を参照して ください。

コンテナ管理 EJB ではト ランザクション対応データソースを
常に使用する

JDBC データソース ファ ク ト リ をコンテナ管理 EJB と と もに使用できるよ う に

コンディグレーシ ョ ンする場合には、 ト ランザクシ ョ ン非対応のデータソース  
(DataSource) ではな く ト ランザクシ ョ ン対応のデータソース  (TXDataSource) を
必ずコンフ ィグレーシ ョ ンします。 ト ランザクシ ョ ン非対応のデータソースの場
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合、 JDBC 接続はコンテナ管理ト ランザクシ ョ ンの一部ではなく、 挿入操作や更

新操作の度にデータベースに即座にコ ミ ッ トする自動コ ミ ッ トモードで動作しま

す。
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3 メッセージ駆動型 Bean の設計

以下の節では、メッセージ駆動型 Bean を開発し、WebLogic Server にデプロイ
する方法について説明します。 メッセージ駆動型 Bean では標準の Java 
Messaging Service (JMS) API を部分的に利用するので、メッセージ駆動型 Bean 
を実装する前に WebLogic JMS を理解する必要があります。詳細については、
『WebLogic JMS プログラマーズ ガイド』を参照してください。

� メッセージ駆動型 Bean とは

� メッセージ駆動型 Bean の開発とコンフィグレーション

� メッセージ駆動型 Bean の呼び出し

� Bean インスタンスの作成と削除

� WebLogic Server でのメッセージ駆動型 Bean のデプロイ

� メッセージ駆動型 Bean でのトランザクション サービスの使用

� メッセージ駆動型 Bean の移行サービス

� 非 BEA JMS プロバイダのメッセージ駆動型 Bean のコンフィグレーション

� JMS サーバまたは非 BEA サービス プロバイダへの再接続

� JMS 分散送り先でリスンするための MDB のコンフィグレーション

メッセージ駆動型 Bean とは

メッセージ駆動型 Bean は、WebLogic JMS メッセージング システムでメッセー
ジ コンシューマとして機能する EJB です。標準の JMS メッセージ コンシューマ
の場合と同じように、メッセージ駆動型 Bean では JMS キューまたは JMS ト
ピックからメッセージを受信し、そのメッセージの内容に基づいてビジネス ロ
ジックを実行します。 
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3 メッセージ駆動型 Bean の設計
デプロイメント時にキューまたはトピックのリスナを作成すると、WebLogic 
Server では受信メッセージを処理するために必要に応じてメッセージ駆動型 
Bean のインスタンスが自動的に作成および削除されます。

メッセージ駆動型 Bean と標準の JMS コンシュー
マとの違い

メッセージ駆動型 Bean は EJB として実装されるため、標準の JMS コンシュー
マでは利用できないサービスからの恩恵を受けます。最も重要なことは、メッ

セージ駆動型 Bean のインスタンスは、全面的に WebLogic Server EJB コンテナ
によって管理されるということです。1 つのメッセージ駆動型 Bean クラスを使
用することで、WebLogic Server では大量のメッセージを並行して処理するため
に必要に応じて複数の EJB インスタンスが作成されます。それとは対照的に、
標準的な JMS メッセージング システムの場合は、サーバ全体のセッション プー
ルを利用する MessageListener クラスを開発者が作成しなければなりません。

WebLogic Server コンテナでは、セキュリティ サービスや自動トランザクション
管理など、他の標準的な EJB サービスもメッセージ駆動型 Bean に対して提供さ
れます。 それらのサービスの詳細については、4-41 ページの「トランザクション
管理」と 3-11 ページの「メッセージ駆動型 Bean でのトランザクション サービ
スの使用」を参照してください。

また、メッセージ駆動型 Bean は、EJB の「一度書けば、どこにでもデプロイで
きる」性質からも恩恵を受けます。JMS MessageListener は特定のセッション 
プール、キュー、またはトピックと関連付けられますが、メッセージ駆動型 
Bean はサービス リソースにとらわれずに開発できます。メッセージ駆動型 Bean 
のキューとトピックはデプロイメント時にのみ割り当てられ、WebLogic Server 
にあるリソースが利用されます。

注意 : 標準の JMS リスナにはないメッセージ駆動型 Bean の 1 つの制限は、特
定のメッセージ駆動型 Bean のデプロイメントが 1 つのキューまたはト
ピックとしか関連付けられないことです (3-9 ページの「メッセージ駆動
型 Bean の呼び出し」を参照 )。アプリケーションにおいて、1 つの JMS 
コンシューマで複数のキューまたはトピックからのメッセージに対応し

なければならない場合は、標準の JMS コンシューマを使用するか、また
は複数のメッセージ駆動型 Bean クラスをデプロイする必要があります。
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メッセージ駆動型 Bean とステートレス セッショ
ン EJB との違い

メッセージ駆動型 Bean のインスタンスの動的な作成と割り当ては、ステートレ
ス セッション EJB のインスタンスの動作にいくつかの点で似ています。ただし、
メッセージ駆動型 Bean は、以下のような重要な点でステートレス セッション 
EJB (および他の種類の EJB) とは異なります。

� メッセージ駆動型 Bean では、シリアライズされたメソッド呼び出しのシー
ケンスではなく、複数の JMS メッセージが非同期で処理される。

� メッセージ駆動型 Bean にはホーム インタフェースやリモート インタフェー
スがない。したがって、内部または外部のクライアントから直接アクセスで

きません。クライアントは、JMS キューまたは JMS トピックにメッセージ
を送信することで間接的にメッセージ駆動型 Bean と対話します。

注意 : WebLogic Server コンテナだけが、必要に応じて Bean のインスタンスを
作成し、JMS メッセージをインスタンスに渡すことによってメッセージ
駆動型 Bean と直接対話します。 

� WebLogic Server によってメッセージ駆動型 Bean のライフサイクル全体が管
理される。クライアントの要求や API の呼び出しでインスタンスを作成また
は削除することはできません。

トピックとキューの並行処理

メッセージ駆動型 Bean (MDB) は、トピックおよびキューの並行処理をサポート
しています。 以前は、キューの並行処理のみがサポートされていました。 

同時実行性をサポートするには、コンテナで実行キューのスレッドを使用しま

す。weblogic-ejb-jar.xml ファイルの max-beans-in-free-pool デプロイメ
ント記述子のデフォルト設定では、ほとんどの並行処理がサポートされます。並

行して実行されるコンシューマの数を制限する場合を除き、この値を変更しない

でください。 
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注意 : メッセージを一度に受け取るための最大 MDB 数 
(max-beans-in-free-pool デプロイメント記述子要素でコンフィグレー
ションする ) は、最大実行スレッド数を超過できません。たとえば、
max-beans-in-free-pool が 50 に設定されており、最大実行スレッド数が 
25 に設定されている場合、実際にメッセージを受け取る MDB は 25 個だ
けです。

max-beans-in-free-pool の詳細については、 9-52 ページの
「max-beans-in-free-pool」 を参照して ください。

メッセージ駆動型 Bean の開発とコンフィ
グレーション

メッセージ駆動型 EJB を作成するには、Bean を適切に動作させるための一般的
な慣習に従うだけでなく、JavaSoft EJB 2.0 仕様で説明されている規約にも従う
必要があります。メッセージ駆動型 Bean クラスを作成したら、XML 形式の 
EJB デプロイメント記述子ファイルで Bean のデプロイメント記述子要素を指定
することによって、WebLogic Server 用に Bean をコンフィグレーションします。 

メッセージ駆動型 Bean を作成するには、次の手順に従います。

1. javax.ejb.MessageDrivenBean インタフェースと 
javax.jms.MessageListener インタフェースの両方を実装するソース ファ
イル (メッセージ駆動型 Bean クラス ) を作成します。

メッセージ駆動型 Bean クラスでは、以下のメソッドを定義する必要があり
ます。

� コンテナがフリー プールでメッセージ駆動型 Bean のインスタンスを作
成するために使用する ejbCreate() メソッドを 1 つ。

� Bean のコンテナがメッセージを受け取ったときに呼び出す onMessage() 
メソッドを 1 つ。このメソッドには、メッセージを処理するビジネス ロ
ジックが格納されます。

� Bean インスタンスにその環境 (特定のデプロイメント記述子の値 ) に関す
る情報を提供する setMessageDrivenContext{} メソッドを 1 つ。この
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コンテキストは、EJB コンテナによって提供されるサービスに Bean クラ
スがアクセスする場合にも使用されます。

� メッセージ駆動型 Bean インスタンスをフリー プールから削除する 
ejbRemove() メソッドを 1 つ。

メッセージ駆動型 Bean クラスの出力例について、詳しくは 3-7 ページの
「メッセージ駆動型 Bean クラスの必要条件」を参照してください。

2. メッセージ駆動型 Bean に対して、次の XML デプロイメント記述子ファイ
ルを指定します。 

� ejb-jar.xml

� weblogic-ejb-jar.xml

� weblogic-cmp-rdbms-jar.xml

XML ファイルの指定について、詳しくは 6-6 ページの「EJB デプロイメン
ト記述子の指定と編集」を参照してください。

3. Bean の ejb-jar.xml ファイルで message-driven 要素を設定して、Bean 
を宣言します。 

4. Bean の ejb-jar.xml ファイルで message-driven-destination 要素を設
定して、Bean がトピック用かキュー用かを指定します。 

5. 関連付けられたトピックを恒久トピックとするかどうかを指定するときは、
Bean の ejb-jar.xml ファイルで subscription-durability サブ要素を指
定します。

6. Bean で独自のトランザクション境界を設定する場合、使用する JMS 確認応
答を指定するために acknowledge-mode サブ要素を設定します。 この要素の
値は AUTO_ACKNOWLEDGE (デフォルト ) または DUPS_OK_ACKNOWLEDGE のい
ずれかです。

7. トランザクション境界をコンテナで管理する場合、Bean の ejb-jar.xml 
ファイルで transaction-type 要素を設定して、メソッド呼び出しをエン
タープライズ Bean のメソッドに委託するときにコンテナがトランザクショ
ン境界を管理する方式を指定します。

次の例は、ejb-jar.xml ファイルでのメッセージ駆動型 Bean の指定方法を示し
たものです。

図 3-1   ejb-jar.xml ファイルの XML スタンザの例

<enterprise-beans>
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3 メッセージ駆動型 Bean の設計
<message-driven>

<ejb-name>exampleMessageDriven1</ejb-name>

<ejb-class>examples.ejb20.message.MessageTraderBean</ejb-class>

<transaction-type>Container</transaction-type>

<message-driven-destination>

<destination-type>

javax.jms.Topic

</destination-type>

</message-driven-destination>

...

</message-driven>

...

</enterprise-beans>

8. Bean の weblogic-ejb-jar.xml ファイルで message-driven-descriptor 
要素を設定して、メッセージ駆動型 Bean を WebLogic Server における JMS 
送り先と関連付けます。

次の例は、weblogic-ejb-jar.xml ファイルでのメッセージ駆動型 Bean の設定
方法を示したものです。

図 3-2   weblogic-ejb-jar.xml ファイルの XML スタンザの例

<message-driven-descriptor>

<destination-jndi-name>...</destination-jndi-name>

</message-driven-descriptor>

9. 6-11 ページの「デプロイメント ディレクトリへの EJB のパッケージ化」の
手順に従って、メッセージ駆動型 Bean クラスをコンパイルして生成します。 

10. 7-9 ページの「コンパイル済み EJB ファイルのデプロイ」の手順に従って、
Bean を WebLogic Server にデプロイします。

コンテナは、メッセージ駆動型 Bean インスタンスを実行時に管理します。
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メッセージ駆動型 Bean の開発とコンフィグレーション
メッセージ駆動型 Bean クラスの必要条件

EJB 2.0 仕様では、メッセージ駆動型 Bean クラスでメソッドを定義するための
詳細なガイドラインが提供されます。次の出力は、メッセージ駆動型 Bean クラ
スの基本的な構成要素を示しています。クラス、メソッド、およびメソッド宣言

は、太字で表示されています。

図 3-3   メッセージ駆動型 Bean の基本コンポーネントの出力例

public class MessageTraderBean implements MessageDrivenBean, 
MessageListener{

public MessageTraderBean() {...};

// EJB コンストラクタは必須。パラメータは

// 受け付けない。コンストラクタは

// abstract としては宣言しない

public void ejbCreate() (...)

// ejbCreate () は必須。パラメータは受け付けない

// throws 句を使用する場合は、アプリケーション例外を

// 含めない。ejbCreate() は final または static としては
宣言しない

public void onMessage(javax.jms.Message MessageName) {...}

// onMessage() は必須であり、javax.jms.Message 型の

// パラメータを必ず 1 つとる。throws 句を使用する場合は

// アプリケーション例外を含めない。onMessage() は final

// または static としては宣言しない

public void ejbRemove() {...}

// ejbRemove() は必須。パラメータは受け付けない。 

// throws 句を使用する場合は、アプリケーション例外を

//含めない。ejbRemove() は final または static としては宣
言しない

// EJB クラスでは finalize() メソッドを定義できない

}
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3 メッセージ駆動型 Bean の設計
メッセージ駆動型 Bean コンテキストの使用

WebLogic Server では、setMessageDrivenContext() を呼び出して、メッセー
ジ駆動型 Bean インスタンスをコンテナ コンテキストと関連付けます。これは、
クライアント コンテキストではありません。クライアント コンテキストは、
JMS メッセージでは渡されません。WebLogic Server では、コンテナ コンテキス
トが EJB に提供されます。そのプロパティには、MessageDrivenContext イン
タフェースの以下のメソッドを使用してインスタンスからアクセスできます。

� getCallerPrincipal() - このメソッドは EJB コンテキスト インタフェース
から継承されるので、メッセージ駆動型 Bean インスタンスでは呼び出さな
いでください。

� isCallerInRole() - このメソッドは EJB コンテキスト インタフェースから
継承されるので、メッセージ駆動型 Bean インスタンスでは呼び出さないで
ください。

� setRollbackOnly() - EJB では、コンテナ管理によるトランザクションの境
界設定を利用する場合にのみこのメソッドを使用できます。

� getRollbackOnly() - EJB では、コンテナ管理によるトランザクションの境
界設定を利用する場合にのみこのメソッドを使用できます。

� getUserTransaction() - EJB では、Bean 管理によるトランザクションの境
界設定を利用する場合にのみこのメソッドを使用できます。

注意 : getEJBHome() も MessageDrivenContext インタフェースの一部として
継承されますが、メッセージ駆動型 Bean にはホーム インタフェースが
ありません。メッセージ駆動型 EJB のインスタンスから getEJBHome() 
を呼び出すと、IllegalStateException が送出されます。

onMessage() によるビジネス ロジックの実装

メッセージ駆動型 Bean の onMessage() メソッドでは、その EJB のビジネス ロ
ジックが実装されます。WebLogic Server では、EJB と関連付けられている JMS 
キューまたは JMS トピックがメッセージを受信したときに、JMS メッセージ オ
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メッセージ駆動型 Bean の呼び出し
ブジェクトをそのまま引数として渡して onMessage() を呼び出します。メッ
セージを解析し、onMessage() の必要なビジネス ロジックを実行するのは、
メッセージ駆動型 Bean の役割です。

ビジネス ロジックが非同期のメッセージ処理に対応できるようにしておきます。
たとえば、EJB では、クライアントから送信された順序でメッセージを受信でき
るわけではありません。コンテナでのインスタンス プーリングにより、メッ
セージが順番に受信または処理されることはありません。ただし、メッセージ駆

動型 Bean の特定のインスタンスに対する個々の onMessage() 呼び出しはシリア
ライズされます。

詳細については、javax.jms.MessageListener.onMessage() を参照してください。

例外の処理

メッセージ駆動型 Bean のメソッドは、onMessage() であっても、アプリケー
ション例外または RemoteException を送出してはなりません。メソッドでその
ような例外が送出されると、WebLogic Server では ejbRemove() を呼び出すこと
なく即座に EJB のインスタンスが削除されます。ただし、クライアントの観点
からすれば、その EJB は依然として存在していることになります。なぜなら、
以降のメッセージは WebLogic Server によって作成される新しい Bean インスタ
ンスに転送されるからです。

メッセージ駆動型 Bean の呼び出し

JMS キューまたは JMS トピックがメッセージを受信すると、WebLogic Server で
は次のようにして関連するメッセージ駆動型 Bean を呼び出します。 

1. WebLogic Server が新しい Bean インスタンスを取得します。 
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3 メッセージ駆動型 Bean の設計
WebLogic Server では、weblogic-ejb-jar.xml ファイルで設定される 
max-beans-in-free-pool 属性を使用して、新しい Bean インスタンスがフ
リー プールで使用可能かどうかを判定します。 

2. Bean インスタンスがフリー プールで使用可能な場合、WebLogic Server はそ
のインスタンスを使用します。 

フリー プールに使用可能な Bean インスタンスがなく、
max-beans-in-free-pool で指定された制限に達している場合、WebLogic 
Server は Bean インスタンスが解放されるまで待機します。 この属性の詳細
については、9-60 ページの「max-beans-in-free-pool」を参照してください。

Bean インスタンスがフリー プールになく、max-beans-in-free-pool で指
定された制限に達していない場合、WebLogic Server は Bean の 
ejbCreate() メソッドを呼び出して新しい Bean インスタンスを作成し、続
けて Bean の setMessageDrivenContext() メソッドを呼び出してそのイン
スタンスをコンテナ コンテキストに関連付けます。 3-8 ページの「メッセー
ジ駆動型 Bean コンテキストの使用」で説明されているように、Bean ではこ
のコンテキストの要素を利用できます。

3. WebLogic Server では、Bean に関連付けられている JMS キューまたはト
ピックでメッセージを受け取ると、Bean の onMessage() メソッドを呼び出
して、ビジネス ロジックを実装します。 

3-8 ページの「onMessage() によるビジネス ロジックの実装」を参照してく
ださい。

注意 : これらのインスタンスはプールに配置できます。

Bean インスタンスの作成と削除

WebLogic Server コンテナでは、メッセージ駆動型 Bean の ejbCreate() および 
ejbRemove() メソッドを呼び出して、Bean クラスのインスタンスを作成または
削除します。各メッセージ駆動型 Bean には、少なくとも 1 つの ejbCreate() お
よび ejbRemove() メソッドが必要です。WebLogic Server コンテナでは、これら
のメソッドを使用して、JMS キューまたはトピックからメッセージを受信して 
Bean インスタンスが作成されたときに作成関数を、トランザクションがコミッ
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WebLogic Server でのメッセージ駆動型 Bean のデプロイ
トされて Bean インスタンスが削除されたときに削除関数を処理します。
WebLogic Server は、JMS キューまたはトピックからメッセージを受け取りま
す。 

他の EJB タイプの場合と同じように、ejbCreate() メソッドでは Bean の活動に
必要なあらゆるリソースを用意しなければなりません。ejbRemove() メソッド
では、WebLogic Server によってインスタンスが削除される前にリソースを解放
しなければなりません。

メッセージ駆動型 Bean では、ejbRemove() メソッドの外側においても何らかの
かたちで通常のクリーンアップ ルーチンを実行する必要があります。なぜなら、
実行時例外が送出されるなどして、ejbRemove() が呼び出されないこともあり
得るからです。

WebLogic Server でのメッセージ駆動型 
Bean のデプロイ

メッセージ駆動型 Bean のデプロイ先は、初めて起動した場合の WebLogic 
Server、または実行中の WebLogic Server です。 Bean のデプロイの詳細について
は、7-2 ページの「WebLogic Server 起動時の EJB のデプロイメント」または 7-3 
ページの「動作中の WebLogic Server への EJB のデプロイ」を参照してくださ
い。

メッセージ駆動型 Bean でのトランザク
ション サービスの使用

その他の型の EJB と同じく、メッセージ駆動型 Bean では Bean 管理のトランザ
クションを使用して独自のトランザクション境界を設定することも、WebLogic 
Server のコンテナにトランザクションを管理させる (コンテナ管理のトランザク
ション ) こともできます。どちらの場合でも、メッセージ駆動型 Bean が、メッ
セージを送信するクライアントからトランザクション コンテキストを受け取る
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3 メッセージ駆動型 Bean の設計
ことはありません。WebLogic Server では常に、Bean のデプロイメント記述子
ファイルで指定されたトランザクション コンテキストを使用して Bean の 
onMessage() メソッドを呼び出します。 

どのクライアントでもメッセージ駆動型 Bean に対する呼び出しのためのトラン
ザクション コンテキストは提供されないので、コンテナ管理のトランザクショ
ンを使用する Bean は ejb-jar.xml ファイルの container-transaction 要素で 
Required または NotSupported trans-attribute を指定してデプロイする必要
があります。 

ejb-jar.xml ファイルの次の例は、メッセージ駆動型 Bean のトランザクション 
コンテキストの指定方法を示しています。

図 3-4   ejb-jar.xml ファイルの XML スタンザの例

<assembly-descriptor>

<container-transaction>

<method>

<ejb-name>MyMessageDrivenBeanQueueTx</ejb-name>

<method-name>*</method-name>

</method>

<trans-attribute>NotSupported</trans-attribute>

</container-transaction>

</assembly-descriptor>

メッセージの受信

EJB の onMessage() メソッドを呼び出すきっかけとなる JMS メッセージの受信
は、通常はトランザクションのスコープには含まれません。ただし、Bean 管理
のトランザクションとコンテナ管理のトランザクションに関しては別の方法で処

理されます。

� Bean 管理のトランザクションを使用する EJB の場合、メッセージの受信は
常に Bean のトランザクションのスコープ外になる。

� コンテナ管理によるトランザクションの境界設定を使用する EJB について
は、ejb-jar.xml ファイルで Bean の transaction-type 要素が Required 
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メッセージ駆動型 Bean の移行サービス
に設定されている場合に限り、WebLogic Server ではメッセージの受信が 
Bean のトランザクションの一部となる。

メッセージの確認応答

コンテナ管理によるトランザクションの境界設定を使用するメッセージ駆動型 
Bean の場合は、EJB トランザクションがコミットされたときに WebLogic Server 
で自動的にメッセージの確認応答が行われます。 EJB で Bean 管理のトランザク
ションが使用される場合、メッセージの受信と確認応答は両方とも EJB トラン
ザクション コンテキストの外側で行われます。Bean 管理のトランザクションを
使用する EJB では WebLogic Server によって自動的にメッセージの確認応答が行
われますが、ejb-jar.xml ファイルで定義される acknowledge-mode デプロイ
メント記述子要素を使用して確認応答のセマンティクスをコンフィグレーション

できます。

メッセージ駆動型 Bean の移行サービス

WebLogic Server では、メッセージ駆動型 Bean の移行と回復のサービスをサ
ポートします。移行と回復のサービスを提供するため、WebLogic JMS では 
WebLogic Server が提供する移行フレームワークに則って移行の要求に応え、障
害発生後に JMS サーバをオンラインに戻します。JMS サーバを使用可能なサー
バに移行する際には、関連付けられているメッセージ駆動型 Bean を障害サーバ
から同じ WebLogic Server クラスタ内の使用可能なサーバに手動で移行する必要
があります。メッセージ駆動型 Bean はクラスタ化されたサーバ間でのみ移行
サービスを利用できます。移行サービスは複数のクラスタ間をまたいで利用でき

ません。 

WebLogic Server が JMS サーバとともにメッセージ駆動型 Bean をクラスタ内の
使用可能なサーバに移行しないとすれば、JMS 送り先にメッセージが溢れるこ
とになります。元のサーバが回復するまでの間、メッセージ駆動型 Bean を円滑
に回復するために、メッセージ駆動型 Bean ではそれ自身が移行可能なことを
マークし、WebLogic Server は移行サービス プロセスを実装します。Bean を他
のサーバに移行した後、そのサーバは JMS サーバに接続し、障害サーバの代わ
りに JMS 送り先からメッセージのプルを再開します。
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3 メッセージ駆動型 Bean の設計
メッセージ駆動型 Bean の移行サービスの有効化

メッセージ駆動型 Bean の移行サービスを有効化するには、次の手順に従いま
す。

1. 3-4 ページの「メッセージ駆動型 Bean の開発とコンフィグレーション」の手
順に従って、メッセージ駆動型 Bean をコンフィグレーションします。

2. ejb-jar.xml ファイルの destination-type 要素を設定することによって、

メッセージ駆動型 Bean の JMS 送り先のタイプを指定します。 これについて
は、「分散送り先のコンフィグレーション」を参照してください

3. JMS 送り先のデプロイメント スキーマを次のいずれかに指定します。

� 単純な送り先 - JMS 送り先は分散しておらず、EJB コンテナはメッセー
ジ駆動型 Bean を JMS 送り先とともにデプロイします。

� 分散送り先 - EJB コンテナは、メッセージ駆動型 Bean を JMS 送り先が
分散しているすべてのサーバ上に JMS 送り先とともにデプロイします。

この手順については、「分散送り先のコンフィグレーション」を参照してく
ださい。

4. WebLogic Server Administration Console を使用し、JMS サーバをコンフィグ
レーションします。 手順については、「WebLogic JMS の管理」を参照してく
ださい。 

JMS サーバが WebLogic Server クラスタ内の あるサーバ上にデプロイされ、
一連の JMS 送り先に対する要求を処理します。 

5. その JMS サーバの移行できる対象をコンフィグレーションします。 この手順
については、「JMS の移行できる対象のコンフィグレーション」を参照して
ください。 

メッセージ駆動型 Bean の移行

WebLogic Server クラスタ内において、障害サーバから使用可能なサーバにメッ
セージ駆動型 Bean を移行するには、次の手順に従います。

1. WebLogic Server Administration Console を起動します。
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2. JMS 送り先のデプロイメント スキーマを次のいずれかに指定します。

� 単純な送り先 - JMS 送り先は分散しておらず、EJB コンテナはメッセー
ジ駆動型 Bean を JMS 送り先とともにデプロイします。

� 分散送り先 - EJB コンテナは、メッセージ駆動型 Bean を JMS 送り先が
分散しているすべてのサーバ上に JMS 送り先とともにデプロイします。

メッセージ駆動型 Bean は JMS サーバの移行先を調べることができるので、メッ
セージ駆動型 Bean に対して移行先を変更する必要はありません。

しかし、メッセージ駆動型 Bean はクラスタ内、あるいは、JMS サーバの移行先
リストにあるすべてのサーバ上にデプロイされる必要があります。 メッセージ駆
動型 Bean は移行の間、有効でないためです。 メッセージ駆動型 Bean は移行先リ
ストに含まれるすべてのサーバ上に JMS 送り先とともにデプロイされ、JMS 送
り先が非アクティブな間は非アクティブなままです。

WebLogic Server は、メッセージ駆動型 Bean をアクティブにした時点で JMS 
サーバを探索し、その Bean に指定された JMS 送り先からメッセージのプルを開
始します。

非 BEA JMS プロバイダのメッセージ駆動
型 Bean のコンフィグレーション

IBM MQSeries などの非 BEA JMS プロバイダで機能するように、メッセージ駆
動型 Bean をコンフィグレーションすることができます。 WebLogic Server 7.0 以
降、Bean 管理によるトランザクションをサポートする MDB (トランザクション
非対応 MDB) に加えて、コンテナ管理によるトランザクションをサポートする 
MDB (トランザクション対応 MDB) に関してこのコンフィグレーションが可能
です。 

つまり、トランザクション MDB のあるアプリケーションは、MDB によって処
理されるメッセージに関して非 BEA JMS プロバイダとの間で「かならず 1 回」
のセマンティクスを実現できます。WebLogic Server は XA を使用して、非 BEA 
JMS プロバイダをトランザクションの中に自動的に取得します。 
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トランザクション非対応 MDB のあるアプリケーションの場合、MDB は少なく
とも 1 回のメッセージ処理セマンティクスを提供し、XA は必要ありません。

非 BEA JMS プロバイダが XA をサポートしていない場合、そのプロバイダでは

コンテナ管理によるトランザクションをサポートする MDB をデプロイすること

はできません。 また、JMS プロバイダが XA をサポートしている場合は、

weblogic-ejb-jar.xml ファイル内で指定する JMS 接続ファクトリが XA をサ

ポートするということを保証する必要があります。この指定方法は、各 JMS プ

ロバイダでさまざまです。

トランザクション対応 MDB の指定

MDB をトランザクション対応として指定するには、次の手順に従います。

� ejb-jar.xml ファ イルの message-driven 要素内の transaction-type 要
素を Container に設定する。

� ejb-jar.xml ファ イルの container-transaction 要素内の 
trans-attribute 要素を  Required に設定する。

また、非 BEA JMS プロバイダに合わせて weblogic-ejb-jar.xml ファイルの 

destination-jndi-name、initial-context-factory、provider-url、および 

connection-factory-jndi-name 要素を適切に設定します。 

トランザクション対応 MDB の場合、connection-factory-jndi-name で指定された 

JMS 接続ファクトリが JMS に対するオプションの XA 拡張をサポートしている

必要があります。

トランザクション非対応 MDB の指定

MDB をトランザクション非対応として指定するには、次の手順に従います。

� ejb-jar.xml ファ イルの message-driven 要素内の transaction-type 要
素を Bean に設定する。

� ejb-jar.xml ファ イルの container-transaction 要素内の 
trans-attribute 要素を  NotRequired に設定する。
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JMS サーバまたは非 BEA サービス プロバイダへの再接続
非 BEA プロバイダを使用するための MDB のコンフィグレーションの方法の例
については、ホワイト ペーパー「Using Foreign JMS Providers with WLS Message 
Driven Beans」 (jmsmdb.pdf) を参照してください。

JMS サーバまたは非 BEA サービス プロバ
イダへの再接続

メッセージ駆動型 Bean は、非クラスタ WebLogic Server インスタンスまたは非 
BEA サービス プロバイダにデプロイされている JMS サーバの JMS 送り先をリ
スンします。 サーバがダウンしたためにその送り先との接続が失われた場合、
メッセージ駆動型 Bean は一定の間隔で送り先との再接続を試みます。 この間隔
は、Bean の weblogic-ejb-jar.xml ファイルの 
jms-polling-interval-seconds 要素を設定して秒単位で指定します。 

JMS 分散送り先でリスンするための MDB 
のコンフィグレーション

WebLogic JMS では、1 つの分散送り先セットのメンバーとして複数の物理的送

り先 (キューおよびトピック ) をコンフィグレーションできるため、クラスタ内

の WebLogic Server インスタンスで障害が発生してもサービスを継続することが

できます。このようにコンフィグレーションすると、プロデューサおよびコン

シューマは、1 つの送り先のように見える送り先を介してメッセージを送受信し

ます。 

しかし実際には、メッセージングの負荷が分散送り先内のすべての送り先メン

バーに分散されます。サーバの障害などによって使用できない送り先メンバーが

ある場合は、セット内の他の送り先メンバーにトラフィックがリダイレクトされ

ます。
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3 メッセージ駆動型 Bean の設計
このリリースから、MDB がクラスタ内のサーバにデプロイされると、

WebLogic Server は分散送り先のメンバーを自動的に列挙し、MDB が各メン

バーで必ずリスンするようにします。 

MDB がクラスタ内のサーバにデプロイされると、WebLogic Server は分散送り

先のメンバーを自動的に列挙し、MDB が各メンバーで必ずリスンするようにし

ます。 

次の手順に従って、分散送り先に対してメッセージ駆動型 Bean をコンフィグ

レーションします。

1.「分散送り先のコンフィグレーション」の説明に従って、メッセージ駆動型 
Bean をコンフィグレーションします。

2. weblogic-ejb-jar.xml で MDB の destination-jndi-name を、分散トピック
またはキューを JNDI ネームスペースにバインドするための名前に設定しま
す。 

3. MDB の対象を分散送り先の対象と同じものにします。 分散送り先が存在する
場合は、MDB をデプロイする必要があります。 

4. MDB をデプロイします。 

デプロイ時に、MDB は WebLogic Server インスタンス上に存在する分散送り先

のメンバーを検出し、自身をそのメンバーに固定し、メッセージの処理を開始し

ます。 

メッセージ駆動型 Bean のセキュリティ ID 
のコンフィグレーション

メッセージ駆動型 Bean (MDB) が JMS キューまたはトピックからメッセージを
受信する場合、EJB コンテナは資格マッピング プロバイダおよび資格マップを
使用して、JMS 接続を確立するときに使用するセキュリティ ID (ユーザ名とパ
スワード ) を取得します。 資格マッピングは、MDB 開始時の 1 回だけ行われま
す。 EJB コンテナが接続すると、JMS プロバイダはセキュリティ ID を使用して、
すべてのメッセージを取得します。 セキュリティ ID は、MDB を使用して非 
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メッセージ駆動型 Bean のセキュリティ ID のコンフィグレーション
BEA JMS プロバイダ (別のベンダの JMS プロバイダまたは別の WebLogic 
Server ドメイン内で動作している WebLogic Server JMS プロバイダ ) からメッ
セージを受信するときに特に重要です。

MDB のセキュリティ ID をコンフィグレーションするには、次の手順に従いま
す。

1. MDB 用の WebLogic ユーザを作成します。 詳細については、『WebLogic リ
ソースのセキュリティ』の「ユーザとグループ」を参照してください。 この 
WebLogic ユーザには、非 BEA JMS プロバイダが JMS 接続を確立するため
に必要なユーザ名およびパスワードを指定します。

2. WebLogic Server Administration Console の左ペインで、[デプロイメント ] を
展開します。

3. [デプロイメント ] ノードを展開すると、デプロイ可能な WebLogic リソース
のタイプが表示されます。

4. 資格マップを作成する EJB リソース (この場合は MDB) を右クリックしま
す。

5. [個別の Bean のポリシーとロールを定義 ...] オプションを選択します。

6. 資格マップを作成する MDB に対応する [資格マップを定義 ] リンクをク
リックします。

7. 手順 1 で MDB 用として定義した WebLogic Server ユーザ名およびパスワー
ドを [WLS ユーザ ] フィールドに入力します。

8. [適用 ] をクリックして変更を保存します。
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3 メッセージ駆動型 Bean の設計
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4 WebLogic Server EJB コンテナ
とサポートされるサービス

以下の節では、WebLogic Server の EJB コンテナについて説明します。また、
EJB の動作のさまざまな側面について、コンテナが提供する機能およびサービス
との関連から説明します。コンテナ管理による永続性 (CMP) の詳細については、
第 5 章「WebLogic Server のコンテナ管理による永続性サービス」を参照してく
ださい。 

� EJB コンテナ

� EJB のライフサイクル

� エンティティ EJB に対する ejbLoad() と ejbStore() の動作

� EJB の同時方式

� エンティティ Bean の組み合わせキャッシング

� トランザクション間のキャッシング

� WebLogic Server クラスタにおける EJB

� トランザクション管理

� データベースの挿入サポート

� リソース ファクトリ

EJB コンテナ

EJB コンテナは、デプロイ済み EJB を収容する実行時コンテナです。WebLogic 
Server の起動時に自動的に作成されます。EJB オブジェクトは、作成から削除ま
で、ライフサイクル全体に渡ってこのコンテナ内で動作します。EJB コンテナ
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は、キャッシュ、同時実行性、永続性、セキュリティ、トランザクション管理、

ロック、環境、メモリ レプリケーション、コンテナ内の EJB オブジェクトのク
ラスタ化などの標準のサービス集合を提供します。 

1 つのコンテナに複数の Bean をデプロイできます。コンテナにデプロイされる
個々のセッション Bean およびエンティティ Bean に対して、コンテナはホーム 
インタフェースを提供します。クライアントはホーム インタフェースを通じて、
エンティティ Bean に属するエンティティ オブジェクトを作成、検索、および削
除したり、特定のエンティティ Bean オブジェクトに固有でないホームのビジネ
ス メソッドを実行することができます。クライアントは Java Naming and 
Directory Interface (JNDI) を使用して、または EJB 参照に従って (こちらのほう
がより一般的 )、エンティティ Bean のホーム インタフェースをルックアップで
きます。JNDI のネームスペース内でエンティティ Bean のホーム インタフェー
スを見つけられるようにするのはコンテナの役割です。JNDI を通じたホーム イ
ンタフェースのルックアップについて、詳しくは『WebLogic JNDI プログラ
マーズ ガイド』を参照してください。 

EJB のライフサイクル

以降の節では、コンテナによるキャッシュ サービスのサポートに関する情報を
示します。また、WebLogic Server での EJB インスタンスのライフサイクルを、
WebLogic Server の視点から説明します。これらの節では EJB インスタンスとい
う用語を使用しますが、これは EJB Bean クラスの実際のインスタンスという意
味です。EJB インスタンスは、クライアント側から見た EJB の論理インスタン
スを意味するものではありません。

エンティティ Bean のライフサイクルとキャッシュ
およびプール

WebLogic Server は、エンティティ EJB のパフォーマンスとスループットを向上

させるために、次の機能を提供します。
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EJB のライフサイクル
� フリー プール—ファインダやホーム メソッドを呼び出す場合や、エンティ
ティ Bean を作成する場合に使用される匿名エンティティ Bean を格納しま
す。

� キャッシュ— ID (主キー ) を持つインスタンス、または現在トランザクショ
ンに関与しているインスタンス (READY および ACTIVE エンティティ EJB 
インスタンス ) を格納します。 

以降の節では、エンティティ Bean インスタンスのライフサイクル、コンテナが

フリー プールおよびキャッシュを取得および管理する方法について説明します。 

図 4-2 を参照してください。

エンティティ EJB インスタンスの初期化 (フリー プール )

initial-beans-in-free-pool にゼロ以外の値を指定すると、WebLogic Server 

では、起動時に、指定した数の Bean インスタンスがプール内に生成されます。 

initial-beans-in-free-pool のデフォルト値はゼロです。 起動時に Bean イン

スタンスをフリー プールに格納しておくと、Bean に対する最初のリクエストが

来たときに新しいインスタンスを生成せずに処理できるため、EJB の初期応答時

間が短縮されます。 

フリー プールからの Bean インスタンスの取得は、プールが空の場合でも常に成

功します。 プールが空の場合は、新しい Bean インスタンスが作成されて返され

ます。 

POOLED Bean は匿名のインスタンスで、ファインダやホーム メソッドに使用さ

れます。 プールに格納できるインスタンスの最大数は、weblogic-ejb-jar.xml 

の max-beans-in-free-pool 要素の値で指定されます。

READY および ACTIVE エンティティ EJB インスタンス (
キャッシュ )

Bean のビジネス メソッドが呼び出されると、コンテナはプールからインスタン

スを取得して ejbActivate を呼び出し、インスタンスはメソッド呼び出しを処

理します。
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READY インスタンスはキャッシュ内にあり、ID (関連付けられた主キー ) を

持っていますが、現在トランザクションに関与していません。 WebLogic では、

READY エンティティ EJB インスタンスを、最長時間未使用 (LRU) の順序で保

持します。 モニタ タブの [Current Beans in Cache] フィールドには、アクティブな

または準備が整っている Bean の数が表示されます。

ACTIVE インスタンスは現在トランザクションに関与しています。 トランザク

ションが完了すると、インスタンスは READY になり、他の Bean でスペースが

必要になるまでキャッシュに保持されます。 

max-beans-in-cache の影響と、キャッシュで許可される主キーが同じインス
タンスの数は、次節「キャッシュのルールは同時方式によって異なる」で説明さ

れているように同時方式によって異なります。

キャッシュのルールは同時方式によって異なる

表 4-1 では、同時方式ごとに以下のことを示しています。

� weblogic-ejb-jar.xml の max-beans-in-cache 要素の値が、キャッシュ
内のエンティティ Bean インスタンスの数をどのように制限するのか

� 主キーが同じエンティティ Bean インスタンスがどのくらいキャッシュで許
可されるのか
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EJB のライフサイクル
図 4-1   同時方式別のエンティティ EJB のキャッシング動作

キャッシュからの Bean の削除

READY エンティティ EJB インスタンスは、他の Bean でスペースが必要になる

とキャッシュから削除されます。 READY インスタンスがキャッシュから削除さ

れる場合、Bean の ejbPassivate が呼び出されて、コンテナは Bean をフリー 

プールに戻そうとします。 

コンテナがインスタンスをフリー プールに返そうとするときに、プール内に 

max-beans-in-free-pool の数のインスタンスが既にある場合、インスタンス

は破棄されます。 

ACTIVE エンティティ EJB インスタンスは、参加しているトランザクションが

コミットまたはロールバックするまで、キャッシュから削除されません。トラン

ザクションがコミットまたはロールバックすると、インスタンスは READY に

なり、キャッシュから削除できるようになります。

同時方式オプ

ション

キャッシュ内の Bean インスタン
スの数に対する 
max-beans-in-cache の影響

キャッシュ内に同時に

存在できる、主キーが

同じインスタンスの数

Exclusive max-beans-in-cache = ACTIVE 
Bean の数 + READY インスタンスの
数

1

Database キャッシュでは 
max-beans-in-cache までの 
ACTIVE Bean インスタンスと、
max-beans-in-cache までの READY 
Bean インスタンスを格納できる 

複数

ReadOnly max-beans-in-cache = ACTIVE 
Bean の数 + READY インスタンスの
数

1
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エンティティ EJB のライフサイクルの遷移

図 4-2 では、EJB のフリー プールとキャッシュ、およびエンティティ Bean イン
スタンスのライフサイクルを通じて発生する遷移について示します。

図 4-2   エンティティ Bean のライフサイクル

ステートレス セッション EJB のライフサイクル

WebLogic Server は、フリー プールを使用してステートレス セッション EJB の
パフォーマンスとスループットを高めます。フリー プールには、非バインド ス
テートレス セッション EJB が格納されます。非バインド EJB インスタンスはス
テートレス セッション EJB クラスのインスタンスで、メソッド呼び出しを処理
しません。
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EJB のライフサイクル
次の図に、WebLogic Server のフリー プールと、ステートレス EJB がフリー 
プールに出入りするプロセスを示します。点線は、WebLogic Server 側から見た 
EJB の「状態」を表しています。

図 4-3   ステートレス セッション EJB のライフサイクルを示す WebLogic 
Server フリー プール

ステートレス セッション EJB インスタンスを初期化する

デフォルトでは、WebLogic Server には起動時にステートレス セッション EJB イ
ンスタンスは存在しません。クライアントが個々の Bean にアクセスすると、
WebLogic Server は EJB の新しいインスタンスを初期化します。 ただし、
WebLogic Server の起動時に非アクティブな EJB インスタンスを作成する場合、
initial-beans-in-free-pool デプロイメント記述子要素を 
weblogic-ejb-jar.xml ファイルで指定します。

このようにしておけば、クライアントが EJB にアクセスしたときの初期応答時
間を短縮できます。これは、Bean を初期化してからアクティブ化するのではな
く、フリー プールから Bean をアクティブ化することによって、最初のクライア
ント リクエストを満足させることができるからです。 デフォルトでは、
initial-beans-in-free-pool は 0 に設定されています。

メ ソ ッ ド完了

クライアン ト  リ クエスト
クライアン ト
リクエスト

<initial-beans-in-free-pool>

フ リー プール

 ビジー 非アクテ ィ ブ

存在しない
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注意 : フリー プールの最大サイズは、max-beans-in-free-pool デプロイメン
ト要素の値、使用可能メモリ、または実行スレッドの数によって制限さ

れます。

ステートレス セッション EJB をアクティブ化およびプールす
る

ステートレス セッション EJB に対するメソッドを呼び出すと、WebLogic Server 
はフリー プールからインスタンスを取得します。EJB は、クライアントのメ
ソッド呼び出しの間アクティブ状態になります。メソッドが完了すると、EJB の
インスタンスはフリー プールに戻されます。WebLogic Server は各メソッドの呼
び出し後にクライアントからステートレス セッション Bean を非バインドするの
で、クライアントが使用する実際の Bean クラスは呼び出しごとに異なります。

EJB クラスのすべてのインスタンスがアクティブで、max-beans-in-free-pool 
に達した場合、EJB クラスを要求する新しいクライアントは、アクティブ EJB 
がメソッド呼び出しを完了するまでブロックされます。 トランザクションがタイ
ムアウトになった場合 (トランザクション非対応の呼び出しでは、5 分経過した
場合 )、WebLogic Server は、リモート クライアントに対しては 
RemoteException を、ローカル クライアントに対しては EJBException を送出
します。

ステートフル セッション EJB のライフサイクル

WebLogic Server は、Bean インスタンスのキャッシュを使用してステートフル 
セッション EJB のパフォーマンスを高めます。キャッシュはメモリ内にアク
ティブな EJB インスタンスを格納することで、それらをクライアント リクエス
トに即座に使用できるようにしています。キャッシュには、クライアントによっ

て現在使用されている EJB と最近使用されたインスタンスが格納されます。 
キャッシュ内のステートフル セッション Bean は、特定のクライアントにバイン
ドされます。

次の図に、WebLogic Server のキャッシュと、ステートフル EJB がキャッシュに
出入りするプロセスを示します。
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EJB のライフサイクル
図 4-4   ステートフル セッション EJB のライフサイクル
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ステートフル セッション EJB の作成

WebLogic Server には起動時にステートフル セッション EJB インスタンスは存在
しません。 クライアントがステートフル セッション Bean へのアクセスを開始す
る前に、Bean とのセッションで使用する新しい Bean インスタンスが作成されま
す。 セッションが終了すると、インスタンスは破棄されます。 セッションが進行
中の間は、インスタンスはメモリにキャッシュされます。 

ステートフル セッション EJB のパッシベーション

パッシベーションは、EJB の状態をディスク上で保持しつつキャッシュからその 
EJB インスタンスを削除するために WebLogic Server が使用するプロセスです。 
パッシブ化されている EJB はメモリには存在せず、キャッシュに格納されてい
るときのようにクライアント リクエストに応じて即座に使用することはできま
せん。

EJB 開発者は、ejbPassivate() メソッドが呼び出されたときに、ステートフル 
セッション Bean が、WebLogic Server によってデータがシリアライズされてイ
ンスタンスのパッシベーションが行われるような状態に置かれるようにしなけれ

ばなりません。 パッシベーションの間、WebLogic Server は transientであると
宣言されていないフィールドをシリアライズしようとします。 このため、すべて
の非 transient フィールドがシリアライズ可能オブジェクト (Bean のリモート
およびホーム インタフェースなど ) を表すようにしなければなりません。 EJB 2.1 
では、許可されるフィールド タイプが指定されています。

パッシベーションの制御

ステートフル セッション Bean のパッシベーションを制御するルールは、Bean 
の cache-type 要素の値によって決まります。この要素の値は以下のいずれかで
す。

� LRU － 最長時間未使用 (積極的なパッシベーション )

� NRU － 最近未使用 (怠惰なパッシベーション )

idle-timeout-seconds 要素と max-beans-in-cache 要素も、cache-type の値
に基づいてパッシベーションと削除の動作に影響を与えます。
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積極的なパッシベーション (LRU)

cache-type を LRU に設定してステートフル セッション Bean の積極的なパッシ
ベーションをコンフィグレーションすると、コンテナは以下の動作を行います。

� 以下の状況で、インスタンスをディスクにパッシベーションする。

� max-beans-in-cache の値に関係なく、インスタンスの非アクティブな
状態が idle-timeout-seconds の期間を経過するとすぐ 

� idle-timeout-seconds が経過していなくても、max-beans-in-cache 
に達したとき

� パッシベーションされたインスタンスを、そのパッシベーション後、

idle-timeout-seconds の期間非アクティブな状態が続いた後にディスクか
ら削除する。 

怠惰なパッシベーション (NRU)

cache-type を NRU に設定して怠惰なパッシベーションがコンフィグレーション
された場合、関連するシステムのオーバーヘッドが原因でコンテナは Bean の
パッシベーションを回避します。 コンテナは以下のように動作します。

� idle-timeout-seconds が経過したときにキャッシュから Bean のインスタ
ンスを削除し、それをディスクにパッシベーションすることはしない。 この
動作は、積極的な削除と呼ばれます。 積極的な削除を行うと、アクティブで
ないインスタンスによってメモリまたはディスクのリソースが消費されなく

なります。 

� max-beans-in-cache に達したときに、idle-timeout-seconds が経過して
いなくてもインスタンスをディスクにパッシベーションする。 cache-type 
が NRU の場合は、max-beans-in-cache に達するのがパッシベーションの原
因となる唯一のイベントです。

アイドル状態にある EJB の削除の防止

idle-timeout-seconds を 0 に設定すると、WebLogic Server は、ある期間、ア
イドル状態になっている EJB をもはや削除しません。しかし、キャッシュ リ
ソースが不足状態になった場合、EJB のパッシベーションが行われる可能性は依
然としてあります。
WebLogic エンタープライズ JavaBeans プログラマーズ ガイド 4-11



4 WebLogic Server EJB コンテナとサポートされるサービス
EJB のキャッシュ サイズの管理

キャッシュ サイズを管理してプロダクション環境のパフォーマンスを最適化す
る方法については、『WebLogic Server パフォーマンス チューニング ガイド』の
「EJB キャッシュ サイズの設定」を参照してください。

パッシベーションされた Bean の永続ストア ディレクトリの指定

ステートフル セッション Bean のパッシベーションが行われると、その状態は
ファイル システム ディレクトリに格納されます。 各サーバ インスタンスは、
パッシベーションされたステートフル セッション Bean の状態を格納するための
ディレクトリを持ちます。このディレクトリは、永続ストア ディレクトリと呼
ばれます。永続ストア ディレクトリには、パッシベーションされた Bean ごとに 
1 つのサブディレクトリが格納されます。

永続ストア ディレクトリは、たとえば次のようにサーバ インスタンス ディレク
トリにデフォルトで作成されます。

D:\releases\700\bea\user_domains\mydomain\myserver\pstore\

永続ストアのパスは次のとおりです。

RootDirectory\ServerName\persistent-store-dir

各要素の説明は次のとおりです。 

� RootDirectory － WebLogic Server が実行されるディレクトリ。次に例を示
します。

D:\releases\700\bea\user_domains\mydomain

RootDirectory は、サーバの起動時に -Dweblogic.RootDirectory プロパ
ティで指定できます。

� ServerName － サーバ インスタンスの名前。

� persistent-store-dir － weblogic-ejb-jar.xml の 
<stateful-session-descriptor> スタンザの persistent-store-dir 要
素の値。 <persistent-store-dir> で値を指定しないと、ディレクトリの名
前はデフォルトで pstore になります。

永続ストア ディレクトリには、パッシベーションされた Bean ごとに、ハッシュ 
コードで名前が付けられたサブディレクトリが格納されます。 たとえば、上の例
のパッシベーションされた Bean のサブディレクトリは次のようになります。
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エンティティ EJB に対する ejbLoad() と ejbStore() の動作
D:\releases\700\bea\user_domains\mydomain\myserver\pstore\14t89ge
x0m2fr

ステートフル セッション Bean への同時アクセス

EJB 2.0 仕様によると、ステートフル セッション EJB に同時アクセスすると 
RemoteException が送出されます。 ステートフル セッション EJB に関するこの
アクセス制限は、EJB クライアントが WebLogic Server の内部にあるのかそれと
もリモートにあるのかに関係なく適用されます。 この制限を無効にして、同時呼
び出しが可能なようにステートフル セッション Bean をコンフィグレーションす
るには、allow-concurrent-calls デプロイメント要素を設定します。 

複数のサーブレット クラスがステートフル セッション EJB にアクセスする場合
は、サーブレット クラスのインスタンスごとではなくサーブレット スレッドご
とに独自のセッション EJB インスタンスを使用する必要があります。 同時アクセ
スを避けるために、JSP またはサーブレットはリクエスト スコープでステートフ
ル セッションを使用できます。

エンティティ EJB に対する ejbLoad() と 
ejbStore() の動作

WebLogic Server は、ejbLoad() および ejbStore() への呼び出しを使用して、
エンティティ EJB の永続フィールドを読み書きします。 デフォルトでは、
WebLogic Server は ejbLoad() と ejbStore() を次の手順で呼び出します。

1. エンティティ EJB のトランザクションが開始されます。クライアントが明示
的に新しいトランザクションを開始して Bean を呼び出すか、または 
WebLogic Server が Bean のメソッド トランザクション属性に従って新しいト
ランザクションを開始します。

2. WebLogic Server は ejbLoad() を呼び出して、Bean の永続データの最新
バージョンを基盤となるデータストアから読み出します。

3. トランザクションがコミットすると、WebLogic Server は ejbStore() を呼
び出して、永続フィールドを基盤となるデータベースに書き込みます。
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こうした ejbLoad() と ejbStore() の呼び出しという単純なプロセスにより、
新しいトランザクションは常に EJB の最新の永続的データを使用し、コミット
時には常にそのデータをデータベースに書き込むようになります。 しかし、環境
によっては、パフォーマンス上の理由から ejbLoad() と ejbStore() の呼び出
しを制限することができます。 この場合、代わりに ejbStore() の呼び出しをよ
り頻繁に行って、コミットされていないトランザクションの中間結果を参照する

ことができます。 

WebLogic Server には、ejbLoad() と ejbStore() の動作をコンフィグレーショ
ンするためのデプロイメント記述子要素が weblogic-ejb-jar.xml および 
weblogic-cmp-rdbms-jar.xml ファイルに用意されています。

is-modified-method-name を使用した ejbStore() 
の呼び出しの制限 (EJB 1.1 のみ )

is-modified-method-name デプロイメント記述子要素は、EJB 1.1 のコンテナ
管理永続性 (CMP) Bean だけに適用されます。 この要素は、 
weblogic-ejb-jar.xml ファイルに入っています。WebLogic Server の CMP 実
装では、CMP フィールドの変更が自動的に検出され、それらの変更だけが基盤
のデータストアに書き込まれます。 Bean 管理の永続性 (BMP) では 
is-modified-method-name を使用しないことをお勧めします。 なぜなら、
is-modified-method-name 要素と ejbstore メソッドの両方を作成しなければ
ならないからです。

デフォルトでは、WebLogic Server は各トランザクションが正常に完了 (コミッ
ト ) したときに ejbStore() を呼び出します。ejbStore() は、EJB の永続
フィールドが実際に更新されたかどうかに関係なく、コミット時に呼び出され、

その結果、DBMS が更新されます。WebLogic Server の 
is-modified-method-name 要素は、ejbStore() の不必要な呼び出しによって
パフォーマンスが低下するような場合に使用します。 

is-modified-method-name を使用するには、EJB プロバイダは最初に、永続
データが更新されたときに WebLogic Server に「合図」を送る EJB メソッドを開
発する必要があります。このメソッドは、EJB フィールドが 1 つも更新されな
かった場合は「false」を、フィールドが更新された場合は「true」を返さなけれ
ばなりません。
4-14 WebLogic エンタープライズ JavaBeans プログラマーズ ガイド



エンティティ EJB に対する ejbLoad() と ejbStore() の動作
EJB プロバイダまたは EJB デプロイメント記述子は、次に 
is-modified-method-name 要素の値を使用して、このメソッドの名前を識別し
ます。WebLogic Server は、トランザクションがコミットされると指定されたメ
ソッド名を呼び出し、そのメソッドが「true」を返した場合にだけ ejbStore() 
を呼び出します。 この要素の詳細については、9-45 ページの
「is-modified-method-name」を参照してください。

is-modified-method-name に関する警告

is-modified-method-name 要素を使用すると、ejbStore() の不必要な呼び出
しを避けることによってパフォーマンスを高めることができます。しかし、いつ

更新が行われたかを正確に識別することは、EJB 開発者にとっては負担が大きい
作業です。 指定された is-modified-method-name が不正確なフラグを 
WebLogic Server に返した場合、データの完全性に関する問題が起こりかねず、
多くの場合、こうした問題を追跡するのは困難です。 

エンティティ EJB の更新内容がシステム内で失われたと思われる場合、まずど
のような状況でもすべての is-modified-method-name 要素の値が「true」を返
すように設定してください。 これにより、WebLogic Server のデフォルト 
ejbStore() 動作に戻すことができ、問題が解決する場合があります。

delay-updates-until-end-of-tx を使用した 
ejbStore() 動作の変更

デフォルトでは、WebLogic Server はトランザクションのすべての Bean の永続
ストレージをトランザクションの完了 (コミット ) 時にだけ格納します。 これに
より、不必要な更新と ejbStore() の呼び出しの反復が回避され、一般にパ
フォーマンスが向上します。

データベースがアイソレーション レベルの READ_UNCOMMITTED を使用する場合、
他のデータベース ユーザが継続中のトランザクションの中間結果を参照できる
ようにすることができます。こうしたケースでは、トランザクションの完了時に

だけデータストアを更新するという WebLogic Server のデフォルト動作は不適切
な場合があります。 
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デフォルト動作を無効にするには、delay-updates-until-end-of-tx デプロイ
メント記述子要素を使用します。 この要素は、weblogic-ejb-jar.xml ファイル
で設定します。 この要素を「false」に設定すると、WebLogic Server はトランザ
クションの完了時ではなく各メソッド呼び出しの後に ejbStore() を呼び出しま
す。

注意 : delay-updates-until-end-of-tx を false に設定しても、各メソッド呼
び出しの後にデータベース更新が「コミットされた」状態になるわけで

はありません。更新はデータベースに送信されるだけです。更新は、ト

ランザクションの完了時にのみデータベースにコミットまたはロール

バックされます。 

EJB の同時方式

同時方式は、EJB コンテナがエンティティ Bean への同時アクセスをどのように
管理するかを指定するものです。 Database オプションが WebLogic Server のデ
フォルトの同時方式ですが、その Bean でどのような同時アクセスが必要になる
かによって、別のオプションを指定したくなるでしょう。WebLogic Serverでは
次の同時方式オプションを提供しています。

同時方式オプション 説明

Exclusive Bean がトランザクションに関連付けられている場合、
キャッシュされたエンティティ EJB インスタンスを排他
的にロックする。 EJB インスタンスに対するリクエスト
は、トランザクションが完了するまでブロックされる。

このオプションは、WebLogic Server バージョン 3.1 ～ 
5.1 までのデフォルトのロック動作。

Database エンティティ EJB に対するリクエストのロックを基盤の
データストアに委ねる。WebLogic Server は、独立した
エンティティ Bean を割り当て、ロックとキャッシング
をデータベースが処理できるようにする。 現在のデフォ
ルト オプション。
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EJB の同時方式
読み書き対応 EJB の同時方式

read-write EJB の場合、Exclusive、Database、および Optimistic 同時方式
を使えます。WebLogic Server では、各トランザクションの最初に EJB データを
キャッシュにロードするか、または、4-31 ページの「トランザクション間の
キャッシュを使用した ejbStore() の呼び出しの制限」のようになります。トラン
ザクションが正常にコミットしたとき、WebLogic Server は ejbStore() を呼び
出すか、または、4-14 ページの「is-modified-method-name を使用した ejbStore() 
の呼び出しの制限 (EJB 1.1 のみ )」のようになります。

同時方式の指定

EJB で使用するロック メカニズムを指定するには、weblogic-ejb-jar.xml の 
concurrency-strategy デプロイメント パラメータを設定します。 
concurrency-strategy は個々の EJB レベルで設定するので、EJB コンテナ内
でロック メカニズムが混在することがあります。

次のものは weblogic-ejb-jar.xml からの抜粋ですが、ある EJB に同時方式を
設定する手順を示しています。 この XML コード例では、デフォルトのロック メ
カニズム、Database を指定しています。 

Optimistic トランザクションの実行中、EJB コンテナあるいはデー
タベースでロックを行わない。EJB コンテナはトランザ
クションをコミットする前に、そのトランザクションで

更新したデータがどれも変化していないことを確認す

る。 更新データのどれかが変わっていた場合、EJB コン
テナはトランザクションをロールバックする。

ReadOnly 読み込み専用エンティティ Bean のみで使用され
る。 トランザクションごとに新たなインスタンスをアク
ティブ化する。これにより、リクエストは並列処理され

る。WebLogic Server は、read-timeout-seconds パラ
メータを基に、ReadOnly Bean に対して ejbLoad() を
呼び出す。

同時方式オプション 説明
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図 4-5   同時方式を指定する XML の例

<entity-descriptor>
<entity-cache>
...
<concurrency-strategy>Database</concurrency-strategy>
</entity-cache>
...

</entity-descriptor>

concurrency-strategy を指定しない場合、WebLogic Server はエンティティ 
EJB インスタンスに対してデータベース ロックを実行します。

それぞれの同時方式について、以降の節で説明します。

Exclusive 同時方式

WebLogic Server 5.1 および 4.5.1 では、Exclusive 同時方式がデフォルトでし
た。 このロック方式は、EJB データへのアクセスの信頼性を高め、ejbLoad() を
不必要に呼び出して EJB インスタンスの永続フィールドをリフレッシュするの
を防ぎます。しかし、排他的ロック メカニズムは、EJB のデータへの同時アク
セスに対しては最良のモデルとはなりません。いったんクライアントが EJB イ
ンスタンスをロックすると、他のクライアントは、永続フィールドを読もうとし

ているだけであっても、EJB のデータからブロックされてしまうからです。 

WebLogic Server の EJB コンテナは、エンティティ EJB インスタンスに対して排
他的ロック メカニズムを使用します。クライアントが EJB または EJB メソッド
をトランザクションに関与させると、WebLogic Server はそのトランザクション
の間そのインスタンスを排他的にロックします。同じ EJB またはメソッドを要
求する他のクライアントは、現在のトランザクションが完了するまでブロックさ

れます。 

Database 同時方式

Database 同時方式は WebLogic Server におけるデフォルトであり、EJB 1.1 と 
EJB 2.0 で推奨されているメカニズムです。データベース ロックによって、エン
ティティ EJB の同時アクセスの処理速度が向上します。WebLogic Server コンテ
ナでは、ロック サービスを基盤となるデータベースに任せます。排他的ロック
とは異なり、基盤データ ストアはより高い粒度で EJB データをロックでき、ま
たデッドロックを検出することができます。
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データベース ロック メカニズムでは、EJB コンテナが引き続きエンティティ 
EJB クラスのインスタンスをキャッシュします。しかし、コンテナはトランザク
ション間の EJB インスタンスの中間状態をキャッシュしません。 代わりに、
WebLogic Server は、トランザクションの開始時に各インスタンスに対して 
ejbLoad() を呼び出して、最新の EJB データを取得します。続いて、データの
コミット リクエストがデータベースに送られます。このためデータベースは、
EJB データのロック管理とデッドロック検出をすべて処理します。

基盤となるデータベースにロックを任せることで、エンティティ EJB データへ
の同時アクセスのスループットを上げつつ、デッドロックの検出も実行できま

す。しかし、データベース ロックを使用するには、基盤となるデータベースの
ロック方式に関するより詳細な知識が必要となります。この結果、EJB の異なる
システム間での移植性が低下する可能性があります。

cache-between-transactions 要素を「true」に設定し、Optimistic ではなく 
Database 同時方式を使う場合、コンパイラから cache-between-transactions 
を無効にすべきであることを伝える警告メッセージが返されます。 この条件が
揃っている場合、WebLogic Server は cache-between-transactions を自動的
に無効にします。

Optimistic 同時方式

Optimistic 同時方式は、トランザクションの実行中、EJB コンテナまたはデー
タベースでどのようなロックも行いません。このオプションを指定した場合、

EJB コンテナはあるトランザクションが更新したデータに変更がないことを確か
めます。トランザクションのコミット前にフィールドをチェックするという手段
によって、「効率的な更新」を実行します。 

注意 : Optimistic 同時方式の場合、EJB コンテナは Blob/Clob フィールドを
チェックしません。 これを回避するには、バージョン チェックまたはタ
イムスタンプ チェックを行います。 

Optimistic 同時方式の制限

Optimistic 同時方式を使用する場合は、weblogic-cmp-jar.xml の 
include-updates 要素を false に設定することをお勧めします。 
include-updates を true に設定して Optimistic 同時方式を使用すると、ペシミ
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スティックな同時方式を使用するのと同じことになり、効果がありません。 
include-updates を true に設定する必要がある場合は、Database 同時方式を使
用してください。 

include-updates を true に設定して Optimistic 同時方式を使用するのは、トラ
ンザクション中にロックするデータベース (Oracle 以外のデータベース ) ではサ
ポートされません。オプティミスティックなトランザクションでは、ローカル 
トランザクションを使用して読み込みを行い、トランザクションの終了までロッ

クすることを避けるためです。 ただし、オプティミスティックなトランザクショ
ンでは、必要に応じて更新をロールバックできるように、現在の JTA トランザ
クションを使用して書き込みを行います。 一般に、JTA トランザクションで行わ
れる更新は、その JTA トランザクションがコミットされるまで、読み込みトラ
ンザクションからは見えません。 

Optimistic 同時方式におけるデータの有効性のチェック

トランザクションによるデータの読み込みや更新が、別のトランザクションに

よって変更されていないことを確認するために、トランザクションをコミットす

る前に Optimistic 同時方式の Bean のトランザクション データを検証するよう

に、EJB コンテナをコンフィグレーションできます。 変更されたデータを検出し

た場合、EJB コンテナはトランザクションをロールバックします。 

注意 : EJB コンテナは、Optimistic 同時方式の Bean では、Blob または Clob 
フィールドを検証しません。 これを回避するには、バージョン チェック
またはタイムスタンプ チェックを行います。 

オプティミスティックなチェックのコンフィグレーション

Optimistic 同時方式の Bean の妥当性チェックは、weblogic-cmp-jar.xml の 
table-name スタンザの verify-columns 要素を使用してコンフィグレーション
します。 

Optimistic 同時方式を使用する場合は、verify-columns 要素によって、テーブ

ル カラムの妥当性がどのようにチェックされるのかが指定されます。

1. verify-columns 要素の値を以下のいずれかの値に指定します。

� Read—トランザクション中に読み込まれたテーブル内のすべてのカラムを

チェックする場合。 これには、トランザクションによって読み込まれるだけ
の行と、トランザクションによって読み込まれてから更新または削除される

行の両方が含まれます。
4-20 WebLogic エンタープライズ JavaBeans プログラマーズ ガイド



EJB の同時方式
� Modified—現在のトランザクションで更新または削除されたカラムだけを

チェックする場合。

� Version—テーブルにバージョン カラムが含まれ、このカラムが Optimistic 
同時方式を実装するために使用されていることをチェックする場合。

Version カラムは、初期値 0 で作成し、行が変更される度に 1 ずつ加算され
るようにする。 

� Timestamp—テーブルにタイムスタンプ カラムが含まれ、このカラムが 
Optimistic 同時方式を実装するために使用されていることをチェックする場
合。タイムスタンプ ベースの Optimistic 同時方式では、データベース カラ
ムに対する粒度を 1 秒にする必要があります。

EJB コンテナはバージョンまたはタイムスタンプ カラムを管理して、トランザ
クションの完了時にその値を適切に更新します。 

注意 : バージョン カラムまたはタイムスタンプ カラムは、トランザクションで
通常の CMP または CMR フィールドが変更されなかった場合は更新され
ません。トランザクションで変更された唯一のデータがバージョンまた

はタイムスタンプ カラムの値だった場合 (トランザクションの開始の結
果として )、トランザクションの最後にオプティミスティックなチェッ
クで使用するカラムは更新されません。

2. verify-columns が Version または Timestamp に設定されている場合は、
weblogic-cmp-jar.xml ファイルの table-map スタンザの 
optimistic-column を使用してバージョンまたはタイムスタンプ カラムを
指定します。 このカラムを cmp-field にマップするかは任意です。 

optimistic-column 要素では、Optimistic 同時方式を実装するためのバー
ジョン値またはタイムスタンプ値を格納するデータベース カラムを指定しま
す。 すべてのデータベースが大文字と小文字を区別するわけではありません
が、この要素では大文字と小文字を区別します。 この要素の値は、
verify-columns が Version または Timestamp に設定されている場合を除
いて無視されます。 

EJB が複数のテーブルにマップされる場合、トランザクション中に更新したテー
ブルに対してのみオプティミスティックなチェックが実行されます。 

注意 : デフォルトでは、オプティミスティックな Bean ではトランザクション間
のキャッシングは有効でありません。明示的に有効にする必要がありま

す。 4-31 ページの「トランザクション間のキャッシュを使用した 
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ejbStore() の呼び出しの制限」を参照してください。 ただし、複数のクラ
イアントが EJB に同時にアクセスする場合、Optimistic 同時方式でのト
ランザクション間のキャッシングは危険です。 あるクライアントが EJB 
を変更する場合に、他のクライアントによって使用されているコピーを

無効にする方法がありません。 

ReadOnly 同時方式

WebLogic Server では、読み込み専用エンティティ Bean に対する同時アクセス
をサポートしています。この同時方式では、トランザクションごとに 1 つの読み
込み専用エンティティ Bean インスタンスをアクティブ化することでリクエスト
を並行に処理できるようにします。

WebLogic Server 7.0 より前は、読み込み専用エンティティ Bean には排他的ロッ
ク同時方式が用いられていました。 この方式では、Bean がトランザクションに
関連付けられている場合、キャッシュされたエンティティ Bean インスタンスを
排他的にロックします。このエンティティ Bean に対する他のリクエストは、ト
ランザクションが完了するまでブロックされます。 

データベースからの読み込みを避け、WebLogic Server では キャッシュ中の既存
インスタンスから EJB 2.0 CMP Bean の状態をコピーします。 このリリースでは、
ReadOnly オプションが読み込み専用エンティティ Bean のデフォルトの同時方
式です。 

アプリケーションレベルまたはコンポーネントレベルにおいて、読み込み専用エ

ンティティ Bean のキャッシングを指定することができます。

読み込み専用エンティティ Bean のキャッシングを有効にするには、次の手順に
従います。

1. JAR ファイルまたは EAR ファイルに対し、concurrency-strategy デプロ
イメント記述子要素で ReadOnly オプションを指定します。

� weblogic-application.xml ファイルで、(一連の EAR ファイルに相当
する ) アプリケーションレベルのキャッシュに対して 
concurrency-strategy 要素を指定します。

� weblogic-ejb-jar.xmlファイルで、(一連の JAR ファイルに相当する ) 
コンポーネントレベルのキャッシュに対して concurrency-strategy 要素を
指定します。z
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2. デプロイメント記述子を指定する手順については、6-6 ページの「EJB デプ
ロイメント記述子の指定と編集」を参照してください。

読み込み専用エンティティ Bean と ReadOnly 同時方式

以前のバージョンの読み込み専用エンティティ Bean は、このバージョンの 
WebLogic Server で機能します。 以前のバージョンと同じように、
weblogic-ejb-jar.xml で read-timeout-seconds 要素を設定できます。 EJB 
の同時方式が ReadOnly で、read-timeout-seconds が設定されている場合、読
み込み専用 Bean が呼び出されると、キャッシュのデータが 
read-timeout-seconds の設定より古いかどうかが WebLogic Server によって
チェックされます。 古い場合は、Bean の ejbLoad が呼び出されます。それ以外
の場合は、キャッシュされているデータが使用されます。 

ReadOnly 同時方式の制限

read-only 同時方式を使用するエンティティ EJB は、以下の制限に従わなけれ
ばなりません。

� WebLogic Server は読み込み専用エンティティ EJB に対しては ejbStore() 
を呼び出さないため、EJB データの更新を要求できない。

� EJB のメソッド呼び出しは、多重呼び出し不変でなければならない。 詳細に
ついては、4-34 ページの「クラスタ内のステートレス セッション EJB」を
参照してください。

� この Bean の基盤データは外部ソースによって更新されるため、ejbLoad() 
の呼び出しはデプロイメント パラメータの read-timeout-seconds によっ
て制御される。

読み込み専用マルチキャストの無効化

読み込み専用マルチキャストを無効化すると、キャッシュされたデータを効率的

に無効にできます。 

読み込み専用エンティティ Bean を無効にするには、CachingHome または 
CachingLocalHome インタフェースの次の invalidate() メソッドを呼び出しま
す。
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図 4-6   CachingHome インタフェースと CachingLocalHome インタフェースを
示すコード例

package weblogic.ejb;

public interface CachingHome {

public void invalidate(Object pk) throws RemoteException;
public void invalidate (Collection pks) throws RemoteException;
public void invalidateAll() throws RemoteException;

public interface CachingLocalHome {

public void invalidate(Object pk) throws RemoteException;
public void invalidate (Collection pks) throws RemoteException;
public void invalidateAll() throws RemoteException

}

次のコード例は、ホームを CachingHome にキャストしてからメソッドを呼び出
す方法を示したものです。

図 4-7   ホームをキャストしてからメソッドを呼び出す方法を示すコード例

import javax.naming.InitialContext; 
import weblogic.ejb.CachingHome;

Context initial = new InitialContext(); 
Object o = initial.lookup("CustomerEJB_CustomerHome"); 
CustomerHome customerHome = (CustomerHome)o;

CachingHome customerCaching = (CachingHome)customerHome; 
customerCaching.invalidateAll();

invalidate() メソッドを呼び出すと、読み込み専用エンティティ Bean はロー
カル サーバで無効化され、マルチキャスト メッセージがクラスタ内の他のサー
バに送信されてキャッシュされているその Bean のコピーが無効化されます。 無
効化された読み込み専用エンティティ Bean を次に呼び出すと、ejbLoad が呼び
出されます。 ejbLoad() は、最新の永続的データを基盤となるデータストアか
ら読み出します。

WebLogic Server は、トランザクションの更新が完了してから invalidate() メ
ソッドを呼び出します。トランザクションの更新中に無効化処理が行われた場
合、アイソレーション レベルでコミットされていないデータの読み出しが許可
されていないと、更新前のデータが読み出される可能性があります。
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read-mostly パターン

WebLogic Server は、weblogic-ejb-jar.xml に設定される read-mostly キャッ
シュ方式をサポートしていません。 しかし、頻繁に更新されない EJB データがあ
る場合、read-only EJB と read-write EJB を組み合わせることによって、
「read-mostly パターン」を作成できます。 

詳細については、WebLogic Server の配布キットの次の場所にある read-mostly の
サンプルを参照してください。

%SAMPLES_HOME%/server/config/examples/ejb/extensions/readMostl
y

WebLogic Server は、read-mostly パターンの自動 invalidate() メソッドを提供
します。このパターンでは、読み込み専用エンティティ Bean と読み書き対応エ
ンティティ Bean が同じデータにマップされます。データを読み出すには読み込
み専用エンティティ Bean を使用し、データを更新するには読み書き対応エン
ティティ Bean を使用します。 

read-mostly パターンでは、read-only エンティティ EJB は、
weblogic-ejb-jar.xml ファイルの read-timeout-seconds デプロイメント記
述子要素によって指定されている間隔で Bean データを取得します。 別の 
read-write エンティティ EJB は、その read-only EJB と同じデータをモデル
化し、必要な間隔でそのデータを更新します。 

read-mostly パターンを作成する場合、以下の注意に従って、データの一貫性に
関する問題が発生しないようにしてください。

� すべての read-only EJB について、同じトランザクションで更新されるす
べての Bean の read-timeout-seconds を同じ値に設定する。

� すべての read-only EJB について、read-timeout-seconds を、許容でき
るパフォーマンス レベルを生み出す範囲で最も小さい値に設定する。

� システム内のすべての read-write EJB がデータの必要最小限の部分だけを
更新するようにして、ejbStore() の呼び出しごとに Bean が多数の未変更
フィールドをデータストアに書き込むことを回避する。

� すべての read-write EJB がデータをタイムリーに更新するようにする。こ
れにより、read-write Bean が対応する read-only Bean の 
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read-timeout-seconds に及ぶ長時間のトランザクションに関与しなくなり
ます。 

EJB 2.0 を実行している場合は、Optimistic 同時方式を使用する単一の Bean 
を使用すると read-mostly パターンに近くなります。 オプティミスティックな 
Bean は読み込みを行うときに read-only Bean のように動作します (キャッ
シュから読み込み、古いデータを返すことができます )。 ただし、オプティミ
スティックな Bean が書き込みを行う場合、コンテナは、更新されるデータ
が変更されていないことを保証します。つまり、Database 同時方式を使用す
る Bean と同じレベルの一貫性を書き込みに対して提供します。 4-19 ページ
の「Optimistic 同時方式」を参照してください。

注意 : WebLogic Server クラスタでは、read-only EJB のクライアントは、
キャッシュされた EJB データを使用することで恩恵を受けることができ
ます。 read-write EJB のクライアントは、真のトランザクション動作か
ら恩恵を受けることができます。これは、read-write EJB の状態が常に
基盤データベース上のそのデータの状態と一致するからです。 詳細につ
いては、4-39 ページの「クラスタ内のエンティティ EJB」を参照してく
ださい。

エンティティ Bean の組み合わせキャッシ
ング

組み合わせキャッシングを使用すると、同じ J2EE アプリケーション内の複数エ
ンティティ Bean 間で 1 つの実行時キャッシュを共有できます。これまでは、ア
プリケーションの一部であるエンティティ Bean それぞれに対し、別々のキャッ
シュをコンフィグレーションする必要がありました。このことは、エンティティ 
Bean ごとにキャッシュをコンフィグレーションするのに時間がかかること、ア
プリケーションの実行により多くのメモリが必要になるなど、利便性やパフォー

マンスの点で若干の問題を招いていました。この機能は、それらの問題解決に役

立ちます。

アプリケーションレベルのキャッシュをコンフィグレーションするには、次の手

順に従います。

1. weblogic-application.xml ファイルが EAR ファイルのMETA-INF ディレ
クトリ内にあるか確めます。
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2. weblogic-application.xml ファイルに次のように入力します。

<weblogic-application>
<ejb>

<entity-cache>
<entity-cache-name>large_account</entity-cache-name>
<max-cache-size>

<megabytes>1</megabytes>
</max-cache-size>

</entity-cache>
</ejb>

</weblogic_application>

entity-cache 要素を使用して、実行時にエンティティ Bean インスタンス
をキャッシュする、名前付きのアプリケーションレベル キャッシュを定義し
ます。各キャッシュを何個のエンティティ Bean が参照するかについて制限
はありません。

entity-cache のサブ要素は、 weblogic-ejb-jar.xml デプロイメント記述
子ファイルで使われるのと同じ基本的意味を持っています。

3. weblogic-ejb-jar.xml ファイルの entity-descriptor 要素を指定しま
す。

entity-descriptor 要素を使用し、エンティティ Bean がアプリケーショ
ンレベルのキャッシュを使用するようにコンフィグレーションします。

デプロイメント記述子を指定する手順については、6-6 ページの「EJB デプロイ
メント記述子の指定と編集」を参照してください。

weblogic-application.xml デプロイメント記述子については、『WebLogic 
Server アプリケーションの開発』の「application.xml デプロイメント記述子の要
素」に詳細な説明があります。

トランザクション間のキャッシング

トランザクション間のキャッシング、または、長期キャッシングを使用すると、

EJB コンテナはエンティティ Bean の永続データをトランザクション間でキャッ
シュできるようになります。エンティティ Bean に関してトランザクション間の
キャッシングを設定できるかどうかは、以下の 3 つの表にまとめてあるように、
同時方式によって決まります。
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表 4-1  BMP Bean に関して各同時方式で許可される 
cache-between-transactions の値

表 4-2  CMP 2.0 Bean に関して各同時方式で許可される 
cache-between-transactions の値

BMP Bean が使用する同時方式 設定可能な 
cache-between-transactions の値

Database False のみ

Exclusive True または False

Read-Only True または False

Optimistic 該当なし。 Optimistic 同時方式は BMP 
Bean では使用できない。

CMP 2.0 Bean が使用する同時方式 設定可能な 
cache-between-transactions の値

Database True のみ

Exclusive True または False

Read-Only True または False

Optimistic True または False
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表 4-3  CMP 1.1 Bean に関して各同時方式で許可される 
cache-between-transactions の値

Exclusive 同時方式でのトランザクション間の
キャッシング

Exclusive 同時方式のエンティティ Bean で長期キャッシングを有効にする場
合、EJB コンテナは基盤データへの更新アクセスを排他的にする必要がありま
す。これはつまり、その EJB コンテナ以外の別のアプリケーションがデータを
更新してはならないということです。あるクラスタ内に Exclusive 同時方式の 
EJB をデプロイする場合、長期キャッシングは自動的に無効になります。クラス
タ内のどのノードからもデータを更新できるからです。これにより長期キャッシ

ングは実行不能になります。 

WebLogic Server の旧バージョンでは、この機能は weblogic-ejb-jar.xml の 
db-is-shared 要素によって制御されていました。

注意 : Exclusive 同時方式は単一サーバでの機能です。クラスタ化されたサーバ
では使用しないでください。

CMP 1.1 Bean が使用する同時方式 設定可能な 
cache-between-transactions の値

Database True のみ

Exclusive True または False

Read-Only True または False

Optimistic 該当なし。 Optimistic 同時方式は CMP 
1.1 Bean では使用できない。
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ReadOnly 同時方式でのトランザクション間の
キャッシング

ReadOnly 同時方式のエンティティ Bean で長期キャッシングを無効にした場合、
EJB コンテナでは読み込み専用データの長期キャッシングを常に実行するので、
cache-between-transactions の設定値は無視されます。

Optimistic 同時方式でのトランザクション間の
キャッシング

Optimistic 同時方式のエンティティ Bean で長期キャッシングを有効にした場
合、EJB コンテナは前回のトランザクションでキャッシュされた値を再利用しま
す。コンテナは、トランザクションの最後にオプティミスティックに競合を

チェックすることによって、更新におけるトランザクションの一貫性を保証しま

す。 オプティミスティックなチェックを設定する手順については、4-19 ページの
「Optimistic 同時方式」を参照してください。

また、オプティミスティックな競合を回避できるように、オプティミスティック

なデータ更新に関する通知が他のクラスタ メンバーにブロ―ドキャストされま
す。

トランザクション間のキャッシングの有効化

トランザクション間のキャッシングを有効にするには、次の手順に従います。

1. 次のオプションの 1 つを選択し、weblogic-ejb-jar.xml ファイルの 
cache-between-transactions 要素を設定します。

� EJB コンテナによるデータの長期キャッシングの実行を有効にする場合、
True を指定する。

� EJB コンテナによるデータの短期キャッシングの実行を有効にする場合、
False を指定します。これはデフォルト設定です。

2. デプロイメント記述子を指定する手順については、6-6 ページの「EJB デプ
ロイメント記述子の指定と編集」を参照してください。
4-30 WebLogic エンタープライズ JavaBeans プログラマーズ ガイド



トランザクション間のキャッシング
トランザクション間のキャッシュを使用した 
ejbStore() の呼び出しの制限

デフォルトによって、WebLogic Server は各トランザクションの開始時に 
ejbLoad() を呼び出します。この動作は、複数のソースがデータベースを更新
するような環境に適しています。 複数のクライアント (WebLogic Server を含む ) 
が EJB の基盤データを変更する可能性があるため、ejbLoad() の最初の呼び出
しは、キャッシュ済みデータを更新する必要があることを Bean に通知し、確実
に最新のデータが処理対象になるようにします。

クラスタではなく単一のサーバで Exclusive 同時方式を使用する場合のように、
単一の WebLogic Server トランザクションのみが特定の EJB に同時アクセスする
ような特殊な環境では、ejbLoad() をデフォルトで呼び出す必要はありません。
EJB の基盤データを更新するクライアントまたはシステムは他に存在しないの
で、WebLogic Server の EJB データのキャッシュは常に最新のものとなります。 
こうしたケースでは、ejbLoad() を呼び出しても、Bean にアクセスする 
WebLogic Server クライアントに対して余計なオーバーヘッドが発生するだけで
す。

単一の WebLogic Server トランザクションが特定の EJB にアクセスする場合、
ejbLoad() の不要な呼び出しを避けるために、WebLogic Server には 
cache-between-transactions デプロイメント パラメータが用意されていま
す。 デフォルトでは、cache-between-transactions は各 EJB に対して Bean の 
weblogic-ejb-jar.xml ファイルで「false」に設定されています。このため、
ejbLoad() は各トランザクションの開始時に必ず呼び出されます。 単一の 
WebLogic Server トランザクションだけが EJB の基盤データにアクセスするよう
なケースでは、その Bean の weblogic-ejb-jar.xml ファイルの d を「true」に
設定できます。 cache-between-transactions を「true」に設定して EJB をデプ
ロイすると、WebLogic Server の単一のインスタンスが以下の場合に限り、その 
Bean の ejbLoad() を呼び出します。

� クライアントが最初に EJB を参照する場合

� EJB のトランザクションがロールバックされた場合
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cache-between-transactions に関する制限

cache-between-transactions には以下の制限があります。

単一サーバ デプロイメントでは、cache-between-transactions は、Exclusive、
Optimistic、および Read-Only 同時方式でのみ有効にできます。Database 同時方
式では cache-between-transactions を使用できません。

クラスタ デプロイメントでは、cache-between-transactions は、Optimistic 
および Read-Only 同時方式でのみ有効にできます。Exclusive または Database 同
時方式では cache-between-transactions を使用できません。

WebLogic Server クラスタにおける EJB

この節では EJB のクラスタ化のサポートについて説明します。 

クラスタ化されたホームおよび EJBObject

WebLogic Server クラスタ内の EJB は、ホーム オブジェクトと EJB オブジェク
トという 2 つの主要構造を修正したものを使用します。 単一サーバ (非クラスタ
化 ) 環境では、クライアントは EJB のホーム インタフェースを通じて EJB を
ルックアップします。ホーム インタフェースの背後には、対応するホーム オブ
ジェクトがサーバ上に存在します。Bean の参照後、クライアントはリモート イ
ンタフェースを通じてその Bean のメソッドと対話します。リモート インタ
フェースの背後には、EJB オブジェクトがサーバ上に存在します。

次の図は、単一サーバ環境での EJB の動作を示しています。 
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図 4-8   単一サーバの動作

注意 : EJB のフェイルオーバは、リモートクライアント と EJB との間でのみ機
能します。

クラスタ化された EJB ホーム オブジェクト

すべての EJB タイプ (ステートレス セッション EJB、ステートフル セッション 
EJB、およびエンティティ EJB) は、クラスタ対応のホーム スタブを持つことが
できます。 クラスタ対応のホーム スタブを作成するかどうかは、
weblogic-ejb-jar.xml の home-is-clusterable デプロイメント記述子要素に
よって決定されます。 

EJB がクラスタにデプロイされると、そのホームはクラスタワイドのネーミング 
サービスにバインドされます。 各サーバではそのホームのインスタンスを同じ名
前でバインドできます。 クライアントがこのホームをルックアップすると、その
クライアントでは Bean がデプロイされた各サーバ上のホームへの参照を持つレ
プリカ対応スタブが取得されます。 create() または find() が呼び出されると、
その呼び出しはレプリカ対応スタブによってレプリカの 1 つに転送されます。 
ホームのレプリカは、find() の結果を受信するか、またはそのサーバで Bean の
インスタンスを作成します。

クラスタ化されたホーム スタブは、EJB ルックアップ リクエストを使用可能な
サーバに分散することでロード バランシングを実現します。また、他のサーバ
に障害が発生したときにルックアップ リクエストを使用可能なサーバに転送す
ることで、それらのリクエストのフェイルオーバもサポートします。

ホーム EJBHome

インタフ ェース オブジェク ト

リモート  EJB

インタフ ェース オブジェク ト

WebLogic Server (単一サーバ )

データス トア

クライアン ト

コ ミ
ッ ト

Bean を取得

メ ソッ ドの呼び出し
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クラスタ化された EJBObject

WebLogic Server クラスタでは、EJBObject のサーバサイド表現は、レプリカ対
応の EJBObject スタブによって置き換えることができます。 このスタブは、クラ
スタ内のサーバに存在する EJBObject のすべてのコピーに関する知識を保持し
ます。 EJBObject スタブは、EJB メソッド呼び出しに対するロード バランシング
およびフェイルオーバを提供します。 たとえば、クライアントが特定の 
WebLogic Server に対して EJB メソッドを呼び出したが、そのサーバがダウンし
ている場合、EJBObject スタブはそのメソッド呼び出しを稼働中の別のサーバ
にフェイルオーバします。

EJB がレプリカ対応 EJBObject スタブを利用するかどうかは、デプロイされて
いる EJB のタイプと、エンティティ EJB の場合、デプロイメント時に選択した
同時方式によって決まります。 詳細については、4-34 ページの「さまざまなタイ
プの EJB に対するクラスタ化のサポート」を参照してください。

さまざまなタイプの EJB に対するクラスタ化のサ
ポート

次の節では、セッション EJB とエンティティ EJB に対するクラスタ化のサポー
トについて説明します。

� 4-34 ページの「クラスタ内のステートレス セッション EJB」

� 4-36 ページの「クラスタ内のステートフル セッション EJB」

� 4-39 ページの「クラスタ内のエンティティ EJB」

クラスタ内のステートレス セッション EJB

ステートレス セッション EJB は、クラスタ対応のホーム スタブとレプリカ対応
の EJBObject スタブの両方を持つことができます。デフォルトによって、
WebLogic Server は EJB メソッド呼び出しに対するフェイルオーバ サービスを提
供しますが、これは障害がメソッド呼び出しの合間に発生した場合に限ります。
たとえば、メソッドの完了後に障害が発生した場合や、メソッドがサーバに接続
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されなかった場合などには、フェイルオーバが自動的にサポートされます。しか

し、EJB メソッドの実行中に障害が発生した場合、WebLogic Server は別のサー
バにそのメソッドを自動的にフェイルオーバしません。 

このデフォルト動作では、EJB メソッド内のデータベース更新がフェイルオーバ
によって「重複」することはありません。たとえば、データストア内のある値を

インクリメントするメソッドをクライアントが呼び出し、そのメソッドが完了す

る前に WebLogic Server が別のサーバにフェイルオーバした場合、クライアント
の 1 度のメソッド呼び出しによってデータベースが 2 度更新されることになりま
す。

繰り返し呼び出しても更新が重複しないように記述されたメソッドを、「多重呼

び出し不変」と呼びます。 WebLogic Server には、多重呼び出し不変のメソッド
用に 2 種類の weblogic-ejb-jar.xml デプロイメント プロパティ (一方は Bean 
レベル、もう一方はメソッド レベル ) が用意されています。

Bean レベルでは、stateless-bean-methods-are-idempotent を「true」に設
定した場合、WebLogic Server はメソッドが多重呼び出し不変であると見なし
て、メソッド呼び出し中に障害が発生した場合でも、EJB メソッドに対するフェ
イルオーバ サービスを提供します。

メソッド レベルでは、idempotent-methods デプロイメント プロパティを使用
して同じことを実行できます。

<idempotent-methods>
<method>

<description>...</description>
<ejb-name>...</ejb-name>
<method-intf>...</method-intf>
<method-name>...</method-name>
<method-params>...</method-params>

</method>
</idempotent-methods>

次の図は、WebLogic Server クラスタ環境でのステートレス セッション EJB の動
作を示しています。
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図 4-9   クラスタ化されたサーバ環境でのステートレス セッション EJB

クラスタ内のステートフル セッション EJB

ステートフル セッション EJB でクラスタ対応のホーム スタブを利用できるよう
にするには、home-is-clusterable を「true」に設定します。これにより、ス
テートフル EJB ルックアップに対するフェイルオーバとロード バランシングが
提供されます。このようにコンフィグレーションされたステートフル セッショ
ン EJB は、レプリカ対応の EJBObject スタブを利用できます。 ステートフル セッ
ション EJB のインメモリ レプリケーションの詳細については、4-37 ページの
「ステートフル セッション EJB のインメモリ レプリケーション」を参照してく
ださい。 

注意 : ロード バランシングとフェイルオーバについては、『WebLogic Server ク
ラスタ ユーザーズ ガイド』で詳しく説明されています。 次の 3 つの節を
参照してください。「EJB と RMI オブジェクト」、「EJB と RMI オブジェ
クトのロード バランシング」、「EJB と RMI のレプリケーションとフェイ
ルオーバ」。
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ステートフル セッション EJB のインメモリ レプリケーション

WebLogic Server EJB コンテナは、ステートフル セッション EJB 向けのクラスタ
化をサポートします。 WebLogic Server 5.1 では、EJBHome オブジェクトだけがス
テートフル セッション EJB 用にクラスタ化されますが、EJB コンテナは、EJB 
の状態をクラスタ化された WebLogic Server インスタンスの間でレプリケートで
きます。

ステートフル セッション EJB のレプリケーション サポートは、EJB クライアン
トには見えません。 ステートフル セッション EJB がデプロイされると、
WebLogic Server はそのステートフル セッション EJB 用にクラスタ対応の 
EJBHome スタブとレプリカ対応の EJBObject スタブを作成します。 EJBObject 
スタブは、EJB インスタンスが動作するプライマリ WebLogic Server インスタン
スと、その Bean の状態をレプリケートするためのセカンダリ WebLogic Server 
のリストを保持します。

EJB のクライアントがその EJB の状態を変更するトランザクションをコミット
するたびに、WebLogic Server はその EJB の状態をセカンダリ サーバ インスタ
ンスにレプリケートします。Bean の状態のレプリケーションは直接メモリ内で
行われるため、クラスタ化された環境で最高のパフォーマンスを得られます。 

プライマリ サーバ インスタンスがダウンした場合、クライアントの次のメソッ
ド呼び出しはセカンダリ サーバの EJB インスタンスに自動的に転送されます。
セカンダリ サーバは、その EJB インスタンスのプライマリ WebLogic Server と
なり、新しいセカンダリ サーバが別のフェイルオーバに対応します。EJB のセ
カンダリ サーバがダウンした場合、WebLogic Server はクラスタから新しいセカ
ンダリ サーバ インスタンスを使用します。

このため、ステートフル セッション EJB のクライアントは EJB の最後にコミッ
トされた状態に迅速にアクセスできます。ただし、後述の 4-38 ページの「イン
メモリ レプリケーションの制限事項」で挙げる特殊な環境は除きます。 レプリ
ケーション グループの使い方の詳細については、「レプリケーション グループを
使用する」を参照してください。
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インメモリ レプリケーションの要件とコンフィグレーション

WebLogic Server クラスタでステートフル セッション EJB の状態をレプリケート
するには、クラスタの EJB クラスを同種にする必要があります。つまり、同じ
デプロイメント プロパティを使用して、クラスタ内のすべての WebLogic Server 
インスタンスに同じ EJB クラスをデプロイしなければなりません。異種クラス
タに対するインメモリ レプリケーションはサポートされていません。

デフォルトでは、WebLogic Server はクラスタ内でステートフル セッション EJB 
をレプリケートしません。これは、WebLogic Server バージョン 6.0 でリリース
された動作をモデル化したものです。 レプリケーションを有効にするには、
weblogic-ejb-jar.xml デプロイメント ファイルの replication-type デプロ
イメント パラメータを InMemory に設定します。 

図 4-10   レプリケーションを有効にする XML の例

<stateful-session-clustering>
...
<replication-type>InMemory</replication-type>

</stateful-session-clustering>

インメモリ レプリケーションの制限事項

ステートフル セッション EJB の状態をレプリケートすることによって、プライ
マリ WebLogic Server インスタンスがダウンした場合でも、一般にクライアント
は EJB の最後にコミットされた状態を取得できます。しかし、次のフェイル
オーバのシナリオでは、最後にコミットされた状態を取得できないこともまれに

あります。

� ステートフル EJB が関与するトランザクションをクライアントがコミットし
たが、その EJB の状態がレプリケートされる前にプライマリ WebLogic 
Server がダウンした場合。この場合、クライアントの次のメソッド呼び出し
は前回コミットされた状態に対して実行されます。

� クライアントがステートフル セッション EJB のインスタンスを作成し、最
初のトランザクションをコミットしたが、その EJB の初期状態がレプリケー
トされる前にプライマリ WebLogic Server がダウンした場合。初期状態をレ
プリケートできなかったため、クライアントの次のメソッド呼び出しは EJB 
インスタンスを見つけることができません。 クライアントは、クラスタ化さ
れた EJBHome スタブを使って EJB インスタンスを再作成し、トランザク
ションをやり直す必要があります。
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� プライマリ サーバとセカンダリ サーバがどちらもダウンした場合。クライ
アントは EJB インスタンスを再作成し、トランザクションをやり直す必要が
あります。

クラスタ内のエンティティ EJB

すべての EJB と同様に、エンティティ EJB は、home-is-clusterable を「true」
に設定することによって、クラスタ対応のホーム スタブを利用できます。 

EJBObject スタブの動作は、weblogic-ejb-jar.xml の 
concurrency-strategy デプロイメント要素によって決まります。 
concurrency-strategy は Read-Write または Read-Only に設定できます。 デ
フォルト値は Read-Write です。

詳細については、以下の節を参照してください。

� 4-39 ページの「クラスタ内の読み込み専用エンティティ EJB」

� 4-39 ページの「クラスタ内の読み書き対応エンティティ EJB」

クラスタ内の読み込み専用エンティティ EJB

ホームで読み込み専用エンティティ Bean が検索または作成される場合は、レプ
リカ対応の EJBObject スタブが返されます。 このスタブでは、すべての呼び出し
でロード バランシングが行われますが、回復可能な呼び出しエラーが発生した
ときに自動的にフェイルオーバは行われません。 読み込み専用 Bean は、データ
ベース読み込みを防止するためにすべてのサーバでキャッシュされます。

クラスタ内の読み書き対応エンティティ EJB

ホームで読み書き対応エンティティ Bean が検索または作成される場合は、ロー
カル サーバでインスタンスが取得され、そのサーバに固定された EJBObject ス
タブが返されます。 ロード バランシングとフェイルオーバはホームのレベルでの
み行われます。 クラスタにはエンティティ Bean の複数のインスタンスが存在す
る可能性があるため、各インスタンスは各トランザクションの前にデータベース

から読み込まれ、各コミットで書き込まれなければなりません。

クラスタ内の read-write エンティティ EJB は、以下のとおり、非クラスタ化シ
ステム内のエンティティ EJB と同じように動作します。

� 複数のクライアントがトランザクション内の Bean を使用できる。
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� ejbLoad() は、cache-between-transactions が false に設定されている
場合、常に各トランザクションの最初に呼び出される。

� ejbStore() の動作は、4-13 ページの「エンティティ EJB に対する 
ejbLoad() と ejbStore() の動作」で説明したルールに従います。

図 4-11 では、WebLogic Server クラスタ環境での読み書き対応エンティティ EJB 
の動作を示しています。ホーム スタブ上の 3 つの矢印は 3 つのサーバすべてを
指し、複数のクライアント アクセスを示しています。

図 4-11   クラスタ化されたサーバ環境の読み書き対応エンティティ EJB

注意 : 上の図では、ホーム スタブを起点とする矢印はいずれも各サーバの 
EJBHome を指しています。

読み書き対応エンティティ EJB は、home-is-clusterable が true に設定されて
いる場合に、安全な例外に関して自動フェイルオーバをサポートします。たとえ

ば、メソッドの完了後に障害が発生した場合や、メソッドがサーバに接続されな
かった場合などには、フェイルオーバが自動的にサポートされます。 
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クラスタ アドレス

クラスタをコンフィグレーションする際に、クラスタ内の管理対象サーバを識別

するクラスタ アドレスを入力します。クラスタ アドレスは、URL のホスト名部
分を構築するためにエンティティ Bean およびステートレス Bean で使用されま
す。クラスタ アドレスが設定されていない場合、EJB ハンドルは正しく動作し
ません。 クラスタ アドレスの詳細については、『WebLogic Server クラスタ ユー
ザーズ ガイド』を参照してください。

トランザクション管理

以降の節では、EJB コンテナによるトランザクション管理サービスのサポートに
ついての情報を示します。いくつかのトランザクション シナリオを通して EJB 
を説明していきます。分散トランザクション (複数のデータストアで更新を行う
トランザクション ) に関与する EJB は、トランザクションのすべてのブランチが
論理単位としてコミットまたはロールバックされることを保証します。

WebLogic Server の現行バージョンは、Java Transaction API (JTA)をサポートし
ています。 JTA は、分散トランザクション対応アプリケーションの実装に使用で
きます。

また、1.1 と 2.0 のどちらの EJB の場合でも 2 フェーズ コミットがサポートされ
ています。2 フェーズ コミット プロトコルは、複数のリソース マネージャにま
たがって 1 つのトランザクションを調整する手段です。これにより、トランザク
ションによる更新を関連データベースのすべてにコミットするか、またはすべて

のデータベースから完全にロールバックし、トランザクションによる状態の前の

状態に戻すことで、データの完全性が保証されます。 
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トランザクション管理の責任範囲

セッション EJB は、自身のコード、そのクライアントのコード、または 
WebLogic Server コンテナに基づいてトランザクション境界を定義できます。
EJB は、コンテナまたはクライアントによって定められたトランザクション境界
を使用できます。しかし、一定の制限に従わない限り、独自のトランザクション

境界を定義することはできません (11.2.5)。

� Bean 管理のトランザクションでは、EJB のコードがトランザクションの境
界定義を管理します。 Bean 管理またはクライアント管理のトランザクション
が必要な場合、Java コードを記述して 
javax.transaction.UserTransaction インタフェースを使用しなければな
りません。 これにより、EJB またはクライアントは、JNDI を通じて 
UserTransaction オブジェクトにアクセスし、tx.begin()、tx.commit()、

tx.rollback() を明示的に呼び出してトランザクション境界を指定できます 
(11.2.3)。 トランザクション境界の定義の詳細については、4-43 ページの
「javax.transaction.UserTransaction の使い方」を参照してください。

� コンテナ管理のトランザクションでは、WebLogic Server EJB コンテナに
よってトランザクションの境界設定が管理されます。 コンテナ管理トランザ
クションを使用する EJB については、個々の EJB メソッドのトランザク
ション要件を指定する各種のデプロイメント要素を使用できます。デプロイ

メント記述子の詳細については、『WebLogic エンタープライズ JavaBeans プ
ログラマーズ ガイド』を参照してください。

注意 : EJB プロバイダが ejb-jar.xml ファイルにメソッドのトランザクション
属性を指定しない場合、WebLogic Server はデフォルトで supports 属性を
使用します。

トランザクション イベントのシーケンスは、コンテナ管理のトランザクション
と Bean 管理のトランザクションで異なります。
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javax.transaction.UserTransaction の使い方

EJB またはクライアント コードにトランザクション境界を定義するには、Java 
Transaction Service (JTS) または JDBC データベース接続を取得する前に、
UserTransaction オブジェクトを取得してトランザクションを開始しなければ
なりません。 UserTransaction オブジェクトを取得するには、次のコマンドを
使用します。

ctx.lookup("javax.transaction.UserTransaction");

データベース接続を取得してからトランザクションを開始した場合、その接続は

新しいトランザクションと何の関連性も持たず、以後のトランザクション コン
テキストにその接続を「入れる」ためのセマンティクスも存在しません。 JTS 接
続がトランザクション コンテキストに関連付けられていない場合、JTS 接続は
自動コミットを true に設定した標準の JDBC 接続と同じように動作し、更新は
データストアに自動的にコミットされます。

いったんトランザクション コンテキスト内にデータベース接続を作成すれば、
その接続はトランザクションがコミットまたはロールバックされるまで「予約」

状態になります。アプリケーションのパフォーマンスとスループットを維持する

には、常にトランザクションを迅速に完了させることによって、データベース接

続を解放し、他のクライアント リクエストが使用できるようにする必要があり
ます。 詳細については、2-8 ページの「トランザクション リソースの保持」を参
照してください。

注意 : アクティブなトランザクション コンテキストには単一のデータベース接
続しか関連付けることができません。 

コンテナ管理 EJB に対する制限

コンテナ管理によるトランザクションを使用する EJB 内で 
javax.transaction.UserTransaction メソッドを使用することはできません。

トランザクションのアイソレーション レベル

トランザクションのアイソレーション レベルを設定する方法は、アプリケー

ションが Bean 管理による境界設定を使用するか、コンテナ管理による境界設定
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を使用するかによって異なります。以下の節では、これらのシナリオの各々につ

いて検討します。

ユーザ トランザクションのアイソレーション レベルの設定

ユーザ トランザクションのアイソレーション レベルは、Bean の Java コードで
設定します。アプリケーションが実行されると、トランザクションが明示的に開

始されます。 レベルの設定方法を示すコードの例については、図 4-12 を参照し
てください。

図 4-12   ユーザ トランザクションのアイソレーション レベルを設定する Java 
コード例

import javax.transaction.Transaction;
import java.sql.Connection
import weblogic.transaction.TxHelper:
import weblogic.transaction.Transaction;
import weblogic.transaction.TxConstants;

User Transaction tx = (UserTransaction)

ctx.lookup("javax.transaction.UserTransaction");

//ユーザ トランザクションを開始する

tx.begin();

//トランザクションのアイソレーション レベルを TRANSACTION_READ_COMMITED 
に設定する

Transaction tx = TxHelper.getTransaction();
tx.setProperty (TxConstants.ISOLATION_LEVEL, new Integer
 (Connection.TRANSACTION_READ_COMMITED));

//トランザクションの処理を実行する

tx.commit();

コンテナ管理トランザクションのアイソレーション レベルの
設定

コンテナ管理トランザクションのアイソレーション レベルは、
weblogic-ejb-jar.xml デプロイメント ファイルの transaction-isolation 
要素の isolation-level サブ要素で設定します。WebLogic Server は、この値
を基盤データベースに渡します。トランザクションの動作は、EJB のアイソレー
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ション レベル設定と、基盤となる永続ストレージの同時実行性の制御に依存し
ます。 コンテナ管理トランザクションのアイソレーション レベルの設定に関する
詳細については、『WebLogic JTA プログラマーズ ガイド』を参照してください。

TransactionSerializable の制限

多くのデータストアでは、シリアライゼーションに関する問題の検出は、単一

ユーザ接続の場合でさえ制限されています。 したがって、transaction-level 

を EJB に対して TransactionSerializable 設定にした場合でも、同じ行に対

してクライアント間で競合が起きると、その EJB クライアントで例外または

ロールバックを受け取ることがあります。こうした問題を避けるには、クライア

ント アプリケーションのコードが SQL 例外を検出および調査して、例外を解決

するためにトランザクションをやり直すなどの適切なアクションを取るようにし

なければなりません。

WebLogic Server では、4-45 ページの「Oracle データベースに関する特別な注

意」で説明しているように、Oracle データ―ベースでこの問題を回避するために

設計された特別な isolation-level 設定を用意しています。

その他のデータベース ベンダについては、使用しているデータベースのマニュ

アルでアイソレーション レベルのサポートに関する詳細を参照してください。 

Oracle データベースに関する特別な注意

isolation-level の設定を TransactionSerializable にしたとしても、
Oracle ではコミット時までシリアライゼーションの問題が検出されません。返さ
れるエラー メッセージは次のとおりです。 

java.sql.SQLException: ORA-08177: can't serialize access for this 
transaction

WebLogic Server では、これを回避するために特別な isolation-level 設定を

提供しています。

� このオプションを定義するメソッドに対して 
TransactionReadCommittedForUpdate を設定した場合。 設定されると、そ
の時点から各 SELECT クエリには、選択した行で取得されるロックに 
ForUpdate が追加されます。その結果、クエリによって変更された行を即座
にロックできなければ、Oracle はその行が解放されるまで待ちます。 この状
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態は、トランザクションが COMMIT または ROLLBACK を行うまで有効となり
ます。

� このオプションを定義するメソッドに対して 
TransactionReadCommittedForUpdateNoWait を設定した場合。 設定される
と、その時点から各 SELECT クエリには、選択した行のロックを取得する 
ForUpdateNoWait が追加されます。その結果、クエリによって変更された行
を即座にロックできなければ、Oracle はそのクエリを途中で打ち切ります。 
トランザクションがコミットまたはロールバックするまで、この条件が有効

になります。 

注意 : ForUpdateNoWait は、コンテナ管理 Bean に対してのみ適用されま
す。

複数の EJB 間でのトランザクションの分散

WebLogic Server は、複数のデータストアに分散されるトランザクションをサ
ポートしています。このため、単一のデータベース トランザクションを複数の
サーバの複数の EJB に分散できます。これらのタイプのトランザクションを明
示的にサポートするには、トランザクションを開始し、複数の EJB を呼び出し
ます。また、単一の EJB が、同じトランザクション コンテキスト内で暗黙的に
動作する他の EJB を呼び出す場合もあります。以降の節では、これらのシナリ
オについて説明します。

単一トランザクション コンテキストから複数の EJB を呼び出
す

次のコードでは、クライアント アプリケーションは UserTransaction オブジェ
クトを取得し、それを使ってトランザクションを開始してコミットします。クラ

イアントは、トランザクションのコンテキストの中で 2 つの EJB を呼び出しま
す。 各 EJB のトランザクション属性は、Required に設定されています。

図 4-13   トランザクションの開始とコミット

import javax.transaction.*;
...
u = (UserTransaction) 
jndiContext.lookup("javax.transaction.UserTransaction");
u.begin();
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account1.withdraw(100);
account2.deposit(100);
u.commit();
...

上のコードでは、「account1」および「account2」 EJB によって行われる更新は、
単一の UserTransaction のコンテキスト内で発生します。EJB は、1 つの論理
単位としてコミットまたはロールバックされます。このことは、「account1」と
「account2」が同じ WebLogic Server、複数の WebLogic Server、または 
WebLogic Server クラスタのどれに存在している場合にも当てはまります。 

EJB 呼び出しをこのようにラップするための条件は、「account1」と「account2」
のどちらもクライアント トランザクションをサポートしなければならないとい
うことだけです。 これを満たすには、Bean の trans-attribute 要素を 
Required、Supports、または Mandatory に設定します。

複数操作トランザクションをカプセル化する

また、トランザクションをカプセル化する「ラッパー」EJB を使用することもで
きます。クライアントは、ラッパー EJB を呼び出して銀行振替などのアクショ
ンを実行します。ラッパー EJB は、新しいトランザクションを開始し、1 つまた
は複数の EJB を呼び出してトランザクションの作業を実行することで、それに
応答します。 

「ラッパー」EJB は、他の EJB を呼び出す前にトランザクション コンテキストを
明示的に取得することもできます。また、EJB の trans-attribute 要素が 
Required または RequiresNew に設定されている場合、WebLogic Server は新し
いトランザクション コンテキストを自動的に作成できます。 trans-attribute 
要素は、weblogic-ejb-jar.xml ファイルで設定します。 ラッパー EJB によって
呼び出されるすべての EJB は、トランザクション コンテキストをサポートでき
なければなりません (その trans-attribute 要素が Required、Supports、ま

たは Mandatory に設定されていなければなりません )。

WebLogic Server クラスタ内の複数の EJB 間でトランザク
ションを分散する

WebLogic Server では、WebLogic Server クラスタ内の EJB に対してはトランザ
クションのパフォーマンスがさらに向上します。単一のトランザクションが複数

の EJB を使用する場合、WebLogic Server は異なるサーバの EJB ではなく、単一
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の WebLogic Server インスタンスに存在する EJB インスタンスを使おうとしま
す。この方法を使用すると、トランザクションのネットワーク トラフィックを
最小限に抑えることができます。

場合によっては、トランザクションはクラスタ内の複数の WebLogic Server イン
スタンスに存在する EJB を使用します。これは、すべての EJB がすべての 
WebLogic Server インスタンスにデプロイされていない異種クラスタで起こる場
合があります。このような場合、WebLogic Server は複数の直接接続ではなく 1 
つの多層接続を使用してデータベースにアクセスします。この方法を使うと、リ

ソースの使用量が減り、トランザクションのパフォーマンスが向上します。 

しかし、最高のパフォーマンスを得るには、クラスタを同種にする必要がありま

す。つまり、すべての EJB が使用可能なすべての WebLogic Server インスタンス
に存在する必要があります。

データベースの挿入サポート

WebLogic Server では、EJB コンテナが新規作成された Bean をどの時点で、ど
のようにデータベースに挿入するかを管理できます。 

weblogic-cmp-rdbms-jar.xml ファイルの delay-database-insert-until デ
プロイメント記述子要素を設定することによって各自の希望を指定します。次の

ものから選択できます。

� 次節で説明するように、EJB コンテナが ejbCreate か ejbPostCreate を実
行した後まで、データベースの挿入を遅延します。

� 4-49 ページの「一括挿入」で説明するように、1 つの SQL 文でデータベース
に複数のエントリを挿入する。

delay-database-insert-until 要素には、以下の値を指定できます。 

� ejbCreate － このメソッドは、ejbCreate の直後にデータベースの挿入を
実行します。

� ejbPostCreate － このメソッドは、ejbPostCreate の直後に挿入を実行し
ます (デフォルト )。

� commit － トランザクションがコミットしたとき一括挿入を実行します。
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図 4-14   delay-database-insert-until を指定する XML の例

<delay-database-insert-until>ejbPostCreate</delay-database-insert
-until> --> 

Delay-Database-Insert-Until

デフォルトでは、データベースへの挿入はクライアントが ejbPostCreate メ
ソッドを呼び出した後に行われます。 weblogic-cmp-rdbms-jar.xml ファイル
の delay-database-insert-until 要素に ejbCreate または ejbPostCreate を
指定した場合、EJB コンテナは新規 Bean の挿入を遅延させます。このどちらか
のオプションを指定することによって、EJB コンテナが RDBMS CMP を使用す
る新しい Bean をいつデータベースに挿入するかを正確に指定します。 

cmr-field が null 値を許可しない foreign-key column にマップされている場
合、EJB コンテナがデータベースの挿入を ejbPostCreate の後まで遅らせるよ
うに指定する必要があります。 この場合、 cmr-field を ejbPostCreate で null 
でない値に設定してから Bean をデータベースに挿入します。 

注意 : Bean の主キーが不明な段階で、cmr-fields を ejbCreate メソッド呼び
出しの中で設定することはできません。 

BEA では、ejbPostCreate メソッドが Bean の永続フィールドを変更した場合
には、データベースの挿入を ejbPostCreate の後に遅らせるよう指定すること
を推奨しています。これにより、不要な保存操作を行わずに済むので、パフォー

マンスが向上します。

最大限の柔軟性を実現するため、関連 Bean を ejbPostCreate メソッドで作成
することは避けてください。こうしたインスタンスを追加作成すると、データ

ベースの制約によって関連 Bean が未作成の Bean を参照できない場合、データ
ベースの挿入を遅らせることができなくなる可能性があります。

一括挿入

一括挿入のサポートにより、コンテナ管理による永続性 (CMP) Bean の作成にお
ける効率が向上します。EJB コンテナが 1 つの SQL 文で CMP Bean での複数回
のデータベース挿入を実行できるようになるためです。この機能により、コンテ

ナは何度もデータベースを挿入しなくて済むようになります。
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weblogic-cmp-rdbms-jar.xml ファイルの delay-database-insert-until 要
素に commit オプションを指定した場合、EJB コンテナは一括データベース挿入
を実行します。 

一括挿入更新を使用する場合、トランザクションの開始からコミットまでの間に

一括挿入だけが挿入に適用されるように、トランザクションの境界を設定しなけ

ればなりません。

注意 : 一括挿入は、addBatch() と executeBatch() メソッドをサポートして
いるドライバのみに機能します。たとえば、Oracle Thin ドライバはこれ
らのメソッドをサポートしていますが、 WebLogic Oracle JDBC ドライバ
はサポートしていません。

一括挿入の使用に際しては、次の 2 つの制限があります。

1 回の一括挿入で作成するエントリの総数が、weblogic-ejb-jar.xml ファイル
で指定した max-beans-in-cache の設定値を超えることはできません。 この要
素の詳細については、9-51 ページの「max-beans-in-cache」を参照してくださ
い。

weblogic-cmp-rdbms-jar.xml ファイルの dbms-column-type 要素で 
OracleBlob か OracleClob を設定した場合、一括挿入は自動的に無効になりま
す。 Blob または Clob カラムがデータベース テーブルに含まれている状況では、
時間短縮があまりできないからです。この場合、デフォルトでは WebLogic 
Server は Bean ごとに挿入を実行します。 

リソース ファクトリ

以降の節では、EJB コンテナによるリソース サービスのサポートについての情
報を示します。WebLogic Server では、EJB は JDBC ドライバを直接インスタン
ス化することによって JDBC 接続プールにアクセスできます。しかし、その代わ
りに、JDBC データソース リソースをリソース ファクトリとして WebLogic 
Server JNDI ツリーにバインドすることをお勧めします。
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リソース ファクトリを使用すると、EJB は EJB デプロイメント記述子内のリ
ソース ファクトリ参照を稼働中の WebLogic Server で使用可能なリソース ファ
クトリにマップできます。リソース ファクトリ参照は使用するリソース ファク
トリ タイプを定義しなければなりませんが、リソースの実際の名前は、Bean が
デプロイされるまで指定されません。

以降の節では、JDBC データソース および URL リソースを WebLogic Server の 
JDNI 名にマップする方法について説明します。 

注意 : WebLogic Server は、JMS 接続ファクトリもサポートしています。 

JDBC データソース ファクトリの設定

次の手順に従って、javax.sql.DataSource リソース ファクトリを WebLogic 
Server 内の JNDI 名にバインドします。必要に応じて、トランザクション対応か
非対応の JDBC データソースを設定できます。

トランザクション非対応のデータソースの場合、JDBC 接続は自動コミットモー
ドで動作し、コンテナ管理トランザクションの一部にはならず、挿入操作や更新

操作のつど、データベースに即座にコミットします。

トランザクション対応のデータソースの場合、あるメソッド上の複数回の挿入お

よび更新操作を 1 つのコンテナ管理トランザクションとして送信することがで
き、1 つの論理単位としてコミットまたはロールバックされます。

注意 : コンテナ管理による永続性を使用するエンティティ Bean では、データの
一貫性を保つため、トランザクション非対応のデータソースではなくト

ランザクション対応のデータソースを必ず使用します。

JDBC データソース ファクトリを作成するには、以下の手順に従います。

1. Administration Console で JDBC 接続プールを設定します。 詳細については、
『管理者ガイド』の「JDBC 接続の管理」を参照してください。

2. WebLogic Server を起動します。

3. WebLogic Server Administration Console を起動します。

4. Administration Console の左ペインで、[サービス ] ノードをクリックして 
JDBC を展開します。
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5. [JDBC データ ソース ファクトリ ] を選択し、右ペインで [新しい 
JDBCDataSource のコンフィグレーション ] オプションをクリックします。

6. [名前 ]、[ユーザ名 ]、[URL]、[ドライバ クラス名 ]、[ファクトリ名 ] 属性
フィールドに値を入力します。 

7. [プロパティ ] 属性フィールドにすべての接続プロパティを入力します。

a. トランザクション非対応の JDBC データソースの場合は、次のとおり入力
します。

weblogic.jdbc.DataSource.jndi_name=pool_name

ここで jndi_name は、データソースにバインドする完全な WebLogic Server 
JNDI 名、pool_name は、手順 1 で作成した WebLogic Server 接続プールの
名前です。

b. トランザクション対応の JDBC データベースの場合は、Administration 
Console の左ペインで [トランザクション データソース ] を選択し、右ペ
インで [新しい JDBCTxDataSource のコンフィグレーション ] をクリック
し、次のように入力します。

weblogic.jdbc.TXDataSource.jndi_name=pool_name

ここで jndi_name はトランザクション対応データソースにバインドする完
全な WebLogic Server JNDI 名、pool_name は手順 1 で作成した WebLogic 
Server 接続プールの名前です。

トランザクション データ ソースと非トランザクション データ ソースの詳細
については、「JDBC データ ソースのコンフィグレーション」を参照してく
ださい。

8. [作成 ] をクリックして JDBC データ ソース ファクトリを作成します。左ペ
インの JDBC データソース ノードの下に新しいデータソース ファクトリが
追加されます。

9. [適用 ] をクリックして変更を保存します。

10.次のいずれかの方法で、データソースの JNDI 名を EJB のローカル JNDI 環
境にバインドします。

� 既存の EJB リソース ファクトリ参照を JNDI 名にマップする。

� テキスト エディタを使用して、weblogic.ejb-jar.xml デプロイメント 
ファイルの resource-description 要素を直接編集する。 デプロイメン
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ト記述子を編集する手順については、6-6 ページの「EJB デプロイメント
記述子の指定と編集」を参照してください。

URL 接続ファクトリの設定

WebLogic Server で URL 接続ファクトリを設定するには、次の手順で URL 文字
列を JNDI 名にバインドします。

1. 使用している WebLogic Server のインスタンス用の config.xml ファイルを
テキスト エディタで開き、以下の config.xml 要素の URLResource 属性を設
定します。

� WebServer

� VirtualHost:

2. 次の構文に従って、WebServer 要素の URLResource 属性を設定します。

<WebServer URLResource="weblogic.httpd.url.testURL=http:// 
localhost:7701/testfile.txt” DefaultWebApp=”default-tests”/>

3. 仮想ホストが必要な場合は、次の構文に従って VirtualHost 要素の 
URLResource 属性を設定します。

<VirtualHostName=guestserver" targets="myserver,test_web_server 
"URLResource="weblogic.httpd.url.testURL=http:// 
localhost:7701/testfile.txt” VirtualHostNames=”guest.com”/>

4. 変更を config.xml に保存し、WebLogic Server を再起動します。
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5 WebLogic Server のコンテナ管理
による永続性サービス

以下の節では、WebLogic Server EJB コンテナでサポートされているコンテナ管
理による永続性（CMP）機能について説明します。 

� コンテナ管理による永続性サービスの概要

� EJB 1.1 CMP の RDBMS 永続性用の記述

� EJB 1.1 CMP 用の WebLogic クエ リ言語 (WLQL) の使用

� CMP 1.1 ファ インダ クエ リ と しての SQL の使用

� EJB 2.0 用 EJB QL の使い方

� 動的クエ リの使用

� Oracle の SELECT HINT の使用

� 「get」 および 「set」 メ ソ ッ ドの制限

� Oracle DBMS の BLOB および CLOB DBMS カラムのサポート  

� WebLogic Server での EJB 1.1 CMP の調整更新

� WebLogic Server での EJB 1.1 CMP の調整更新

� CMP キャッシュのフラ ッシュ

� 主キーの使用

� EJB 2.0 CMP に対する自動主キー生成

� EJB 2.0 CMP の複数のテーブル マッピング

� 自動テーブル作成 

� コンテナ管理による関係

� グループ
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� EJB リ ンクの使用

� CMP フ ィールドの Java データ型

コンテナ管理による永続性サービスの概要

EJB コンテナは、 EJB と  WebLogic Server 間の統一的なインタフェースを提供し
ます。 コンテナは、 EJB の新しいインスタンスを作成し、 これらの Bean リ ソー
スを管理し、 ト ランザクシ ョ ン、 セキュ リテ ィ、 同時実行性、 ネーミ ングなどの

永続性サービスを実行時に提供します。 ほとんどの場合、 WebLogic Server の旧
バージ ョ ンの EJB はコンテナで動作します。 ただし、 Bean のコードの移行が必
要な場合については、 『Migration Guide』 を、 変換ツールの使い方については、
8-26 ページの 「DDConverter」 を参照して ください。

WebLogic Server のコンテナ管理による永続性 (CMP) モデルでは、 EJB のインス
タンス  フ ィールドをデータベースのデータ と同期する こ とで、 CMP エンティ
テ ィ  Bean の永続性を実行時に自動処理します。 

エンテ ィテ ィ  Bean では、 コンテナ管理による永続性を利用して、 エンティテ ィ  
Bean インスタンスで永続データ  アクセスを実行する メ ソ ッ ドが生成されます。
生成された メ ソ ッ ドでは、 エンテ ィテ ィ  Bean インスタンス と基盤のリ ソース  マ
ネージャの間でデータが転送されます。 永続性は実行時にコンテナによって処理

されます。 コンテナ管理の永続性を利用する利点は、 エンテ ィテ ィが格納される

データ  ス ト アからエンテ ィテ ィ  Bean が論理的に独立するこ とです。 コンテナで
は、 論理的な関係と物理的な関係のマッピングが実行時に管理される と同時に、

それらの参照整合性が管理されます。 

永続フ ィールド と関係によって、 エンティテ ィ  Bean の抽象永続性スキーマが構
成されます。 デプロイ メン ト記述子は、 エンティテ ィ  Bean でコンテナ管理によ
る永続性が使用されるこ とを示します。 また、 デプロイ メ ン ト記述子は、 データ

にアクセスするコンテナへの入力と しても使用されます。
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EJB の永続性サービス

WebLogic Server は、 エンティテ ィ  Bean に永続性サービスを提供します。 エン
ティテ ィ  EJB が任意の ト ランザクシ ョ ン対応または ト ランザクシ ョ ン非対応の
永続ス ト レージにその状態を保存する  ( 「Bean 管理による永続性」 ) こ と も、 コ
ンテナが EJB の非 transient インスタンス変数を自動的に保存する  ( 「コンテナ管
理による永続性」 ) こ と もできます。 WebLogic Server では、 このどちら も選択
可能であ り、 両者を併用するこ と もできます。 

EJB がコンテナ管理の永続性を使用する場合、 EJB が使用する永続性サービスの
タイプを  weblogic-ejb-jar.xml デプロイ メ ン ト  ファ イルに指定します。 自動
永続性サービスのハイレベル定義は、 persistence-use 要素に格納されます。
persistence-use には、 EJB がデプロイ時に使用するサービスが定義されます。

自動永続性サービスは、 さ らに別のデプロイ メ ン ト  ファ イルを使用してそのデ
プロイ メ ン ト記述子を指定し、 エンティテ ィ  EJB ファ インダ メ ソ ッ ドを定義し
ます。 たとえば、 WebLogic Server RDBMS ベースの永続性サービスは、 特定の 
Bean からデプロイ メ ン ト記述子と ファ インダ定義を取得する と きに、 その Bean 
の weblogic-cmp-rdbms-jar.xml ファ イルを使用します。詳細については、 5-3 
ページの 「WebLogic Server RDBMS 永続性の使い方」 で説明します。

サードパーティの永続性サービスでは、 他のファ イル フォーマッ ト を使用して
デプロイ メン ト記述子をコンフ ィグレーシ ョ ンします。 しかし、 ファ イルのタイ
プに関係な く、 コンフ ィ グレーシ ョ ン ファ イルは weblogic-ejb-jar.xml の 
persistence-use 要素で参照しなければな り ません。

注意 : コンテナ管理による永続性 Bean では、接続プールの最大接続数を  1 よ り
大きい値にコンフ ィグレーシ ョ ンします。WebLogic Server のコンテナ管
理による永続性サービスでは、 同時に 2 つの接続を取得しなければなら
ない場合があるからです。

WebLogic Server RDBMS 永続性の使い方

EJB で WebLogic Server RDBMS ベースの永続性サービスを使用するには、 次の
手順に従います。
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1. 専用の XML デプロイ メ ン ト  ファ イルを作成します。

2. コンテナ管理による永続性を使用する各 EJB に対して永続性の要素を定義し
ます。 

3. デプロイ メ ン ト記述子ファ イルの作成手順については、 6-6 ページの 「EJB 
デプロイ メ ン ト記述子の指定と編集」 を参照して ください。

WebLogic Server のユーティ リ テ ィ、 DDConverter を使用してこのファ イルを作
成した場合、 ファ イルの名前は weblogic-cmp-rdbms-jar.xml とな り ます。 こ
のファ イルをまった く新し く作成する場合は、 異なる名前でファ イルを保存でき

ます。 ただし、 weblogic-ejb-jar.xml の persistence-type および 
persistence-use 要素が適切なファ イルを参照しているこ と を確認する必要が
あ り ます。

weblogic-cmp-rdbms-jar.xml は、 WebLogic Server RDBMS ベースの永続性
サービスを使用して EJB の永続性デプロイ メン ト記述子を定義します。 

各 weblogic-cmp-rdbms-jar.xml ファ イルでは、 以下の永続性オプシ ョ ンを定
義します。

� EJB 2.0 CMP の EJB 接続プールまたはデータ  ソース

� EJB フ ィールド とデータベース要素のマッピング

� クエ リ言語

� EJB 1.1 CMP 用の WebLogic クエ リ言語 (WLQL)

� EJB 2.0 CMP 用の WebLogic QL 拡張機能付き  WebLogic EJB-QL (省略可
能 )

� ファ インダ メ ソ ッ ド定義 (CMP 1.1)

� 関係についての外部キーのマッピング

� クエ リ用の WebLogic Server 固有のデプロイ メ ン ト記述子
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EJB 1.1 CMP の RDBMS 永続性用の記述
EJB 1.1 CMP の RDBMS 永続性用の記述

ク ラ イアン トはファ インダ メ ソ ッ ドを使用して、 クエ リ を実行し、 クエ リ条件
を満たすエンティテ ィ  Bean の参照を受け取るこ とができます。 この節では、
RDBMS 永続性を使用する  WebLogic 固有の 1.1 EJB 用のファ インダを作成する
方法について説明します。 コンテナ管理による永続性を利用する  2.0 EJB のファ
インダ クエ リ を定義するには、ポータブルなクエ リ言語である  EJB QL を使用し
ます。 EJB QL の詳細については、 5-12 ページの 「EJB 2.0 用 EJB QL の使い方」
を参照して ください。

WebLogic Server では、 ファ インダを簡単に作成できます。 

1. EJBHome インタフェースでファ インダのメ ソ ッ ド  シグネチャを記述します。 

2. ejb-jar.xml デプロイ メ ン ト  ファ イルでファ インダのクエ リ式を定義しま
す。 

ejbc は、 ejb-jar.xml のクエ リ を使用して、 デプロイ メ ン ト時にファ インダ メ
ソ ッ ドの実装を作成します。

RDBMS 永続性用のファ インダの主要コンポーネン トは以下のとおりです。

� EJBHome 内のファ インダ メ ソ ッ ド  シグネチャ  

� ejb-jar.xml 内で定義される  query スタンザ 

� weblogic-cmp-rdbms-jar.xml 内の省略可能な finder-query スタンザ 

以降の節では、 WebLogic Server デプロイ メ ン ト  ファ イルの XML 要素を使用し
て EJB ファ インダを記述する方法について説明します。

ファインダ シグネチャ

findMethodName() とい う形式で、 ファ インダ メ ソ ッ ドのシグネチャを指定し
ます。 weblogic-cmp-rdbms-jar.xml に定義されるファ インダ  メ ソ ッ ドは、
EJB オブジェ ク ト の Java コレクシ ョ ンまたは単一オブジェ ク ト を返す必要があ
り ます。
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5 WebLogic Server のコンテナ管理による永続性サービス
注意 : 関連付けられている  EJB ク ラスの単一オブジェク ト を返す 
findByPrimaryKey(primkey) メ ソ ッ ドを定義する こ と もできます。 

finder-list スタンザ

finder-list スタンザは、 EJBHome 内の 1 つまたは複数のファ インダ メ ソ ッ ド  
シグネチャを EJB オブジェ ク ト を検索するためのクエ リに関連付けます。 次に、
WebLogic Server RDBMS ベースの永続性を使用した単純な finder-list スタン
ザの例を示します。

<finder-list>
<finder>

<method-name>findBigAccounts</method-name>
<method-params>

<method-param>double</method-param>
</method-params>
<finder-query><![CDATA[(> balance $0)]]></finder-query>

</finder>
</finder-list>

注意 : method-param 要素内に非プリ ミテ ィブな型を使用する場合には、 完全
修飾名を指定する必要があ り ます。 たとえば、 Timestamp ではなく  
java.sql.Timestamp を使用します。 完全修飾名を使用しないと、 デプ
ロイ メ ン ト  ユニッ ト のコンパイル時に ejbc でエラー メ ッセージが生成
されます。

finder-query 要素

finder-query 要素は、 RDBMS から  EJB オブジェク ト を クエ リするための 
WebLogic クエ リ言語 (WLQL) 式を定義します。 WLQL は、 ファ インダ パラ
メータ、 EJB 属性、 および Java 言語の式に対して標準の演算子セッ ト を使用し
ます。 WLQL の詳細については、 5-7 ページの 「EJB 1.1 CMP 用の WebLogic ク
エ リ言語 (WLQL) の使用」 を参照して ください。

注意 : finder-query 値のテキス トは、 常に、 XML CDATA 属性を使用して定義
して ください。 CDATA を使用する と、 WLQL 文字列中に特殊文字が入っ
ていても、 ファ インダをコンパイルしたと きにエラーが発生しないよ う

にな り ます。
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EJB 1.1 CMP 用の WebLogic クエ リ言語 (WLQL) の使用
CMP ファ インダでは、1 回のデータベース  クエ リですべての Bean をロードでき
ます。 そのため、 100 の Bean もデータベースに一度アクセスするだけでロード
できます。 Bean 管理による永続性 (BMP) ファ インダは、 データベースに一度ア
クセスして、 ファ インダで選択した  Bean の主キー値を取得する必要があ り ま
す。 各 Bean にアクセスする場合、 通常は Bean がキャッシュ されていないと こ
とを想定して、 も う一度データベースにアクセスする必要があ り ます。 したがっ

て、 100 の Bean にアクセスするために、 BMP はデータベースに 101 回アクセス
します。 

EJB 1.1 CMP 用の WebLogic クエリ言語 
(WLQL) の使用

EJB 1.1 CMP 用の WebLogic クエ リ言語 (WLQL) を使用する と、 コンテナ管理に
よる永続性を利用する  1.1 エンテ ィテ ィ  EJB をクエ リできます。
weblogic-cmp-rdbms-jar.xml ファ イルでは、 各 finder-query スタンザには 
EJB を返すためのクエ リ を定義する  WLQL 文字列が指定されていなければな り
ません。 EJB 向けの WLQL とそれに対応するデプロイ メ ン ト  ファ イル (EJB 1.1 
仕様に基づいたもの ) を使用します。 

注意 : 2.0 EJB のクエ リについては、 5-12 ページの 「EJB 2.0 用 EJB QL の使い
方」 を参照して ください。 weblogic-ql クエ リ を使用する と、 elb-ql クエ
リが完全にオーバライ ド されます。

WLQL 構文

WLQL 文字列では、 比較演算子用に次のプレフ ィ ッ クス表記法を使用します。

(operator operand1 operand2)

追加の WLQL 演算子は、 単一のオペランド、 テキス ト文字列、 またはキーワー
ドを受け付けます。
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5 WebLogic Server のコンテナ管理による永続性サービス
WLQL 演算子

次の表に、 有効な WLQL 演算子を示します。

演算子 説明 サンプル構文

= 等しい (= operand1 operand2)

< よ り小さい (< operand1 operand2)

> よ り大きい (> operand1 operand2)

<= 以下 (<= operand1 operand2)

>= 以上 (>= operand1 operand2)

! Boolean not (! operand)

& Boolean and (& operand)

| Boolean or (| operand)

like 指定された text_string、 また
は入力パラ メータ中の % 記号に
基づいたワイルドカード検索

(like text_string%)

isNull 単一オペラン ドの値が NULL (isNull operand)

isNotNull 単一オペラン ドの値が NULL 以
外

(isNotNull operand)

orderBy 指定されたデータベース  カラム
を基準に結果を並び替える

注意 : orderBy 句には永続ファ
イル名ではな く常にデー

タベース  カラム名を指定
する。 WebLogic Server 
は orderBy に指定され
たファ イル名を変換しな

い

(orderBy 'column_name')
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WLQL オペランド

有効な WLQL オペランドは以下のとおりです。

� 別の WLQL 式

� weblogic-cmp-rdbms-jar.xml ファ イルの別の場所で定義されたコンテナ管
理フ ィールド

注意 : RDBMS カラム名は WLQL のオペランド と して使用できません。 代わ
りに、 weblogic-cmp-rdbms-jar.xml の attribute-map に定義されて
いる とおり、 RDBMS カラムにマップされる  EJB 属性 ( フ ィールド ) 
を使用します。

� $n によって識別されるファ インダ パラ メータまたは Java 式。 n はパラ メー
タまたは式の数です。 デフォル ト では、 $n は、 ファ インダ メ ソ ッ ド  シグネ
チャの n 番目のパラ メータにマップされます。 Java 式が組み込まれたよ り高
度な  WLQL 式を記述するには、 $n を  Java 式にマップします。

注意 : $n とい う表記法は、 1 ではな く  0 で始まる配列に基づいています。 た
とえば、 ファ インダの最初の 3 つのパラ メータは、 $0、 $1、 および 
$2 に対応しています。 式は個々のパラ メータにマップされる必要は
あ り ません。 高度なファ インダは、 パラ メータよ り多くの式を定義で

きます。

WLQL 式の例

次のコード例は、 weblogic-cmp-rdbms-jar.xml ファ イルから基本的な  WLQL 
式を使用する部分を抜粋したものです。

desc 結果を降順に並び替える。

orderBy と組み合わせた場合に
のみ使用

(orderBy 'column_name 
desc')

演算子 説明 サンプル構文
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5 WebLogic Server のコンテナ管理による永続性サービス
� この例では、 ファ インダに指定された balanceGreaterThan パラ メータよ り
大きい balance 属性を持つすべての EJB が返されます。 EJBHome 内のファ
インダ メ ソ ッ ド  シグネチャは次のとおりです。

public Enumeration findBigAccounts(double balanceGreaterThan)
throws FinderException, RemoteException;

<finder> スタンザの例は次のとおりです。

<finder>
<method-name>findBigAccounts</method-name>
<method-params>

<method-param>double</method-param>
</method-params>
<finder-query><![CDATA[(> balance $0)]]></finder-query>

</finder>

balance フ ィールドは、 EJB の永続デプロイ メ ン ト  ファ イルの中の属性マッ
プに定義する必要があ り ます。

注意 : finder-query 値のテキス トは、 常に、 XML CDATA 属性を使用して定義
して ください。 CDATA を使用する と、 WLQL 文字列中に特殊文字が入っ
ていても、 ファ インダをコンパイルしたと きにエラーが発生しないよ う

にな り ます。

� 次に、 複雑な WLQL 式の使用例を示します。 文字列を区切る引用符 (') の使
い方にも注意して ください。

<finder-query><![CDATA[(& (> balance $0) (! (= accountType 
'checking')))]]></finder-query>

� 次の例では、 テーブル内のすべての EJB が検索されます。 この例では、 次の
ファ インダ メ ソ ッ ド  シグネチャを使用しています。

public Enumeration findAllAccounts()
throws FinderException, RemoteException

<finder> スタンザの例では、 空の WLQL 文字列が使用されています。

<finder>
<method-name>findAllAccounts</method-name>
<finder-query></finder-query>

</finder>

� 次のクエ リでは、 lastName フ ィールドが 「M」 で始まるすべての EJB が検
索されます。 

<finder-query><![CDATA[(like lastName M%)]]></finder-query>
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� 次のクエ リでは、 null の firstName フ ィールドを持つすべての EJB が返され
ます。

<finder-query><![CDATA[(isNull firstName)]]></finder-query>

� 次のクエ リでは、 balance フ ィールドが 5000 よ り大きいすべての EJB が返
され、 それらの Bean がデータベース  カラム id によってソー ト されます。 

<finder-query><![CDATA[WHERE >5000 (orderBy 'id' (> balance 
5000))]]></finder-query>

� 次のクエ リは前の例とほぼ同じですが、 EJB が降順で返されます。

<finder-query><![CDATA[(orderBy 'id desc' (> 
))]]></finder-query>

CMP 1.1 ファインダ クエリ としての SQL の
使用

WebLogic Server では、 標準WLQL クエ リの代わりに SQL 文字列を使用し、 
CMP 1.1 ファ インダ クエ リ用の SQL を記述する こ とができます。 SQL 文が 
CMP 1.1 ファ インダ クエ リ と してデータベースから値を取り出します。 複雑な
ファ インダ クエ リが必要と され WLQL を使えない場合に、 SQL を使って CMP 
1.1 ファ インダ クエ リ を記述します。 

WLQL の詳細については、 5-7 ページの 「EJB 1.1 CMP 用の WebLogic クエ リ言
語 (WLQL) の使用」 を参照して ください。 

SQL ファ インダ クエ リ を指定するには、 次の手順に従います。

1. weblogic-cmp-rdbms-jar.xml ファ イルで、 finder-sql 要素を使って次の
よ うに SQL クエ リ を記述します。 

findBigAccounts(double cutoff) は次のよ うにな り ます。

<finder-sql><![CDATA{balance >$0]]></finder-sql>

SQL 文字列に含まれている 「$0」 や 「$1」 といった値は、 ファ インダ メ
ソ ッ ドへのパラ メータを参照しています。 WebLogic Server コンテナ は 「$」
をパラ メータに置き換えますが、 SQL クエ リ を解釈し よ う とはしません。 
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2. コンテナは次のよ うな  SQL を発行します。

SELECT <columns> FROM table WHERE balance > ?

この SQL は、 WHERE 句の SQL 文でなければなり ません。 コンテナが 
SELECT 句と  FROM 句を付加します。 WHERE 句の中に任意の SQL が含ま
れます。

「よ り大きい (>)」 や 「よ り小さい (<）」 のシンボルなど、 SQL クエ リ内で XML 
パーサを混乱させる可能性のある文字を使用する場合には、 必ず、 前述の SQL 
文の例のよ うに CDATA 形式を使用して SQL クエ リ を宣言して ください。

注意 : SQL クエ リ内ではベンダ固有の SQL を際限な く使用できます。

EJB 2.0 用 EJB QL の使い方

EJB クエ リ言語 (QL) は、 コンテナ管理による永続性を利用する  2.0 エンテ ィ
テ ィ  EJB のファ インダ メ ソ ッ ドを定義する移植可能なクエ リ言語です。 このク
エ リ言語は SQL に似ており、 クエ リ内の 1 つまたは複数のエンティテ ィ  EJB オ
ブジェ ク ト またはフ ィールドを選択する場合に使用します。 CMP フ ィールドは
デプロイ メ ン ト記述子で宣言するので、 findByPrimaryKey() 以外のすべての
ファ インダ メ ソ ッ ドのクエ リ をデプロイ メン ト記述子で作成できます。
findByPrimaryKey は、 コンテナによって自動的に処理されます。 EJB QL クエ
リの検索スペースは、 ejb-jar.xml ( コンテナ管理によるフ ィールド とその関連
データベース カラムの Bean のコレクシ ョ ン ) で定義された EJB のスキーマから
な り ます。

EJB 2.0 Bean についての EJB QL の要件

デプロイ メ ン ト記述子では、 EJB QL クエ リ文字列を使用して、 EJB 2.0 のエン
ティテ ィ  Bean の各ファ インダ クエ リ を定義する必要があ り ます。 WebLogic 
Query Language (WLQL) を  EJB 2.0 エンテ ィテ ィ  Bean で使用する こ とはできま
せん。 WLQL は、 EJB 1.1 CMP で使用するこ とを想定しています。
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WLQL から EJB QL への移行

以前のバージ ョ ンの  WebLogic Server を使用したこ とがあれば、 コンテナ管理に
よるエンティテ ィ  EJB ではファ インダ メ ソ ッ ド用に WLQL を使用できます。 こ
の節では、 WLQL の一般的な処理についてのク イ ッ ク  リ フ ァレンスを提供しま
す。WLQL の構文と  EJB QL の構文の対応については、次の表を参考にして くだ
さい。

WLQL のサンプル構文 対応する EJB QL の構文

(= operand1 operand2) WHERE operand1 = operand2

(< operand1 operand2) WHERE operand1 < operand2

(> operand1 operand2) WHERE operand1 > operand2

(<= operand1 operand2) WHERE operand1 <= operand2

(>= operand1 operand2) WHERE operand1 >= operand2

(! operand) WHERE NOT operand

(& expression1 
expression2)

WHERE expression1 AND 
expression2

(| expression1 
expression2)

WHERE expression1 OR 
expression2

(like text_string%) WHERE operand LIKE 
'text_string%'

(isNull operand) WHERE operand IS NULL

(isNotNull operand) WHERE operand IS NOT NULL
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EJB QL の EJB 2.0 WebLogic QL 拡張機能の使い
方

WebLogic Server には、標準の EJB QL の拡張であ り、 SQL に似た WebLogic QL 
とい う言語が用意されています。 この言語はファ インダ式と連携し、 RDBMS の 
EJB オブジェ ク トのクエ リ用に使用されます。 query は、 weblogic-ql 要素を使
用して、 weblogic-cmp-rdbms-jar.xml デプロイ メ ン ト記述子に定義します。 

ejb-jar ファ イルには、 weblogic-cmp-rdbms-jar.xml ファ イルの 
weblogic-ql 要素に対応するクエ リ要素が必要です。 ただし、
weblogic-cmp-rdbms-jar.xml のクエ リ要素は、 ejb-jar.xml のクエ リ要素を
オーバライ ド します。 

upper 関数と  lower 関数

EJB WebLogic QL upper および lower 拡張機能は、 大文字と小文字の違いがあ

る以外は検索式の文字と一致する結果をファ インダ メ ソ ッ ドが返せるよ うに、

引数の大文字と小文字を変換します。 大文字と小文字の変換は文字列を照合する

ための一時的なものなので、 データベース内に永続しません。 基底のデータベー

スも、 upper および lower 関数をサポート している必要があ り ます。

upper 関数は、 文字列の照合の前に、 引数内の文字をすべて大文字に変換しま

す。 クエ リ内で大文字で表された式で upper 関数を使用する と、 大文字であるか

小文字であるかに関係な く、 式に一致するすべての項目が返されます。 たとえ

ば、 次のよ うに入力します。

select name from products where upper(name)='DETERGENT'; 

lower 関数は、 文字列の照合の前に、 引数内の文字をすべて小文字に変換しま

す。 クエ リ内で小文字で表された式で lower 関数を使用する と、 大文字であるか

小文字であるかに関係な く、 式に一致するすべての項目が返されます。

select type from products where lower(name)='domestic'; 

注意 : upper および lower 拡張機能は、WebLogic Server 7.0 SP03 で追加されま
した。
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SELECT DISTINCT の使用

EJB WebLogic QL 拡張機能の SELECT DISTINCT では、 重複したクエ リ をフ ィ
ルタ処理するよ うデータベースに指示します。 SELECT DISTINCT を EJB QL ク
エ リで指定する と、 重複した結果をソートするために EJB コンテナのリ ソース
が使用されません。

EJB 2.0 CMP Bean の weblogic-ql 要素の XML スタンザで値を  TRUE に設定し
て sql-select-distinct 要素を指定する と、作成されるデータベース  クエ リの 
SQL STATEMENT には DISTINCT 句が含まれます。 

sql-select-distinct 要素は weblogic-cmp-rdbms-jar.xml ファ イルで指定
します。 ただし、 Oracle データベースでアイ ソレーシ ョ ン レベルを  
READ_C0MMITED_FOR_UPDATE に指定してある場合、 sql-select-distinct を指
定するこ とはできません。 Oracle 上では、 クエ リに sql-select-distinct と  
READ_C0MMITED_FOR_UPDATE の両方を指定するこ とができないからです。 この
アイ ソレーシ ョ ン レベルをセッシ ョ ン Bean などで使用する可能性がある場合、
sql-select-distinct 要素を使用しないでください。

ORDERBY の使用

WebLogic クエ リ言語 (WL QL) の拡張機能である  ORDERBY は、 ファ インダ メ
ソ ッ ド と連携して、 選択における  CMP フ ィールドの選択順序を指定するキー
ワードです。 

図 5-1   id による順序付けを指定する WebLogic QL ORDERBY 拡張機能

ORDERBY
SELECT OBJECT(A) from A for Account.Bean

ORDERBY A.id

注意 : ORDERBY は、 すべてのソー ト処理を  DBMS に委ねます。 このため、 取
得される結果の順序は、 実行中の Bean の基盤となる特定の DBMS に
よって異な り ます。

また、 次のよ うに ORDERBY に昇順 [ASC] か降順 [DESC] か指定するこ と もで
きます。 
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図 5-2   id による順序付けを指定する WebLogic QL ORDERBY 拡張機能 (昇順
/降順指定 )

ORDERBY <field> [ASC|DESC], <field> [ASC|DESC]
SELECT OBJECT(A) from A for Account.Bean, OBJECT(B) from B 
for Account.Bean

ORDERBY A.id ASC; B.salary DESC

サブクエリの使用

WebLogic Server では、 EJB QL のサブクエ リの次のよ う な機能をサポート して

います。

� サブクエ リの戻り値の型

� 単一の cmp-field

� 集約関数

� 単純主キーを持つ Bean

� 比較オペランド と してのサブクエ リ

� 相関サブクエ リ

� 非相関サブクエ リ

� サブクエ リでの DISTINCT 句

WebLogic QL とサブクエ リの関係は、 SQL クエ リ とサブクエ リの関係に似てい
ます。 WebLogic QL のサブクエ リは、 外部 WebLogic QL クエ リの WHERE 句内
で使用してください。 若干の例外はあ り ますが、 サブクエ リの構文は WebLogic 
QL クエ リのものとほぼ同じです。 

WebLogic QL を指定する手順については、 5-14 ページの 「EJB QL の EJB 2.0 
WebLogic QL 拡張機能の使い方」 を参照して ください。 この手順に従って、
SELECT 文で次の例のよ うにサブクエ リ を指定します。

次のクエ リは、 成績順位をも とに平均以上の生徒を選択しています。

SELECT OBJECT(s) FROM studentBean AS s WHERE s.grade > (SELECT 
AVG(s2.grade) FROM StudentBean AS s2)
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上記クエ リの例の中で、 サブクエ リ、 「SELECT AVG(s2.grade) FROM 

StudentBean AS s2」 が EJB QL クエ リ と同じ構文を備えている点に注意してく
ださい。

サブクエ リ をネス トするこ と もできます。 この深さは、 基盤データベースのネス

トの許容範囲によって制限されます。

WebLogic QL クエ リでは、 メ イン クエ リ とそのすべてのサブクエ リの  FROM 句
で宣言される識別子がユニークでなければな り ません。 これはつま り、 サブクエ

リの内側で前にローカルに宣言した識別子をそのサブクエ リで再び宣言する こ と

はできないとい う こ とです。 

たとえば、 次の例は無効です。 Employee Bean がクエ リ とサブクエ リの双方で 
emp と して宣言されています。

SELECT OBJECT(emp)
FROM EmployeeBean As emp

WHERE emp.salary=(SELECT MAX(emp.salary) FROM
EmployeeBean AS emp WHERE employee.state=MA)

このクエ リは次のよ うに記述すべきです。

SELECT OBJECT(emp)
FROM EmployeeBean As emp

WHERE emp.salary=(SELECT MAX(emp2.salary) FROM
EmployeeBean AS emp2 WHERE emp2.state=MA)

この例では、サブクエ リの Employee Bean がメ インクエ リの Employee Bean と異
なる識別子になるよ うに正し く宣言されています。

サブクエリの戻り値の型

WebLogic QL サブクエ リの戻 り値の型は、 次のよ う な各種の型のいずれかにな
り ます。

単一の cmp-field 型のサブクエリ

WebLogic Server は、 cmp-field で構成されている戻り値の型をサポート してい

ます。 サブクエ リから返される結果は、 1 つの値または値の集合から構成されて
いる可能性があ り ます。 cmp-field 型の値を返すサブクエ リの例を次に示しま
す。

SELECT emp.salary FROM EmployeeBean AS emp WHERE emp.dept = 
'finance'
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このサブクエ リは、 財務部門の従業員の給料すべてを選択しています。

集約関数

WebLogic Server は、ある  cmp-field に対する集約から構成されている戻 り値型
をサポート しています。 集約は必ず 1 つの値から構成されるので、 こ こで返され
る値も常に 1 つの値にな り ます。 cmp-field の集約 (MAX) の型の値を返すサブ
クエ リの例を次に示します。

SELECT MAX(emp.salary) FROM EmployeeBean AS emp WHERE emp.state=MA

このサブクエ リは、 マサチューセッツで最高額の給料を  1 つだけ選択していま
す。 

集約関数の詳細については、 5-22 ページの 「集約関数の使用」 を参照して くだ

さい。

単純主キーを持つ Bean 

WebLogic Server は、 単純主キーを持つ 1 つの cmp-bean で構成されている戻り
値の型をサポート しています。

注意 : 複合主キーを持つ Bean はサポート されていません。 複合主キーを持つ 
Bean をサブクエリの戻り値の型として指定しようとしても、 クエリを
コンパイルする時点で失敗に終わります。 

単純主キーを持つ Bean 型の値を返すサブクエ リの例を次に示します。

SELECT OBJECT(emp) FROM EMployeeBean As emp WHERE 
emp.department.budget>1,000,000

このサブクエ リは、 $1,000,000 以上の予算がある部門の全従業員のリ ス ト を返し
ます。

比較オペランド と してのサブクエリ

サブクエ リ を比較演算子のオペランド と して使用します。 WebLogic QL では、 比
較演算子 ([NOT]IN、 [NOT]EXISTS) および算術演算子 (<、 >、 <=、 >=、 =、 お
よび ANY や ALL と使用する  <>) のオペランドをサブクエ リ と してサポート し

ています。
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[NOT] IN 

[NOT] IN 比較演算子は、 左側のオペランドが右側のサブクエ リ  オペランドのメ
ンバーかど うか検査します。

サブクエ リが NOT IN オペレータの右側のオペランド となっている例を次に示し
ます。

SELECT OBJECT(item)
FROM ItemBean AS item 

WHERE item.itemId NOT IN
(SELECT oItem2.item.itemID

FROM OrderBean AS orders2, 
IN(orders2.orderItems)oIttem2

サブクエ リは、 すべての注文から品目すべてを選択しています。 

メ イン クエ リの NOT IN 演算子では、 サブクエ リによって返された集合の中に
含まれていない品目すべてを選択しています。 したがって、 最終的に、 メ インク

エ リが未注文の品目すべてを選択します。 

[NOT] EXISTS

[NOT] EXISTS 比較演算子は、サブクエ リ  オペランドによって返された集合が空
かど うか検査します。 

サブクエ リが NOT EXISTS オペランドのオペランド となっている例を次に示し
ます。

SELECT (cust) FROM CustomerBean AS cust
WHERE NOT EXISTS

(SELECT order.cust_num FROM OrderBean AS order
WHERE cust.num=order_num)

これは、 相関サブクエ リ を用いたクエ リの一例となっています。 詳細について
は、 5-21 ページの 「相関サブクエ リ と非相関サブクエ リ」 を参照して ください。 
このクエ リは、 注文していない顧客をすべて返します。

SELECT (cust) FROM CustomerBean AS cust
WHERE cust.num NOT IN

(SELECT order.cust_um FROM OrderBean AS order
WHERE cust.num=order_num)
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算術演算子

右側のサブクエ リ  オペランドが 1 つの値を返す場合、 比較の算術演算子を使用
できます。 右側のサブクエ リが複数の値を返す場合には、 サブクエ リの前に 
ANY または ALL 修飾子が必要です。 

「=」 演算子を使用したサブクエ リの例を次に示します。

SELECT OBJECT (order)
FROM OrderBean AS order, IN(order.orderItems)oItem

WHERE oItem.quantityOrdered = 
(SELECT MAX (subOItem.quantityOrdered)

FROM Order ItemBean AS subOItem
WHERE subOItem,item itemID = ?1) 

AND oItem.item.itemId = ?1

特定の品目 ID に対し、 サブクエ リはその品目の注文の最高数を返します。 サブ
クエ リが返している集合が、 「=」 演算子に必要な 1 つの値となっている点に注
意して ください。 

メ イン  クエ リの 「=」 演算子では、 これと同じ品目 ID に対し、 どの注文の注文
品目の注文量がサブクエ リから返された注文の最高数に等しいかを調べていま

す。 最終的に、 特定の品目について注文が最高数である  OrderBean をクエ リが返
します。 

右側のサブクエ リ  オペラン トが複数の値を返す場合には、 算術演算子と  ANY ま
たは ALL と組み合わせて使用します。 

ANY または ALL を使用したサブクエ リの例を次に示します。

SELECT OBJECT (order)
FROM OrderBean AS order, IN(order.orderItems)oItem

WHERE oItem.quantityOrdered > ALL
(SELECT subOItem.quantityOrdered

FROM OrderBean AS suborder IN 
(subOrder.orderItems)subOItem

WHERE subOrder,orderId = ?1) 

サブクエ リは、特定の注文 ID に対し、 その注文 ID で注文された各品目の注文数
の集合を返します。 メ イン  クエ リの 「>」 ALL 演算子は、 各品目の注文数がサ
ブクエ リから返された集合内のすべての値を上回っている注文すべてを探してい

ます。 最終的にメ インクエ リは、 入力された注文に対して、 全品目で注文数を上

回っている注文すべてを返します。
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サブクエ リが複数の値を持つ結果を返す可能性があるため、 「>」 演算子ではな
く、 「>」 ALL 演算子が使用されている点に注意して ください。 

<、 >、 <=、 >=、 =、 <> といったすべての算術演算子がこのよ うに使用されます。

相関サブクエリ と非相関サブクエリ

WebLogic Server は、 相関サブクエ リ と非相関サブクエ リの双方をサポート して

います。

非相関サブクエリ

非相関サブクエ リは、 その外部クエ リ とは独立に評価されます。 非相関サブクエ

リの例を次に示します。

SELECT OBJECT(emp) FROM EmployeeBean AS emp
WHERE emp.salary>
(SELECT AVG(emp2.salary) FROM EmployeeBean AS emp2)

この非相関サブクエ リの例では、 平均以上の給与の従業員を選択しています。 こ

の例では、 算術演算子 「>」 を使用します。

相関サブクエリ  

相関サブクエ リは、 その外部クエ リの値がサブクエ リでの評価に関与するサブク

エ リです。 相関サブクエ リの例を次に示します。

SELECT OBJECT (mainOrder) FROM OrderBean AS mainOrder
WHERE 10>

(SELECT COUNT (DISTINCT subOrder.ship_date)
FROM OrderBean AS subOrder
WHERE subOrder.ship_date>mainOrder.ship_date
AND mainOrder.ship_date IS NOT NULL

この相関サブクエ リの例では、 最後に出荷された 10 個の注文を選択しています。
NOT IN 演算子を使用しています。

注意 : 相関クエ リでは、 非相関クエ リ よ り処理オーバーヘッ ドが大き く なる可
能性がある こ とに注意して ください。
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サブクエリでの DISTINCT 句

サブクエ リ内で DISTINCT 句を使用する と、 そのサブクエ リで生成される  SQL 
内で SQL SELECT DISTINCT を使う こ とができます。 サブクエ リでの 
DISTINCT 句の使い方は、 メ インクエ リでの使い方とは異な り ます。 メ インクエ
リ内の DISTINCT 句は EJB コンテナによって施されますが、 サブクエ リ内の 
DISTINCT 句は生成された  SQL の SQL SELECT DISTINCT によって施されま
す。 サブクエ リ内に DISTINCT 句が含まれる例を次に示します。

SELECT OBJECT (mainOrder) FROM OrderBean AS mainOrder
WHERE 10>

(SELECT COUNT (DISTINCT subOrder.ship_date)
FROM OrderBean AS subOrder
WHERE subOrder.ship_date>mainOrder.ship_date
AND mainOrder.ship_date IS NOT NULL

この例では、 最後に出荷された 10 個の注文を選択しています。

集約関数の使用

WebLogic Server では、 WebLogic QL の集約関数をサポート しています。 これら

は、 WHERE 句のよ う なクエ リの一部ではな く、 SELECT 句の対象と して使われ
るのみです。 集約関数の振る舞いは SQL 関数と似ています。 これらの関数は、
クエ リの WHERE 条件によって返される  Bean の外側で評価されます。

WebLogic QL を指定する手順については、 5-14 ページの 「EJB QL の EJB 2.0 
WebLogic QL 拡張機能の使い方」 を参照して ください。 これに従って、 次の表
のサンプルのよ うに、 集約関数を指定した SELECT 文を記述します。

サポート されている関数とサンプル文の リ ス ト を次に示します。

集約

関数

説明 サンプル文

MIN(x) このフ ィールドの最小値を

返す。

SELECT MIN(t.price) FROM TireBean AS t 
WHERE t.size=?1

この文では、 入力された特定のサイズの最

安値を選択している。
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次の手順で、 ResultSet と して集約関数を返すこ とができます。

ResultSet を返すクエリの使用

WebLogic Server は、 複数カラム クエ リの結果を java.sql.ResultSet の形式
で返す、 ejbSelect() クエ リ をサポート しています。 この機能を支援するため

に、 WebLogic Server では、 次のよ うに SELECT 句の対象フ ィールドをカンマで
区切って指定できるよ うにな り ました。

SELECT emmp.name, emp.zip FROM EmployeeBean AS emp

MAX(x) このフ ィールドの最大値を

返す。

SELECT MAX(s.customer_count) FROM 
SalesRepBean AS s WHERE s.city='Los 
Angeles'

この文では、 ロサンゼルス市内の販売代理

人それぞれが担当する顧客数の中の最大値

を選択している。

AVG( [DISTINCT] x) このフ ィールドの平均値を

返す。

SELECT AVG(b.price) FROM BookBean AS 
b WHERE b.category='computer_science'

この文では、 コンピュータ科学分野の書籍

の平均価格を選択している。

SUM( [DISTINCT] x) このフ ィールドの合計を返

す。

SELECT SUM(s.customer_count) FROM 
SalesRepBean AS s WHERE s.city='Los 
Angeles'

この文では、 ロスアンゼルス市内の販売代

理人が担当している顧客の合計数を取得し

ている。

COUNT( [DISTINCT] 
x)

フ ィールドの発生数を返す。 SELECT COUNT(s.deal.amount) FROM 
SalesRepBean AS s, IN(deal)s WHERE 
s.deal.status='closed' AND 
s.deal.amount>=1000000

この文では、 100 万ドル以上の非公開取引の
数を取得している。

集約

関数

説明 サンプル文
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このクエ リは、 従業員の名前と郵便番号の値をカラムと しその数行を含んだ 
java.sqlResultSet を返します。

WebLogic QL を指定する手順については、 5-14 ページの 「EJB QL の EJB 2.0 
WebLogic QL 拡張機能の使い方」 を参照して ください。 5-14 ページの 「EJB QL 
の EJB 2.0 WebLogic QL 拡張機能の使い方」 の手順に従って、上記のクエ リの例
で WebLogic QL を指定したよ うに、 ResultSet を指定するクエ リ を記述します。
また、 同様にこれに従って、 下記の表のサンプルで示すよ うに、 集約クエ リ を指
定した SELECT 文を記述します。

EJB QL で作成される  ResultSet は、 cmp-field の値、 または、 cmp-field 値の
集合だけを返します。 Bean を返すこ とはできません。

さ らに、 cmp-field と集約関数を組み合わせた場合、 下記のサンプルに示すよ
う な強力なクエ リ を作成できます。

次の行 (Bean) は、 各地区の従業員の給与を示しています。

カ リ フォルニア市内の従業員の給与を示す CMP フ ィールド

ア リ ゾナ市内の従業員の給与を示す CMP フ ィールド

名前 地区 給与

Matt CA 110,000

Rob CA 100,000

名前 地区 給与

Dan AZ 120,000

Dave AZ 80,000
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テキサス市内の従業員の給与を示す CMP フ ィールド

注意 : 各行が 1 つの Bean を表します。

次の SELECT 文のクエ リでは、 ResultSet、 集約関数 (AVG) と と もに、 GROUP 
BY 文と  ORDER BY 文を使用し、 複数カラム  クエ リの結果を降順ソー ト を使っ

て取り出します。 

SELECT e.location, AVG(e.salary)
FROM Finder EmployeeBean AS e

GROUP BY e.location
ORDER BY 2 DESC

このクエ リは、 各地区の従業員の平均給与を降順で示します。 2 とい う数字は、
ORDERBY ソー ト を  SELECT 文の 2 番目の項目で実行するこ とを意味していま
す。 GROUP BY 句 は、 e.location 属性に一致する従業員の平均給与を指定してい
ます。

ResultSet は、 次のよ うに降順で並んでいます。

注意 : ResultSet を返すクエ リ内で ORDERBY の引数と して使用できるのは整
数だけです。 WebLogic Server では、 Bean を返すファ インダ、 または 
ejbselect() 内で ORDERBY の引数と して整数を使用するこ とはでき
ません。

名前 地区 給与

Curly TX 70,000

Larry TX 180,000

Moe TX 80,00

地区 平均

TX 110,000

AZ 100,000

CA 105,000
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Query インタフェースのプロパティベース メソッ
ド

Query インタフェースには、 検索メ ソ ッ ド と実行メ ソ ッ ドがあ り ます。 検索メ
ソ ッ ドは、 EJBObject を返すとい う点で標準の EJB メ ソ ッ ド と似ています。 実行
メ ソ ッ ドは、 個々のフ ィールドを選択できる とい う点で、 Select 文に似ていま
す。 

Query インタフェースの戻 り値の型は、 切断された ResultSet です。 つま り、
ResultSet がオープンなデータベース接続を保持していない点を除き、
ResultSet の情報にアクセスするのと同じよ うに、 返されたオブジェ ク トの情
報にアクセスする とい う こ とです。 

Query インタフェースのプロパティベース  メ ソ ッ ドを使用する と、 クエ リに特
有の設定を別の方法で指定できます。 QueryProperties インタフェースは標準
の EJB クエ リ設定を保持し、 WLQueryProperties インタフェースは WebLogic 
固有のクエ リ設定を保持します。 

Query インタフェースは QueryProperties を拡張しますが、 実際の Query 実装
は WLQueryProperties を拡張したものなので、 フ ィールド  グループを設定する
図 5-3 の例のよ うに、 安全にキャス ト できます。

図 5-3   WLQueryProperties によるフ ィールド  グループの設定

Query query=qh.createQuery(); ((WLQueryProperties) 
query).setFieldGroupName("myGroup"); Collection 
results=query.find(ejbql); 

または

Query query=qh.createQuery(); Properties props = new Properties(); 
props.setProperty(WLQueryProperties.GROUP_NAME, "myGroup"); 
Collection results=query.find(ejbql, props); 
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動的クエリの使用

動的クエ リ を使用する と、 各自のアプリ ケーシ ョ ン  コードでプログラム的にク
エ リ を作成した り実行できるよ うにな り ます。 たとえば、 クエ リ を使って

RDBMS に対して EJB オブジェ ク トの情報を要求できます。この機能は、 EJB 2.0 
CMP Bean でのみ利用できます。 動的クエ リの使用には、 次のよ う な利点があ り
ます。

� EJB を更新してデプロイせずに、 新しいクエ リ を作成して実行できます。 

� EJB デプロイ メ ン ト記述子ファ イルのサイズを縮小できます。 ファ インダ ク
エ リがデプロイ メ ン ト記述子内で静的に定義される代わりに、 動的に作成さ

れるよ うになるためです。

動的クエリの有効化

動的クエ リ を有効化するには、 次の手順に従います。

1. その EJB の weblogic-ejb-jar.xml デプロイ メ ン ト記述子ファ イルの 
enable-dynamic-queries 要素を次のよ うに指定します。

<enable-dynamic-queries>True</enable-dynamic-queries>

2. enable-dynamic-queries 要素の追加や作成の手順については、 6-6 ページ
の 「EJB デプロイ メ ン ト記述子の指定と編集」 を参照して ください。

3. ejb-jar.xml デプロイ メ ン ト記述子ファ イルの method-permission 要素を
指定するこ とによって、 標準メ ソ ッ ド権限を設定し、 動的クエ リへのアクセ

スを制御します。

weblogic.ejb.QueryHome インタフェースの createQuery() メ ソ ッ ドの 
method-permission を設定するこ とによって、 動的クエ リ を実行する  
weblogic.ejb.Query オブジェ ク トへのアクセスを制御します。

createQuery() メ ソ ッ ドの method-permission を指定した場合、
method-permission の設定が Query ク ラスの実行と検索メ ソ ッ ドに適用さ
れます。
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動的クエリの実行

次のコード例では、 動的クエ リ をどのよ うに実行するかを示します。 

InitialContext ic=new InitialContext();
FooHome fh=(FooHome)ic.lookup("fooHome");
QueryHome qh=(QueryHome)fh;
Sring ejbql="SELECT OBJECT(e)FROM EmployeeBean e WHERE 
e.name='rob'"
Query query=qh.createQuery();
query.setMaxElements(10)
Collection results=query.find(ejbql);

Oracle の SELECT HINT の使用

WebLogic Server は、INDEX の使い方に関する ヒン ト を  Oracle Query オプティマ
イザに渡すこ とを可能にする  EJB QL 拡張機能をサポート しています。 この拡張

機能を使用する と、 データベース  エンジンに ヒン ト を提供できます。 たとえば、
検索先のデータベースが ORACLE_SELECT_HINT によって恩恵を受けるこ とが
わかっている場合は、 ANY 文字列値を取り、 その文字列値をデータベースに対

する ヒン ト と して SQL SELECT 文の後に挿入する  ORACLE_SELECT_HINT 句
を定義します。 

このオプシ ョ ンを使用するには、 この機能を使用するクエ リ を  weblogic-ql 要
素で宣言します。 この要素は、 weblogic-cmp-rdbms-jar.xml ファ イルに入っ
ています。 weblogic-ql 要素では、 EJB-QL に対する  WebLogic 固有の拡張機能
を含むクエ リ を指定します。

WebLogic QL のキーワードおよび使い方は次のとおりです。

SELECT OBJECT(a) FROM BeanA AS a WHERE a.field > 2 ORDERBY a.field 
SELECT_HINT '/*+ INDEX_ASC(myindex) */'

この文は、 Oracle のオプティマイザ ヒン ト を使用して次の SQL を生成します。

SELECT /*+ INDEX_ASC(myindex) */ column1 FROM .... (etc)
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WebLogic QL ORACLE_SELECT_HINT 句では、 単一引用符で囲まれた部分 (' ') 
が SQL SELECT の後に挿入されます。 クエ リ作成者は、 引用符内のデータを  
Oracle データベースが確実に認識できるものにする必要があ り ます。

「get」 および 「set」 メ ソ ッ ドの制限

WebLogic Server では、コンテナ管理によるフィールドの読み出しおよび修正に
コンテナ生成のアクセサ メソッドを使用します。 それらのメソッドの名前は get 
または set で始まり、ejb-jar.xml で定義されている永続フィールドの実際の
名前を使用します。 これらのメソッドは、public、protected、および 
abstract として宣言されます。

Oracle DBMS の BLOB および CLOB 
DBMS カラムのサポート

WebLogic Server は、 Oracle Binary Large Object (BLOB) および Character Large 
Object (CLOB) DBMS カラムを  EJB CMP でサポート しています。BLOB および 
CLOB は、 大きなオブジェ ク ト を効率的に保存した り、 検索した りするための
データ型です。 CLOB は文字オブジェ ク ト で、 BLOB は大きなバイ ト配列に変換
される画像などのバイナリ またはシ リアライズ可能オブジェ ク ト です。

BLOB および CLOB は、文字列変数である  OracleBlob または OracleClob の値
を  BLOB または CLOB カラムにマップします。 WebLogic Server では、 BLOB を
バイ ト配列またはシ リアライズ可能なオブジェ ク トにマップし、 CLOB をデータ
型 java.lang.string にマップします。 現時点では、 char 配列を  CLOB カラム
にマップするこ とはできません。 

BLOB/CLOB サポート を有効にするには次の手順に従います。

1. Bean ク ラスで変数を宣言します。
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2. weblogic-cmp-rdbms jar.xml ファ イルで dbms-column-type デプロイ メ ン ト
記述子を宣言して XML を編集します。

3. Oracle データベースに BLOB または CLOB を作成します。

BLOB/CLOB オブジェ ク トのサイズが大きいため、 BLOB または CLOB を使用
する と、 パフォーマンスが低下する場合があ り ます。

デプロイメン ト記述子による BLOB の指定

次の XML コードは、 weblogic-cmp-rdbms-jar-xml ファ イルの dbms-column 
要素を使用して BLOB オブジェ ク ト を指定する方法を示しています。

図 5-4   BLOB オブジェク トの指定

<field-map>
<cmp-field>photo</cmp-field>
<dbms-column>PICTURE</dbms-column>
<dbms_column-type>OracleBlob</dbms-column-type>

</field-map>

デプロイメン ト記述子による CLOB の指定

次の XML コードは、 weblogic-cmp-rdbms-jar-xml ファ イルの dbms-column 
要素を使用して CLOB オブジェ ク ト を指定する方法を示しています。

図 5-5   CLOB オブジェク トの指定

<field-map>
<cmp-field>description</cmp-field>
<dbms-column>product_description</dbms-column>
<dbms_column-type>OracleClob</dbms-column-type>

</field-map>
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WebLogic Server での EJB 1.1 CMP の調整
更新

コンテナ管理 EJB が読み書きされる と きに、 コンテナは get および set コール
バッ クを受け取るので、 EJB のコンテナ管理による永続性 (CMP) は、 自動的に
調整更新をサポート します。 EJB 1.1 CMP Bean を調整する と、 パフォーマンス
の向上に役立ちます。

WebLogic Server は、EJB 1.1 CMP の調整更新をサポートするよ うにな り ました。

ejbStore が呼び出される と、 EJB コンテナはコンテナ管理フ ィールドが ト ラン

ザクシ ョ ンで変更されたかど うかを自動的に判定します。 変更されたフ ィールド

だけがデータベースに書き込まれます。 変更されたフ ィールドがない場合、 デー

タベースは更新されません。

以前のバージ ョ ンの WebLogic Server では、CMP 1.1 Bean が変更されたかど うか
をコンテナに通知する  isModified メ ソ ッ ドを記述するこ とができました。 
isModified は現在も  WebLogic Server でサポート されていますが、isModified 
メ ソ ッ ドを使用しないで、 更新されたフ ィールドをコンテナに判定させるこ とを

お勧めします。

この機能は EJB 2.0 CMP に対してデフォル トで有効です。EJB CMP 1.1 の調整更
新を有効にするには、 weblogic-cmp-rdbms-jar.xml ファ イルの次のデプロイ
メ ン ト記述子要素を  true に設定します。 

<enable-tuned-updates>true</enable-tuned-updates>

CMP の調整更新を無効にするには、 このデプロイ メ ン ト記述子要素を次のよ う
に設定します。

<enable-tuned-updates>false</enable-tuned-updates>

この場合、 ejbStore は常にすべてのフ ィールドをデータベースに書き込みま
す。
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CMP 2.0 エンティテ ィ  Bean 向けに最適化
されたデータベース更新

CMP 2.0 エンティテ ィ  Bean の場合、setXXX() メ ソ ッ ドでは、変更されていない

プ リ ミティブの値と、 変更不能なフ ィールドの値をデータベースに書き込みませ

ん。 この最適化によ り、 特に大量のデータベース ト ランザクシ ョ ンを伴 うアプリ

ケーシ ョ ンにおいて、 パフォーマンスが向上します。 

CMP キャッシュのフラッシュ

ト ランザクシ ョ ンによる更新内容は、 ト ランザクシ ョ ンで発行されたクエ リ、

フ ァ インダ、 および ejbSelect の結果に反映させる必要があ り ます。 この要件
に従う とパフォーマンスが低下する場合があるので、 新しいオプシ ョ ンによ り、

Bean に関するクエ リ を実行する前にキャ ッシュをフラ ッシュするよ うに指定す
る こ とができます。 

このオプシ ョ ンが無効の場合 ( デフォル ト設定 )、 現在のト ランザクシ ョ ンの結
果はクエ リに反映されません。 このオプシ ョ ンを有効にした場合、 コンテナは

キャ ッシュ されている ト ランザクシ ョ ンの変更をすべてデータベースに書き込ん

でから新しいクエ リ を実行します。 この方法によ り、 変更が結果に表示されま

す。 

このオプシ ョ ンを有効にするには、 weblogic-cmp-rdbms-jar.xml ファ イルで 
include-updates 要素を  true に設定します。 

図 5-6   ト ランザクションの結果をクエリに反映するための指定

<weblogic-query>
<query-method>
<method-name>findBigAccounts</method_name>
<method-params>

<method-param>double</method-param>
</method-params>
</query-method>
<weblogic-ql>WHERE BALANCE>10000 ORDERBY NAME</weblogic-ql>
<include-updates>true</include-updates>

</weblogic-query>
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デフォル トは false で、 この設定は最大限のパフォーマンスを実現します。
キャッシュ されている ト ランザクシ ョ ンに対して行われる更新はクエ リの結果に

反映され、 変更はデータベースには書き込まれず、 クエ リの結果に変更は見られ

ません。

この機能を使用するかど うかは、 データを最新かつ一貫性のある ものにしておく

こ と よ り もパフォーマンスを重視するかど う かで判断します。 

主キーの使用

主キーとは、 エンテ ィテ ィ  Bean をそのホーム内でユニークに識別するオブジェ
ク ト です。 コンテナでは、 エンティテ ィ  Bean の主キーを操作できなければな り
ません。 個々のエンティテ ィ  Bean ク ラスは、 その主キーに対して別のク ラスを
定義できますが、 複数のエンテ ィテ ィ  Bean ク ラスが同じ主キー ク ラスを使用で
きます。 主キーは、 エンティテ ィ  Bean のデプロイ メ ン ト記述子で指定されま
す。 コンテナ管理の永続性を利用するエンティテ ィ  Bean の主キー ク ラスを指定
するには、 エンティテ ィ  Bean ク ラスの 1 つまたは複数のフ ィールドに主キーを
マップします。

すべてのエンティテ ィ  オブジェク トはそのホーム内で一意な ID を持ちます。 2 
つのエンティテ ィ  オブジェ ク トのホームと主キーが共通する場合、 両者は同一
のものと見なされます。 ク ラ イアン トはエンテ ィテ ィ  オブジェ ク ト の リモート  
インタフェースへの参照に対して getPrimaryKey() メ ソ ッ ドを呼び出して、 そ
のホーム内でのエンティテ ィ  オブジェ ク トの ID を調べる こ とができます。 参照
と関連付けられたオブジェ ク ト  ID は、 参照が有効な間は変化しません。 した
がって getPrimaryKey() メ ソ ッ ドは、 同じエンティテ ィ  オブジェ ク トの参照に
対して呼び出されたと きは常に同じ値を返します。 エンテ ィテ ィ  オブジェク ト
の主キーを知っている ク ライアン トは、 Bean のホーム インタフェースの 
findByPrimaryKey(key) メ ソ ッ ドを呼び出すこ とによって、 エンティテ ィ  オブ
ジェ ク トへの参照を取得するこ とができます。
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1 つの CMP フ ィールドにマップされた主キー

エンテ ィテ ィ  Bean ク ラスでは、 主キーを 1 つの CMP フ ィールドにマップでき
ます。 ejb-jar.xml ファ イルのデプロイ メ ン ト記述子、 primkey-field 要素を
使用して、 主キーであるコンテナ管理フ ィールドを指定します。

prim-key-class 要素は、 主キー フ ィールドのク ラスでなければなり ません。 

1 つまたは複数の CMP フ ィールドをラップする主
キー クラス

主キー ク ラスを 1 つまたは複数のフ ィールドにマップする こ とができます。 主
キー ク ラスは public でなければならず、 パラ メータを付けない public コンス
ト ラ ク タを持たなければなり ません。 ejb-jar.xml ファ イルのデプロイ メ ン ト
記述子、 prim-key-class 要素を使用して、 エンテ ィテ ィ  Bean の主キー ク ラス
の名前を指定します。 このデプロイ メ ン ト記述子要素にはク ラス名だけを指定で

きます。 主キー ク ラス内のすべてのフ ィールドは public と して宣言する必要が
あ り ます。 ク ラス内のフ ィールドは、 ejb-jar.xml ファ イルの主キー フ ィール
ド と同じ名前を持たなければな り ません。

無名主キー クラス

エンテ ィテ ィ  Bean が無名主キーク ラスを使用する場合、 EJB をサブク ラス化し  
java.lang.Integer 型の cmp-field をそのサブク ラスに追加する必要があ り ま
す。 そのフ ィールドの自動主キー生成を有効にし、 コンテナがフ ィールドの値を

自動的に埋め、 そのフ ィールドを  weblogic-cmp-rdbms-jar.xml デプロイ メ ン
ト記述子のデータベース  カラムにマップできるよ うにします。

最終的に、 ejb-jar.xml ファ イルを更新して元の EJB ク ラスではなく  EJB サブ
ク ラスを指定するよ うにし、 その Bean を WebLogic Server にデプロイします。

元の EJB を無名主キー ク ラス と と もに使用した場合、 デプロイ メ ン ト時に
WebLogic Server から次のエラー メ ッセージが表示されます。
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EJB の ejb_name では、「不明な主キー クラス (<prim-key-class> == 
java.lang.Object)」をデプロイメント時に (java.lang.Object 以外のオブジェ
クトとして ) 指定する必要があります。

主キーの使用に関するヒント

WebLogic Server で主キーを使用する場合の ヒン ト をい くつか挙げておきます。

� 主キー ク ラスをコンテナ管理フ ィールドにしないでください。 

ejbCreate は主キー ク ラスを戻り値の型と して指定していますが、 以下の
制約があ り ます。

� ejbCreate を使用して新しい主キー ク ラスを作成しない。 代わりに、 コン
テナが主キー ク ラスを内部的に作成できるよ うにします。

� ejbCreate メ ソ ッ ド内で setXXX メ ソ ッ ドを使用して、 主キーの cmp-field 
の値を設定します。

� BigDecimal 型の CMP フ ィールドは、 CMP Bean の主キー フ ィールド と し
て使用しないでください。 boolean BigDecimal.equals (object x) メ
ソ ッ ドでは、 値と スケールが同じ場合に限り  2 つの BigDecimal が等しいと
判断されます。 なぜなら、 Java 言語と さまざまなデータベースでは精度に違
いがあるからです。 たとえば、 このメ ソ ッ ドでは 7.1 と  7.10 は等しいとは
判断されません。 したがって、 このメ ソ ッ ドを使用する と、 ほとんどの場合

で false が返されるか、 CMP Bean でエラーが発生します。 

BigDecimal を主キーと して使用する必要がある場合は、 次の操作を行って
ください。

a. 主キー ク ラスを実装します。

b. この主キー ク ラスで、 boolean equal (Object x) メ ソ ッ ドを実装しま
す。

c. equal メ ソ ッ ドで、 boolean BigDecimal.compareTo(BigDecimal val) 
を使用します。
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データベース カラムへのマッピング

WebLogic Server では、 データベース  カラムを cmp-field と  cmr-field に同時
にマップする こ とができます。 その場合、 cmp-field は読み込み専用とな り ま
す。cmp-field が主キー フ ィールドの場合、cmp-field に対して setXXX メ ソ ッ
ドを使 う こ とによって  create() メ ソ ッ ドが呼び出されたと きにフ ィールドの値
が設定されるよ うに指定します。

EJB 2.0 CMP に対する自動主キー生成

WebLogic Server は、 コンテナ管理による永続性 (CMP) 用の自動主キー生成機能
をサポート しています。

注意 : この機能は EJB CMP 2.0 コンテナに対してのみサポート されており、

EJB CMP 1.1 に対する自動主キー生成機能はサポート されていません。

1.1 Bean の場合は、Bean 管理による永続性 (BMP) を使用する必要があ り
ます。

生成されるキーのサポートは以下の 2 つの方法で提供されます。

� DBMS 主キー生成の使用。 コンパイル時に指定された一連のデプロイ メン ト
記述子を使用して、 サポート されているデータベース と連携してキー生成を

サポートするためのコンテナ コードを生成します。

このオプシ ョ ンでは、 コンテナはすべてのキー生成を基底のデータベースに

委ねます。 この機能を有効にするには、 サポート されている  DBMS の名前
と、 データベースで必要な場合にはジェネレータ名を指定します。 CMP 
コードは、 この機能を実装するすべての細部を処理します。 

この機能の詳細については、 5-37 ページの 「Oracle 用主キー サポートの指

定」 と  5-38 ページの 「Microsoft SQL Server 用主キー サポートの指定」 を

参照して ください。

� Bean プロバイダが指定した命名済シーケンス テーブルの使用。 WebLogic 
Server で指定されたスキーマを持ち、 ユーザが作成して名前を付けたデータ
ベース  テーブルを使用します。 コンテナは、 このテーブルを使用してキーを
生成します。
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このオプシ ョ ンでは、 現在の主キー値を保持するテーブルに名前を付けま

す。 テーブルは、 次の文で定義するよ うに、 1 行 1 カラムで構成されます。

CREATE table_name (SEQUENCE int)
INSERT into table_name VALUES (0)

注意 : Oracle のテーブルの作成手順については、 Oracle データベースのマニュ
アルを参照して ください。

weblogic-cmp-rdbms-jar.xml ファ イルで key_cache_size 要素を設定し
て、 データベースの SELECT および UPDATE によって一度に取得する主
キー値の数を指定します。 key_cache_size のデフォル ト値は 1 です。 デー
タベース  アクセスを最小限に抑えてパフォーマンスを向上するために、 BEA 
ではこの要素には値 >1 を設定する こ と を推奨しています。 この機能の詳細に
ついては、 5-39 ページの 「主キーの命名済シーケンス  テーブル サポートの

指定」 を参照して ください。

現時点では、 WebLogic Server は、 Oracle および Microsoft SQL Server 向けの 
DBMS 主キー生成サポートだけを提供します。 ただし、 命名済シーケンス  テー
ブルは、 サポート されている他のデータベースで使用できます。 また、 この機能

は単純 (非複合 ) 主キーで使用するこ とを想定したものです。

有効なキー フ ィールド型

Bean の抽象 「get」 および 「set」 メ ソ ッ ドでは、 以下の  2 つの型のいずれかと し
てフ ィールドを宣言できます。

� java.lang.Integer

� java.lang.Long

Oracle 用主キー サポートの指定

Oracle データベース用の主キー生成サポートでは、 Oracle の SEQUENCE 機能が使
用されます。 この機能は、 Oracle データベース内の Sequence エンティテ ィ と連
携して一意の主キーを生成します。 Oracle SEQUENCE は、 新しい数値が必要な場
合に呼び出されます。
WebLogic エンタープライズ JavaBeans プログラマーズ ガイ ド 5-37



5 WebLogic Server のコンテナ管理による永続性サービス
SEQUENCE がデータベース内に作成されたら、 XML デプロイ メ ン ト記述子で自
動キー生成を指定します。 weblogic-cmp-rdbms-jar.xml ファ イルで、 次のよ
うに自動キー生成を指定します。 

図 5-7   Oracle 用自動キー生成の指定

<automatic-key-generation>
<generator-type>ORACLE</generator-type>
<generator_name>test_sequence</generator-name>
<key-cache-size>10</key-cache-size>

</automatic-key-generation>

generator-name 要素で、 使用する  ORACLE SEQUENCE の名前を指定します。
ORACLE SEQUENCE が SEQUENCE INCREMENT 値を付けて作成した場合は、
key-cache-size を指定しなければなり ません。 この値は、 Oracle SEQUENCE 
INCREMENT 値と一致する必要があ り ます。 これら  2 つの値が一致しない場合、
重複キーの問題が発生する可能性が高くな り ます。

警告 : Oracle では、 ジェネレータ  タイプ USER_DESIGNATED_TABLE を使
用しないでください。 使用する と、 次の例外が発生する可能性があ り ま

す。

javax.ejb.EJBException: nested exception 
is:java.sql.SQLException: Automatic Key Generation Error: 
attempted to UPDATE or QUERY NAMED SEQUENCE TABLE 
NAMED_SEQUENCE_TABLE, but encountered SQLException 
java.sql.SQLException:ORA-08177: can't serialize access for 
this transaction. 

USER_DESIGNATED_TABLE モードは、 TX ISOLATION LEVEL を 
SERIALIZABLE に設定します。 Oracle では、 これによって問題が発生
する可能性があ り ます。 

代わりに、 AutoKey オプシ ョ ン ORACLE を使用します。

Microsoft SQL Server 用主キー サポートの指定

Microsoft SQL Server データベース用の主キー生成サポートでは、 SQL Server の 
IDENTITY カラムが使用されます。 Bean が作成され、 新しい行がデータベース  
テーブルに挿入される と、 SQL Server は、 IDENTITY カラムと して指定されたカ
ラムに、 次の主キー値を自動的に挿入します。 
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注意 : Microsoft SQL Server のテーブルの作成手順については、 Microsoft SQL 
Server データベースのマニュアルを参照して ください。

IDENTITY がデータベース  テーブル内に作成されたら、 XML デプロイ メ ン ト記
述子で自動キー生成を指定します。 weblogic-cmp-rdbms-jar.xml ファ イルで、
次のよ うに自動キー生成を指定します。 

図 5-8   Microsoft SQL 用自動キー生成の指定

<automatic-key-generation>
<generator-type>SQL_SERVER</generator-type>

</automatic-key-generation>

generator-type 要素では、 主キーの生成方法を指定します。 

主キーの命名済シーケンス テーブル サポートの指
定

サポート されていないデータベース向けの主キー生成サポートでは、 Named 
SEQUENCE TABLE を使用してキー値を保持します。 テーブルには、 整数の 
SEQUENCE INT である単一カラムを持つ単一行を含める必要があ り ます。 このカ
ラムは、 現在のシーケンス値を保持します。

注意 : テーブルの作成手順については、 各データベース製品のマニュアルを参

照して ください。

命名済シーケンス  テーブル サポート を利用する場合、 その基盤データベースが

ト ランザクシ ョ ン アイ ソレーシ ョ ン レベル、 TRANSACTION_SERIALIZABLE をサ
ポート しているか確かめます。 weblogic-ejb.xml ファ イルの 
isolation-level 要素にこのオプシ ョ ンを指定します。
TRANSACTION_SERIALIZABLE オプシ ョ ンは、 ある ト ランザクシ ョ ンを複数回同
時に実行するこ とが、 その ト ランザクシ ョ ンを順番に複数回実行した場合と同じ

結果になる こ と を仕様と します。 データベースで ト ランザクシ ョ ン アイ ソレー
シ ョ ン レベル、 TRANSACTION_SERIALIZABLE がサポート されていなければ、 命

名済シーケンス  テーブル サポート を使用できません。
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注意 : 基盤データベースでどのよ う な型のアイ ソレーシ ョ ン レベルがサポート

されているかについては、 そのデータベースのドキュ メ ン ト を参照して

ください。 アイ ソレーシ ョ ン レベルの設定の詳細については、 6-6 ページ
の 「EJB デプロイ メ ン ト記述子の指定と編集」 を参照して ください。

NAMED_SEQUENCE_TABLE がデータベース内に作成されたら、 次の例のよ うに、
weblogic-cmp-rdbms-jar.xml ファ イル内の XML デプロイ メ ン ト記述子を使
用して自動キー生成を指定します。 

図 5-9   命名済シーケンス テーブル用の自動キー生成サポートの指定

<automatic-key-generation>
<generator-type>NAMED_SEQUENCE_TABLE</generator-type>
<generator_name>MY_SEQUENCE_TABLE_NAME</generator-name>
<key-cache-size>100</key-cache-size>

</automatic-key-generation>

generator-name 要素によって、 使用する  SEQUENCE TABLE の名前を指定しま
す。 key-cache-size を使用する と、 1 回の DBMS 呼び出しでコンテナが取得す
るキーの数を示すキー キャ ッシュのサイズをオプシ ョ ンで指定するこ と もでき
ます。 

パフォーマンスを向上するために、 BEA ではこの値を >1 (1 よ り大きい ) に設定
するこ とを推奨しています。 この設定によ り、 次のキー値を取得するためのデー

タベースの呼び出し回数を減らすこ とができます。

また、 NAMED SEQUENCE テーブルは Bean のタイプご とに作成するこ とをお勧め
します。 異なるタイプの Bean が NAMED SEQUENCE テーブルを共有しないよ うに
して ください。 こ うする こ とで、 キー テーブルの競合の発生を防ぎます。

EJB 2.0 CMP の複数のテーブル マッピング

EJB 2.0 CMP Bean における複数のテーブル マッピングを使用する と、 1 つの 
EJB をあるデータベース内の複数の  DBMS テーブルにマップできるよ うにな り
ます。その EJB の weblogic-cmp-rdbms-xml ファ イルで、複数の DBMS テーブ
ルとカラムを、 EJB と これのフ ィールドにマップするこ とによって、 この機能を
コンフ ィグレーシ ョ ンします。 マッピングには次のタイプが含まれます。
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� EJB コンテナ管理による永続性 (cmp) フ ィールド  － これらのフ ィールドに、
EJB のどの cmp-field をどの DBMS テーブルにマップするかを記述します。

� EJB コンテナ管理による関係 (cmr) フ ィールド  － これらのフ ィールドに、
DBMS 内の関係をマップするのに必要な外部キー カラムがどこの EJB 
DBMS テーブルにあるかを記述します。

複数のテーブル マッピングを有効にするには、 次のこ とが必要にな り ます。

� その EJB があるコンテナ管理による関係に関与しており、 その関係が 
DBMS テーブルに複数の外部キーを持つ必要がある場合、 これらの外部キー
はその EJB の複数のテーブルの中の  1 つのテーブルのみに置かれます。

これまでは、 1 つの EJB を  1 つのテーブル、 あるいは、 フ ィールドやカラムの 1 
リ ス ト に関連付けていました。 現在は、 EJB がマップするテーブルの数の分だ
け、 フ ィールドやカラムの一連のセッ ト を  1 つの EJB にマップさせる こ とがで
きます。 

1 つの Bean での複数のテーブル マッピングには次のよ う な制限があ り ます。 

ある  1 つのエンティテ ィ  Bean にマップする複数のテーブルの主キー間に、 参照
一貫性制約を課してはなり ません。 この場合、 Bean 削除時に実行時エラーにな
る可能性があ り ます。 

関係の中の Bean の 1 つが複数のテーブルにマップする場合の CMR の指定につ
いては、 5-51 ページの 「複数のテーブルにマップされる  EJB の CMR の指定」 を
参照して ください。

自動テーブル作成

テーブルがまだ作成されていない場合には、 XML デプロイ メ ン ト記述子ファ イ
ルおよび Bean ク ラスの記述に基づいて、 WebLogic Server がテーブルを自動的
に作成するよ う指定できます。 JAR ファ イル内の関係に結合が含まれている場
合、 テーブルはすべての Bean および関係の結合テーブルに対して作成されま
す。 この機能を明示的に有効にするには、 JAR ファ イルのすべての Bean に対し
て、 RDBMS のデプロイ メ ン ト ご とのデプロイ メ ン ト記述子でこの機能を定義し
ます。
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自動テーブル生成を有効にした場合、 WebLogic Server は 
weblogic-cmp-rdbms-jar.xml 内の database-type 要素の値を調べ、 その
データベースのテーブルを作成するのに必要になる正確な構文とデータ型変換に

ついて判断します。 WebLogic Server バージ ョ ン 7.0 では、 以下のデータベース
およびベンダにおけるベンダ固有の CREATE TABLE 構文とデータ型変換を使用し
ます。

� Informix

� Oracle

� PointBase

� SQL Server

� Sybase

これら以外のすべてのデータベース  システムの場合、 WebLogic Server では基本
的構文と次の表に示すデータ型変換を使用し、 最適な方法で新しいテーブルを作

成します。

表 5-1  Java の汎用的フ ィールド と DBMS カラムの型の変換

Java の型 DBMS カラムの型

boolean INTEGER

byte INTEGER

char CHAR

double DOUBLE PRECISION

float FLOAT

int INTEGER

long INTEGER

short INTEGER

java.lang.string VARCHAR (150)

java.lang.BigDecimal DECIMAL (38, 19)
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デプロイ メン ト  ファ イルの記述に基づいてフ ィールドをデータベース内の適切
なカラムの型にマップできない場合、 CREATE TABLE は失敗し、 エラーが送出さ

れるので、 テーブルを手動で作成する必要があ り ます。

プロダクシ ョ ン環境では自動テーブル作成を使用しないこ とをお勧めします。 こ

の機能は、 設計および試作品の開発段階での使用が適しています。 プロダクシ ョ
ン環境では、 外部キーの制約の宣言など、 よ り正確なテーブル スキーマ定義を
使用する必要があ り ます。

自動テーブル作成を定義するには、 次の手順に従います。

1. weblogic-cmp-rdbms-jar.xml ファ イルで create-default-dbms-table 
要素を  True に設定して、JAR ファ イルのすべての Bean に対して自動テーブ
ル作成を明示的に有効にします。 次の構文で指定します。

java.lang.Boolean INTEGER

java.lang.Byte INTEGER

java.lang.Character CHAR (1)

java.lang.Double DOUBLE PRECISION

java.lang.Float FLOAT

java.lang.Integer INTEGER

java.lang.Long INTEGER

java.lang.Short INTEGER

java.sql.Date DATE

java.sql.Time DATE

java.sql.Timestamp DATETIME

byte[] RAW (1000)

有効な SQL 型でないすべてのシ リ
アラ イズ可能なク ラス

RAW (1000)

Java の型 DBMS カラムの型
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<create-default-dbms-tables>True</create-default-dbms-tables>

2. weblogic-cmp-rdbms-jar.xml  の database-type 要素でデータベース  シ
ステムまたはデータベース  ベンダ名を正し く指定します。 database-type の
値が INFORMIX、 ORACLE、 POINTBASE、 SQL_SERVER、 SYBASE であるものに
ついては、 CREATE TABLE 文とデータ型マッピングが提供されています。 他
のすべての DBMS システムでは、 基本構文と上記のテーブルに示したデー
タ型変換を用います。

コンテナ管理による関係

コンテナ管理による関係 (CMR) は 2 つのエンティティ EJB 間で定義する関係で
あり、データベースのテーブル間の関係に似ています。 同じ処理タスクに関与す
る 2 つの EJB 間で CMR を定義すると、アプリケーションは以下の機能を利用す
ることができます。 

� 関連する複数の Bean を一緒にキャッシュして、処理タスクを完遂するため
に必要なクエリ数を減らすことができる 

� 一括りにされたデータベース処理をトランザクションの最後に正しく順序付

けし、データベース一貫性の問題が起こらないようにすることができる

� 関連する Bean をカスケード削除機能で自動的に削除することができる

CMR について

この節では、WebLogic Server の CMR の特長と制限について説明します。 CMR 
のコンフィグレーション手順については、5-46 ページの「コンテナ管理による
関係の定義」を参照してください。

要件と制限

同じ .jar にパッケージ化され、データが同じデータベースに格納される 2 つの 
WebLogic Server エンティティ Bean 間で関係を定義できます。 同じ関係に参加す
るエンティティは、同じデータソースにマップされる必要があります。 
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WebLogic Server は、異なるデータソースにマップされたエンティティ Bean 間
の関係をサポートしていません。 コンテナ管理による関係に参加する各 Bean の
抽象スキーマは、同じ ejb-jar.xml ファイルで定義する必要があります。 

注意 : EJB 2.1 仕様では、エンティティ Bean にローカル インタフェースがない
場合、そのエンティティ Bean が参加できる唯一の CMR は一方向 (当該
エンティティ Bean から別のエンティティ Bean) の CMR であるとされて
います。

ただし、WebLogic Server ではリモート インタフェースのみのエンティ
ティ Bean に以下のことが許可されます。 

� 双方向の CMR に参加する、または

� 別のエンティティとの一方向 CMR の対象となる 

この機能は EJB 2.1 では規定されていないので、リモート インタフェー
スのみを持ち、双方向の関係に参加しているか一方向の関係の対象であ

るエンティティ Bean は、他のアプリケーション サーバに移植できない
場合もあります。

関係のカーディナリティ

エンティティ Bean は、別のエンティティ Bean と 1 対 1、1 対多、または多対多
の関係を持つことができます。 

関係の方向

CMR は、1 対 1 、1 対多、または多対多のどれであるかに関係なく、一方向と双
方向のどちらにもなります。 CMR の方向は、関係の片側の Bean がもう一方の側
の Bean からアクセス可能かどうかを決定します。 

一方向の CMR は一方通行です。「従属」側の Bean は、関係のもう一方の Bean 
を意識しません。 カスケード削除などの CMR 関連の機能は、従属 Bean にのみ適
用できます。 たとえば、EJB1 から EJB2 の一方向の CMR でカスケード削除がコ
ンフィグレーションされている場合、EJB1 を削除すると EJB2 も削除されます
が、EJB2 を削除しても EJB1 は削除されません。 

注意 : カスケード削除機能にとって、関係のカーディナリティは重要な要素で
す。たとえ関係が双方向であっても、カスケード削除は関係の「多」側

からはサポートされません。
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双方向の関係は両側通行です。関係の各 Bean が他方の Bean を意識します。 
CMR 関連の機能は、両方向でサポートされます。 たとえば、EJB1 と EJB2 の双
方向の CMR でカスケード削除がコンフィグレーションされている場合、CMR 
のいずれかの Bean を削除すると他方の Bean も削除されます。 

関係の削除

関係に参加している Bean インスタンスが削除されると、コンテナは自動的にそ
の関係を削除します。 たとえば、従業員と部署の関係がある場合には、従業員を
削除すると、コンテナは従業員と部署の関係も削除します。 

コンテナ管理による関係の定義

CMR の定義では、関係とそのカーディナリティおよび方向を ejb-jar.xml で指
定します。 weblogic-cmp-jar.xml では、関係のデータベース マッピングの細目
を定義し、リレーションシップ キャッシングを有効にします。 それらの手順は、
以下の節で説明します。

� 5-46 ページの「ejb-jar.xml での関係の指定」

� 5-49 ページの「weblogic-cmp-jar.xml での関係の指定」

ejb-jar.xml での関係の指定

コンテナ管理による関係は、ejb-jar.xml の ejb-relation スタンザで定義し
ます。 図 5-10 は、2 つのエンティティ EJB (TeacherEJB と StudentEJB) の関係
の ejb-relation スタンザを示しています。 

ejb-relation スタンザでは、関係のそれぞれの側の ejb-relationship-role 
を指定します。 ロール スタンザでは、関係に対する各 Bean の認識を指定します。 

図 5-10   ejb-jar.xml における 1 対多で双方向の CMR

<ejb-relation> 
<ejb-relation-name>TeacherEJB-StudentEJB</ejb-relation-name>

<ejb-relationship-role>
<ejb-relationship-role-name>teacher-has-student
</ejb-relationship-role-name>
<multiplicity>One</multiplicity>
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<relationship-role-source>
<ejb-name>TeacherEJB</ejb-name> 

</relationship-role-source>
<cmr-field>

<cmr-field-name>teacher</cmr-field-name>
</cmr-field>

</ejb-relationship-role> 
<ejb-relationship-role>

<ejb-relationship-role-name>student-has-teacher
</ejb-relationship-role-name>
<multiplicity>Many</multiplicity>
<relationship-role-source>

<ejb-name>StudentEJB</ejb-name> 
</relationship-role-source>
<cmr-field>

<cmr-field-name>student</cmr-field-name>
<cmr-field-type>java.util.Collection

<cmr-field>
</ejb-relationship-role> 

関係のカーディナリティの指定

関係のそれぞれの側のカーディナリティは、ejb-relationship-role スタンザ
の <multiplicity> 要素で指定します。 

図 5-10 では、関係 TeacherEJB-StudentEJB のカーディナリティは 1 対多です。
そのカーディナリティは、TeacherEJB 側で multiplicity を one に設定し、
StudentEJB 側では Many に設定することで指定されています。

図 5-11 の CMR のカーディナリティは 1 対 1 です。この関係では、両方のロール 
スタンザで multiplicity が one に設定されています。

図 5-11   ejb-jar.xml における 1 対 1 で一方向の CMR

<ejb-relation> 
<ejb-relation-name>MentorEJB-StudentEJB</ejb-relation-name>

<ejb-relationship-role>
<ejb-relationship-role-name>mentor-has-student
</ejb-relationship-role-name>
<multiplicity>One</multiplicity>
<relationship-role-source>

<ejb-name>MentorEJB</ejb-name> 
</relationship-role-source>
<cmr-field>

<cmr-field-name>mentorID</cmr-field-name>
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</cmr-field>
</ejb-relationship-role> 
<ejb-relationship-role>

<ejb-relationship-role-name>student-has-mentor
</ejb-relationship-role-name>
<multiplicity>One</multiplicity>
<relationship-role-source>

<ejb-name>StudentEJB</ejb-name> 
</relationship-role-source>

</ejb-relationship-role> 

関係の片側で <multiplicity> が Many に設定されていて、その <cmr-field> 
がコレクションである場合は、<cmr-field-type> を java.util.Collection 
として指定する必要があります (図 5-10 の関係の StudentEJB 側を参照 )。 
cmr-field が単一値のオブジェクトである場合は、cmr-field-type を指定する
必要はありません。 

Table 5-2 は、関係の各 Bean の cmr-field の内容を、その関係のカーディナリ
ティに基づいて示しています。

表 5-2  カーディナリティと cmr-field-type

関係の方向の指定

CMR の方向は、関係のそれぞれの側の ejb-relationship-role スタンザで 
cmr-field を設定する、またはしないことでコンフィグレーションします。

双方向の CMR では、関係の両側の ejb-relationship-role スタンザに 
cmr-field 要素があります (図 5-10 を参照 )。

EJB1 と EJB2 の関係
のカーディナリティ

EJB1 の cmr-field 
の内容

EJB2 の cmr-field 
の内容

1 対 1 単一値のオブジェクト 単一値のオブジェクト

1 対多 単一値のオブジェクト コレクション

多対多 コレクション コレクション
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一方向の関係の場合は、関係の片方のロール スタンザにのみ cmr-field があり
ます。 起点側の EJB の ejb-relationship-role には cmr-field がありますが、
対象側 Bean のロール スタンザにはありません。 図 5-11 では、MentorEJB から 
StudentEJB の一方向の関係が指定されています。StudentEJB の 
ejb-relationship-role スタンザには、cmr-field 要素がありません。

weblogic-cmp-jar.xml での関係の指定

ejb-jar.xml で定義された各 CMR は、weblogic-cmp-jar.xml の 
weblogic-rdbms-relation スタンザでも定義する必要があります。 
weblogic-rdbms-relation は関係を識別し、関係の片側または両側について 
relationship-role-map スタンザを格納します。このスタンザは、関係に参加
している Bean 間のデータベースレベルの関係をマップします。

weblogic-rdbms-relation の relation-name は、ejb-jar.xml の CMR の 

ejb-relation-name と同じでなければなりません。

1 対 1 の関係と 1 対多の関係

1 対 1 と 1 対多の関係の場合、relationship-role-map は関係の片側のみで定
義します。 

1 対 1 の関係では、一方の Bean の外部キーがもう一方の Bean の主キーにマップ
されます。 

図 5-12 は、MentorEJB と StudentEJB の 1 対 1 の関係の 
weblogic-rdbms-relation スタンザです。その <ejb-relation> は、図 5-11 
で示されています。

図 5-12   1 対 1 の CMR の weblogic-cmp-jar.xml

<weblogic-rdbms-relation>
<relation-name>MentorEJB-StudentEJB</relation-name>
<weblogic-relationship-role>

<relationship-role-name>
mentor-has-student
</relationship-role-name>

<relationship-role-map>
<column-map>

<foreign-key-column>student</foreign-key-column>
<key-column>StudentID/key-column>
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</column-map>

<relationship-role-map>
</weblogic-relationship-role>

1 対多の関係では常に、ある Bean の外部キーが別の Bean の主キーにマップされ
ます。 1 対多の関係では、外部キーが常に、関係の「多」サイドの Bean に関連付
けられます。 

図 5-13 は、TeacherEJB と StudentEJB の 1 対多の関係の 
weblogic-rdbms-relation スタンザです。その <ejb-relation> は、図 5-10 
で示されています。

図 5-13   1 対多の CMR の weblogic-rdbms-relation

<weblogic-rdbms-relation>
<relation-name>TeacherEJB-StudentEJB</relation-name>
<weblogic-relationship-role>

<relationship-role-name>
teacher-has-student
</relationship-role-name>

<relationship-role-map>
<column-map>

<foreign-key-column>student</foreign-key-column>
<key-column>StudentID/key-column>

</column-map>

<relationship-role-map>
</weblogic-relationship-role>

多対多の関係

多対多の関係では、関係のそれぞれの側で weblogic-relationship-role スタ
ンザを指定します。 そのマッピングには、結合テーブルが関わります。 結合テー
ブルの各行には、関係に関与するエンティティの主キーに対応する 2 つの外部
キーが格納されます。 関係の方向は、関係のデータベース マッピングの指定方法
に影響しません。 

図 5-14 は、2 人の従業員の関係 friends の weblogic-rdbms-relation スタンザを示
しています。

FRIENDS 結合テーブルには、first-friend-id および second-friend-id とい
う 2 つのカラムがあります。各カラムには、他の従業員の友人である特定の従業
員を示す外部キーが格納されています。 従業員テーブルの主キー カラムは id で
す。 この例では、従業員 Bean が 1 つのテーブルにマップされています。 従業員 
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Bean が複数のテーブルにマップされている場合、主キー カラムを格納するテー
ブルを relation-role-map で指定する必要があります。 例については、5-51 
ページの「複数のテーブルにマップされる EJB の CMR の指定」を参照してくだ
さい。

図 5-14   多対多の CMR の weblogic-rdbms-relation

<weblogic-rdbms-relation>
<relation-name>friends</relation-name>
<table-name>FRIENDS</table-name>
<weblogic-relationship-role>
<relationship-role-name>first-friend
</relationship-role-name>
<relationship-role-map>
<column-map>
<foreign-key-column>first-friend-id</foreign-key-column>
<key-column>id</key-column>

</column-map
</relationship-role-map>

<weblogic-relationship-role>
<weblogic-relationship-role>
<relationship-role-name>second-friend</relationship-role-
name>

<relationship-role-map>
<column-map>
<foreign-key-column>second-friend-id</foreign-key-column>
<key-column>id</key-column>

</column-map>
</relationship-role-map>

</weblogic-relationship-role>
</weblogic-rdbms-relation>

複数のテーブルにマップされる EJB の CMR の指定

関係に関与する CMP Bean は、複数の DBMS テーブルにマップできます。 

� 1 対 1 または 1 対多の関係の外部キー側の Bean が複数のテーブルにマップ
される場合は、外部キー カラムを格納するテーブルの名前を 
foreign-key-table 要素で指定する必要があります。 

� 逆に、1 対 1 または 1 対多の関係の主キー側の Bean または多対多の関係に
参加している Bean が複数のテーブルにマップされる場合は、主キーを格納
するテーブルの名前を primary-key-table 要素で指定する必要があります。 

関係のどの Bean も複数のテーブルにマップされない場合は、使用されるテーブ
ルが暗黙的に了解されるので、foreign-key-table 要素と primary-key-table 
要素は省略することができます。 
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図 5-15 は、1 対 1 の関係の外部キー側の Bean (Fk_Bean) が 2 つのテーブル 
(Fk_BeanTable_1 と Fk_BeanTable_2) にマップされる CMR の 
relationship-role-map です。

関係の外部キー カラム (Fk_column_1 と Fk_column_2) は、Fk_BeanTable_2 に
配置されます。 主キー側の Bean (Pk_Bean) は、主キー カラム 

Pk_table_pkColumn_1 と Pk_table_pkColumn_2 のある 1 つのテーブルにマッ
プされます。

外部キー カラムを持つテーブルは、<foreign-key-table> 要素で指定します。

図 5-15   1 対 1 の CMR (1 つの Bean が複数のテーブルにマップされる )

<relationship-role-map
<foreign-key-table>Fk_BeanTable_2</foreign-key-table>
<column-map>

<foreign-key-column>Fk_column_1</foreign-key-column>
<key-column>Pk_table_pkColumn_1</key-column>

</column-map>
<column-map>

<foreign-key-column>Fk_column_2</foreign-key-column>
<key-column>Pk_table_pkColumn_2</key-column>

</column-map>
</relationship-role-map>

CMR でのリレーションシップ キャッシングの使用

リレーションシップ キャッシングでは、関係する複数 Bean をキャッシュにロー
ドし、それらに結合クエリを発行してクエリの発行回数を削減することによっ

て、エンティティ Bean のパフォーマンスが高められます。 

たとえば、次のような関係のエンティティ Bean があるとします。

accountBean および addressBean の EJB コード (1 対 1 の関係を持つ ) を検討し
ます。

customerBean 1 対多関係を持つ accountBean

accountBean 1 対 1 関係を持つ addressBean

customerBean 1 対 1 関係を持つ phoneBean
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Account acct = acctHome.findByPrimaryKey("103243"); 
Address addr = acct.getAddress(); 

リレーションシップ キャッシングが行われなければ、コードの 1 行目で 
accountBean をロードする SQL クエリが発行され、2 行目で addressBean を
ロードする SQL クエリが発行されます。これにより、データベースには 2 つの
クエリが生じます。 

リレーションシップ キャッシングが行われると、accountBean と addressBean 
の双方をロードする 1 つのクエリがコードの 1 行目で発行されるため、パフォー
マンスは向上するはずです。したがって、特定のファインダ メソッドを実行し
た後に関連する Bean にアクセスすることがわかっている場合は、リレーション
シップ キャッシング機能を通じてファインダ メソッドに通知しておくことをお
勧めします。 

リレーションシップ キャッシングは、weblogic-cmp-jar.xml で以下のスタン
ザを使用して指定します。 

� relationship-caching － 関連 Bean の caching-name と 
caching-element を定義します (図 5-16 を参照 )。

� weblogic-query の caching-name 要素 － 指定すると、ファインダ クエリ
が実行されたときに、WebLogic Server によって関連 Bean がキャッシュに
ロードされます。 例については、図 5-17を参照してください。

� weblogic-rdbms-jar (weblogic-cmp-jar.xml のルート ) の 
database-type － リレーションシップ キャッシングは、外部結合のクエリ
を使用します (構文はデータベースによって異なる )。 

注意 : weblogic-ejb-jar.xml ファイル上で 、ある関係が指定されている 
Bean (たとえば、上記の XML コード例では customerBean) の 
finders-load-bean 要素が False に設定されていないことを確かめま
す。このようにしなければ、リレーションシップ キャッシングが有効に
なりません。 finder-load-bean 要素のデフォルトは True です。

図 5-16   weblogic-cmp-jar.xml の relationship-caching

<relationship-caching>
<caching-name>cacheMoreBeans</caching-name>
<caching-element>
<cmr-field>accounts</cmr-field>

</caching-element>
</relationship-caching>
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図 5-17   weblogic-cmp-jar.xml の weblogic-query

<weblogic-query>
<query-method>
<method-name>findBigAccounts</method-name>

<method-params>
<method-param>java.lang.String</method-param>
<method-param>java.lang.Integer</method-param>

</method-params>
</query-method>
<caching-name>cacheMoreBeans</caching-name>

</weblogic-query>

caching-element のネスト

ネストされた caching-element を使用すると、複数レベルの関連 Bean をロー
ドすることができます。現在は、指定できる caching-element の数に制限はあ
りません。 しかし、caching-element のレベルをあまり多く設定しすぎると、
そのトランザクションのパフォーマンスに影響すると考えられます。

リレーションシップ キャッシングでは結合クエリを使用し、結合クエリではお
そらく結果を ResultSet 内のテーブルに複写するため、指定した 
caching-element 要素の数が ResultSet に複写される結果の数に直に影響してき
ます。 1 対多関係では、relationship-caching 要素であまり多くの 
caching-element デプロイメント記述子を指定しないでください。

caching-element デプロイメント記述子の数に対して複写される結果の数が乗

算される可能性があります。

リレーションシップ キャッシングの制限

リレーションシップ キャッシングの機能には次のような制限があります。

1. リレーションシップ キャッシングは 1 対 1 または 1 対多関係に対してのみ働
きます。

2. weblogic-ql を使用した場合、この機能は、EJBObject Bean または 
EJBLocalObject Bean への参照を返すファインダ メソッドを使ったときの
み機能します。
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3. ファインダ メソッドまたは選択メソッドでリレーションシップ キャッシン
グを有効にする場合、クエリの結果は、たとえ distinct キーワードを指定
していなくても常に異なる集合になります。ResultSet に複写されているもの
が元のデータの結果なのか、外部結合の結果なのか見分けることができない

ためです。

カスケード削除

カスケード削除メカニズムは、エンティティ Bean オブジェクトを削除する場合
に使用します。カスケード削除を特定の関係に対して指定した場合、エンティ

ティ オブジェクトの有効期間は他方のエンティティ オブジェクトに依存します。
1 対 1 関係と 1 対多関係に対してはカスケード削除を指定できますが、多対多関
係に対しては指定できません。cascade delete() メソッドは WebLogic Server 
の削除機能を使用し、database cascade delete() メソッドでは、基盤データ
ベースに組み込まれているカスケード削除のサポートを使用するよう WebLogic 
Server に指示します。

この機能を有効にするには、Bean コードを再コンパイルしてデプロイメント記
述子の変更を有効にする必要があります。 

カスケード削除を有効にするには、以下の 2 つの方法のいずれかに従います。

カスケード削除メソッド

cascade delete() メソッドでは、WebLogic Server を使用してオブジェクトを
削除します。削除したエンティティに関連するエンティティ Bean に対して 
cascade delete 要素が指定されている場合、カスケード削除が行われ、関連す
るエンティティ Bean もすべて削除されます。

カスケード削除を指定するには、ejb-jar.xml デプロイメント記述子要素の 
cascade-delete 要素を使用します。これはデフォルト メソッドです。データ
ベースの設定には変更を加えません。WebLogic Server は、カスケード削除が行
われる場合に削除対象のエンティティ オブジェクトをキャッシュします。

カスケード削除を指定するには、ejb-jar.xml ファイルの cascade-delete 要
素を使用します。
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図 5-18   カスケード削除の指定

<ejb-relation>
<ejb-relation-name>Customer-Account</ejb-relation-name>
<ejb-relationship-role>

<ejb-relationship-role-name>Account-Has-Customer
</ejb-relationship-role-name>
<multiplicity>one</multiplicity>
<cascade-delete/> 

</ejb-relationship-role>
</ejb-relation>

注意 : この cascade delete() メソッドは、ejb-relation 要素に含まれる一
方の ejb-relationship-role 要素に対してのみ指定できます。この場
合、同じ ejb-relation 要素の他方の ejb-relationship-role 要素に
値が one の multiplicity 属性が指定されている必要があります。 

データベース カスケード削除メソッド

database cascade delete() メソッドを使用すると、アプリケーションはデー
タベースに組み込まれているカスケード削除のサポートを利用できるので、パ

フォーマンスの向上を見込めます。db-cascade-delete 要素を 
weblogic-cmp-rdbms-jar.xml ファイルにまだ指定していない場合、データ
ベースのカスケード削除機能を有効にしないでください。 有効にすると、データ
ベースで不正な結果が生成されます。

weblogic-cmp-rdbms-jar.xml ファイルの db-cascade-delete 要素では、基
盤となる DBMS の組み込みカスケード削除機能をカスケード削除処理で使用す
るよう指定します。この機能はデフォルトでは無効になっているので、EJB コン
テナは Bean ごとに SQL DELETE 文を発行してカスケード削除に関連する Bean 
を削除します。

db-cascade-delete 要素を weblogic-cmp-rdbms-jar.xml に指定する場合、
cascade-delete 要素を ejb-jar.xml に指定する必要があります。

db-cascade-delete を有効にすると、データベース テーブルの追加設定が必要
になります。たとえば、dept がデータベースで削除された場合、Oracle データ
ベース テーブルの次の設定によって、すべての従業員がカスケード削除されま
す。

図 5-19   カスケード削除用の Oracle テーブルの設定

  CREATE TABLE dept
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    (deptno   NUMBER(2) CONSTRAINT pk_dept PRIMARY KEY,

     dname    VARCHAR2(9) );

  CREATE TABLE emp

    (empno    NUMBER(4) PRIMARY KEY,

     ename    VARCHAR2(10),

     deptno   NUMBER(2)   CONSTRAINT fk_deptno

              REFERENCES dept(deptno)

              ON DELETE CASCADE );

CMR とローカル インタフェース

WebLogic Server は、セッシ ョ ン Bean およびエンティテ ィ  Bean 用のローカル イ
ンタフェースをサポート しています。 ローカル インタフェースを使用する と、
エンタープラ イズ JavaBean は、 同じ  EJB コンテナ内で別のセマンティ クス と実
行コンテキス ト を使用して動作できます。 通常、 EJB は同じ  EJB 内にあ り、 同
じ  Java 仮想マシン (JVM) 内で動作します。 このよ うにして、 EJB は通信にネッ
ト ワークを使用せず、 Java Remote Method Invocation-Internet Inter-ORB Protocol 
(RMI-IIOP) 接続によるオーバーヘッ ドの発生を防ぎます。 

EJB と コンテナ管理による永続性の関係は、 EJB のローカル インタフェースに
基づいています。 関係に関わる  EJB には、 ローカル インタフェースが必要です。
ローカル インタフェース オブジェク トは、 軽量の永続的オブジェ ク ト です。 こ
れらのオブジェ ク ト を使用する と、 リモー ト  オブジェ ク ト を使用するよ り も完
成度の高いコーディ ングが可能にな り ます。 ローカル インタフェースも参照渡
しです。 ゲッ ターはローカル インタフェースに含まれています。

以前のバージ ョ ンの WebLogic Server では、 リモー ト  インタフェースに基づいて
関係を指定できます。 しかし、 新しいコードでは、 リモー ト  インタフェースを
使用する  CMP の関係を使用しないこ と をお勧めします。

EJB コンテナを使用する と、 ローカル ク ラ イアン トが JNDI 経由でローカル 
ホーム インタフェースにアクセスできるよ うにな り ます。 ローカル インタ
フェースを参照するには、 ローカルの JNDI 名が必要です。 エンティテ ィ  Bean 
のローカル ホス ト  インタフェースを実装するオブジェ ク トは、 EJBLocalHome 
オブジェ ク ト と呼ばれます。 weblogic-ejb-jar.xml ファ イルの jndi-name、 また
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は local-jndi-name を指定できます。 デプロイ メン ト記述子を指定する手順の
詳細については、 6-6 ページの 「EJB デプロイ メ ン ト記述子の指定と編集」 を参
照して ください。

WebLogic Server の以前のバージ ョ ンでは、 リモート  インタフェースを返すため
に  ejbSelect メ ソ ッ ドが使用されていました。 現在では、 クエ リの結果をロー
カルまたはリモー トのどちらのオブジェ ク トにマップするかを示す 
ejb-jar.xml ファ イルの result-type-mapping 要素を指定します。

ローカル クライアントの使用

セッシ ョ ン  Bean またはエンティテ ィ  Bean のローカル ク ラ イアン トは、 セッ
シ ョ ン Bean、 エンテ ィテ ィ  Bean、 メ ッセージ駆動型 Bean など別の EJB です。
ローカル ク ラ イアン トは、 同じ  EAR ファ イルに含まれており、 かつその  EAR 
ファ イルがリモー トでない限り、 サーブレ ッ ト でもかまいません。 ローカル 
Bean のク ライアン トは、EAR またはスタンドアロン  JAR の一部でなければな り
ません。

ローカル ク ラ イアン トは、 Bean のローカル インタフェース と ローカル ホーム 
インタフェースを介してセッシ ョ ン  Bean またはエンティテ ィ  Bean にアクセス
します。 コンテナは、 Bean のローカル インタフェース と ローカル ホーム  インタ
フェースを実装する ク ラスを提供します。 これらのインタフェースを実装するオ

ブジェ ク トは、 ローカル Java オブジェ ク ト です。 次の図は、 ローカル ク ラ イア
ン ト と ローカル インタフェースを持つコンテナを示しています。
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図 5-20   ローカル クライアント とローカル インタフェース

WebLogic Server は、 EJB 間でローカルの関係と一方向の リモー ト関係の両方を
サポート しています。 EJB が同じサーバ上にあ り、 同じ  JAR ファ イルを構成し
ている場合、 EJB はローカルの関係を持ちます。 EJB が同じサーバ上にない場
合、 関係はリモー トでなければな り ません。 ローカル Bean の関係では、 その関
係を実装するキーが複合キーである場合は複数カラムのマッピングを指定しま

す。 リモー ト  Bean の場合は、 リモー ト  Bean の主キーが不明であるため、 単一
の column-map だけが指定されます。 ロールが group-name だけを指定している
場合、 column-map は指定されません。 関係がリモートの場合は group-name は指
定されません。

ローカル インタフェースに関するコンテナの変更

ローカル インタフェースを格納するために、 コンテナの構造が変更され、 以下
のものが追加されています。

� EJB ローカル ホーム

� 例外を処理して正しい例外をク ライアン ト に伝播する新しいモデル

 クライアン ト

 

コンテナ

EJB 1

EJB 2

EJB LocalObjects

EJB LocalHome

EJB ホーム

EJB オブジェク ト
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グループ

コンテナ管理による永続性では、 グループを使用して、 エンティテ ィ  Bean の特
定の永続的な属性を指定します。 field-group は、 Bean の cmp-field と  CMR-field 
のサブセッ ト を表します。 Bean 内の関連フ ィールドを、 障害のあったグループ
にま とめて 1 つのユニッ ト と して メモ リ内に入れる こ とができます。 グループを
クエ リ または関係に関連付けるこ とができます。 それによって、 クエ リ を実行す

るか、 または関係に従った結果と して Bean がロード されたと きに、 グループ内
の指定フ ィールドのみがロード されます。

指定したグループを持たないクエ リ と関係に対して、 「default」 とい う特殊なグ
ループを使用します。 デフォル トでは、 default グループには、 Bean のすべての 
CMP-field と、 Bean の永続的な状態に外部キーを追加するすべての CMR-field 
が格納されます。

フ ィールドは複数のグループに関連付けられている場合があ り ます。 この場合、

フ ィールドに対して getXXX() メ ソ ッ ドを実行する と、 そのフ ィールドを含む最
初のグループで障害が発生します。

フ ィールド  グループの指定

フ ィールド  グループは、 weblogic-rdbms-cmp-jar.xml ファ イルで次のよ う
に指定します。

<weblogic-rdbms-bean>
<ejb-name>XXXBean</ejb-name>
<field-group>

<group-name>medical-data</group-name>
<cmp-field>insurance</cmp-field>
<cmr-field>doctors</cmr-fields>

</field-group>
</weblogic-rdbms-bean>

フ ィールド  グループは、 フ ィールドのサブセッ ト にアクセスする必要がある と
きに使用します。
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EJB リンクの使用

WebLogic Server では、 EJB 2.0 仕様で定義されている  EJB リ ンクを完全にサ
ポート しています。 アプ リ ケーシ ョ ン コンポーネン ト内で EJB 参照を宣言し、
これを同じ  J2EE アプリ ケーシ ョ ン内で宣言されたエンタープラ イズ Bean にリ
ンク させる こ とができます。

ejb-link を作成するには、 次の手順に従います。

1. 参照元のアプリ ケーシ ョ ン  コンポーネン トにある  ejb-ref 要素の任意指定
のデプロイ メ ン ト記述子要素、 ejb-link を使って EJB へのリ ンクを指定しま
す。 

ejb-link の値は必ず、 参照先となる  EJB の ejb-name にします。 参照先の 
EJB は、 参照元アプリ ケーシ ョ ン  コンポーネン ト と同じ  J2EE アプ リ ケー
シ ョ ンの EJB JAR ファ イルのどれかに含まれている と考えられます。

ejb-name は EJB JAR ファ イル間で必ずしもユニークでな くてもよいため、
その リ ンクの絶対パスを与える必要があるかもしれません。 

2. 次の構文を使って、 同じ  J2EE アプ リ ケーシ ョ ン内の EJB へのパス名を与え
ます。

<ejb-link>../products/product.jar#ProductEJB</ejb-link>

この参照では参照先の EJB が含まれる  EJB JAR ファ イルのパス名を与え、
「#」 でパス名と区別して参照先 Bean の ejb-name を追加します。 このパス
名は、 参照元のアプリ ケーシ ョ ン  コンポーネン ト  JAR ファ イルからの相対
パスです。

デプロイ メン ト記述子を指定する手順については、 6-6 ページの 「EJB デプロイ
メ ン ト記述子の指定と編集」 を参照して ください。
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CMP フ ィールドの Java データ型

次の表は、 WebLogic Server で使用される  CMP フ ィールドの Java データ型と、
それに対応する標準 SQL データ型の Oracle 拡張を示しています。

表 5-3  CMP フ ィールドの Java データ型

CMP フ ィールドの Java の型 Oracle のデータ型

boolean SMALLINT

byte SMALLINT

char SMALLINT

double NUMBER

float NUMBER

int INTEGER

long NUMBER

short SMALLINT

java.lang.String VARCHAR/VARCHAR2

java.lang.Boolean SMALLINT

java.lang.Byte SMALLINT

java.lang.Character SMALLINT

java.lang.Double NUMBER

java.lang.Float NUMBER

java.lang.Integer INTEGER

java.lang.Long NUMBER

java.lang.Short SMALLINT
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SQL CHAR データ型は、CMP フ ィールドにマップされるデータベース  カラムに
は使用しないでください。 このこ とは、 主キーの一部であるフ ィールドで特に重

要です。 なぜなら、 JDBC ド ラ イバによって返されるパディングの空白は、 等し
いかど うかの比較を不適切に失敗させるからです。 SQL CHAR の代わりに、
SQL VARCHAR データ型を使用して ください。

byte[] 型の CMP フ ィールドは、 equals() メ ソ ッ ド と  hashCode() メ ソ ッ ドを
備えるユーザ定義の主キー ク ラスでラ ップされていない限り主キーと しては使
用できません。 なぜなら、 byte[] ク ラスには実質的な equals および hashCode 
が備わっていないからです。

java.sql.Date DATE

java.sql.Time DATE

java.sql.Timestamp DATE

java.math.BigDecimal NUMBER

byte[] RAW、 LONG RAW

serializable RAW、 LONG RAW

CMP フ ィールドの Java の型 Oracle のデータ型
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6 WebLogic Server コンテナ用の 
EJB のパッケージ化

以下の節では、 WebLogic Server コンテナにデプロイするために EJB をパッケー
ジ化する方法について説明します。 ソース  ファ イル、 デプロイ メ ン ト記述子、
およびデプロイ メ ン ト  モードを始めと してデプロイ メ ン ト  パッケージの内容も
説明します。

� EJB のパッケージ化に必要な手順

� EJB コンポーネン ト  ソース  ファ イルの見直し

� WebLogic Server の EJB デプロイ メ ン ト  ファ イル

� EJB デプロイ メ ン ト記述子の指定と編集

� デプロイ メン ト  ファ イルの作成

� 他の EJB およびリ ソースへの参照

� デプロイ メン ト  ディ レク ト リへの EJB のパッケージ化

� EJB ク ラスのコンパイルと  EJB コンテナ ク ラスの生成

� WebLogic Server への EJB ク ラスのロード

� ejb-client.jar の指定

� マニフェス ト  ク ラスパス

EJB のパッケージ化に必要な手順

WebLogic Server にデプロイするために EJB を  EJB コンテナにパッケージ化する
には、 次の手順を実行します。
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1. EJB ソース  ファ イル コンポーネン ト を見直します。

2. EJB デプロイ メ ン ト  ファ イルを作成します。

3. EJB デプロイ メ ン ト記述子を編集します。

4. デプロイ メ ン ト  モードを設定します。

5. EJB コンテナ ク ラスを生成します。

6. EJB を  JAR または EAR ファ イルにパッケージ化します。 

7. WebLogic Server へ EJB ク ラスをロード します。

EJB コンポーネン ト  ソース ファイルの見直
し

エンテ ィテ ィ  Bean とセッシ ョ ン Bean を実装するには、 以下のコンポーネン ト
を使用します。

コンポーネント 説明

Bean ク ラ ス Bean ク ラ スは、 Bean のビジネス  メ ソ ッ ド と ラ イフ  サイ
クル メ ソ ッ ドを実装する。 

リモート  インタフェー
ス

リモート  インタフェースは、 Bean の EJB コンテナに
入っていないアプ リケーシ ョ ンからアクセス可能な  Bean 
のビジネス  メ ソ ッ ド を定義する。

リモート  ホーム  イン
タフェース

リモート  ホーム  インタフェースは、 Bean の EJB コンテ
ナに入っていないアプ リケーシ ョ ンからアクセス可能な 
Bean のラ イフ  サイ クル メ ソ ッ ド を定義する。

ローカル インタフェー
ス

ローカル インタフェースは、同じ  EJB コンテナに入って
いる他の Bean が使用可能な  Bean のビジネス  ロジッ クを
定義する。
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WebLogic Server の EJB デプロイメン ト  
ファイル

EJB のデプロイ メ ン ト記述子要素を指定するには、 以下の WebLogic Server デプ
ロイ メ ン ト  ファ イルを使用します。 

� ejb-jar.xml

� weblogic-ejb-jar.xml

� weblogic-cmp-rdbms-jar.xml (省略可能、 CMP 専用 )

Bean をコンパイルする と、 デプロイ メ ン ト  ファ イルは EJB デプロイ メ ン ト の一
部とな り ます。 XML デプロイ メ ン ト記述子ファ イルには、 EJB に対するデプロ
イ メ ン ト記述子の最低限の設定を含める必要があ り ます。 いったんファ イルを作
成する と、 6-6 ページの 「EJB デプロイ メ ン ト記述子の指定と編集」 の手順に
従って後で編集できます。 デプロイ メン ト記述子ファ イルは、 使用する各ファ イ

ルの文書型定義 (DTD) のバージ ョ ンに準拠する必要があ り ます。 ファ イルの文
書型定義 (DTD) には、 EJB XML デプロイ メン ト記述子ファ イルのすべての要素
および下位要素 (属性 ) の名前を記述します。 各ファ イルの説明については、 以
下の節を参照して ください。

ローカル ホーム イン
タフェース

ローカル ホーム インタフェースは、 同じ  EJB コンテナ
に入っている他の Bean が使用可能な Bean のラ イフ  サイ
クル メ ソ ッ ド を定義する。

主キー 主キーは、 データベースのポインタを提供する。 エン

テ ィテ ィ  Bean だけが主キーを必要とする。

コンポーネント 説明
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ejb-jar.xml

ejb-jar.xml ファ イルには、 Sun Microsystems 固有の EJB DTD が格納されま
す。 このファ イルのデプロイ メ ン ト記述子は、 エンタープライズ Bean の構造を
記述し、 内部依存関係とアプ リ ケーシ ョ ン アセンブリ情報を宣言します。 アプ
リ ケーシ ョ ン アセンブリ情報とは、 ejb-jar ファ イルのエンタープラ イズ Bean 
をアプ リ ケーシ ョ ン デプロイ メ ン ト  ユニッ ト と してアセンブルする方法を記述
するものです。 このファ イルの要素の説明については、 JavaSoft 仕様を参照して
ください。

weblogic-ejb-jar.xml

weblogic-ejb-jar.xml ファ イルには、 EJB の同時実行、 キャ ッシング、 ク ラ
スタ化、 および動作を定義する  WebLogic Server 固有の EJB DTD が格納されま
す。 また、 使用可能な WebLogic Server リ ソースを  EJB にマップする記述子も格
納されます。 WebLogic Server リ ソースには、 セキュ リ テ ィ  ロール名、 データ  
ソース  (JDBC プールや JMS 接続ファ ク ト リなど )、 およびデプロイ済みの他の 
EJB があ り ます。 このファ イルの要素の説明については、 第 9 章
「weblogic-ejb-jar.xml 文書型定義」 を参照して ください。

weblogic-cmp-rdbms.xml

weblogic-cmp-rdbms.xml ファ イルには、 コンテナ管理による永続性サービス
を定義する  WebLogic Server 固有の EJB DTD が格納されます。 このファ イルを
使用して、 コンテナがエンティテ ィ  Bean のインスタンス  フ ィールド とデータ
ベースのデータ との同期を処理する方法を指定します。 このファ イルの要素の説

明については、第 10 章 「weblogic-cmp-rdbms-jar.xml 文書型定義」 を参照して く
ださい。
6-4 WebLogic エンタープライズ JavaBeans プログラマーズ ガイ ド

http://java.sun.com/products/ejb/docs.html


WebLogic Server の EJB デプロイ メ ン ト  フ ァイル
デプロイメン ト  ファイル間の関係

weblogic-ejb-jar.xml 内の記述子は、 ejb-jar.xml 内の EJB 名、 動作中の 
WebLogic Server のリ ソース名、 および weblogic-cmp-rdbms-jar.xml ( コンテ
ナ管理による永続性を使用するエンティテ ィ  EJB の場合 ) 内に定義されている永
続性タイプ データにリ ンク されています。 次の図は、 デプロイ メ ン ト  ファ イル
と  WebLogic Server 間の関係を示しています。
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図 6-1   デプロイメント  ファイルのコンポーネント間の関係

EJB デプロイメン ト記述子の指定と編集

以下のいずれかの方法で、 EJB デプロイ メ ン ト記述子を指定または編集します。

� テキス ト  エディ タを使用して、 Bean のデプロイ メ ン ト  ファ イルを手動で編
集する。 デプロイ メ ン ト  ファ イルを手動で編集する方法については、 6-7 
ページの 「EJB デプロイ メン ト記述子の手動編集」 を参照して ください。

� WebLogic Server Administration Console の EJB デプロイ メ ン ト記述子エディ
タを使用して、 Bean のデプロイ メ ン ト  ファ イルを編集する。 デプロイ メ ン

<security-role-assignment>. . .
<weblogic-enterprise-bean>

<ejb-name>. . .
<caching-descriptor>. . .
<clustering-descriptor>. . .
<resource-descriptor>. . .
<reference-descriptor>. . .
<persistence-descriptor>. . .

</ejb-name>
</weblogic-enterprise-bean>

weblogic-ejb-jar.xml

プリンシパル

JDBC プール

JMS

<weblogic-rdbms-bean>
. . .

</weblogic-rdbms-bean>

weblogic-cmp-rdbms-jar.xml

<assembly-descriptor>
<security-role>. . .

</assembly-descriptor>
<entity>

<ejb-name>. . .
<ejb-ref>. . .

</entity>

ejb-jar.xml
WebLogic Server

EJB
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デプロイ メン ト  フ ァ イルの作成
ト記述子エディ タの使用方法については、 6-8 ページの 「EJB デプロイ メ ン
ト記述子エディ タの使用」 を参照して ください。

� WebLogic Server コマンド  ライン ユーティ リ テ ィ  ツール、 DDConverter を
使用して、 EJB 1.1 デプロイ メ ン ト記述子を  EJB 2.0 XML に変換する。
DDConverter ツールの使用方法については、 8-26 ページの 「DDConverter」
を参照して ください。

デプロイメン ト  ファイルの作成

各ファ イルの文書型定義 (DTD) のバージ ョ ンに準拠した基本の XML デプロイ メ
ン ト  ファ イルを EJB 用に作成します。既存の EJB デプロイ メン ト  ファ イルをテ
ンプレート と して使用する こ と も、 WebLogic Server 配布キッ トの EJB サンプル
からコピーする こ と もできます。

SAMPLES_HOME\server\config\examples\applications 

EJB デプロイメン ト記述子の手動編集

XML デプロイ メ ン ト記述子要素を手動で編集するには、 次の手順に従います。

1. XML の形式の変更や、 フ ァ イルを無効にする可能性のある文字の挿入を行
わない ASCII テキス ト  エディ タを使用します。

2. 編集する  XML デプロイ メ ン ト記述子ファ イルを開きます。

3. 変更を入力します。 使用しているオペレーティ ング  システムで大文字小文字
が区別されない場合であっても、 ファ イル名やディ レク ト リ名の大文字小文

字は正確に指定します。

4. 省略可能な要素に対してデフォル ト値を使用する場合は、 要素の定義全体を
省略するか、 または次のよ うに空白値を指定します。

<max-beans-in-cache></max-beans-in-cache>
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6 WebLogic Server コンテナ用の EJB のパッケージ化
EJB デプロイメン ト記述子エディ タの使用

WebLogic Server Administration Console で EJB デプロイ メ ン ト記述子を編集する
には、 次の手順に従います。

1. WebLogic Server を起動します。

2. Administration Console を起動して、 右ペインの [デプロイメント ] ノードを選
択し、 [EJB] を選択します。

3. 展開されたデプロイ済み EJB のリ ス トから、 編集したい Bean を右ク リ ッ ク
し、 [EJB 記述子の編集 ] を選択します。

4. EJB デプロイ メ ン ト記述子エディ タが表示されたら、 [永続化 ] ボタンまたは 
[検証 ] ボタンをク リ ッ ク します。

� その EJB のデプロイ メ ン ト記述子ファ イルでの変更を保存したい場合に
は、 [永続化 ] を選択します。

� WebLogic Server で EJB のデプロイ メン ト記述子ファ イルの構造を検査
し、 XML ファ イルが正し く解析できるかを確認する場合には、 [検証 ] 
を選択します。

5. 左ペインで [EJB] をク リ ッ ク し、 ノードを展開します。

EJB デプロイ メ ン ト記述子ファ イルを表す以下の ノードが表示されます。

� [ejb-jar] : この EJB の ejb-jar.xml ファ イル デプロイ メ ン ト記述子を表
します。

� [webLogic-ejb-jar] : この EJB の weblogic-ejb-jar.xml ファ イル デプ
ロイ メ ン ト記述子を表します。

� [CMP] : この EJB の weblogic-cmp-rdbms-jar.xml ファ イル デプロイ
メ ン ト記述子を表します。

6. 編集するデプロイ メ ン ト記述子の ノードを展開します。

選択した EJB の現在のデプロイ メ ン ト記述子が左ペインに、 コンフ ィ グレー
シ ョ ンされている設定が右ペインに表示されます。 リ ス ト の項目を右ク リ ッ

クする と、 その項目のダイアログ ウ ィン ド ウが右ペインに表示されます。

7. 丸をク リ ッ クする と、 さまざまな設定が右ペインのダイアログ ウ ィ ン ドウに
表示されます。 
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他の EJB およびリ ソースへの参照
ダイアログ  ウ ィ ン ドウの設定を変更する と、 デプロイ メ ン ト記述子を編集で
きます。

8. フォルダをク リ ッ クする と、 設定を表示するテーブルが右ペインに表示され
ます。 

通常、 こ こで新しい記述子をコンフ ィグレーシ ョ ンした り、 既存の設定を参

照した り します。 下線が付いている表の項目をク リ ッ クする と、 設定を変更

するためのダイアログが表示されます。

9. 右ペインでデプロイ メ ン ト記述子の項目を右ク リ ッ クする と、 記述子を削除
する こ と もできます。

注意 : EJB デプロイ メ ン ト記述子の詳細については、 Administration Console の
オンライン ヘルプまたは第 9 章 「weblogic-ejb-jar.xml 文書型定義」 およ
び第 10 章 「weblogic-cmp-rdbms-jar.xml 文書型定義」 を参照して くださ
い。

他の EJB およびリソースへの参照

デプロイ メン ト記述子の EJB 参照を指定するこ とによ り、 EJB が WebLogic 
Server にデプロイ されている他の EJB をルッ クアップし使用するこ とができま
す。 EJB 参照を作成する際の要件は、 参照される  EJB が呼び出し側の EJB に
とって外部的か、 もし くは、 同じアプ リ ケーシ ョ ン  EAR ファ イルの一部と して
デプロイ されているかによって異な り ます。

外部 EJB の参照

外部 EJB を参照するためには、 呼び出し側の EJB の weblogic-ejb-jar.xml 
ファ イルに <reference-descriptor> スタンザを追加します。 次の XML コー
ドに、 外部 EJB を参照するスタンザの例を示します。

図 6-2   外部 EJB を参照する XML コード例

<reference-descriptor>
<ejb-reference-description>

<ejb-ref-name>AdminBean</ejb-ref-name>
<jndi-name>payroll.AdminBean</jndi-name>
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6 WebLogic Server コンテナ用の EJB のパッケージ化
</ejb-reference-description>
76</reference-descriptor>

このスタンザ内の ejb-ref-name 要素は、 呼び出し側 EJB がその外部 EJB を
ルッ クアップする際に使用する名前を指定しています。 jndi-name要素は、 指

定された ejb-ref-name をルッ クアップする と きに使用する汎用的な JNDI 名を
指定しています。

アプリケーション スコープの EJB の参照

同じ  EAR ファ イルの一部と して複数の EJB をデプロイする場合、 アプ リ ケー
シ ョ ンのローカル JNDI ツ リーに一連の EJB 名を追加します。 そのアプリ ケー
シ ョ ン内の EJB およびそれ以外のコンポーネン トは、 java:comp/env から相対
的に、 JNDI ツ リー内にあるアプ リ ケーシ ョ ン  スコープの他のコンポーネン ト を
直接、 ルッ クアップできます。 

ある  EJB が同じ  EAR ファ イルの一部と してデプロイ されている他の EJB を参照
する場合には、 weblogic-ejb-jar.xml ファ イルで汎用的な JNDI 名を指定する
必要はあ り ません。 実際には、 WebLogic 固有の他の機能のデプロイ メ ン ト記述
子が必要なければ、 weblogic-ejb-jar.xml ファ イルまるご と を省略できます。

同じ  EAR ファ イルの一部と してデプロイ された  EJB を参照するためには、 呼び
出し側の EJB の ejb-jar.xml デプロイ メ ン ト記述子ファ イルに 
<ejb-local-ref> スタンザを追加します。 次に例を示します。

図 6-3   同じ  EAR ファイルの EJB を参照する XML コード例

<ejb-local-ref>
<description>Reference to application EJB</description>
<ejb-ref-name>ejb1</ejb-ref-name>
<ejb-ref-type>Session</ejb-ref-type>
<local-home>mypackage.ejb1.MyHome</home>
<local>mypackage.ejb1.MyRemote</local>
<ejb-link>ejb1.jar#myejb</ejb-link>

</ejb-local-ref>

上記の例で、 ejb-ref-name 要素は、 呼び出し側の EJB がアプリ ケーシ ョ ン ス
コープの EJB をルッ クアップするのに使用する名前を示します。 ejb-link 要素
は、 指定された <ejb-ref-name> を、 その EAR ファ イルでデプロイ される別の 
EJB にマップします。 この例で <ejb-link> の名前が 2 番目の EJB を保存する
ファ イル名で修飾されている点に注意してください。 この EAR ファ イル内の 2 
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デプロイ メ ン ト  デ ィ レク ト リへの EJB のパッケージ化
つ以上の EJB が同じ名前を持つ場合には、 このよ うに EJB 名を修飾するこ とが
必要にな り ます。 これによ り、 ファ イル名の修飾子による参照の一意性が保証さ
れます。

EJB リ ンクの詳細については、 5-61 ページの 「EJB リ ンクの使用」 を参照して
ください。

アプリケーション スコープの JDBC データソース
の参照

EJB が、 同じ  EAR ファ イルの一部と してデプロイ されている  JDBC データ ソー
スにアクセスするこ と もできます。 weblogic-application.xml デプロイ メ ン

ト記述子で示されるデータ ソースに、 java:comp/env からローカルにアクセス
できます。 詳細については、 『Web アプリ ケーシ ョ ンのアセンブルと コンフ ィグ
レーシ ョ ン』 の 「アプ リ ケーシ ョ ン  スコープのリ ソースのコンフ ィグレーシ ョ
ン」 を参照して ください。

デプロイメン ト  ディレク ト リへの EJB の
パッケージ化

デプロイ メン ト  プロセスは、 EJB プロバイダによって作成されたコンパイル済
み EJB インタフェース と実装ク ラスを格納する  JAR ファ イルまたはデプロイ メ
ン ト  ディ レク ト リで開始されます。 JAR ファ イルとデプロイ メ ン ト  ディ レク ト
リは、 どちらがコンパイル済みク ラスを格納している場合でも、 Java パッケー
ジ構造と一致するサブディ レク ト リに入っている必要があ り ます。

また、 EJB プロバイダが、 付属の EJB を記述する  EJB 準拠の ejb-jar.xml ファ
イルを提供する必要があ り ます。 ejb-jar.xml ファ イルとその他に必要な XML 
デプロイ メン ト  ファ イルの場所は、 JAR またはデプロイ メ ン ト  ディ レ ク ト リの 
META-INF サブディ レク ト リの最上位でなければな り ません。 次の図は、 EJB と
デプロイ メン ト記述子ファ イルをデプロイ メ ン ト  ディ レク ト リ または JAR ファ
イルにパッケージ化する作業の第 1 段階を示しています。
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6 WebLogic Server コンテナ用の EJB のパッケージ化
図 6-4   デプロイメント  ディ レク ト リへの EJB クラスとデプロイメント記述子の
パッケージ化

基本の JAR またはデプロイ メ ン ト  ディ レ ク ト リは、 そのまま  WebLogic Server 
にデプロイするこ とができません。 まず、 weblogic-ejb-jar.xml ファ イルの 
WebLogic 固有のデプロイ メ ン ト記述子要素を作成してコンフ ィグレーシ ョ ン
し、 そのファ イルをデプロイ メ ン ト  ディ レク ト リ または ejb.jar ファ イルに追
加します。 デプロイ メ ン ト記述子ファ イルの作成手順については、 6-3 ページの
「WebLogic Server の EJB デプロイ メ ン ト  ファ イル」 を参照して ください。 

コンテナ管理の永続性を使用するエンティテ ィ  EJB をデプロイする場合は、
Bean の永続性タイプに対応する  WebLogic 固有のデプロイ メ ン ト記述子要素も
追加する必要があ り ます。 通常、 WebLogic Server のコンテナ管理による永続性 
(CMP) サービスの場合、 ファ イルの名前は weblogic-cmp-rdbms-jar.xml で
す。 CMP を使用する  Bean ご とに別々のファ イルが必要です。 サードパーテ ィの
永続性ベンダを使用する場合は、 weblogic-cmp-rdbms-jar.xml とは内容だけ
でなく ファ イル タイプも異なる こ とがあるので、 詳細については、 永続性ベン
ダのマニュアルを参照して ください。

EJB に必要なデプロイ メ ン ト記述子ファ イルがない場合は、 手動で作成しなけれ
ばな り ません。 既存のファ イルをコピーした上で、 必要に応じて EJB の設定を
編集する方法が最も簡単です。 ファ イルを作成するには、 6-6 ページの 「EJB デ
プロイ メ ン ト記述子の指定と編集」 の手順に従います。

ejb-jar.xml

weblogic-ejb-jar.xml

weblogic-cmp-rdbms-jar.xml

ejb-jar.xml

手順 1 : 
デプロイ メン ト

記述子の設定

 JAR フ ァイルまたは  JAR ファイルまたは

EJB ホーム、
EJB ローカル
ホーム、

リモート、Bean

EJB ホーム、EJB ローカルホーム
ローカル、リモート、Bean

デプロイ メン ト  ディ レク ト リ デプロイメン ト  ディ レク ト

ローカル、
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EJB クラスのコンパイルと  EJB コンテナ クラスの生成
ejb.jar ファイル

ejb.jar ファ イルを作成するには、 Java Jar ユーテ ィ リ テ ィ  (javac) を使用しま
す。 このユーティ リ テ ィは、 EJB ク ラス とデプロイ メ ン ト記述子を、 ディ レ ク ト
リ構造を保持する  1 つの Java アーカイブ (JAR) ファ イルにま とめます。ejb-jar 
ファ イルが、 WebLogic Server にデプロイするユニッ ト とな り ます。 

EJB クラスのコンパイルと  EJB コンテナ 
クラスの生成

デプロイ メン ト  ユニッ ト の作成手順の一部と して、 EJB ク ラスをコンパイルし、
デプロイ メン ト記述子をデプロイ メ ン ト  ユニッ トに追加し、 デプロイ メ ン ト  ユ
ニッ ト にアクセスするためのコンテナ ク ラスを作成する必要があ り ます。 

1. コマンド  ラ インから  javac コンパイ ラを使用して、 EJB ク ラスをコンパイル
します。

2. 6-3 ページの 「WebLogic Server の EJB デプロイ メ ン ト  ファ イル」 のガイ ド
ラ インに従って、 適切な XML デプロイ メ ン ト記述子ファ イルをコンパイル
済みユニッ トに追加します。

3. ejbc を使用して、 Bean にアクセスするためのコンテナ ク ラスを生成しま
す。 

コンテナ ク ラスには、 WebLogic Server が使用する  EJB の内部表現に加え
て、 ク ラ イアン トが使用する外部インタフェース  ( ホーム、 ローカル、 また
はリモート ) の実装も格納されます。

ejbc コンパイ ラは、 WebLogic 固有の XML デプロイ メ ン ト記述子ファ イルで指
定した XML デプロイ メ ン ト記述子ファ イルに従ってコンテナ ク ラスを生成しま
す。 たとえば EJB をク ラスタで使用するよ う指定した場合、 ejbc は、 そのデプ
ロイ メ ン ト用の特別なク ラスタ対応ク ラスを作成します。 

また、 コマンド  ラインから  ejbc を直接使用して、 必要なオプシ ョ ン と引数を指
定するこ と もできます。 詳細については、 8-21 ページの 「ejbc」 を参照して くだ
さい。
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6 WebLogic Server コンテナ用の EJB のパッケージ化
次の図は、 JAR ファ イルの作成時にデプロイ メ ン ト  ユニッ ト に追加されるコン
テナ ク ラスを示しています。

図 6-5   EJB コンテナ クラスの生成

デプロイ メ ン ト  ユニッ トの作成後、 JAR、 EAR、 または WAR アーカイブのいず
れかと してファ イル拡張子を指定できます。

ejb-jar.xml

weblogic-ejb-jar.xml

weblogic-cmp-rdbms-jar.xml

手順 2 : 
コンテナ 
クラスの

生成

 JAR ファイルまたはデプロイ メン ト  ディ レク ト リ

ejb-jar.xml

weblogic-ejb-jar.xml

weblogic-cmp-rdbms-jar.xml

 JAR ファイルまたは

ejbHomeImpl.class

ejbHomeImplWLProxy.class

ejbPSWeblogic_CMP_RDBMS.class

ejbEOImpl.class

EJB ホーム、

ローカル、リモート、Bean

EJB ホーム、

ローカル、リモート、Bean

デプロイメン ト  ディ レク ト リ

EJB ローカルホーム

EJB ローカルホーム
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WebLogic Server への EJB クラスのロード
生成クラス名の衝突の可能性

まれなこ とではあ り ますが、 ejbc でク ラス名を生成したと き、 生成したク ラス名
の衝突に遭遇し、 これが ClassCastException や他の例外を招 く こ とがあ り ま
す。 これは、 生成されるク ラス名が、 Bean ク ラス名、 Bean ク ラス パッケージ、
その Bean の ejb-name の 3 つのキーをも とにしているためです。 この問題が起こ
るのは、 複数の JAR ファ イルを含む EAR ファ イルを使用し、 その 2 つ以上の 
JAR ファ イルのそれぞれに Bean ク ラス、 パッケージ、 または、 ク ラス名を同じ
くする  EJB が含まれ、双方の EJB がそれぞれの JAR ファ イル内で同じ  ejb-name 
を持っている場合です。 この問題が発生した場合は、 いずれかの Bean の
ejb-name をユニークなものに変更して ください。

ejb-name はファ イル名の基となるキーの 1 つであ り、 ejb-name は JAR ファ イ
ル内でユニークでなければならないので、 同じ  JAR ファ イルにある  2 つの EJB 
間ではこの問題は起きません。 また、 EAR ファ イルではファ イルごとに個別の
ク ラスローダになるため、 別々の EAR ファ イルに置かれた 2 つの EJB 間でこの
問題は起きません。

WebLogic Server への EJB クラスのロード

Weblogic Server のク ラスローダは階層的です。 WebLogic Server の起動時に、
Java システム ク ラスローダはアクティブにな り、その後に WebLogic Server が作
成するすべてのク ラスローダの親にな り ます。 WebLogic Server では、 アプ リ
ケーシ ョ ンをデプロイする と きに、 EJB 用と  Web アプ リ ケーシ ョ ン用の 2 つの
新しいク ラスローダを作成します。 EJB ク ラスローダは Java システム ク ラス
ローダの子、Web アプリ ケーシ ョ ン ク ラスローダは EJB ク ラスローダの子です。

ク ラスローダの詳細については、 『WebLogic Server アプ リ ケーシ ョ ンの開発』
の 「ク ラスローダの概要」 と 「アプ リ ケーシ ョ ンのク ラスローダ」 を参照して く
ださい。
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ejb-client.jar の指定

WebLogic Server では、 ejb-client.jar ファ イルを使用できます。

ejb-client.jar には、ホーム インタフェースとリモート インタフェース、主
キー クラス (適当な場合 )、およびそれらが表すファイルが格納されます。 
WebLogic Server は、クラスパスで参照されるファイルを ejb-client.jar に追
加しません。 これにより、WebLogic Server では、java.lang.String などの汎
用クラスを追加することなく、必要なカスタム クラスを ejb-client.jar に追
加することができます。 

たとえば、 ShoppingCart リモー ト  インタフェースが Item ク ラスを返すメ ソ ッ
ドを持っている と します。 このクラスはこのリモート インタフェースが参照し、
ejb-jar ファイルに入っているので、クライアント Jar に含まれます。

ejb-client.jar ファイルの作成は、Bean の ejb-jar.xml デプロイメント記述
子ファイルでコンフィグレーションします。ejbc で Bean をコンパイルすると、
WebLogic Server が ejb-client.jar を作成します。 

ejb-client.jar を指定するには、 次の手順に従います。

1. コマンド  ラインから  javac コンパイ ラを使用して、 Bean の Java ク ラスを
ディ レク ト リにコンパイルします。

2. 6-3 ページの 「WebLogic Server の EJB デプロイ メ ン ト  ファ イル」 のガイ ド
ラ インに従って、 EJB XML デプロイ メ ン ト記述子ファ イルをコンパイル済
みユニッ トに追加します。 

3. Bean の ejb-jar.xml ファ イルの ejb-client-jar デプロイ メン ト記述子を
次のよ うに編集して、 ejb-client.jar のサポート を指定します。

<ejb-client-jar>ShoppingCartClient.jar</ejb-client-jar>

4. weblogic.ejbc を使用して Bean にアクセスするためのコンテナ ク ラスを作
成し、 次のコマンドを使用して ejb-client.jar を作成します。 

$ java weblogic.ejbc <ShoppingCart.jar>
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マニフ ェス ト  クラスパス
コンテナ ク ラスには、 WebLogic Server が使用する  EJB の内部表現に加え
て、 ク ラ イアン トが使用する外部インタフェース  ( ホーム、 ローカル、 また
はリモート ) の実装も格納されます。

外部ク ラ イアン トは、 ejb-client.jar をそれぞれのク ラスパスに含めます。
Web アプリ ケーシ ョ ンは、 ejb-client.jar を \lib ディ レク ト リに含めます。

注意 : WebLogic Server のク ラスローディ ング動作は、 ク ライアン ト がスタンド
アロンかど うかによって異なり ます。 ejb-client.jar にアクセスできる
スタンドアロンのク ライアン トは、 ネッ ト ワーク経由で必要なク ラスを

ロードできます。 ただしセキュ リ テ ィ上の理由から、 サーバ インスタン
スで動作しているプログラムに基づく ク ライアン トはネッ ト ワーク経由

でク ラスをロードできません。 

マニフェスト  クラスパス

JAR ファ イルが別の JAR ファ イルを参照できるかど うかを指定するには、 マニ
フェス ト  ファ イルを使用します。 スタンドアロン  EJB ではマニフェス ト  ク ラス
パスを使用できません。 マニフェス ト  ク ラスパスは、 EAR ファ イル内にデプロ
イ されているコンポーネン トに対してのみサポート されています。 ク ライアン ト

は、 マニフェス ト  ファ イルのク ラスパス  エン ト リにある  client.jar を参照し
ます。

マニフェス ト  ファ イルを使用して別の JAR ファ イルを参照するには、 次の手順
に従います。

1. 参照先 JAR ファ イルの名前を、 参照元 JAR ファ イルのマニフェス ト  ファ イ
ルの Class-Path ヘッダに指定します。

参照先 JAR ファ イルの名前には、 参照元 JAR ファ イルの URL を基準にし
た URL を使用します。 

2. マニフェス ト  ファ イル、 META-INF/MANIFEST.MF を  JAR ファ イルに指定
します。

3. マニフェス ト  ファ イルの Class-Path エン ト リは次のよ うにな り ます。

Class-Path:AAyy.jar BByy.jar CCyy.jar.
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注意 : このエン ト リは、 スペース区切 りの JAR ファ イル リ ス ト です。

EJB のホーム / リモー ト  インタフェースを呼び出し側コンポーネン トのク ラスパ
スに配置するには、 次の手順に従います。

1. ejbc を使用して、 EJB を JAR ファ イルにコンパイルします。

2. client.jar ファ イルを作成します。 client.jar の使用方法については、
6-16 ページの 「ejb-client.jar の指定」 を参照して ください。

3. client.jar を  Bean のすべてのク ラ イアン ト と一緒に EAR に配置します。

4. EAR をマニフェス ト  ファ イルで参照します。
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7 WebLogic Server への EJB のデ
プロイ

以下の各節では、 WebLogic Server の起動時、 または 動作中の WebLogic Server 
に EJB をデプロイする手順について説明します。

� 役割と分担

� WebLogic Server 起動時の EJB のデプロイ メ ン ト

� 動作中の WebLogic Server への EJB のデプロイ

� 動作中の環境への新しい EJB のデプロイ メン ト

� デプロイ済み EJB のアンデプロイ

� EJB の再デプロイ

� コンパイル済み EJB ファ イルのデプロイ

� 未コンパイルの EJB ファ イルのデプロイ

� コンテナ管理による関係に関するデプロイ メ ン ト の制限

役割と分担

以降の節は主に次の読者を対象と しています。

� WebLogic Server コンテナで動作するよ うに EJB をコンフ ィグレーシ ョ ンす
るデプロイヤ

� 複数の EJB と  EJB リ ソースを リ ンク してよ り大規模な Web アプリ ケーシ ョ
ン システムを作成するアプリ ケーシ ョ ン  アセンブラ

� 新規の EJB JAR ファ イルを作成およびコンフ ィグレーシ ョ ンする  EJB 開発
者
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WebLogic Server の 1 つまたは複数のインスタンスに EJB を作成、 変更、 および
デプロイできます。 EJB デプロイ メ ン ト を設定し、 EJB 参照を実際のリ ソース  
ファ ク ト リ 、 ロール、 およびサーバ上で使用可能な他の EJB に割 り当てるには、
XML デプロイ メ ン ト記述子ファ イルを編集します。

WebLogic Server 起動時の EJB のデプロイ
メン ト

WebLogic Server の起動時に EJB を自動的にデプロイするには、 次の手順に従い
ます。

1. 6-6 ページの 「EJB デプロイ メ ン ト記述子の指定と編集」 の手順に従って、
必要な WebLogic Server XML デプロイ メ ン ト  ファ イルがデプロイ可能な EJB 
JAR ファ イルまたはデプロイ メ ン ト  ディ レク ト リに入っているこ とを確認し
ます。

2. テキス ト  エディ タまたは Administration Console の EJB デプロイ メ ン ト記述
子エディ タを使用して、 XML デプロイ メ ン ト記述子要素を必要に応じて編
集します。

3. 6-13 ページの 「EJB ク ラスのコンパイルと  EJB コンテナ ク ラスの生成」 の
手順に従って、 WebLogic Server に必要な実装ク ラスをコンパイルします。 

コンテナ ク ラスをコンパイルする と、 デプロイ メ ン ト  ディ レク ト リに JAR 
ファ イルが格納されます。 EJB を  WebLogic Server の起動時に自動的にデプ
ロイする場合は、 デプロイする  EJB を次のディ レク ト リに格納します。 

mydomain\applications ディ レク ト リ

EJB JAR ファ イルが別のディ レク ト リにある場合、 このファ イルを起動時に
デプロイするには、 このディ レ ク ト リにコピーしておく必要があ り ます。

4. WebLogic Server を起動します。

起動する と  WebLogic Server は、 指定した EJB JAR ファ イルまたはデプロ
イ メ ン ト  ディ レク ト リ を自動的にデプロイし よ う と します。 

5. Administration Console を起動します。
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動作中の WebLogic Server への EJB のデプロイ
6. 左ペインで [ デプロイ メン ト ] をク リ ッ ク し、 [EJB] ノードをク リ ッ ク しま
す。

サーバの EJB デプロイ メ ン トの リ ス ト がノードの下に表示されます。

異なるアプリケーションへの EJB のデプロイメン
ト

リモー ト呼び出しによって複数の異なったアプリ ケーシ ョ ンに EJB をデプロ
イする と き、 EJB を呼び出すために call-by-reference は使用できません。
代わりに、 pass-by-value を使用します。 一般に、 相互に対話するコンポー
ネン トは call-by-reference を使用できるよ うに同じアプ リ ケーシ ョ ン内
に配置する必要があ り ます。 デフォル トでは、 同じサーバから呼び出された 
EJB メ ソ ッ ドは引数を参照で渡します。 パラ メータはコピーされないので、
これによってメ ソ ッ ド呼び出しのパフォーマンスが向上します。 EJB が リ
モー トで (同じサーバ以外から ) 呼び出される場合は、 pass-by-value にす
る必要があ り ます。

動作中の WebLogic Server への EJB のデ
プロイ 

EJB JAR ファ イルまたはデプロイ メ ン ト  ディ レク ト リ を 
wlserver/config/mydomain/applications ディ レク ト リに配置する と  EJB を
直ちにデプロイできますが、 デプロイ済みの EJB を変更した場合は、 その変更
を有効にするために EJB を再デプロイする必要があ り ます。 

WebLogic Server を再起動できない場合に備えて、 自動デプロイ メン ト とい う方
法が用意されています。 自動デプロイ メ ン ト では、 更新された  EJB のみを管理
サーバにデプロイ し、 ド メ インの管理対象サーバには EJB をデプロイしません。
自動デプロイ メ ン ト機能を使用する と、 次の作業を行う こ とができます。

� 新し く開発した  EJB を動作中のプロダクシ ョ ン  システムにデプロイする
WebLogic エンタープライズ JavaBeans プログラマーズ ガイ ド 7-3
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� デプロイ済みの EJB を削除して、 データへのアクセスを制限する

� デプロイ済みの EJB 実装ク ラスを更新して、 バグを修正した り、 新機能をテ
ス ト した りする

コマンド  ラインまたは Administration Console から  EJB をデプロイする場合で
も、 更新する場合でも、 自動デプロイ メ ン ト機能を利用するこ とにな り ます。 以

降の節では、 自動デプロイ メ ン トの概念と手順について説明します。

EJB デプロイメン ト名

EJB JAR ファ イルまたはデプロイ メ ン ト  ディ レク ト リ をデプロイする場合は、
デプロイ メ ン ト  ユニッ トの名前を指定します。 この名前を使用する と、 後で 
EJB をアンデプロイした り更新した りする場合に、 EJB デプロイ メ ン ト を簡単に
参照できます。

EJB をデプロイする場合は、 WebLogic Server が、 JAR ファ イルまたはデプロイ
メ ン ト  ディ レク ト リのパスおよびファ イル名と一致するデプロイ メ ン ト名を明
示的に割 り当てます。 この名前を使用する と、 サーバが起動した後に Bean をア
ンデプロイまたは更新できます。

注意 : EJB デプロイ メ ン ト名は、 サーバが再起動されるまで、 WebLogic Server 
内でアクティブなままです。 EJB をアンデプロイ しても、 関連付けられ
たデプロイ メ ン ト名は削除されません。 Bean をデプロイするために後で
その名前を使う場合があるからです。

動作中の環境への新しい EJB のデプロイメン ト

デプロイ されていない EJB JAR ファ イルまたはデプロイ メ ン ト  ディ レ ク ト リ を  
WebLogic Server をデプロイするには、 次の手順に従います。

1. WebLogic Server Administration Console を起動します。

2. 作業対象のド メ インを選択します。

3. Console の左ペインで、 [デプロイ メ ン ト ] をク リ ッ ク します。
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4. Console の左ペインで、 [EJB] をク リ ッ ク します。 Console の右ペインのテー
ブルに、 デプロイ されたすべての EJB が表示されます。

5. [新しい EJB のコンフ ィグレーシ ョ ン ] を選択します。

6. コンフ ィグレーシ ョ ンする  EAR、 WAR、 または JAR ファ イルを指定しま
す。 展開されたアプリ ケーシ ョ ンまたはコンポーネン ト  ディ レ ク ト リ をコン
フ ィグレーシ ョ ンする こ と もできます。 WebLogic Sever は、 指定したディ レ
ク ト リおよびその下位ディ レク ト リで見つかった全コンポーネン ト をデプロ

イ します。 

7. ディ レ ク ト リ またはファ イルの左側の [select] をク リ ッ ク し、 目的のファ イ
ルを選択して次の手順に進みます。

8. [使用可能なサーバ ] から対象サーバを選択します。 

9. 表示されたフ ィールドに EJB またはアプリ ケーシ ョ ンの名前を入力します。 

10. [ コンフ ィグレーシ ョ ン とデプロイ ] をク リ ッ ク し、 EJB またはアプ リ ケー
シ ョ ンをインス トールします。 Administration Console の [デプロイ ] パネル
に、 EJB のデプロイ メ ン ト  ステータスとデプロイ メ ン ト  アクテ ィ ビテ ィが
一覧表示されます。 

11.使用可能なタブで、 以下の情報を入力します。

� [ コンフ ィグレーシ ョ ン ] - ステージング モードを編集し、デプロイ メ ン ト
順を入力します。

� [対象 ] - [選択可 ] リ ス ト から  [選択済み ] リ ス ト にサーバを移動し、このコ
ンフ ィグレーシ ョ ン済み EJB またはアプリ ケーシ ョ ンの対象サーバを指
定します。

� [デプロイ ] - EJB、 アプ リ ケーシ ョ ンを、 すべての対象サーバ、 または選
択した対象サーバにデプロイ します。 あるいは、 すべての対象サーバ、

または選択した対象サーバから  EJB、 アプ リ ケーシ ョ ンをアンデプロイ
します。

� [ モニタ ] - EJB またはアプリ ケーシ ョ ンのセッシ ョ ンをモニタします。

� [ メモ ] - EJB またはアプリ ケーシ ョ ンに対する注釈を入力します。
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固定 EJB のデプロイメン ト  - 特別な手順が必要

.jar  ファ イルに未コンパイルのク ラスおよびインタフェースが含まれる場合

に、 ク ラスタ内の 1 つのサーバ インスタンスに EJB をデプロイまたは再デプロ

イする  (固定デプロイ メ ン ト と呼ばれる ) と、 問題が生じ るこ とが知られていま

す。 

未コンパイルの EJB は、 デプロイ中にク ラスタ内の各サーバ インスタンスにコ

ピーされますが、 この EJB はデプロイ先のサーバ インスタンス上でしかコンパ

イルされません。 その結果、 EJB の対象と されなかったク ラスタのサーバ イン

スタンスには、 コンパイルの過程で生成される、 EJB の呼び出しに必要なク ラス

が存在しません。 別のサーバ インスタンスのク ライアン ト が固定 EJB を呼び出

そう と しても失敗し、 RMI レイヤでアサーシ ョ ン エラーが送出されます。 

ク ラスタ内の 1 つのサーバ インスタンスに EJB をデプロイまたは再デプロイす

る場合は、 生成されたク ラスが、 ク ラスタ内のすべての ノードに利用可能なすべ

てのサーバ インスタンスに必ずコピーされるよ うに、 デプロイ前にその EJB を  

ejbc でコンパイルして ください。 

固定デプロイ メ ン ト の詳細については、 「WebLogic ク ラスタの設定」 を参照し

て ください。

デプロイ済み EJB の表示

デプロイ済み EJB を表示するには、 次の手順に従います。

1. Administration Console を起動します。

2. 左ペインの [デプロイ メ ン ト ] ノードをク リ ッ ク し、 EJB サブノードを選択
します。 ド メ インにデプロイ された  EJB のリ ス ト が、 [EJB] の下と右ペイン
に表示されます。
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デプロイ済み EJB のアンデプロイ

EJB のアンデプロイ メ ン トは、 すべてのク ライアン トにその EJB を使用できな
くする効果的な方法です。 EJB をアンデプロイする と、 直ちに、 指定した EJB 
の実装ク ラスがサーバ内で使用不可になったこ とが示されます。 WebLogic 
Server は実装ク ラスを自動的に削除して、 その Bean を使用していたすべてのク
ラ イアン ト に UndeploymentException を伝播します。

アンデプロイ メ ン トによって、 指定した EJB のパブリ ッ ク  インタフェース  ク ラ
スがすべて自動的に削除されるわけではあ り ません。 これらのク ラスへの参照が

すべて解放されるまで、 パブリ ッ ク  インタフェースで参照されるホーム  インタ
フェース、 リモー ト  インタフェース、 およびすべてのサポート  ク ラスの実装は、
サーバ内に残り ます。 パブ リ ッ ク  ク ラスは、 参照が解放された時点で、 通常の 
Java ガベージ コレクシ ョ ン  ルーチンによって削除できます。

同様に、 EJB をアンデプロイしても、 ejb.jar ファ イルまたはデプロイ メ ン ト  
ディ レ ク ト リに関連付けられたデプロイ メ ン ト名は削除されません。 デプロイ メ

ン ト名は、 後で EJB を更新する こ とができるよ うにサーバ内に残 り ます。

EJB のアンデプロイメン ト

デプロイ済み EJB をアンデプロイするには次の手順に従います。

WebLogic Server Administration Console を使用する場合

1. 左ペインでコンポーネン ト を選択します。

2. コンポーネン ト の [デプロイ メ ン ト ] テーブルで、 アンデプロイするコン
ポーネン ト を選択します。

3. [適用 ] をク リ ッ ク します。

EJB をアンデプロイ しても、 WebLogic Server から  EJB デプロイ メ ン ト名は削除
されません。 EJB は、 アンデプロイ された後に変更された場合を除いて、 サーバ 
セッシ ョ ンが持続している間、 アンデプロイ されたままです。 サーバを再起動す
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るまで、 deploy 引数でデプロイ メ ン ト名を再利用する こ とはできません。 次の
項で説明するよ うに、 デプロイ メ ン トの更新にそのデプロイ メ ン ト名を再使用で

きます。

EJB の再デプロイ

デプロイ済みの EJB のク ラスを変更した場合、 以下のいずれかを行う まで、 変
更は WebLogic Server で反映されません。

� サーバを再起動する  (JAR またはディ レク ト リ を自動的にデプロイする場合
)。

または

� EJB デプロイ メ ン ト を再デプロイする。

EJB デプロイ メ ン ト を再デプロイする と、EJB プロバイダがデプロイ済みの EJB 
のク ラスを変更し、 再コンパイルしてから、 動作中のサーバのク ラスを 「更新」

できるよ うにな り ます。 

再デプロイ プロセス

EJB デプロイ メ ン ト を再デプロイする と、 直ちに、 ロード済みの EJB のク ラス
がサーバ内で使用不可になったこ とが示され、 EJB のク ラスローダと関連ク ラス
が削除されます。 同時に、 改版された  EJB ク ラスをロード して維持する新規の 
EJB ク ラスローダが作成されます。

ク ライアン ト が次に EJB への参照を必要とする場合、 ク ラ イアン ト の EJB メ
ソ ッ ドの呼び出しでは、 変更済みの EJB ク ラスが使用されます。
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コンパイル済み EJB フ ァ イルのデプロイ
再デプロイ手順

スタンドアロンまたはアプ リ ケーシ ョ ンの一部を構成する  EJB を再デプロイす
るには、 weblogic.Deployer ツールまたは Administration Console を使用しま
す。

weblogic.Deployer を使用して再デプロイするには、 次の手順に従います。

1. -deploy フラグを使用します。

java weblogic.Deployer -deploy ejb_name

WebLogic Server Administration Console を使用して再デプロイするには、 次の手
順に従います。

1. コンソールの左ペインの [デプロイ メ ン ト ] ノードから  [EJB] を選択するか、
または EJB がアプリ ケーシ ョ ンの一部となっている場合は、 [ アプリ ケー
シ ョ ン ] を選択してから、 アプ リ ケーシ ョ ン名を選択します。

2. 再デプロイする  EJB の名前をク リ ッ ク します。

3. 右ペインの [ デプロイ ] タブをク リ ッ ク します。

4. [再デプロイ ] をク リ ッ ク します。

コンパイル済み EJB ファイルのデプロイ

コンパイル済みの EJB 2.0 JAR または EAR ファ イルを作成するには、 次の手順
に従います。

1. javac を使用して、 EJB ク ラス と インタフェースをコンパイルします。

2. EJB ク ラス と インタフェースを有効な JAR または EAR ファ イルにパッケー
ジ化します。

3. JAR ファ イルに対して weblogic.ejbc を使用して、 WebLogic Server コンテ
ナ ク ラスを生成します。 ejbc の使用方法については、 8-21 ページの 「ejbc」
を参照して ください。
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7 WebLogic Server への EJB のデプロイ
以前のバージ ョ ンの WebLogic Server からコンパイル済みの EJB を作成するに
は、 次の手順に従います。

1. EJB JAR ファ イルに対して weblogic.ejbc を実行して、 EJB 2.0 のコンテナ 
ク ラスを生成します。

2. コンパイルした ejb JAR ファ イルを次の場所にコピーします。

mydomain\applications\DefaultWebApp ディレクトリ

注意 : 以前のバージ ョ ンの EJB は、 EJB コンテナにデプロイする前に、 すべて
手動で再コンパイルする必要があ り ます。 これをしない場合、 WebLogic 
Server が自動的にそれらの EJB を再コンパイルし、 エラーがあればコン
パイ ラから出力が別のログ  ファ イルに送られます。

(再パッケージ化、 再コンパイル、 または既存の ejb.jar ファ イルにコピーして
) applications 内のコンパイル済み ejb.jar ファ イルの内容を変更した場合、
WebLogic Server は、 自動デプロイ メ ン ト機能を利用して、 ejb.jar を自動的に
再デプロイ しよ う と します。

未コンパイルの EJB ファイルのデプロイ

WebLogic Server コンテナを使用する と、 未コンパイルの EJB ク ラスおよびイン
タフェースが入った JAR ファ イルも自動的にデプロイする こ とができます。 未
コンパイル EJB ファ イルはコンパイル済みファ イルと同じ構造を持っています
が、 次の点で異な り ます。

� 個々のク ラス ファ イルと インタフェースをコンパイルする必要があ り ませ
ん。

� パッケージ化された JAR ファ イルに対して weblogic.ejbc を使用して、
WebLogic Server コンテナ ク ラスを生成する必要があ り ません。

JAR ファ イル内の .java または .class ファ イルは、Java パッケージ階層と同じ
サブディ レク ト リにパッケージ化する必要があ り ます。 また、 すべての 
ejb.jar ファ イルと同じよ うに、 適切な XML デプロイ メ ン ト  ファ イルを  
META-INF ディ レク ト リの最上位に置く必要があ り ます。
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コンテナ管理による関係に関するデプロイ メ ン トの制限
未コンパイルのク ラスをパッケージ化したら、 JAR を  
wlserver\config\mydomain\applications ディ レク ト リにコピーするだけで
す。 WebLogic Server は、 必要に応じて、 javac を自動的に実行して  ( または
ユーザがコンパイ ラを指定して )、 .java ファ イルをコンパイルし、
weblogic.ejbc を実行してコンテナ ク ラスを生成します。 コンパイルされたク
ラスは、 mydomain\applications\DefaultWebApp の新しい JAR ファ イルにコ
ピーされ、 EJB コンテナにデプロイ されます。

(再パッケージ化するか、 JAR ファ イルにコピーするかして ) applications 
ディ レ ク ト リ内の未コンパイル ejb.jar を変更した場合、 WebLogic Server は、 変
更された  JAR を同じ手順で自動的に再コンパイルして再デプロイ します。

コンテナ管理による関係に関するデプロイ

メン トの制限

コンテナ管理による関係を持つ EJB は、 同じ  JAR ファ イルでデプロイする必要
があ り ます。 コンテナ管理による関係の詳細については、 5-44 ページの 「コンテ

ナ管理による関係」 を参照して ください。
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8 WebLogic Server EJB のユー

ティ リティ

以下の節は、 EJB で使用する  WebLogic Server に付属のユーティ リテ ィおよびサ
ポート  ファ イルの詳細な リ ファレンスです。

� EJBGen

� ejbc (weblogic.ejbc)

� DDConverter (weblogic.ejb.utils.DDConverter)

� weblogic.Deployer (weblogic.Deployer)

� weblogic.deploy (weblogic.deploy)

EJBGen

EJBGen は、 エンタープラ イズ JavaBean 2.0 のコード  ジェネレータです。 Bean 
ク ラスファ イルに javadoc タグで注釈を付けた後、EJBGen を使用して EJB アプ
リ ケーシ ョ ンの リモー ト ク ラス、 ホーム  ク ラス、 および、 デプロイ メ ン ト記述
子ファ イルを生成する こ とができるので、 編集および管理すべき  EJB ファ イル
の数を 1 つに減らせます。 

BEA WebLogic 7.0 のサンプルをインス トール済みであれば、
SAMPLES_HOME\server\src\examples\ejb20\ejbgen に、 EJBGen を使用した
¢Bands£ とい う名前のサンプル アプリ ケーシ ョ ンがあ り ます。 

EJBGen 構文

javadoc -docletpath weblogic.jar -doclet 
weblogic.tools.ejbgen.EJBGen (YourBean).java
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ク ラスパス内に weblogic.jar がない場合は、次のよ うに weblogic.jar にパス
を追加します。

javadoc -docletpath <path_to_weblogic.jar> weblogic.jar -doclet 
weblogic.tools.ejbgen.EJBGen (YourBean).java

他の EJB との関係がある  EJB に対して  EJBGen を呼び出す場合は、 次のよ うに 
EJB の後に、 関係する  EJB を指定してその EJB を呼び出します。 

 javadoc -docletpath weblogic.jar -doclet 
weblogic.tools.ejbgen.EJBGen (YourBean).java (RelatedBean).java

EJBGen では次のオプシ ョ ンを使用します。

オプション 定義

-d [directory] このディレク ト リの下にすべての

ファ イルが作成される。 

-ignorePackage このフラグを設定する と、 EJBGen は
生成した Java フ ァ イルのパッケージ
名を無視し、 -d フラグで指定された
出力ディレク ト リにフ ァ イルを作成

する  (-d フラグが指定されていない場
合は、 カレン ト  ディレク ト リ )。 

-pfd1 このフラグを設定する と、 EJBGen は 
EJB 2.0 の最終草案 バージ ョ ン  1 と互
換したデプロイ メ ン ト記述子を生成

する。 Weblogic 6.1 よ り前のバージ ョ
ンを使用する場合には、 このフラグ

を必ず使用する。 

-ejbPrefix [string] (default: "") EJB ク ラ ス生成時に使用するプレ
フ ィ ッ クス。 

-ejbSuffix [string] (default: 
"Bean" or "EJB")

EJB ク ラ ス生成時に使用するサフ ィ ッ
クス。 

-localHomePrefix [string] 
(default: "")

ローカル EJB ク ラス生成時に使用す
るプレフ ィ ッ クス。 
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-localHomeSuffix [string] 
(default: "LocalHome")

ローカル EJB ク ラス生成時に使用す
るサフ ィ ッ クス。 

-remoteHomePrefix [string] 
(default: "")

リモー ト  EJB ホーム  ク ラス生成時に
使用するプレフ ィ ッ クス。 

-remoteHomeSuffix [string] 
(default: "Home")

リモー ト  EJB ホーム  ク ラス生成時に
使用するサフ ィ ッ クス。 

-remotePrefix [string] (default: 
"")

リモー ト  EJB ク ラス生成時に使用す
るプレフ ィ ッ クス。 

-remoteSuffix [string] (default: 
"")

リモー ト  EJB ク ラス生成時に使用す
るサフ ィ ッ クス。 

-localPrefix [string] (default: 
"")

ローカル EJB ク ラス生成時に使用す
るプレフ ィ ッ クス。 

-localSuffix [string] (default: 
"Local")

ローカル EJB ク ラス生成時に使用す
るサフ ィ ッ クス。 

-valueObjectPrefix [string] 
(default: "")

Value オブジェク ト  ク ラ ス生成時に使
用するプレフ ィ ッ クス。 

-valueObjectSuffix [string] 
(default: "Value")

Value オブジェク ト  ク ラ ス生成時に使
用するサフ ィ ッ クス。 

-jndiPrefix [string] (default: "") @remote-jndi-name と  
@local-jndi-name で使用するプレ
フ ィ ッ クス。

-jndiSuffix [string] (default: "") @remote-jndi-name と  
@local-jndi-name で使用するサ
フ ィ ッ クス。

-checkTags このオプシ ョ ンで起動した場合、

EJBGen はどのク ラス も生成しない
が、 コマンド ラ インで指定したク ラ

スに対して有効でない EJBGen タグを
見つける。 

オプション 定義
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-docTags EJBGen によって把握された、 すべて
のタグを出力する。 注意点と して、

このオプシ ョ ンでどのソースフ ァ イ

ルも必要ないにもかかわらず、 コマ

ン ド ラ インで既存の Java ク ラスを指
定しな くてはならない。 これをしない
と、 このフラグを認識したにもかか

わらず、 Javadoc はエラーメ ッセージ
を返す。 

-docTag tagName 把握されているすべての属性など、

このタグの詳細な説明を出力する。

注意点と して、 このオプシ ョ ンでど

のソースファ イルも必要ないにもか

かわらず、 コマンド ラ インで既存の 
Java ク ラ スを指定しな くてはならな
い。 これをしないと、 このフラグを認
識したにもかかわらず、 Javadoc はエ
ラーメ ッセージを返す。 

-docTagsHtml -docTags と同じであるが、 HTML 文
書を生成する。 

-propertyFile [fileName] EJBGen が置換変数を定義するのに読
み込む、 プロパテ ィ  ファ イルの名前。
置換変数のドキュ メ ン ト を参照のこ

と。

-valueBaseClass [className] 削除された。 value.baseClass 変
数を使用する。 

-noValueClasses これを指定する と、 Value ク ラ スは生
成されな くなる。 

オプション 定義
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EJBGen の例

注釈を付けた Bean ファ イルを次に示しますが、 これを基に EJBGen はリモー ト  
インタフェース、 ホーム  インタフェース、 デプロイ メ ン ト記述子ファ イルを生
成します。 AccountBean.java がメ インの Bean ク ラスです。 これは CMP EJB 2.0 
エンティテ ィ  Bean です。 

/**

 * @ejbgen:entity

 *   ejb-name = AccountEJB-OneToMany

 *   data-source-name = examples-dataSource-demoPool

 *   table-name = Accounts

 *   prim-key-class = java.lang.String

 *

 * @ejbgen:jndi-name

 *   local = one2many.AccountHome

 * @ejbgen:finder

 *   signature = "Account findAccount(double balanceEqual)"

 *   ejb-ql = "WHERE balance = ?1"

 *

 * @ejbgen:finder

 *   signature = "Collection findBigAccounts(double 
balanceGreaterThan)"

 *   ejb-ql = "WHERE balance > ?1"

 *

 * @ejbgen:relation

 *   name = Customer-Account

 *   target-ejb = CustomerEJB-OneToMany

 *   multiplicity = many

 *   cmr-field = customer

 *
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 */

abstract public class AccountBean implements EntityBean {

  /**

   * @ejbgen:cmp-field column = acct_id

   * @ejbgen:primkey-field

   * @ejbgen:remote-method transaction-attribute = Required

   */

  abstract public String getAccountId();

  abstract public void setAccountId(String val);

  // ....

}

この例でも見られるよ うに、 タグには、 それが使用できる場所に応じてク ラス  
タグ と メ ソ ッ ド  タグの 2 種類があ り ます。 

ファ イルの編集を終えたら、 次の javadoc コマンドを通して EJBGen を起動しま
す。 

javadoc -docletpath weblogic.jar -doclet 
weblogic.tools.ejbgen.EJBGen AccountBean.java

javadoc が存在すれば、 次のファ イルが生成されます。 

� Account.java 

� AccountHome.java 

� ejb-jar.xml 

� weblogic-ejb-jar.xml 

� weblog-cmp-rdbms-jar.xml 
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EJBGen タグ

次のタグを使って Bean ファ イルに注釈を付けます。

@ejbgen:automatic-key-generation

使用場所 : ク ラス

適用対象 : エンティテ ィ  Bean

@ejbgen:cmp-field

使用場所 :  メ ソ ッ ド

適用対象 : エンティテ ィ  Bean

属性 説明 必須

cache-size 主要キャ ッシュのサイズ。 必須

name ジェネレータの名前。 必須

type ジェネレータのタイプ。 必須

属性  説明  必須

column CMP フ ィールドがマップされるカラム。 必須

column-type  このカラムのタ イプ (OracleClob | OracleBlob)。 省略可能

ordering-numbe
r (0..n)

このフ ィールドがシグネチャおよびコンス ト ラ ク

タ内に置かれるべき順番。 この順序付けを有効に

するためには、 すべての CMR および CMP フ ィー
ルドがこの属性で異なる数値を持つ必要がある。 

省略可能
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@ejbgen:cmr-field

使用場所 : メ ソ ッ ド

適用対象 : エンティテ ィ

@ejbgen:create-default-rdbms-tables

使用場所 : ク ラス

適用対象 : エンティテ ィ  Bean

@ejbgen:ejb-client-jar

使用場所 : ク ラス

適用対象 : すべて Bean のタイプ

属性  説明  必須

ordering-numbe
r (0..n)

このフ ィールドがシグネチャおよびコンス ト ラ ク

タ内に置かれるべき順番。 この順序付けを有効に

するためには、 すべての CMR および CMP フ ィー
ルドがこの属性で異なる数値を持つ必要がある。 

省略可能

属性  説明  必須

file-name 生成する ク ラ イアン ト  jar の名前。 複数の EJB にこ
のタグがあった場合、 指定された jar フ ァ イルの う

ち 1 つだけがデプロイ メ ン ト記述子に含められる。 

必須
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@ejbgen:ejb-local-ref

使用場所 : ク ラス

適用対象 : すべて Bean のタイプ

@ejbgen:ejb-ref

使用場所 : ク ラス

適用対象 : すべて Bean のタイプ

属性  説明  必須

home Bean のローカル ク ラ ス  省略可能

jndi-name 参照の JNDI 名。 省略可能

link Bean の リ ンク。 省略可能

local Bean のホーム  ク ラス。 省略可能

name 参照の名前。 省略可能

type  (Entity | Session) 省略可能

属性  説明  必須

home Bean の リモート  ク ラス。 省略可能

jndi-name 参照の JNDI 名。 省略可能

link Bean の リ ンク。 省略可能

name 参照の名前。 省略可能

remote Bean のホーム ク ラ ス。 省略可能

type (Entity | Session) 省略可能
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@ejbgen:entity

使用場所 : ク ラス

適用対象 : エンティテ ィ  Bean

属性  説明 必須

ejb-name エンテ ィテ ィ  Bean の名前。 必須

prim-key-clas
s

NULL 必須

abstract-sche
ma-name

この EJB の抽象スキーマ名。 指定されない場合、
ejb-name の値が使用される。 

省略可能

concurrency-s
trategy

この Bean の同時方式を定義する  (Optimistic | 
ReadOnly | Exclusive | Database)。 

省略可能

data-source-n
ame

データソース名 (config.xml で宣言したのと同じ )。 省略可能

db-is-shared (True | False) 省略可能

default-transa
ction

詳細な ト ランザクシ ョ ン属性を設定しない、 すべて

のメ ソ ッ ドに適用される ト ランザクシ ョ ン属性。 
省略可能

delay-databas
e-insert-until

 (ejbCreate | ejbPostCreate) 省略可能

delay-updates
-until-end-of-
tx

ト ランザクシ ョ ン  コ ミ ッ ト後に更新が送信されるか
ど うか (True | False)。 

省略可能

idle-timeout-s
econds

ある  EJB がキャ ッシュ内に置かれる最長の時間。 省略可能

invalidation-t
arget

コンテナ管理による永続性 エンテ ィテ ィ  EJB が変更
された場合に無効とすべき、 読み込み専用エンテ ィ

テ ィ  Bean の ejb-name。 

省略可能

max-beans-in
-cache

キャ ッシュ内の Bean の最大数。 省略可能
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@ejbgen:env-entry

使用場所 : ク ラス

適用対象 : すべて Bean のタイプ 

persistence-ty
pe

このエンテ ィテ ィ  Bean のタイプ (cmp | bmp)。デフォ
ル トは cmp。 

省略可能

prim-key-clas
s-nogen

(True | False)。 このキーワードを指定した場合、
EJBGen は (各自が提供するものと仮定して ) 主キー 
ク ラスを生成しな くなる。 

省略可能

read-timeout-
seconds

読み込み専用エンテ ィテ ィ  Bean に ejbLoad() を呼び
出す間隔の秒数。 

省略可能

reentrant  (True | False) 省略可能

run-as  この EJB のロール名を指定する。 省略可能

run-as-identit
y-principal

ロールを複数プ リンシパルにマップする場合のプ リ

ンシパル名を指定する。

省略可能

table-name 主キーの Java ク ラ ス。 複合主キーの場合、 このク ラ
スは EJBGen によって生成される。 

省略可能

trans-timeout-
seconds

ト ランザクシ ョ ンのタ イムアウ ト  (秒数 )。 省略可能

use-caller-ide
ntity

この EJB が呼び出し側の ID を使用するかど うか 
(True | False)。 

省略可能

属性  説明 必須

属性  説明  必須

name この環境エン ト リの名前。 必須

type この環境エン ト リの Java タ イプ (java.lang であっても完
全修飾しなければならない )。 

必須
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@ejbgen:finder

使用場所 : クラス

適用対象 : エンティテ ィ  Bean

value この環境エン ト リの値。 必須

属性  説明  必須

属性 説明  必須

ejb-ql デプロイ メ ン ト記述子に含まれる ものと同じ、 EJB QL 
リ クエス ト 。 

必須

signature ホーム  ク ラ スに生成したいシグネチャ と正確に一致さ
せなければならない。 EJBGen は適合例外を追加する
が、 各パラ メータについて、 java.lang であっても完全修
飾したタイプを必ず指定する。

必須

isolation-le
vel

このメ ソ ッ ドの ト ランザクシ ョ ン  アイ ソレーシ ョ ンの
タイプ。 

省略可能

transaction-
attribute

このローカル メ ソ ッ ドの ト ランザクシ ョ ン属性。 指定

されない場合、 デフォル トの ト ランザクシ ョ ン属性が

使用される。 このタグを付けたメ ソ ッ ドが、 ローカル 
ク ラス上に生成される。 

省略可能

weblogic-ej
b-ql

デプロイ メ ン ト記述子のものと同じ、 Weblogic EJB QL 
リ クエス ト 。 注意 : この リ スエス トが必要になる場合、

EJB QL と  WebLogic EJBQL を二重引用符で囲む必要が
ある。 

省略可能
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@ejbgen:jndi-name

使用場所 : ク ラス

適用対象 : すべて Bean のタイプ

@ejbgen:local-home-method

使用場所 : メ ソ ッ ド

適用対象 : エンティテ ィ  Bean、 セッシ ョ ン  Bean

@ejbgen:local-method

使用場所 : メ ソ ッ ド

適用対象 : エンティテ ィ  Bean、 セッシ ョ ン  Bean

属性 説明 必須

local この EJB のローカル JNDI 名。指定されない場合、 いず
れのローカル インタフェースも生成されない。 

省略可能

remote この EJB のリモート  JNDI 名。指定されない場合、 いず
れの リモート  インタフェースも生成されない。 

省略可能

属性 説明 必須

transaction-attribute このローカル メ ソ ッ ドの ト ランザクシ ョ ン属

性。 指定されない場合、 デフォル トの ト ラン

ザクシ ョ ン属性が使用される。 このタグを付

けたメ ソ ッ ドが、 ローカル ク ラ ス上に生成さ
れる。 

省略可能

属性 説明 必須

isolation-level このメ ソ ッ ドの ト ランザクシ ョ ン  アイ ソレー
シ ョ ンのタ イプ。 

省略可

能
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@ejbgen:message-driven

使用場所 : ク ラス

適用対象 : メ ッセージ駆動型 Bean

transaction-attribute このローカル メ ソ ッ ドの ト ランザクシ ョ ン属

性。 指定されない場合、 デフォル トの ト ラン

ザクシ ョ ン属性が使用される。 このタグを付

けたメ ソ ッ ドが、 ローカル ク ラス上に生成さ
れる。 

省略可

能

属性 説明 必須

属性 説明 必須

destination-jndi-nam
e

送り先の JNDI 名。 必須

ejb-name このメ ッセージ駆動型 Bean の名前。 必須

acknowledge-mode 確認応答モード  (auto-acknowledge | 
dups-ok-acknowledge)。 

省略可能

default-transaction 詳細な ト ランザクシ ョ ン属性を設定しない、

すべてのメ ソ ッ ドに適用される ト ランザク

シ ョ ン属性。 

省略可能

destination-type (javax.jms.Queue | javax.jms.Topic) 省略可能

durable destination-type が Topic の場合にこの属性を設
定する と、 恒久サブスク リプシ ョ ンとなる  
(True | False)。 

省略可能

initial-beans-in-free-
pool

フ リー プール内の Bean の初期数。 省略可能

max-beans-in-free-p
ool

フ リー プール内の Bean の最大数。 省略可能

message-selector JMS メ ッセージ セレク タ。 省略可能
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@ejbgen:primkey-field

使用場所 : メ ソ ッ ド

適用対象 : エンティテ ィ  Bean

@ejbgen:relation

使用場所 : ク ラス

適用対象 : エンティテ ィ  Bean

run-as この EJB のロール名を指定する。 省略可能

run-as-identity-princ
ipal

ロールを複数プ リ ンシパルにマップする場合

のプ リンシパル名を指定する。 
省略可能

trans-timeout-second
s

ト ランザクシ ョ ンのタ イムアウ ト  (秒数 )。 省略可能

use-caller-identity この EJB が呼び出し側の ID を使用するかど う
か (True | False)。 

省略可能

属性 説明 必須

属性 説明 必須

multiplicity (one | many) 必須

name 関係の名前。 ロールの関係の両端で同じ名前

を使用するよ うにする  (一方向でも この制約が
同様に適用される )。 

必須

target-ejb この関係のターゲッ ト  EJB 名。 必須

cascade-delete (True | False) 省略可能
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@ejbgen:remote-home-method

使用場所 : メ ソ ッ ド

適用対象 : エンティテ ィ  Bean、 セッシ ョ ン Bean

cmr-field この関係を格納する  CMR フ ィールド。 この
フ ィールドは省略可能である。 これを指定し

ない場合、 関係は一方向となる。 これを指定

する場合には、 fk-column 属性も合わせて指定
する。 

省略可能

fk-column 少な く と も  1 つの一方向関係のある場合のみ必
要になる。 一方向以外の EJB では、 相手の主
キーを保持するカラムを宣言しなければなら

ない。 

省略可能

joint-table 多対多関係のみで必要になる。 この関係を含

む結合テーブルを格納するのに使用する既存

テーブルの名前にするこ と。 複合主キーを使

用する場合、 これに関わる一連の外部キーを

カンマで区切って指定する必要がある。 

省略可能

role-name このロールの名前 ( たとえば、
「ParentHasChildren」 )。 指定されない場合、
EJBGen が代わりにこれを生成する。 関係を継
続的に使用しよ う とする場合には、 ロール名

を指定する必要がある。 

省略可能

属性 説明 必須

属性 説明 必須

transaction-attribute この リモート  メ ソ ッ ドの ト ランザクシ ョ ン属

性。 指定されない場合、 デフォル トの ト ラン

ザクシ ョ ン属性が使用される。 このタグを付

けたメ ソ ッ ドが、 リモート  ク ラス上に生成さ
れる。 

省略可能
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@ejbgen:remote-method

使用場所 : メ ソ ッ ド

適用対象 : エンティテ ィ  Bean、 セッシ ョ ン  Bean

@ejbgen:resource-env-ref

使用場所 : ク ラス

適用対象 : すべてのタイプの Bean

属性 説明 必須

isolation-level このメ ソ ッ ドの ト ランザクシ ョ ン  アイ ソレー
シ ョ ンのタ イプ。 

省略可能

transaction-attribute この リモート  メ ソ ッ ドの ト ランザクシ ョ ン属

性。 指定されない場合、 デフォル トの ト ラン

ザクシ ョ ン属性が使用される。 このタグを付

けたメ ソ ッ ドが、 リモー ト  ク ラ ス上に生成さ
れる。 

省略可能

属性 説明 必須

name リ ソース環境参照の名前。 必須

type リ ソース環境参照のタイプ (javax.jms.Queue な
ど ) 

必須

jndi-name リ ソースの JNDI 名。 省略可能
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@ejbgen:resource-ref

使用場所 : ク ラス

適用対象 : すべて Bean のタイプ

@ejbgen:role-mapping

使用場所 : ク ラス

適用対象 : すべて Bean のタイプ

属性 説明 必須

auth (Application | Container) 必須

jndi-name リ ソースの JNDI 名。 必須

name リ ソース名。 必須

type リ ソースのタ イプ (javax.sql.DataSource など )。 必須

sharing-scope (Shareable | Unshareable) 省略可能

属性 説明 必須

principals このロールのプ リンシパル名 ( カンマで区切る
)。 

必須

role-name ロール名。 必須
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@ejbgen:select

使用場所 : メ ソ ッ ド

適用対象 : エンティテ ィ  Bean

@ejbgen:session

使用場所 : ク ラス

適用対象 : セッシ ョ ン Bean

属性 説明 必須

ejb-ql この選択メ ソ ッ ド を定義する  EJB-QL。 注意 : 
メ ソ ッ ド名を 「ejbSelect」 から始める こ と。 

必須

result-type-mapping 返されたオブジェ ク ト を  EJBLocalObject また
は EJBOject にマップするかど うか (Remote | 
Local)。 

省略可能

weblogic-ejb-ql デプロイ メ ン ト記述子のものと同じ、

Weblogic EJB QL リ クエス ト。 注意 : この リ ス

エス トが必要になる場合、 EJB QL と  
WebLogic EJBQL を二重引用符で囲む必要が
ある。 

省略可能

属性 説明 必須

ejb-name このセッシ ョ ン Bean の名前。 必須

call-router-class-nam
e

ホーム  メ ソ ッ ド呼び出しのルーテ ィングに使
用する ク ラス名。

省略可能

default-transaction 詳細な ト ランザクシ ョ ン属性を設定しない、

すべてのメ ソ ッ ドに適用される ト ランザク

シ ョ ン属性。 

省略可能

idle-timeout-seconds ある  EJB がキャ ッシュ内に置かれる最長の時
間。 

省略可能
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initial-beans-in-free-
pool

フ リー プール内の Bean の初期数。 省略可能

is-clusterable この Bean がク ラスタ対応かど うか (True | 
False)。

省略可能

load-algorithm ホームのレプ リ カ間のバランシングを行うた

めのアルゴ リズムの名前 (RoundRobin | 
Random | WeightBased)。

省略可能

max-beans-in-cache キャ ッシュ内の Bean の最大数。 省略可能

max-beans-in-free-p
ool

フ リー プール内の Bean の最大数。 省略可能

methods-are-idempo
tent

ステート レス  セッシ ョ ン  Bean のメ ソ ッ ドが多
重呼び出し不変かど うか (True | False)。 

省略可能

run-as この EJB のロール名を指定する。 省略可能

run-as-identity-princ
ipal

ロールを複数プ リンシパルにマップする場合

のプ リ ンシパル名を指定する。 
省略可能

trans-timeout-second
s

ト ランザクシ ョ ンのタ イムアウ ト  (秒数 )。 省略可能

type セッシ ョ ン  Bean のタイプ (Stateless | Stateful)。
この属性が指定されない場合、 EJBGen は各自
のク ラ スの ejbCreate() メ ソ ッ ド を調べる こ と
によってこのタ イプを正確に推測する。 

省略可能

use-caller-identity この EJB が呼び出し側の ID を使用するかど う
か (True | False)。 

省略可能

属性 説明 必須
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@ejbgen:value-object

使用場所 : ク ラス

適用対象 : すべて Bean のタイプ

ejbc

EJB 2.0 および 1.1 のコンテナ ク ラスを生成およびコンパイルするには、
weblogic.ejbc ユーティ リ テ ィ を使用します。 EJB コンテナにデプロイするた
めに JAR ファ イルをコンパイルする場合は、 weblogic.ejbc を使用して、 コン
テナ ク ラスを生成する必要があ り ます。 

weblogic.ejbc では、 次の処理を実行します。

� 指定した  JAR ファ イルに EJB ク ラス、 インタフェース、 および XML デプ
ロイ メ ン ト記述子を配置する。

� すべての EJB ク ラスおよびインタフェースが EJB 仕様に準拠しているかど
うかをチェ ッ クする。

� EJB 用の WebLogic Server コンテナ ク ラスを生成する。

� RMI コンパイ ラを使用して各 EJB コンテナ ク ラスを実行して、 ク ラ イアン
トサイ ドの動的プロキシとサーバサイ ド  バイ ト  コードを作成する。

注意 : ejbc は、 JAR ファ イルおよび展開ディ レク ト リの両方を入力と して受け
付けます。

出力 JAR ファ イルを指定する と、 ejbc は、生成するファ イルをすべて  JAR ファ
イルに入れます。

属性 説明 必須

reference 他の EJB のク ラスにアクセスする時に、
Value オブジェク ト  ク ラ スがどのオブジェ ク
ト を参照すべきかを指定する  (Local | Value)。

必須
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ejbc は、 デフォル トで javac をコンパイ ラ と して使用します。 パフォーマンス
を向上させるには、 -compiler フラグを使用して別のコンパイラ  (Symantec の 
sj など ) を指定します。

WebLogic 固有の XML デプロイ メ ン ト記述子ファ イルの複数バージ ョ ンが Web 
サイ ト上で公開され利用可能ですが、 weblogic.ejbc で使用される内部バー
ジ ョ ンは製品に同梱されています。 

weblogic-ejb-jar.xml のパブリ ッ ク  バージ ョ ンの場所については、 9-2 ページ
の 「DOCTYPE ヘッダ情報」 を参照して ください。
weblogic-cmp-rdbms-jar.xml のパブ リ ッ ク  バージ ョ ンの場所については、
10-2 ページの 「DOCTYPE ヘッダ情報」 を参照して ください。

ejbc の利点

ejbc ユーティ リ テ ィの利点は以下のとおりです。

� ejbc のエラーを簡単に特定して修正できる。

コマンド  ラインで ejbc を実行中にエラーが発生する と、 エラー メ ッセージ
が表示され、 ejbc が終了します。

それに対して、 コンパイルをデプロイ メ ン ト時に行う こ とにした場合、 コン

パイル エラーが発生する と、 サーバはデプロイ メ ン ト が失敗しても作業を続
けます。 デプロイ メ ン ト の失敗の原因を特定するには、 サーバ出力を調べ、

問題を修正し、 再デプロイする必要があ り ます。

� デプロイ メ ン トの前に ejbc を実行する と、 Bean のコンパイル時間を短縮で
きる。 

たとえば、 .jar ファ イルを  3 つのサーバのク ラスタにデプロイする場合、
.jar ファ イルが各サーバにコピーされてデプロイ されます。 .jar ファ イル
がコンパイルされていない場合、 各サーバは、 デプロイ メ ン ト時にファ イル

をコンパイルする必要があ り ます。 

ejbc の構文

prompt> java weblogic.ejbc [options] <source directory or jar file>
8-22 WebLogic エンタープライズ JavaBeans プログラマーズ ガイ ド



ejbc
<target directory or jar file>

注意 : 出力先が JAR ファ イルの場合、 出力 JAR には入力 JAR と異なる名前を
付けなければな り ません。

ejbc の引数

ejbc のオプショ ン

引数 説明

<source 
directory or jar 
file>

コンパイル済み EJB ク ラス、 インタフェース、 および XML 
デプロイ メ ン ト  ファ イルを格納する展開ソース  ディ レク ト

リ または JAR ファ イルを指定する。 

<target 
directory or jar 
file>

ejbc が出力 JAR を格納する送り先 JAR フ ァ イルまたはデ
プロイ メ ン ト  ディレク ト リ を指定する。 出力 JAR ファ イル
を指定した場合、 ejbc は元の EJB ク ラ ス、 インタフェー

ス、 および XML デプロイ メ ン ト  ファ イルだけでな く、

ejbc が生成する新規コンテナ ク ラス も  JAR に格納する。

オプション 説明

-help コンパイ ラで使用可能なすべてのオプシ ョ ンの リ ス ト

を出力する。 

-version ejbc のバージ ョ ン情報を出力する。

-basicClientJar EJB 用に生成されたク ラ イアン ト  JAR のデプロイ メ ン
ト記述子を含まない。 
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-dispatchPolicy 
<queueName>

WebLogic Server で実行スレッ ド を取得するために EJB 
が使用するコンフ ィグレーシ ョ ン済み実行キューを指

定する。 詳細については、 「実行キューによるスレッ ド
使用の制御」 を参照。

-forceGeneration EJB ク ラスを強制的に生成する。 このフラグを使用しな
い場合、 ク ラ スが再生成されないこ とがある  (必要ない
と判断された場合 )。  

-idl リモート  インタフェース用に CORBA インタフェース
定義言語 (IDL) を生成する。

-idlNoValueTypes 値タイプ、 およびそれを含むメ ソ ッ ド と属性を生成し

ない。 

-idlFactories 値タイプ用にファ ク ト リ  メ ソ ッ ドを生成する。 

-idlVisibroker Visibroker 4.5 C++ と多少の互換性を持つ IDL を生成す
る。 

-idlOrbix Orbix 2000 2.0 C++ と多少の互換性を持つ IDL を生成す
る。 

-idlOverwrite 既存の IDL ファ イルを上書きする。

-idlVerbose IDL の生成中に verbose 情報を表示する。

-idlDirectory <dir> ejbc が IDL ファ イルを生成するディ レク ト リ を指定す

る。 デフォル トでは、 ejbc はカレン ト  ディレク ト リ を

使用する。

-idlMethodSignatures <> IDL コードを生成する ト リ ガと して使用される メ ソ ッ ド  
シグネチャを指定する。 

-iiop EJB 用に CORBA のスタブを生成する。

-iiopDirectory <dir> IIOP のスタブ フ ァ イルを記述するディレク ト リ を指定

する  (デフォルトでは、対象ディレク ト リ  または JAR)。

-J weblogic.ejbc のヒープ サイズを指定する。 次のよ う
に指定する。 
java weblogic.ejbc -J-mx256m input.jar 
output.jar
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ejbc の例

次の例では、
c:\%SAMPLES_HOME%\server\src\examples\ejb\basic\containerManaged\

build 内の入力 JAR ファ イルに対して javac コンパイラを使用します。 出力 
JAR ファ イルは、
c:\%SAMPLES_HOME%\server\config\examples\applications 内に置かれま
す。

prompt> java weblogic.ejbc -compiler javac 
c:\%SAMPLES_HOME%\server\samples\src\examples\ejb\basic\container
Managed\build\std_ejb_basic_containerManaged.jar 
c:%SAMPLES_HOME%\server\config\examples\ejb_basic_containerManage
d.jar

次の例では、 JAR ファ イルが EJB 1.1 仕様に準拠しているかど うかをチェ ッ ク し
て、 WebLogic Server コンテナ ク ラスを生成しますが、 RMI スタブは生成しませ
ん。

prompt> java weblogic.ejbc -normi 
c:%SAMMPLES_HOME%\server\src\examples\ejb\basic\containerManaged\
build\std_ejb_basic_containerManaged.jar

-keepgenerated コンパイル中に生成される中間 Java フ ァ イルを保存す
る。 

-compiler <compiler 
name> 

使用する  ejbc のコンパイ ラを設定する。 

-normi RMI ス タブの生成を中止する場合に Symantec の Java 
コンパイ ラ  sj に渡される。それ以外の場合、sj は EJB 
には不必要な独自の RMI スタブを作成する。

-classpath <path> コンパイル時に使用する  CLASSPATH を設定する。 こ
れによ り、 システムまたはシェル CLASSPATH が付加
される。 

-convertDD 最新のデプロイ メ ン ト記述子への更新を試みる。 
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DDConverter

DDConverter は、 以前のバージ ョ ンの EJB デプロイ メ ン ト記述子を本バージ ョ
ンの WebLogic Server に準拠した EJB デプロイ メ ン ト記述子に変換するコマンド  
ライン ユーティ リ テ ィです。 WebLogic Server EJB コンテナは、 EJB 1.1 および 
EJB 2.0 文書型定義 (DTD) を含む EJB 1.1 および EJB 2.0 仕様をサポート してい
ます。 各 WebLogic Server EJB デプロイ メ ン ト には、 以下のファ イルの標準デプ
ロイ メ ン ト記述子が含まれています。

� ejb-jar.xml 

J2EE 固有の EJB デプロイ メ ン ト記述子を含む XML ファ イル。

� weblogic-ejb-jar-.xml 

WebLogic 固有の EJB デプロイ メ ン ト記述子を含む XML ファ イル。

� weblogic-cmp-rdbms-jar.xml

WebLogic 固有のコンテナ管理による永続性 (CMP) デプロイ メン ト記述子を
含む XML ファ イル。

DDConverter で利用できる変換オプショ ン

DDConverter コマンド ラ イン ユーティ リ テ ィには、 次の変換オプシ ョ ンがあ り
ます。

� 以前のバージ ョ ンの WebLogic Server の Bean を変換します (WLS)。 

� 以前のバージ ョ ンの EJB 仕様の CMP および CMP 以外の Bean を変換しま
す。
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次の表は、 DDconverter の各種変換オプシ ョ ンの リ ス トです。

注意 : EJB 1.0 の非 CMP を EJB 1.1 の非 CMP に変換する必要はあ り ません。 非
CMP EJB 1.1 のデプロイ メ ン ト記述子は、 非 CMP EJB 2.0 のデプロイ メ
ン ト記述子と同じだからです。 

注意 : EJB CMP 1.0 を  EJB CMP 1.1 に変換する際には、 DDConverter のコマン
ド ライン  オプシ ョ ン -EJBVer を使用します。 このオプシ ョ ンの内容につ
いては、 8-29 ページの 「DDConverter のオプシ ョ ン」 を参照して くださ
い。

注意 : WLS 5.x CMP 1.1 Bean と  WLS 7.0 CMP 1.1 Bean は異なる ものですが、
WLS 5.1 CMP 1.1 Bean はソースコードを変更するこ とな く  WebLogic 
Server 7.0 上で動きます。 

DDConverter を使用した後は必ず Bean を再コンパイルします。 weblogic.ejbc 
を使用し、 改めて生成した  JAR ファ イルをデプロイする こ と をお勧めします。
Bean を再コンパイルする こ とによ り、 そのコードが確実に EJB 仕様に準拠する
よ うにな り、 また、 サーバ起動時の再コンパイル処理を省略できるので時間を短

縮できます。

� WLS 4.5 EJB 1.0 Bean を  WLS 7.0 EJB 1.1 Bean に変換する場合、
DDConverter への入力は WebLogic 4.5 デプロイ メ ン ト記述子のテキス ト で
す。 WebLogic 7.0 デプロイ メ ン ト記述子だけを含む JAR ファ イルが出力さ

表 8-1  

DDConverter ユーティ リティの変換オプション

WLS CMP 以外の EJB EJB CMP

  変換前          変換後   変換前          変換後         変換前          変換後

 WLS 4.5  -  WLS 7.0         注意 1 参照     EJB CMP 1.0 -  EJB CMP 1.1

               注意 2 参照

 WLS 4.5  -  WLS 7.0   EJB 1.1   -    EJB 2.0     EJB CMP 1.0 -   EJB CMP 2.0

 WLS 5.x  -  WLS 7.0   EJB 1.1   -    EJB 2.0               注意 3 参照

 WLS 6.x  -  WLS 7.0  EJB 1.1   -    EJB 2.0  EJB CMP 1.1 -   EJB CMP 2.0
WebLogic エンタープライズ JavaBeans プログラマーズ ガイ ド 8-27



8 WebLogic Server EJB のユーテ ィ リテ ィ
れます。 weblogic-ejbc を起動してソースコードに何らかの変更を加える必
要があるかど うかを確かめ、 8-28 ページの 「DDConverter による  EJB の変
換」 の手順に従います。 DDConverter ユーティ リ テ ィの変換オプシ ョ ンの表
の最初の行を参照して ください。

� WLS 4.5 EJB 1.1 Bean を WLS 7.0 EJB 2.0 Bean に変換する場合、
DDConverter への入力は WebLogic 4.5 デプロイ メ ン ト記述子のテキス トで
す。 WebLogic 7.0 デプロイ メ ン ト記述子だけを含む JAR ファ イルが出力さ
れます。 weblogic-ejbc を起動してソースコードに何らかの変更を加える必
要があるかど うかを確かめ、 8-28 ページの 「DDConverter による  EJB の変
換」 の手順に従います。 DDConverter ユーティ リ テ ィの変換オプシ ョ ンの表
の 2 行目を参照して ください。

� WLS 7.0 の下位互換性によ り、 ソースコードを変更する こ とな く  WLS 5.x 
EJB 1.1 Bean を  WLS 7.0 にデプロイできます。 WLS 7.0 は、 以前のバー
ジ ョ ンの WLS の Bean を検出し、 再コンパイルし、 デプロイ します。 しか
し、 DDConverter を使って WLS 5.x EJB 1.1 Bean を  WLS 7.0 EJB 2.0 Bean 
にアップグレードするこ とをお勧めします。 

WLS 5.x EJB 1.1 Bean を WLS 7.0 EJB 2.0 Bean に変換する場合、
DDConverter への入力は WebLogic 5.1 JAR ファ イルです。 このファ イルに
は、 デプロイ メ ン ト記述子ファ イルと ク ラス  ファ イルが含まれます。 こ こで
は、 WebLogic 7.0 デプロイ メ ン ト記述子ファ イルと必要なク ラス  ファ イル
すべてが含まれた 1 つの JAR ファ イルに出力が格納されます。 DDConverter 
ユーテ ィ リ テ ィの変換オプシ ョ ンの表の 3 行目を参照して ください。

ソースコードをほとんど、 または、 まった く変更せずに、 CMP 以外の Bean 
を  EJB 2.0 Bean に変換する こ とができます。 これを行う ためには、
output.jar ファ イルに対し  weblogic.ejbc を実行し、 生成された  JAR ファ
イルをデプロイ します。 CMP Bean の場合、 8-28 ページの 「DDConverter に
よる  EJB の変換」 の手順に従い、 ソースコードに変更を加える必要があ り ま
す。

DDConverter による EJB の変換

WebLogic Server で使用するために以前のバージ ョ ンの EJB を変換するには、 次
の手順に従います。
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1. 8-29 ページの 「DDConverter の構文」 に示したコマンド  ライン形式に従っ
て、 デプロイ メ ン ト記述子を  DDConverter に入力します。

JAR ファ イルが出力されます。 

2. その JAR ファ イルから  XML デプロイ メ ン ト記述子を抽出します。

3. JavaSoft EJB 仕様に従って、 ソースコードを変更します。 

4. weblogic.ejbc を使用して JAR ファ イルを作成し、 抽出した  XML デプロ
イ メ ン ト記述子と と もに変更済みの Java ファ イルをコンパイルします。 

5. JAR ファ イルをデプロイ します。 

DDConverter の構文

prompt> java weblogic.ejb20.utils.DDConverter [options] file1 
[file2...]

DDConverter の引数

DDConverter は、 file1 [file2...] といった引数を と り ます。 このファ イルは
次のどちらかにな り ます。

� EJB 1.0 準拠のデプロイ メ ン ト記述子を含むテキス ト  ファ イル

� EJB 1.1 準拠のデプロイ メ ン ト記述子を含む JAR ファ イル

DDConverter は、 テキス ト  デプロイ メ ン ト記述子の  EJB の beanHomeName プロ
パテ ィを使用して、 出力される  ejb-jar.xml ファ イルで新規の ejb-name 要素
を定義します。

DDConverter のオプション

次の表は、 DDConverter のコマンド ライン オプシ ョ ンの リ ス ト です。

オプション 説明
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DDConverter の例

次の例では、 WLS 5.x EJB 1.1 Bean を  WLS 7.0 EJB 2.0 Bean に変換します。

サブディ レク ト リ  destDir に JAR ファ イルが作成されます。

prompt> java weblogic.ejb20.utils.DDConverter -d destDir 
Employee.jar

こ こでは、 Employee Bean が WLS 5.x EJB 1.1 JAR ファ イルです。

weblogic.Deployer

weblogic.Deployer コマンド ライン ユーテ ィ リ テ ィは、 非推奨となった以前の 
weblogic.deploy ユーテ ィ リ テ ィに代わり、 WebLogic Server 7.0 で新たに追加さ
れたものです。 weblogic.Deployer ユーテ ィ リ テ ィは、WebLogic Server デプロ
イ メ ン ト  API にコマンド ライン インタフェースを提供する、 Java ベースの開発

-d destDir JAR ファ イルが出力される送り先ディ レク ト
リ を指定する。

このオプシ ョ ンは必須。

-c jar name ソース  ファ イルのすべての Bean を組み合わせ
る  JAR フ ァ イルを指定する。

-EJBVer output EJB 
version

2.0 または 1.1 などの出力 EJB バージ ョ ン番号
を指定する。 デフォル トは 2.0。

-log log file ddconverter.log の代わりにログ情報の格納
先となるフ ァ イルを指定する。

-verboseLog 変換に関して ddconverter.log に格納する
補足情報を指定する。 

-help DDConverter ユーティ リ テ ィで使用可能なす
べてのオプシ ョ ンの リ ス ト を出力する。
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ツールです。 このユーティ リテ ィは、 コマンド ライン、 シェル スク リプ ト、 ま
たは、 Java 以外の自動化されたあらゆる環境からデプロイ メ ン ト を実行する管
理者と開発者向けに開発されたものです。

weblogic.Deployer の使い方と コマンド  リ ス ト については、 「WebLogic Server デ
プロイ メ ン ト 」 を参照して ください。 

weblogic.deploy

注意 : このツールはこの リ リースでは使用されません。 コマンド ラ イン ツール、
weblogic.Deployer を使用するこ とを強くお勧めします。 よ り洗練された
デプロイ メン ト  オプシ ョ ンが提供されています。

weblogic.deploy コマンド ライン ユーティ リテ ィ  ツールは、 EJB をデプロイす
る際に使用します。 EJB 準拠の JAR ファ イルを指定する と、 JAR の EJB は動作
中の WebLogic Server にデプロイ されます。 

deploy の構文

prompt> java weblogic.deploy [options] 
[list|deploy|undeploy|update] password {name} {source}

deploy の引数

引数 説明

list 指定した  WebLogic Server のすべての EJB デプ
ロイ メ ン ト  ユニッ ト を リ ス トする。

deploy EJB JAR を指定したサーバにデプロイする。
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deploy のオプション

undeploy 既存の EJB デプロイ メ ン ト  ユニッ ト を指定し
たサーバから削除する。

update EJB デプロイ メ ン ト  ユニッ ト を指定したサー
バに再デプロイする。

password WebLogic Server のシステム  パスワードを指定
する。

{name} EJB デプロイ メ ン ト  ユニッ トの名前を識別す
る。 この名前は、 deploy または console 
ユーテ ィ リ テ ィ を使用して、 デプロイ メ ン ト

時に指定する。

{source} EJB JAR ファ イルの絶対パス、 または EJB デ
プロイ メ ン ト  ディレク ト リの最上位までのパ
スを指定する。

オプション 説明

-help deploy ユーティ リ テ ィで使用可能なすべての
オプシ ョ ンの リ ス ト を出力する。

-version ユーテ ィ リ テ ィのバージ ョ ンを出力する。

-port <port> JAR ファ イルをデプロイするために使用する  
WebLogic Server のポート番号を指定する。 こ
のオプシ ョ ンを指定しなかった場合、 deploy 
ユーテ ィ リ テ ィはポート番号 7001 を使用して
接続を試みる。

-host <host> JAR ファ イルをデプロイするために使用する  
WebLogic Server のホス ト名を指定する。 この
オプシ ョ ンを指定しなかった場合、 deploy 
ユーテ ィ リ テ ィはホス ト名 localhost を使用
して接続を試みる。
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-user JAR ファ イルをデプロイするために使用する  
WebLogic Server のシステム  ユーザ名を指定す
る。 このオプシ ョ ンを指定しなかった場合、

deploy は、 システム  ユーザ名 system を使用
して接続を試みる。 システム  ユーザ名を定義
するには、 weblogic.system.user プロパ
テ ィを使用する。

-debug デプロイ メ ン ト  プロセス中に詳細なデバッグ
情報を出力する。
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9 weblogic-ejb-jar.xml 文書型定義

以下の節では、 weblogic 固有の XML 文書型定義 (DTD) ファ イル、
weblogic-ejb-jar.xml ファ イルの EJB 1.1 および EJB 2.0 デプロイ メ ン ト記述
子要素について説明します。 これらの定義を使用して、 EJB デプロイ メ ン ト を構
成する  WebLogic 固有の weblogic-ejb-jar.xml ファ イルを作成します。

� EJB デプロイ メ ン ト記述子

� DOCTYPE ヘッダ情報

� 2.0 の weblogic-ejb-jar.xml デプロイ メン ト記述子ファ イルの構造

� 2.0 の weblogic-ejb-jar.xml デプロイ メン ト記述子要素

� 5.1 の weblogic-ejb-jar.xml デプロイ メン ト記述子ファ イルの構造

� 5.1 の weblogic-ejb-jar.xml デプロイ メン ト記述子ファ イルの構造

EJB デプロイメン ト記述子

EJB デプロイ メ ン ト記述子は、 エンタープライズ  Bean の構造およびアセンブリ
情報を格納します。 この情報を指定するには、 3 つの EJB XML DTD ファ イルの
デプロイ メン ト記述子に値を指定します。 ファ イルは次のとおりです。

� ejb-jar.xml

� weblogic-ejb-jar.xml

� weblogic-cmp-rdbms-jar.xml

この 3 つの XML ファ イルを  EJB および他のク ラス と一緒にデプロイ可能なコン
ポーネン ト 、 通常は ejb.jar とい う  JAR ファ イルにパッケージ化します。 
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ejb-jar.xml ファ イルは、 Sun Microsystems の ejb.jar.xml ファ イルのデプロ
イ メ ン ト記述子に基づいています。その他の 2 つの XML ファ イルは weblogic 固
有のファ イルで、 weblogic-ejb-jar.xml と  weblogic-cmp-rdbms-jar.xml の
デプロイ メ ン ト記述子に基づいています。 

DOCTYPE ヘッダ情報

XML デプロイ メ ン ト  ファ イルの編集、 作成時に、 デプロイ メ ン ト  ファ イルに合
わせて正しい DOCTYPE ヘッダを指定するこ とが重要です。 特に、 DOCTYPE ヘッ
ダ内部に不正な PUBLIC 要素を使用する と、 原因究明が困難なパーサ  エラーにな
る こ とがあ り ます。

WebLogic では、 WebLogic 固有の DTD ファ イル、 weblogic-ejb-jar.xml の正
確なテキス ト にアクセスできる場所を公開しています。 一方で、 この DTD ファ
イルと同一のバージ ョ ンが WebLogic Server に組み込まれ内部で使用されていま
す。 weblogic.ejbc では、 XML パーサがデプロイ メ ン ト記述子ファ イルの並びを
チェ ッ クする際にこれを使用します。 

WebLogic Server 固有の weblogic-ejb-jar.xml ファ イルの PUBLIC 要素には、
次のよ うにテキス ト を指定する必要があ り ます。

XML ファイル PUBLIC 要素の文字列

weblogic-ejb-jar.xml '-//BEA Systems, Inc.//DTD WebLogic 7.0.0 EJB//EN' 
'http://www.bea.com/servers/wls700/dtd/weblogic-ejb-j
ar.dtd'

weblogic-ejb-jar.xml '-//BEA Systems, Inc.//DTD WebLogic 6.0.0 EJB//EN' 
'http://www.bea.com/servers/wls600/dtd/weblogic-ejb-j
ar.dtd'

weblogic-ejb-jar.xml '-//BEA Systems, Inc.//DTD WebLogic 5.1.0 EJB//EN'

'http://www.bea.com/servers/wls510/dtd/weblogic-ejb-j
ar.dtd'
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DOCTYPE ヘッダ情報
Sun Microsystems 固有の ejb-jar.xml ファ イルの PUBLIC 要素には、次のよ うに
テキス ト を指定する必要があ り ます。

たとえば、 weblogic-ejb-jar.xml ファ イルの DOCTYPE ヘッダは次のよ うにな
り ます。

<!DOCTYPE weblogic-ejb-jar PUBLIC 
'-//BEA Systems, Inc.//DTD WebLogic 7.0.0 EJB//EN' 
'http://www.bea.com/servers/wls700/dtd/weblogic-ejb-jar.dtd'>

XML の解析ユーティ リ テ ィ  (ejbc など ) でヘッダ情報が不正な XML ファ イルを
解析する と、 次のよ う なエラー メ ッセージが表示される こ とがあ り ます。

SAXException: This document may not have the identifier 'identifier_name'

identifier_name には通常、 PUBLIC 要素内の不正な文字列が表示されます。

検証用 DTD (Document Type Definitions : 文書型
定義 )

XML ファ イルの内容および要素の配置は、 使用する各ファ イルの文書型定義 
(DTD) に従っている必要があ り ます。 WebLogic Server では、 XML デプロイ メ
ン ト  ファ イルの DOCTYPE ヘッダ内部に埋めこまれた DTD は無視され、代わりに
サーバと一緒にインス トールされた  DTD の場所が使用されます。 ただし、
DOCTYPE ヘッダ情報には、 パーサ エラーを避けるために、 有効な URL 構文を指
定する必要があ り ます。

XML ファイル PUBLIC 要素の文字列

ejb-jar.xml '-//Sun Microsystems, Inc.//DTD Enterprise JavaBeans 
2.0//EN'

'http://java.sun.com/dtd/ejb-jar_2_0.dtd'

ejb-jar.xml '-//Sun Microsystems, Inc.//DTD Enterprise JavaBeans 
1.1//EN'

'http://www.java.sun.com/j2ee/dtds/ejb-jar_1_1.dtd'
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9 weblogic-ejb-jar.xml 文書型定義
注意 : ほとんどのブラウザでは、 .dtd ファ イルの内容は表示されません。 DTD 
ファ イルの内容をブラウザで見るには、 リ ンクをテキス ト  ファ イルと し
て保存し、 テキス ト  エディ タで開いて表示します。

weblogic-ejb-jar.xml

以下の リ ンクでは、 WebLogic Server で使用される  weblogic-ejb-jar.xml デプ
ロイ メ ン ト  ファ イル用のパブリ ッ ク  DTD の場所が示されています。

� weblogic-ejb-jar.xml 7.0 DTD の場合 : 

http://www.bea.com/servers/wls700/dtd/weblogic-ejb-jar.dtd には、
weblogic-ejb-jar.xml の作成に使用する  DTD が含まれています。 この 
DTD では、 WebLogic Server へのデプロイ メ ン トに使用する  EJB プロパ
ティ を定義します。 

� weblogic-ejb-jar.xml 6.0 DTD の場合 : 

http://www.bea.com/servers/wls600/dtd/weblogic-ejb-jar.dtd には、
weblogic-ejb-jar.xml の作成に使用する  DTD が含まれています。 この 
DTD では、 WebLogic Server へのデプロイ メ ン トに使用する  EJB プロパ
ティ を定義します。 

� weblogic-ejb-jar.xml 5.1 DTD の場合 : 

weblogic-ejb-jar.dtd には、 weblogic-ejb-jar.xml を作成する場合に
使用される  DTD が含まれています。 この DTD では、 WebLogic Server への
デプロイ メ ン トに使用する  EJB プロパティ を定義します。 この DTD ファ イ
ルは、 http://www.bea.com/servers/wls510/dtd/weblogic-ejb-jar.dtd にあ り ます。

ejb-jar.xml

以下の リ ンクでは、WebLogic Server で使用される  ejb-jar.xml デプロイ メ ン ト  
ファ イル用のパブ リ ッ ク  DTD の場所が示されています。

� ejb-jar.xml 2.0 DTD の場合 :

http://www.java.sun.com/dtd/ejb-jar_2_0.dtd には、 すべての EJB で
必要な標準 ejb-jar.xml デプロイ メ ン ト  ファ イル用の DTD が含まれてい
ます。 この DTD は、 JavaSoft EJB 2.0 仕様の一部と して維持管理されていま
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2.0 の weblogic-ejb-jar.xml デプロイ メ ン ト記述子フ ァ イルの構造
す。 ejb-jar.dtd で使用される要素の詳細については JavaSoft 仕様を参照し
て ください。

� ejb-jar.xml 1.1 DTD の場合 :

ejb-jar.dtd には、 すべての EJB で必須の標準 ejb-jar.xml デプロイ メ ン
ト  ファ イル用の DTD が含まれています。 この DTD は、 JavaSoft EJB 1.1 仕
様の一部と して維持管理されています。 ejb-jar.dtd で使用されている要素
については、 JavaSoft 仕様を参照して ください。

注意 : ejb-jar.xml デプロイ メ ン ト記述子の説明については、 該当する  
JavaSoft EJB 仕様を参照して ください。

2.0 の weblogic-ejb-jar.xml デプロイメン ト
記述子ファイルの構造

WebLogic Server 7.0 の weblogic-ejb-jar.xml デプロイ メ ン ト記述子ファ イル
には、 WebLogic Server 固有の要素を記述します。 WebLogic Server 7.0 と  
WebLogic Server 6.0 の両バージ ョ ンのデプロイ メン ト記述子を  EJB コンテナで
使用できますが、 weblogic-ejb-jar.xml には、 WebLogic Server バージ ョ ン 
7.0 と  WebLogic Server バージ ョ ン  6.0 の間で違いがあ り ます。

WebLogic Server 7.0 の weblogic-ejb-jar.xml の最上位要素は次のとおりです。

� description

� weblogic-version

� weblogic-enterprise-bean

� ejb-name

� entity-descriptor | stateless-session-descriptor | 
stateful-session-descriptor | message-driven-descriptor

� transaction-descriptor

� reference-descriptor

� enable-call-by-reference

� clients-on-same-server
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9 weblogic-ejb-jar.xml 文書型定義
� jndi-name

� security-role-assignment

� transaction-isolation

2.0 の weblogic-ejb-jar.xml デプロイメン ト
記述子要素

� 9-10 ページの 「allow-concurrent-calls」

� 9-11 ページの 「allow-remove-during-transaction」

� 9-13 ページの 「cache-type」

� 9-14 ページの 「client-authentication」

� 9-14 ページの 「client-cert-authentication」

� 9-15 ページの 「clients-on-same-server」

�

� 9-17 ページの 「confidentiality」

� 9-18 ページの 「connection-factory-jndi-name」

� 9-20 ページの 「description」

� 9-24 ページの 「ejb-local-reference-description」

� ejb-name

� ejb-reference-description

� ejb-ref-name

� enable-call-by-reference

� entity-cache

� entity-clustering

� entity-descriptor
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2.0 の weblogic-ejb-jar.xml デプロイ メ ン ト記述子要素
� concurrency-strategy

� cache-between-transactions

� delay-updates-until-end-of-tx

� destination-jndi-name

� finders-load-bean

� home-call-router-class-name

� home-is-clusterable

� home-load-algorithm

� idle-timeout-seconds

� initial-beans-in-free-pool

� is-modified-method-name

� isolation-level

� jndi-name

� max-beans-in-cache

� max-beans-in-free-pool

� message-driven-descriptor

� method

� method-intf

� method-name

� method-param

� method-params

� persistence

� persistence-type

� persistence-use

� persistent-store-dir

� pool
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9 weblogic-ejb-jar.xml 文書型定義
� principal-name

� read-timeout-seconds

� reference-descriptor

� replication-type

� res-ref-name

� resource-description

� role-name

� security-role-assignment

� stateful-session-cache

� stateful-session-clustering

� stateful-session-descriptor

� stateless-bean-call-router-class-name

� stateless-bean-is-clusterable

� stateless-bean-load-algorithm

� stateless-bean-methods-are-idempotent

� stateless-clustering

� stateless-session-descriptor

� transaction-descriptor

� transaction-isolation

� trans-timeout-seconds

� type-identifier

� type-storage

� type-version

� 9-24 ページの 「ejb-local-reference-description」

� 9-26 ページの 「enable-dynamic-queries」

� 9-28 ページの 「entity-cache-name」
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2.0 の weblogic-ejb-jar.xml デプロイ メ ン ト記述子要素
� 9-29 ページの 「entity-cache-ref」

� 9-33 ページの 「externally-defined」

� 9-32 ページの 「estimated-bean-size」

� 9-38 ページの 「idempotent-methods」

� 9-39 ページの 「identity-assertion」

� 9-41 ページの 「iiop-security-descriptor」

� 9-43 ページの 「initial-context-factory」

� 9-44 ページの 「integrity」

� 9-44 ページの 「invalidation-target」

� 9-47 ページの 「jms-polling-interval-seconds」

� 9-48 ページの 「jms-client-id」

� 9-50 ページの 「local-jndi-name」

� 9-62 ページの 「principal-name」

� 9-62 ページの 「provider-url」

� 9-64 ページの 「relationship-description」

� 9-66 ページの 「res-env-ref-name」

� 9-67 ページの 「resource-description」

�

� 9-69 ページの 「security-permission」

� 9-70 ページの 「security-permission-spec」

� 9-71 ページの 「security-role-assignment」

� 9-72 ページの 「session-timeout-seconds」

� 9-82 ページの 「transport-requirements」

� 9-87 ページの 「weblogic-ejb-jar」

� 9-87 ページの 「weblogic-enterprise-bean」
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9 weblogic-ejb-jar.xml 文書型定義
allow-concurrent-calls

機能 allow-concurrent-calls 要素は、 ステー ト フル セッシ ョ ン Bean インスタンス
がメ ソ ッ ドの同時呼び出しを許可するかど うかを指定します。 デフォルトでは、

allows-concurrent-calls は false です。 ただし  true に設定する と、 EJB コ
ンテナはメ ソ ッ ドの同時呼び出しをブロ ッ クするため、 前の呼び出しが完了して

から次のメ ソ ッ ドが呼び出されるよ うにな り ます。

例 9-75 ページの 「stateful-session-descriptor」 を参照して ください。

指定できる値 : true | false

デフォルト値 : false

要件 : ステート フル セッシ ョ ン  Bean インスタンスによ る メ ソ ッ ド呼び出しの処理中
に、 同時に他のメ ソ ッ ド呼び出しがサーバに送信されたと きに、 サーバが 
RemoteException を送出する こ と。

親要素 : weblogic-enterprise-bean

stateful-session-descriptor
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allow-remove-during-transaction
allow-remove-during-transaction

機能 allow-remove-during-transaction 要素は、 ステート フル セッシ ョ ン  Bean の

削除メ ソ ッ ドが ト ランザクシ ョ ン コンテキス ト で呼び出せる こ と を指定します。

Synchronization インタフェースを実装するステート フル セッシ ョ ン Bean で

はこのタグを使用しないで、 ト ランザクシ ョ ンが終了する前に削除メ ソ ッ ドを呼

び出す必要があ り ます。 このタグを使用する と、 EJB コンテナは同期コールバッ

クを呼び出しません。

例 9-75 ページの 「stateful-session-descriptor」 を参照して ください。

指定できる値 : True | False

デフォルト値 : False

要件 :

親要素 : weblogic-enterprise-bean

stateful-session-descriptor
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cache-between-transactions

機能 cache-between-transactions 要素は、 以前の db-is-shared 要素に相当し、
EJB コンテナがあるエンティテ ィの永続データを ト ランザクシ ョ ン間でキャ ッ
シュするかど うかを指定します。 

cache-between-transactions 要素は、エンティテ ィ  Bean に対してのみ有効で

す。 EJB コンテナによるデータの長期キャ ッシングの実行を有効にする場合、

True を指定します。 EJB コンテナによるデータの短期キャ ッシングの実行を有

効にする場合、 False を指定します。 これはデフォルト設定です。

読み込み専用 Bean の場合、 WebLogic Server はこれの長期キャ ッシングを常に
実行するので、 cache-between-transactions 要素の値は無視されます。

詳細については、 4-27 ページの 「ト ランザクシ ョ ン間のキャ ッシング」 を参照

して ください。

例 9-58 ページの 「persistence」 を参照して ください。

指定できる値 : true | false

デフォルト値 : false

要件 : 省略可能。 エンテ ィテ ィ  EJB でのみ有効。

親要素 : weblogic-enterprise-bean,
entity-descriptor,

persistence
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cache-type
cache-type

機能 cache-type 要素は、 EJB をキャ ッシュから削除する順序を指定します。 値は次
のとおりです。

� 最長時間未使用 (LRU : Least Recently Used)

� 最近未使用 (NRU : Not Recently Used)

NRU の最小キャ ッシュ  サイズは 8 です。 max-beans-in-cache が 3 よ り小さ
い場合、 WebLogic Server では cache-type の値に 8 が使用されます。

例 次の例では、 cache-type 要素の構造を示します。

<stateful-session-cache> 

<cache-type>NRU</cache-type>

</stateful-session-cache>

指定できる値 : NRU | LRU

デフォルト値 : NRU

要件 :

親要素 : weblogic-enterprise-bean

stateful-session-cache
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9 weblogic-ejb-jar.xml 文書型定義
client-authentication

機能 client-authentication 要素は、 EJB がク ライアン ト認証をサポートするか、
または、 必要とするかを指定します。

例 9-41 ページの 「iiop-security-descriptor」 を参照して ください。

client-cert-authentication

機能 client-cert-authentication 要素は、 EJB が転送レベルでのク ライアン ト証
明書認証をサポートするか、 または、 必要とするかを指定します。

例 9-82 ページの 「transport-requirements」 を参照して ください。

指定できる値 : none | supported | required

デフォルト値 :

要件 : なし

親要素 : weblogic-enterprise-bean

iiop-security-descriptor

指定できる値 : none | supported | required

デフォルト値 :

要件 : なし

親要素 : weblogic-enterprise-bean

iiop-security-descriptor

transport-requirements
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clients-on-same-server
clients-on-same-server

機能 clients-on-same-server 要素によって、 EJB がデプロイ された際、 WebLogic 
Server がこの EJB に JNDI の通知を送るかど うかが指定されます。 この属性が
「false」 (デフォル ト ) の場合、 WebLogic Server ク ラスタでは、 ある特定のサー
バ上にある この EJB の場所を示すために、 自動的に JNDI ツ リーを更新します。
これによ り、 そのク ライアン ト が同じサーバ上で連結されてなく ても、 すべての

ク ライアン トがこの EJB にアクセスできる こ とが保証されます。

EJB にアクセスするク ライアン トのすべてが、 その Bean がデプロイ されている
のと同じサーバ上からアクセスするこ とが分かっている場合には、

clients-on-same-server を true に設定できます。 この場合、 EJB がデプロイ
される際、WebLogic Server ク ラスタは JNDI の通知をこの EJB に送信しません。
ク ラスタ内の JNDI の更新ではマルチキャス ト  ト ラフ ィ ッ クが利用されるため、
clients-on-same-server を true に設定するこ とによ り大容量のク ラスタでの
起動時間を短縮できます。

連結された EJB の詳細については、 『WebLogic Server ク ラスタ  ユーザーズ ガイ
ド』 の 「連結されたオブジェク ト の最適化」 を参照して ください。

例 次の例では、 EJB メ ソ ッ ドが値で渡すこ とができるよ うにな り ます。

<weblogic-enterprise-bean>

<ejb-name>AccountBean</ejb-name>

...

<clients-on-same-server>true</clients-on-same-server>

</weblogic-enterprise-bean>

指定できる値 : true | false

デフォルト値 : false

要件 : なし

親要素 : weblogic-enterprise-bean
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concurrency-strategy

機能 concurrency-strategy 要素は、 コンテナがエンティテ ィ  Bean への同時アクセ
スを管理する方法を指定します。 以下の 4 つの値のいずれかに設定します。

� Exclusive を指定する と、 Bean がト ランザクシ ョ ンに関連付けられている
場合、 WebLogic Server はキャ ッシュ されたエンティテ ィ  EJB インスタンス
を排他的にロ ッ クする。 EJB インスタンスに対する リ クエス トは、 ト ランザ
クシ ョ ンが完了するまでブロッ ク されます。 このオプシ ョ ンは、 WebLogic 
Server バージ ョ ン 3.1 ～ 5.1 までのデフォルトのロ ッ ク動作です。

� Database を設定する と、 WebLogic Server はエンティテ ィ  EJB に対する リ
クエス ト のロ ッ クを基底のデータス ト アに委ねる。 Database 同時方式では、
WebLogic Server は、 独立したエンティテ ィ  Bean インスタンスを割 り当て、
ロッ ク とキャ ッシングをデータベースが処理できるによ う にします。 これは
現在のデフォルト  オプシ ョ ンです。

� ReadOnly は、 読み込み専用エンティテ ィ  Bean で使用される。 ト ランザク
シ ョ ンご とに新たなインスタンスをアクテ ィブ化するよ う にし、 これによ り

リ クエス トは並列処理されます。 WebLogic Server は、
read-timeout-seconds パラ メータを基に、 ReadOnly の Bean に対して  
ejbLoad() を呼び出します。

� Optimistic では、 ト ランザクシ ョ ンの間に EJB コンテナまたはデータベー
スでロッ クを行わない。 EJB コンテナは、 ト ランザクシ ョ ンをコ ミ ッ トする
前に、 ある ト ランザクシ ョ ンが更新したデータが変化していないこ とを確か

めます。 更新データのどれかが変わっていた場合、 EJB コンテナはト ランザ
クシ ョ ンをロールバッ ク します。

指定できる値 : Exclusive | Database | ReadOnly | Optimistic

デフォルト値 : Database

要件 : 省略可能。 エンテ ィテ ィ  EJB でのみ有効。

親要素 : weblogic-enterprise-bean,
entity-descriptor,

entity-cache
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confidentiality
Exclusive および Database のロッ ク動作の詳細については、 4-16 ページの
「EJB の同時方式」 を参照して ください。 read-only エンティテ ィ  EJB の詳細に
ついては、 4-23 ページの 「読み込み専用マルチキャス ト の無効化」 を参照して

ください。

例 次の例では、 AccountBean ク ラスを読み込み専用エンテ ィテ ィ  EJB と して指定
します。

<weblogic-enterprise-bean>

<ejb-name>AccountBean</ejb-name>

<entity-descriptor>

<entity-cache>

<concurrency-strategy>ReadOnly</concurrency-strategy>

</entity-cache>

</entity-descriptor>

</weblogic-enterprise-bean>

confidentiality

機能 confidentiality 要素は、 その EJB における転送の機密性の要件を指定しま
す。 confidentiality 要素を使用する と、 他のエンティテ ィに内容を見られる

こ とな く、 ク ラ イアン ト とサーバ間でデータが送信されるこ と を保証します。 

指定できる値 : none | supported | required

デフォルト値 : なし

要件 : なし

親要素 : weblogic-enterprise-bean

iiop-security-descriptor

transport-requirements n
WebLogic エンタープライズ JavaBeans プログラマーズ ガイ ド 9-17



9 weblogic-ejb-jar.xml 文書型定義
例 9-82 ページの 「transport-requirements」 を参照して ください。

connection-factory-jndi-name

機能 connection-factory-jndi-name 要素は、 キューおよびト ピ ッ クを作成するた
めにメ ッセージ駆動型 Bean がルッ クアップする  JMS 接続ファ ク ト リの JNDI 名
を指定します。 この要素を指定しなかった場合、 config.xml の 
weblogic.jms.MessageDrivenBeanConnectionFactory がデフォル トにな り ま
す。

例 次の例では、 connection-factory-jndi-name 要素の構造を示します。

<message-driven-descriptor> 

<connection-factory-jndi-name>weblogic.jms.MessageDrivenBean
ConnectionFactory</connection-factory-jndi-name>

</message-driven-descriptor>

指定できる値 : 有効な名前

デフォルト値 : config.xml の weblogic.jms.MessageDrivenBeanConnectionFactory

要件 : ステート フル セッシ ョ ン  Bean インスタンスによ る メ ソ ッ ド呼び出しの処理中
に、 同時に他のメ ソ ッ ド呼び出しがサーバに送信されたと きに、 サーバが 
RemoteException を送出する こ と。

親要素 : weblogic-enterprise-bean

message-driven-descriptor
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delay-updates-until-end-of-tx

機能 ト ランザクシ ョ ンの完了時にト ランザクシ ョ ンですべての Bean の永続ス ト レー
ジを更新するには、 delay-updates-until-end-of-tx 要素を true (デフォル
ト ) に設定します。 通常、 この設定によって不要な更新を防ぐ こ とができるた
め、 パフォーマンスが向上します。 ただし、 データベース  ト ランザクシ ョ ン内
のデータベース更新の順序は保持されません。

データベースがアイ ソレーシ ョ ン  レベルと して 
TRANSACTION_READ_UNCOMMITTED を使用している場合は、 進行中の ト ランザク
シ ョ ンに関する中間結果を他のデータベースのユーザに表示する こ と もできま

す。 この場合、 delay-updates-until-end-of-tx を  false に設定して、 各メ
ソ ッ ド呼び出しの完了時に Bean の永続ス ト レージを更新するよ うに指定しま
す。 詳細については、 4-13 ページの 「エンティテ ィ  EJB に対する  ejbLoad() と  
ejbStore() の動作」 を参照して ください。

注意 : delay-updates-until-end-of-tx を  false に設定しても、 各メ ソ ッ ド呼
び出しの後にデータベース更新が 「コ ミ ッ ト された」 状態になるわけで

はあ り ません。 更新はデータベースに送信されるだけです。 更新は、 ト

ランザクシ ョ ンの完了時にのみデータベースにコ ミ ッ ト またはロール

バッ ク されます。 

例 次の例では、 delay-updates-until-end-of-tx スタンザを示します。 

<entity-descriptor>

<persistence>

指定できる値 : true | false

デフォルト値 : true

要件 : 省略可能。 エンテ ィテ ィ  EJB でのみ有効。

親要素 : weblogic-enterprise-bean,
entity-descriptor,

persistence
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<delay-updates-until-end-of-tx>false</delay-updates-until-end-of-
tx>

</persistence>

</entity-descriptor>

description

機能 description 要素は、 親要素を示すテキス トの指定に使用します。

例 次の例では、 description 要素を指定します。

<description>Contains a description of parent element</description>

指定できる値 : なし

デフォルト値 : なし

要件 : なし

親要素 : weblogic-enterprise-bean,
transaction-isolation

method
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destination-jndi-name

機能 destination-jndi-name 要素は、 WebLogic Server JNDI ツ リーにデプロイ され

ている実際の JMS キューまたは ト ピッ クにメ ッセージ駆動型 Bean を関連付ける
ために使用する  JNDI 名を指定します。

例 9-53 ページの 「message-driven-descriptor」 を参照して ください。

ejb-name

機能 ejb-name は、 WebLogic Server がアイ ソレーシ ョ ン レベルのプロパティに適用

する  EJB の名前を指定します。 この名前は、 ejb-jar ファ イルのデプロイ メ ン
ト記述子で割り当てます。 名前は、 同じ  ejb.jar ファ イル内のエンタープラ イ
ズ Bean の名前の中でユニークでなければな り ません。 エンタープラ イズ Bean 

指定できる値 : 有効な JNDI 名

デフォルト値 : なし

要件 : message-driven-descriptor で必須。

親要素 : weblogic-enterprise-bean
message-driven-descriptor

指定できる値 : ejb-jar.xml で定義した  EJB 名

デフォルト値 : なし

要件 : method スタンザで必須。 この名前は、 NMTOKEN の命名規則に準拠しなけ
ればならない。

親要素 : weblogic-enterprise-bean
method
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のコードは名前に左右されないので、 アプ リ ケーシ ョ ン  アセンブリ処理中に名

前を変更してもエンタープライズ  Bean の機能には影響しません。 デプロイ メ ン
ト記述子の ejb-name と、 デプロイヤがエンタープライズ  Bean のホームに割り

当てる  JNDI 名との間には、 組み込みの関係はあ り ません。 

例 9-54 ページの 「method」 を参照して ください。 

ejb-reference-description

機能 ejb-reference-description 要素は、 Bean によって参照される、 WebLogic 
Server における  EJB の JNDI 名を  ejb-reference 要素にマップします。

� ejb-ref-name ではリ ソース参照名を指定する。 これは、 EJB プロバイダに
よって  ejb-jar.xml デプロイ メ ン ト記述子ファ イル内に記載される参照で
す。

� jndi-name では、 WebLogic Server で使用可能な実際のリ ソース  ファ ク ト リ
の JNDI 名を指定する。 

例 ejb-reference-description スタンザを次に示します。

<ejb-reference-description>

<ejb-ref-name>AdminBean</ejb-ref-name>

<jndi-name>payroll.AdminBean</jndi-name>

</ejb-reference-description>

指定できる値 : なし  (XML ス タンザ )

デフォルト値 : なし  (XML ス タンザ )

要件 : 省略可能。

親要素 : weblogic-enterprise-bean
reference-descriptor
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ejb-ref-name

機能 ejb-ref-name 要素はリ ソース参照名を指定します。 この要素は、 EJB プロバイ
ダが ejb-jar.xml デプロイ メ ン ト  ファ イル内に配置する参照です。

例

ejb-ref-name スタンザを次に示します。

<reference-descriptor>

<ejb-reference-description>

<ejb-ref-name>AdminBean</ejb-ref-name>

<jndi-name>payroll.AdminBean</jndi-name>

</ejb-reference-description>

</reference-descriptor>

指定できる値 : なし

デフォルト値 : なし

要件 : 省略可能。

親要素 : weblogic-enterprise-bean
reference-description

ejb-reference-description
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ejb-local-reference-description

機能 ejb-local-reference-description 要素は、Bean が ejb-local ref で参照す
る  WebLogic Server の EJB の JNDI 名をマップします。

例 次の例では、 ejb-local-reference-description 要素を示します。

<ejb-local-reference-description>

<ejb-ref-name>AdminBean</ejb-ref-name>

<jndi-name>payroll.AdminBean</jndi-name>

</ejb-local-reference-description>

指定できる値 : なし  (XML ス タンザ )

デフォルト値 : なし  (XML ス タンザ )

要件 : 省略可能。

親要素 : weblogic-enterprise-bean
reference-descriptor
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enable-call-by-reference

機能 デフォル トでは、 同じアプ リ ケーシ ョ ン  (EAR) から呼び出された EJB メ ソ ッ ド
は引数を参照で渡します。 パラ メータはコピーされないので、 これによってメ

ソ ッ ド呼び出しのパフォーマンスが向上します。

enable-call-by-reference を  false に設定する と、 EJBE 1.1 の仕様に従って 
EJB メ ソ ッ ドへのパラ メータがコピーされ (値で渡され ) ます。 EJB が リモー ト

で (同じアプ リ ケーシ ョ ン以外から ) 呼び出される場合は、 常に値で渡す必要が
あ り ます。

例 次の例では、 EJB メ ソ ッ ドが値で渡すこ とができるよ うにな り ます。

<weblogic-enterprise-bean>

<ejb-name>AccountBean</ejb-name>

...

<enable-call-by-reference>false</enable-call-by-reference>

</weblogic-enterprise-bean>

指定できる値 : true | false

デフォルト値 : true

要件 : 省略可能。

親要素 : weblogic-enterprise-bean
reference-descriptor

ejb-reference-description
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enable-dynamic-queries

機能 動的クエ リ を有効にするには、 任意指定の enable-dynamic-queries 要素を  true に
設定する必要があ り ます。 動的クエ リは、 EJB 2.0 CMP Bean を使用している と
きのみ使えます。

例 次の例では、 動的クエ リ を有効にしています。

<enable-dynamic-queries>True</enable-dynamic-queries>

entity-cache

機能 entity-cache 要素は、 WebLogic Server 内のエンテ ィテ ィ  EJB インスタンスの
キャ ッシュに使用する以下のオプシ ョ ンを定義します。

� max-beans-in-cache

指定できる値 : true | false

デフォルト値 : true

要件 : 省略可能。

親要素 : weblogic-enterprise-bean
entity-descriptor

指定できる値 : なし  (XML ス タンザ )

デフォルト値 : なし  (XML ス タンザ )

要件 : entity-cache スタンザは省略可能。 エンティティ  EJB でのみ有効。

親要素 : weblogic-enterprise-bean,
entity-descriptor
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� idle-timeout-seconds

� read-timeout-seconds

� concurrency-strategy

WebLogic Server で使用可能なキャ ッシュ  サービスについては、 4-2 ページの
「EJB のラ イフサイ クル」 を参照して ください。

例 entity-cache スタンザを次に示します。

<entity-descriptor>

<entity-cache>

<max-beans-in-cache>...</max-beans-in-cache>

<idle-timeout-seconds>...</idle-timeout-seconds>

<read-timeout-seconds>...<read-timeout-seconds>

<concurrency-strategy>...</concurrency-strategy>

</entity-cache>

<persistence>...</persistence>

<entity-clustering>...</entity-clustering>

</entity-descriptor>
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entity-cache-name

機能 entity-cache-name 要素は、 エンティテ ィ  Bean が使用する、 アプ リ ケーシ ョ

ン レベルのエンティテ ィ  キャ ッシュを参照します。 アプ リ ケーシ ョ ン  レベルの
キャ ッシュは、 同じアプ リ ケーシ ョ ン内の複数エンティテ ィ  Bean によって共有
されるキャッシュです。 

weblogic-application.xml ファ イルの詳細については、 「アプ リ ケーシ ョ ン デ
プロイ メ ン ト記述子の要素」 を参照して ください。

例 9-29 ページの 「entity-cache-ref」 を参照して ください。

指定できる値 : なし  (XML ス タンザ )

デフォルト値 : なし  (XML ス タンザ )

要件 : entity-cache-name で指定する値は、weblogic-application.xml ファ イルでア
プ リケーシ ョ ン  レベルのエンテ ィテ ィ  キャ ッシュに当てた名前と一致させる
こ と。

親要素 : weblogic-enterprise-bean,
entity-descriptor

entity-cache-ref
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entity-cache-ref

機能 entity-cache-ref 要素は、 同じアプ リ ケーシ ョ ンの一部である複数エンティ

テ ィ  Bean のインスタンスをキャ ッシュする こ とのできる、 アプ リ ケーシ ョ ン レ
ベルのエンティテ ィ  キャ ッシュを参照します。 アプ リ ケーシ ョ ン  レベルのエン
ティテ ィ  キャ ッシュは、weblogic-application.xml ファ イルで宣言されます。 

9-16 ページの 「concurrency-strategy」 を使用し、 その Bean に使用させたい同時
方式のタイプを定義します。 同時方式はアプリ ケーシ ョ ン  レベル キャ ッシュの
キャッシュ戦略と適合していな くてはなり ません。 たとえば、 排他的キャッシュ

は、 Exclusive 同時方式である  Bean だけをサポート します。 一方、 マルチバー

ジ ョ ン キャッシュは、 Database、 ReadOnly、 および Optimistic 同時方式をサ
ポート します。

例 entity-cache-ref スタンザを次に示します。

<entity-cache-ref>
<entity-cache-name>AllEntityCache</entity-cache-name>
<concurrency-strategy>ReadOnly</concurrency-strategy>
<estimated-bean-size>20</estimated-bean-size>

</entity-cache-ref>

指定できる値 : なし  (XML スタンザ )

デフォルト値 : なし  (XML スタンザ )

要件 : entity-cache-ref スタンザ内の entity-cache-name 要素が、 アプ リケー
シ ョ ン レベルのキャ ッシュの名前を含むこ と。

親要素 : weblogic-enterprise-bean,
entity-descriptor
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entity-clustering

機能 entity-clustering 要素は、以下のオプシ ョ ンを使用して、 エンティテ ィ  Bean 
を  WebLogic ク ラスタ内でレプ リ ケー トする方法をしています。

� home-is-clusterable

� home-load-algorithm

� home call-router-class-name

例 次の例では、 stateful-session-clustering スタンザの構造を示します。

<entity-clustering>

<home-is-clusterable>true</home-is-clusterable>

<home-load-algorithm>random</home-load-algorithm>

<home-call-router-class-name>beanRouter</home-call-router-class-n
ame>

</entity-clustering>

指定できる値 : なし  (XML ス タンザ )

デフォルト値 : なし  (XML ス タンザ )

要件 : 省略可能。 ク ラ スタ内のエンテ ィテ ィ  EJB でのみ有効。

親要素 : weblogic-enterprise-bean,
entity-descriptor
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entity-descriptor

機能 entity-descriptor 要素は、 エンティテ ィ  Bean に適用する以下のデプロイ メ
ン ト  パラ メータを指定します。

� pool

� entity-cache

� persistence

� entity-clustering

例 次の例では、 entity-descriptor スタンザの構造を示します。

<entity-descriptor>

<entity-cache>...</entity-cache>

<persistence>...</persistence>

<entity-clustering>...</entity-clustering>

</entity-descriptor>

指定できる値 : なし  (XML スタンザ )

デフォルト値 : なし  (XML スタンザ )

要件 : .jar 内のエンテ ィテ ィ  EJB ごとに 1 つの entity-descriptor スタンザが必
須。

親要素 : weblogic-enterprise-bean
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estimated-bean-size

機能 estimated-bean-size 要素は、 エンテ ィテ ィ  Bean のインスタンスについて評
価された平均サイズをバイ ト数で指定します。 各インスタンスが消費する メモ リ

のバイ ト数の平均値です。

estimated-bean-size 要素は、 Bean をキャ ッシュするのに使用する、 アプ リ
ケーシ ョ ン  レベルのキャシュがと もにバイ ト数やメガバイ ト単位で指定されて
いる場合に合わせて使用します。

エンテ ィテ ィ  Bean インスタンスが消費する正確なバイ ト数が分からな く ても、
サイズを指定する こ とによ り、 ある一時点でキャッシュを共有する  Bean に対し
相対的な重みを与えるこ とができます。 

たとえば、 Bean A と  Bean B が 1000 バイ トのキャ ッシュを共有し、 A のサイズ
が 10 バイ ト 、 B のサイズが 20 バイ ト である と します。 その場合、 キャ ッシュに
格納できるのは、 最大で、 A のインスタンスで 100、 B のインスタンスで 50 で
す。 A のインスタンスが 100 個キャ ッシュされた場合、 B のインスタンス  は 0 
個、 キャ ッシュされたこ とにな り ます。

例 9-29 ページの 「entity-cache-ref」 を参照して ください。

指定できる値 : なし  (XML ス タンザ )

デフォルト値 : なし  (XML ス タンザ )

要件 : なし

親要素 : weblogic-enterprise-bean
entity-descriptor
9-32 WebLogic エンタープライズ JavaBeans プログラマーズ ガイ ド



externally-defined
externally-defined

機能 externally-defined 要素は、 特定のセキュ リ テ ィ  ロールがデプロイ メ ン ト記

述子ではな くセキュ リ テ ィ  レルムで定義されているこ と を示します。 セキュ リ

テ ィ ロールと関連するプリ ンシパル名のマッピングは別の場所で定義されている

ので、 プ リ ンシパル名はデプロイ メ ン ト記述子には指定されていません。 このタ

グは、 principal-name 要素の代わりに、 プレースホルダと して使用されます。

finders-load-bean

機能 finders-load-bean は、 ファ インダ メ ソ ッ ドの呼び出しによって Bean への参
照が返されてから  WebLogic Server が EJB をキャ ッシュにロードするかど うかを
指定します。 この要素を  true に設定した場合、 Bean への参照がファ インダに
よって返される と、 WebLogic Server はすぐにその Bean をキャ ッシュにロード

指定できる値 : True | False

デフォルト値 :

要件 : なし

親要素 : weblogic-enterprise-bean

   security-role-assignment

指定できる値 : true | false

デフォルト値 : true

要件 : 省略可能。 CMP エンティティ  EJB でのみ有効。

親要素 : weblogic-enterprise-bean,
entity-descriptor,

persistence
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します。 この要素を  false に設定した場合、 WebLogic Server は、 最初のメ ソ ッ
ドが呼び出されるまで Bean を自動的にロード しません。 この動作は、 EJB 1.1 の
仕様と一致しています。

例 次のエン ト リでは、 ファ インダ メ ソ ッ ドによって Bean への参照が返されたら、
EJB が自動的に WebLogic Server キャ ッシュにロード されるよ うに指定します。

<entity-descriptor>

<persistence>

<finders-load-bean>true</finders-load-bean>

</persistence>

</entity-descriptor>

global-role

機能 global-role 要素は、 特定のセキュ リ テ ィ  ロールがセキュ リ テ ィ  レルムでグ
ローバルに定義されているこ とを示します。 セキュ リ テ ィ ロールと関連するプリ

ンシパル名のマッピングは別の場所で定義されているので、 プ リ ンシパル名はデ

プロイ メ ン ト記述子には指定されていません。 このタグは、 principal-name 要
素の代わりに、 プレースホルダと して使用されます。

指定できる値 : True | False

デフォルト値 : True

要件 :

親要素 : weblogic-enterprise-bean

   security-role-assignment
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home-call-router-class-name

機能 home-call-router-class-name は、 Bean メ ソ ッ ド呼び出しのルーテ ィングに
使用するカスタム ク ラスの名前を指定します。 このク ラスは 
weblogic.rmi.cluster.CallRouter() を実装する必要があ り ます。 指定する
と、 このク ラスのインスタンスは各メ ソ ッ ド呼び出しの前に呼び出されます。

ルータ  ク ラスでは、 メ ソ ッ ドのパラ メータを基に、 ルーティ ングするサーバを
選択できます。 このク ラスは、 サーバ名を返すか、 または現在のロード  アルゴ
リズムがサーバを選択する必要がある こ と を示す null を返します。

例 9-30 ページの 「entity-clustering」 と 9-74 ページの 「stateful-session-clustering」
を参照して ください。

指定できる値 : 有効なルータ  ク ラ ス名

デフォルト値 : null

要件 : 省略可能。 ク ラスタ内のエンテ ィテ ィ  EJB、 ステート フル セッシ ョ ン  EJB、
およびステート レス  セッシ ョ ン  EJB でのみ有効。

親要素 : weblogic-enterprise-bean,
entity-descriptor,

entity-clustering

および

weblogic-enterprise-bean
stateful-session-descriptor

stateful-session-clustering
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home-is-clusterable

機能 home-is-clusterable は、 エンティテ ィ  Bean、 ステー ト レス セッシ ョ ン Bean、
またはステート フル セッシ ョ ン Bean のホーム インタフェースがク ラスタ化され
ているかど うかを示す場合に使用します。 

ク ラスタにデプロイ されている  EJB に関して home-is-clusterable が true の
場合、 各サーバ インスタンスは Bean のホーム インタフェースをク ラスタの 
JNDI ツ リーに同じ名前でバインド します。 ク ライアン トがク ラスタから  Bean 
のホーム インタフェースを リ クエス トする と、 ルッ クアップを実行するサーバ 
インスタンスは、各サーバのホームへの参照を持つ EJBHome スタブを返します。 

ク ラ イアン ト が create() または find() 呼び出しを発行する と、 スタブは、
ロード  バランシング アルゴ リ ズムに従ってレプ リ カ  リ ス ト からサーバを選択
し、 そのサーバのホーム  インタフェースに呼び出しをルーティ ングします。 選
択されたホーム インタフェースは呼び出しを受け取り、 そのサーバ インスタン
ス上に Bean インスタンスを作成し、 呼び出しを実行します。

指定できる値 : true | false

デフォルト値 : true

要件 : 省略可能。 ク ラ スタ内のエンテ ィテ ィ  EJB、 ステート レス  セッシ ョ ン EJB、
およびステート フル セッシ ョ ン EJB でのみ有効。

親要素 : weblogic-enterprise-bean,
entity-descriptor,

entity-clustering

および

weblogic-enterprise-bean
stateful-session-descriptor

stateful-session-clustering

および

weblogic-enterprise-bean
stateless-session-descriptor

stateless-session-clustering
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例 9-30 ページの 「entity-clustering」 を参照して ください。

home-load-algorithm

機能 home-load-algorithm では、 EJB ホームのレプ リ カ間でのロード  バランシング
に使用するアルゴ リ ズムを指定します。 この要素を定義しない場合、 WebLogic 
Server はサーバ要素、 weblogic.cluster.defaultLoadAlgorithm で指定され
たアルゴ リ ズムを使用します。 

home-load-algorithm は以下のいずれかの値に定義できます。 

� round-robin :Bean のホス ト  サーバ間で順番にロード  バランシングを実行
します。

� random :Bean のホス ト  サーバ間で EJB ホームのレプ リ カがランダムにデプ
ロイ されます。

� weight-based : ホス ト  サーバの現在の負荷に従って、 EJB ホームのレプ リ カ
をデプロイするサーバが決ま り ます。

指定できる値 : round-robin | random | weight-based

デフォルト値 : weblogic.cluster.defaultLoadAlgorithm の値

要件 : 省略可能。 ク ラスタ内のエンテ ィテ ィ  EJB およびステート フル セッシ ョ ン  
EJB でのみ有効。

親要素 : weblogic-enterprise-bean,
entity-descriptor,

entity-clustering

および

weblogic-enterprise-bean
stateful-session-descriptor

stateful-session-clustering
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例 9-30 ページの 「entity-clustering」 と 9-74 ページの 「stateful-session-clustering」
を参照して ください。

idempotent-methods

機能 idempotent-method  要素は、同じ メ ソ ッ ドを同じ引数で繰り返し呼び出したと

しても、 1 回呼び出したと き と まった く同じ結果になるよ うに記述される、 メ

ソ ッ ドの リ ス ト を定義します。 これによ り、 フェールオーバ ハンド ラは、 失敗

したサーバ上で実際に呼び出しがコンパイルされるかど う かを知らな く ても、 失

敗した呼び出しを再試行できるよ うにな り ます。 ある メ ソ ッ ドに対し多重呼び出

し不変メ ソ ッ ドを有効にした場合、 EJB スタブは、 EJB のホス ト  サーバに接続

できるかぎり、 あらゆる失敗から自動的に回復する こ とができます。

ク ラスタ化を有効にする手順については、 9-30 ページの 「entity-clustering」、
9-74 ページの 「stateful-session-clustering」、 および 9-79 ページの

「stateless-clustering」 を参照して ください。 

ステー ト レス セッシ ョ ン  Bean ホームおよび読み込み専用 エンティテ ィ  Bean の
メ ソ ッ ドは、 自動的に多重呼び出し不変に設定されます。 これらについては多重

呼び出し不変を明示的に設定する必要はあ り ません。

例 method スタンザには、 以下の要素を指定できます。

<idempotent-method>
<method>

<description>...</description>
<ejb-name>...</ejb-name>
<method-intf>...</method-intf>

指定できる値 : なし

デフォルト値 : なし

要件 : EJB でク ラスタ化が有効である こ と。

親要素 : weblogic-enterprise-bean
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<method-name>...</method-name>
<method-params>...</method-params>

</method>
</idempotent-method>

identity-assertion

機能 identity-assertion 要素は、 EJB が ID アサーシ ョ ンをサポートするか、 ある

いは、 必要とするかど うかを指定します。

例 9-41 ページの 「iiop-security-descriptor」 を参照して ください。

指定できる値 : none | supported | required

デフォルト値 :

要件 : なし

親要素 : weblogic-enterprise-bean

iiop-security-descriptor
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idle-timeout-seconds

機能 idle-timeout-seconds では、 ステー ト フル EJB がキャ ッシュに保持される最

長時間を定義します。 この時間を過ぎる と、 キャッシュ内の Bean の数が 
max-beans-in-cache で指定した値を超えている場合、 WebLogic Server では 
Bean インスタンスが削除されます。 削除された  Bean インスタンスに対しては

パッシベーシ ョ ンが行われます。 詳細については、 4-2 ページの 「EJB のラ イフ

サイ クル」 を参照して ください。

注意 : idle-timeout-seconds は entity-cache スタンザで使用しますが、
WebLogic Server 7. 0 SP01、SP02、SP03、および SP04 ではエンティティ 
EJB のライフサイクルの管理でその値を使用しません。それらのサービ
ス パックでは、エンティティ Bean がいつキャッシュから削除されるか
について idle-timeout-seconds の設定は影響しません。

例 次のエン ト リでは、 max-beans-in-cache の値に達し、 Bean がキャ ッシュに 20 
分保持されている場合、 ステー ト フル セッシ ョ ン EJB AccountBean が削除の対

象にな り ます。

<weblogic-enterprise-bean>

<ejb-name>AccountBean</ejb-name>

<stateful-session-descriptor>

指定できる値 : 1 から  maxSeconds で指定した値。 maxSeconds は整数の最大値。

デフォルト値 : 600

要件 : 省略可能

親要素 : weblogic-enterprise-bean,
entity-descriptor,

entity-cache

および

weblogic-enterprise-bean,
stateful-session-descriptor,

stateful-session-cache
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<stateful_session-cache>

<max-beans-in-cache>200</max-beans-in-cache>

<idle-timeout-seconds>1200</idle-timeout-seconds>

</stateful-session-cache>

</stateful-session-descriptor>

</weblogic-enterprise-bean>

iiop-security-descriptor

機能 iiop-security-descriptor 要素は、 Bean レベルのセキュ リ テ ィ  コンフ ィグ

レーシ ョ ン パラ メータを指定します。 これらのパラ メータによ り、 IOR に含ま

れる  IIOP セキュ リ テ ィ情報が決定します。

例 iiop-security-descriptor スタンザには、 以下の要素を指定できます。

<iiop-security-descriptor>

<transport-requirements>...</transport-requirements>

<client-authentication>supported<client-authentication>

<identity-assertion>supported</identity-assertion>

</iiop-security-descriptor>

指定できる値 : なし

デフォルト値 : なし

要件 : なし

親要素 : weblogic-enterprise-bean
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initial-beans-in-free-pool

機能 initial-bean-in-free-pool の値を指定する と、 WebLogic Server では、 起動

時に、 すべての Bean ク ラスの指定した数の Bean インスタンスがフ リー プール

に生成されます。 この方法で Bean インスタンスをフ リー プールに格納しておく

と、 要求が来てから新しいインスタンスを生成せずに Bean に対する初期要求が

可能になるため、 EJB の初期応答時間が短縮されます。

例 9-61 ページの 「pool」 を参照して ください。

指定できる値 : 0 から  maxBeans で指定した値

デフォルト値 : 0

要件 : 省略可能。 ステート レス  セッシ ョ ン、 エンテ ィテ ィ、 およびメ ッセージ駆動

型 EJB で有効。

親要素 : weblogic-enterprise-bean,
stateless-session-descriptor, message-bean-descriptor, 

entity-descriptor
pool
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initial-context-factory

機能 initial-context-factory 要素は、 コンテナが接続ファ ク ト リ を作成するため

に使用する初期 contextFactory を指定します。 initial-context-factory を指定しな

かった場合、 デフォル トは weblogic.jndi.WLInitialContextFactory にな り

ます。 

例 次の例では、 initial-context-factory 要素の構造を示します。

<message-driven-descriptor>

<initial-context-factory>weblogic.jndi.WLInitialContextFactory
</initial-context-factory>

</message-driven-descriptor>

指定できる値 : true | false

デフォルト値 : weblogic.jndi.WLInitialContextFactory

要件 : ステート フル セッシ ョ ン Bean インスタンスによる メ ソ ッ ド呼び出しの処理中

に、 同時に他のメ ソ ッ ド呼び出しがサーバに送信されたと きに、 サーバが 
RemoteException を送出するこ と。

親要素 : weblogic-enterprise-bean

message-driven-descriptor
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integrity

機能 integrity 要素は、その EJB の転送の整合性の要件を指定します。 integrity 要素
を使用する と、 ク ラ イアン ト とサーバ間で、 データが途中で変化するこ とな く転

送されるこ とが保証されます。

例 9-82 ページの 「transport-requirements」 を参照して ください。

invalidation-target

機能 invalidation-target 要素は、 コンテナ管理による永続性エンティテ ィ  EJB が変更
された場合に、 無効化する読み込み専用エンティテ ィ  EJB を指定します。

指定できる値 : none | supported | required

デフォルト値 :

要件 : なし

親要素 : weblogic-enterprise-bean

iiop-security-descriptor
transport-requirements

指定できる値 :

デフォルト値 :

要件 : 対象の ejb-name は読み込み専用エンテ ィテ ィ  EJB でなければならないので、

この要素は EJB 2.0 のコンテナ管理による永続性エンテ ィテ ィ  EJB に対しての

み指定できる。

親要素 : weblogic-enterprise-bean

entity-descriptor 
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例 次の例では、 EJB が変更される と  StockReaderEJB とい う  EJB が無効化される
よ うに指定します。

<invalidation-target>

<ejb-name>StockReaderEJB</ejb-name>

</invalidation-target>

is-modified-method-name

機能 is-modified-method-name では、 EJB の保存時に WebLogic Server によって呼
び出される メ ソ ッ ドを指定します。 指定したメ ソ ッ ドはブール値を返す必要があ

り ます。 メ ソ ッ ドを指定しない場合、 WebLogic Server では、 EJB は常に変更さ
れている と見なされて保存されます。 

メ ソ ッ ドを指定して適切な値を設定する と、 EJB 1.1 準拠の Bean、 および Bean 
管理の永続性を使用する  Bean のパフォーマンスが向上します。 ただし、 メ ソ ッ
ドの戻り値にエラーがある と、 データに矛盾が発生する場合があ り ます。 詳細に
ついては、 4-14 ページの 「is-modified-method-name を使用した ejbStore() の呼び
出しの制限 (EJB 1.1 のみ )」 を参照して ください。

注意 : isModified() は、EJB 2.0 仕様に基づく  2.0 CMP エンテ ィテ ィ  EJB では
不要ですが、 BMP および 1.1 CMP の EJB では有効です。 コンテナ管理
の永続性を使用して  EJB 2.0 エンテ ィテ ィ  Bean をデプロイする場合、
WebLogic Server によって、 変更されている  EJB フ ィールドが自動的に
検出され、 そのフ ィールドのみが基底のデータス ト アに書き込まれます。

指定できる値 : 有効なエンテ ィテ ィ  EJB メ ソ ッ ド名

デフォルト値 : なし

要件 : 省略可能。 エンテ ィテ ィ  EJB でのみ有効。 

親要素 : weblogic-enterprise-bean,
entity-descriptor,

persistence
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例 次の例では、 EJB が変更される と  semidivine とい う  EJB メ ソ ッ ドが WebLogic 
Server に通知するよ うに指定します。

<entity-descriptor>

<persistence>

<is-modified-method-name>semidivine</is-modified-method-name>

</persistence>

</entity-descriptor>

isolation-level

機能 isolation-level は、 すべての EJB データベース処理に対するアイ ソレーシ ョ
ン レベルを指定します。 isolation-level には以下の値を指定できます。

� TransactionReadCommittedUncommitted : ト ランザクシ ョ ンはコ ミ ッ ト し
ていない他の ト ランザクシ ョ ンの更新を参照できます。

� TransactionReadCommitted : ト ランザクシ ョ ンはコ ミ ッ ト された他の ト ラ
ンザクシ ョ ンの更新だけを参照できます。

� TransactionRepeatableRead : ト ランザクシ ョ ンでデータの一部を読み取る
と、 そのデータが他のト ランザクシ ョ ンで変更されても、 最初の読み取り時

と同じ値が返されます。

指定できる値 : TransactionSerializable | TransactionReadCommitted | 
TransactionReadUncommitted | TransactionRepeatableRead | 
TransactionReadCommittedForUpdate | 
TransactionReadCommittedForUpdateNoWait

デフォルト値 : なし

要件 : 省略可能。

親要素 : weblogic-enterprise-bean,
transaction-isolation
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� TransactionSerializable : この ト ランザクシ ョ ンを同時に複数回実行する
と、 ト ランザクシ ョ ンを順番に複数回実行するこ と と同じ こ とにな り ます。

Oracle データベースの場合のみ :

� TransactionReadCommittedForUpdate

� TransactionReadCommittedForUpdateNoWait

Oracle 固有の isolation-level 値の背景情報については、 4-45 ページの
「Oracle データベースに関する特別な注意」 を参照して ください。

異なるアイ ソレーシ ョ ン  レベルの関係と各アイ ソレーシ ョ ン  レベルのサポート
の詳細については、 各データベースのマニュアルを参照して ください。

例 9-81 ページの 「transaction-isolation」 を参照して ください。 

jms-polling-interval-seconds

機能 jms-polling-interval-seconds 要素は、 JMS 送り先に再接続しにいく間隔の
秒数を指定します。 各メ ッセージ駆動型 Bean は、 関連付けられている JMS 送り
先に リ スンします。JMS 送り先が別の WebLogic Server インスタンスまたは外部 
JMS プロバイダに配置されている場合には、 JMS 送り先にアクセスできな く なる
こ と もあ り ます。 この場合、 EJB コンテナは自動的に JMS サーバに再接続しに
いきます。 JMS サーバが再び起動した時点で、 メ ッセージ駆動型 Bean は再び
メ ッセージを受信できるよ うにな り ます。

例 次のエン ト リでは、 メ ッセージ駆動型 Bean の JMS ポーリ ング間隔を指定してい
ます。

指定できる値 : なし

デフォルト値 : 10 秒

要件 : なし

親要素 : weblogic-enterprise-bean
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<jms-polling-interval-seconds>5</jms-polling-interval seconds>

jms-client-id 

機能 jms-client-id は、 JMS コンシューマに関連付ける  ID を指定します。恒久サブ
スク リプシ ョ ンを持つメ ッセージ駆動型 Bean では、 関連付けられたク ライアン
ト  ID が必要になり ます。 個別の接続ファ ク ト リ を使用する場合には、 その接続
ファ ク ト リ上にク ライアン ト  ID を設定できます。 この場合、 メ ッセージ駆動型 
Bean はこのク ライアン ト  ID を使用します。

関連する接続ファ ク ト リにク ライアン ト  ID がない場合、 または、 デフォル トの
接続ファ ク ト リ を使用する場合には、 メ ッセージ駆動型 Bean は jms-cliend-id の
値をそれのク ラ イアン ト  ID と して使用します。

例 次のエン ト リでは、 JMS コンシューマに関連付ける  ID を指定しています。

<jms-client-id>MyClientID</jms-client-id>

指定できる値 : なし

デフォルト値 : デフォルト  ク ラ イアン ト  ID はこの EJB の ejb-name。

要件 : jms-client-id が JMS ト ピ ッ クに対する恒久サブスク リプシ ョ ンで必要と
なる。

親要素 : weblogic-enterprise-bean
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jndi-name

機能 jndi-name は、 WebLogic Server で使用可能な実際の EJB、 リ ソース、 または参
照の JNDI 名を指定します。

例 9-67 ページの 「resource-description」 と 9-22 ページの
「ejb-reference-description」 を参照して ください。

指定できる値 : 有効な JNDI 名

デフォルト値 : なし

要件 : resource-description と  ejb-reference-description で必須。

親要素 : weblogic-enterprise-bean

および

weblogic-enterprise-bean
reference-descriptor

resource-description

および

weblogic-enterprise-bean
reference-descriptor

ejb-reference-description
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local-jndi-name

機能 local-jndi-name 要素は、 Bean のローカル ホームの jndi-name を指定します。
Bean がリモート  ホームと ローカル ホームを持つ場合は、 それぞれのホームに 1 
つずつの JNDI 名を指定する必要があ り ます。

例 次の例では、 local-jndi-name 要素の構造を示します。

<local-jndi-name>weblogic.jndi.WLInitialContext
</local-jndi-name>

指定できる値 : 有効な  JNDI 名

デフォルト値 : なし

要件 : Bean がローカル ホームを持つ場合には必須。

親要素 : weblogic-enterprise-bean
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max-beans-in-cache

機能 max-beans-in-cache 要素は、 メモ リに保持可能なこのク ラスのオブジェク ト
の最大数を指定します。 max-bean-in-cache の値に達する と、 WebLogic Server 
では、 最近ク ライアン トに使用されていない EJB の一部に対してパッシベー
シ ョ ンが行われます。 また、 4-16 ページの 「EJB の同時方式」 で説明されてい
るよ うに、 max-beans-in-cache の値は、 EJB を  WebLogic Server のキャ ッシュ
からいつ削除するかにも影響を与えます。 

例 次の例では、 WebLogic Server が AccountBean ク ラスのインスタンスを最大で 
200 個キャッシュできるよ うにします。

<weblogic-enterprise-bean>

<ejb-name>AccountBean</ejb-name>

<entity-descriptor>

<entity-cache>

<max-beans-in-cache>200</max-beans-in-cache>

</entity-cache>

</entity-descriptor>

</weblogic-enterprise-bean>

指定できる値 : 1 から  maxBeans で指定した値

デフォルト値 : 1000

要件 : 省略可能

親要素 : weblogic-enterprise-bean,
entity-descriptor,

entity-cache

および

weblogic-enterprise-bean
stateful-session-descriptor

stateful-session-cache
WebLogic エンタープライズ JavaBeans プログラマーズ ガイ ド 9-51



9 weblogic-ejb-jar.xml 文書型定義
max-beans-in-free-pool

機能 WebLogic Server は、すべてのエンティティ Bean、ステートレス セッション 
Bean、およびメッセージ駆動型 Bean クラスに対して EJB のフリー プールを保
持します。max-beans-in-free-pool 要素は、 このフ リー プールのサイズを定
義します。 詳細については、 4-6 ページの 「ステー ト レス  セッシ ョ ン EJB のライ
フサイ クル」 と 3-3 ページの 「メ ッセージ駆動型 Bean と ステー ト レス  セッシ ョ
ン EJB との違い」 を参照して ください。

例 9-61 ページの 「pool」 を参照して ください。

指定できる値 : 0 から  maxBeans で指定した値

デフォルト値 : 1000

要件 : 省略可能。

親要素 : weblogic-enterprise-bean,
stateless-session-descriptor,

pool

weblogic-enterprise-bean,
message-bean-descriptor,

pool

weblogic-enterprise-bean,
entity-descriptor,

pool
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message-driven-descriptor

機能 message-driven-descriptor 要素は、 メ ッセージ駆動型 Bean を WebLogic 
Server の JMS 送り先に関連付けます。 この要素は、 以下のデプロイ メ ン ト  パラ
メータを指定します。

� pool

� destination-jndi-name

� initial-context-factory

� provider-url

� connection-factory-jndi-name

例 次の例では、 message-driven-descriptor スタンザの構造を示します。

<message-driven-descriptor>

<destination-jndi-name>...</destination-jndi-name>

</message-driven-descriptor>

指定できる値 : なし  (XML スタンザ )

デフォルト値 : なし  (XML スタンザ )

要件 :

親要素 : weblogic-enterprise-bean
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method

機能 method 要素は、 エンタープライズ Bean のホームまたはリモート  インタフェー
スのメ ソ ッ ドあるいはメ ソ ッ ドのセッ ト を定義します。

例 method スタンザには、 以下の要素を指定できます。

<method>

<description>...</description>

<ejb-name>...</ejb-name>

<method-intf>...</method-intf>

<method-name>...</method-name>

<method-params>...</method-params>

</method>

指定できる値 : なし  (XML ス タンザ )

デフォルト値 : なし  (XML ス タンザ )

要件 : 省略可能。 複数の method ス タンザを指定して複数の EJB メ ソ ッ ド をコン
フ ィグレーシ ョ ンでき る。

親要素 : weblogic-enterprise-bean

transaction-isolation
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method-intf

機能 method-intf では、WebLogic Server がアイソレーション レベル プロパティを
適用する EJB インタフェースを指定します (メソッドが複数のインタフェースで
同じシグネチャを持つ場合 )。

例 9-54 ページの 「method」 を参照して ください。

method-name

機能 method-name は、WebLogic Server がアイ ソレーシ ョ ン  レベルのプロパテ ィ を適
用する個々の EJB メ ソ ッ ドの名前を指定します。 アスタ リ ス ク  (*) を使用して 
EJB のホームおよびリモート  インタフェースの全メ ソ ッ ドを指定します。

指定できる値 : Home | Remote | Local | Localhome

デフォルト値 : なし

要件 : 省略可能。

親要素 : weblogic-enterprise-bean
transaction-isolation

method

指定できる値 : ejb-jar.xml で定義した  EJB の名前 | *

デフォルト値 : なし

要件 : method スタンザで必須。

親要素 : weblogic-enterprise-bean
transaction-isolation

method
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method-name を指定する と、そのメ ソ ッ ドが指定した ejb-name で使用可能にな
り ます。

例 9-54 ページの 「method」 を参照して ください。

method-param

機能 method-param 要素には、 Java タイプのメ ソ ッ ド  パラ メータの完全修飾名を指定
します。

例 9-57 ページの 「method-params」 を参照して ください。

指定できる値 : Java タイプのメ ソ ッ ド  パラ メータの完全修飾名

デフォルト値 : なし

要件 : method-params で必須。

親要素 : weblogic-enterprise-bean

transaction-isolation
method

method-params
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method-params

機能 method-params スタンザには、 各メ ソ ッ ド  パラ メータの Java タイプ名を定義す
る  1 つまたは複数の要素があ り ます。

例 method-params スタンザには、 次のよ うに 1 つまたは複数の method-param 要
素が含まれます。

<method-params>

<method-param>java.lang.String</method-param>

...

</method-params>

指定できる値 : なし  (XML スタンザ )

デフォルト値 : なし  (XML スタンザ )

要件 : 省略可能

親要素 : weblogic-enterprise-bean

transaction-isolation
method
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persistence

機能 persistence 要素は、WebLogic Server のエンティテ ィ  EJB に対する永続性タイ
プ、 ト ランザクシ ョ ン  コ ミ ッ ト動作、 ejbLoad() 動作、 および ejbStore() 動
作を決定するプロパテ ィ を定義します。

� is-modified-method-name

� delay-updates-until-end-of-tx

� finders-load-bean

� db-is-shared

� persistence-use

例 次の例では、 persistence 要素の構造を指定します。

<entity-descriptor>
<persistence>

<is-modified-method-name>...</is-modified-
method-name>
<delay-updates-until-end-of-tx>
</delay-updates-until-end-of-tx>
<finders-load-beand>...</finders-load-bean>
<db-is-shared>false</db-is-shared>
<persistence-use>...</persistence-use>

</persistence>
</entity-descriptor>

指定できる値 : なし  (XML ス タンザ )

デフォルト値 : なし  (XML ス タンザ )

要件 : コンテナ管理の永続性サービスを使用するエンテ ィテ ィ  EJB でのみ必須。

親要素 : weblogic-enterprise-bean,
entity-descriptor
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persistence-use

機能 persistence-use 要素は、 この Bean に使用する永続性タイプの識別子を格納し

ます。

例 次の例では、 persistence-use スタンザの例を示します。

<persistence-use>
<type-identifier>WebLogic_CMP_RDBMS</type-identifier>
<type-version>5.1.0</type-version>
<type-storage>META-INF/weblogic-cmp-jar.xml</type-storage>

</persistence-use>

指定できる値 : なし  (XML スタンザ )

デフォルト値 : なし  (XML スタンザ )

要件 : コンテナ管理の永続性サービスを使用するエンテ ィテ ィ  EJB でのみ必須。

親要素 : weblogic-enterprise-bean,
entity-descriptor,

persistence
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persistent-store-dir

機能 WebLogic Server がパッシベーションされたステートフル セッション Bean イン
スタンスの状態を格納するファイル システム ディレクトリを指定します。 詳細
については、4-12 ページの「パッシベーションされた Bean の永続ストア ディレ
クトリの指定」を参照してください。

例 <stateful-session-descriptor>
<stateful-session-cache>...</stateful-session-cache>
<allow-concurrent-calls>...</allow-concurrent-calls>
<persistent-store-dir>MyPersistenceDirr</persistent-store-dir>
<stateful-session-clustering>...</stateful-session-clustering>
<allow-remove-during-transaction>

</stateful-session-descriptor>

指定できる値 : pstore

要件 : 省略可能。

親要素 : weblogic-enterprise-bean

stateful-session-descriptor
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pool

機能 pool 要素は、EJB 用の WebLogic Server フリー プールの動作をコンフィグレー
ションします。 

例 pool スタンザには、 以下の要素を指定できます。

<stateless-session-descriptor>
<pool>
<max-beans-in-free-pool>500</max-beans-in-free-pool>
<initial-beans-in-free-pool>250</initial-beans-in-free-pool>

</pool>
</stateless-session-descriptor>

指定できる値 : なし  (XML スタンザ )

デフォルト値 : なし  (XML スタンザ )

要件 : 省略可能。

親要素 : weblogic-enterprise-bean
stateless-session-descriptor, message-bean-descriptor, 

entity-descriptor
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principal-name

機能 principal-name は、指定した role-name に適用される実際の  WebLogic Server 
プ リ ンシパルの名前を指定します。

例 9-71 ページの 「security-role-assignment」 を参照して ください。

provider-url

機能 provider-url 要素は、 InitialContext が使用する  URL プロバイダを指定し

ます。 通常、 指定するのはホス ト  : ポートで、 initial-context-factory およ

び connection-factory-jndi-name と組み合わせて使用します。

指定できる値 : 有効な  WebLogic Server プリ ンシパル名

デフォルト値 : なし

要件 : security-role-assignment スタンザには、 最低 1 つの principal-name 
が必須。 各 role-name に対しては、 複数の principal-name を定義できる。

親要素 : weblogic-enterprise-bean
security-role-assignment

指定できる値 : 有効な名前

デフォルト値 : なし

要件 : initial-context-factory および connection-factory-jndi-name と組
み合わせて使用する。

親要素 : weblogic-enterprise-bean
message-driven-descriptor
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例 次の例では、 provider-url 要素の構造を指定します。

<message-driven-descriptor>

<provider-url>WeblogicURL:Port</provider-url>

</message-driven-descriptor>

read-timeout-seconds

機能 read-timeout-seconds 要素では、 Read-Only エンティテ ィ  Bean での各 
ejbLoad() 呼び出しの間隔を秒数で指定します。 0 に設定する と、 WebLogic 
Server では、 その Bean がキャ ッシュされた場合にのみ、 ejbLoad() が呼び出さ

れます。

例 次の例では、 インスタンスが最初にキャ ッシュされた場合にのみ WebLogic 
Server が AccountBean ク ラスのインスタンスに対して ejbLoad() を呼び出しま

す。

<weblogic-enterprise-bean>
<ejb-name>AccountBean</ejb-name>

<entity-descriptor>
<entity-cache>

<read-timeout-seconds>0</read-timeout-seconds>
</entity-cache>

</entity-descriptor>
</weblogic-enterprise-bean>

指定できる値 : 0 から  maxSeconds で指定した値。 maxSeconds は整数の最大値。

デフォルト値 : 600

要件 : 省略可能。 エンテ ィテ ィ  EJB でのみ有効。

親要素 : weblogic-enterprise-bean,
entity-descriptor,

entity-cache
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reference-descriptor

機能 reference-descriptor 要素では、 ejb-jar.xml ファ イル内の参照が、
WebLogic Server で実際に使用可能な リ ソース  ファ ク ト リ と  EJB の JNDI 名に
マップされます。 

例 reference-descriptor スタンザには、 リ ソース  ファ ク ト リ参照および EJB 参
照を定義するために 1 つまたは複数のスタンザが追加されます。 次の例に、 これ

らの要素の構造を示します。

<reference-descriptor>

<resource-description>

...

</resource-description>

<ejb-reference-description>

...

</ejb-reference-description>

</reference-descriptor>

relationship-description

現在、 この要素は WebLogic Server でサポート されていません。

指定できる値 : なし  (XML ス タンザ )

デフォルト値 : なし  (XML ス タンザ )

要件 : 省略可能。

親要素 : weblogic-enterprise-bean
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replication-type

機能 replication-type 要素は、 ク ラスタ内の WebLogic Server インスタンスのス
テート フル セッシ ョ ン EJB の状態を WebLogic Server がレプリ ケートするかど

うかを指定します。 InMemory を指定した場合、 EJB の状態はレプリ ケー ト され

ます。 None を指定した場合、 状態はレプリ ケー ト されません。

詳細については、 4-37 ページの 「ステー ト フル セッシ ョ ン EJB のインメモ リ  レ
プ リ ケーシ ョ ン」 を参照して ください。

例 9-74 ページの 「stateful-session-clustering」 を参照して ください。

指定できる値 : InMemory | None

デフォルト値 : なし

要件 : 省略可能。 ク ラスタ内のステート フル セッシ ョ ン  EJB でのみ有効。

親要素 : weblogic-enterprise-bean
stateful-session-descriptor

stateful-session-clustering
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res-env-ref-name

機能 res-env-ref-name はリ ソース環境参照名を指定します。 

例 9-67 ページの 「resource-description」 を参照して ください。

res-ref-name

機能 res-ref-name は resourcefactory 参照名を指定します。 これは、 EJB プロバ
イダによって ejb-jar.xml デプロイ メ ン ト記述子ファ イル内に記載される参照
です。

例 9-67 ページの 「resource-description」 を参照して ください。

指定できる値 : ejb-jar.xml ファ イルにある有効な リ ソース環境参照名

デフォルト値 : なし

要件 : なし

親要素 : weblogic-enterprise-bean
reference-descriptor

resource-env-description

指定できる値 : ejb-jar.xml ファ イルにある有効な リ ソース参照名

デフォルト値 : なし

要件 : EJB が ejb-jar.xml の リ ソース参照を指定する場合にのみ必須。

親要素 : weblogic-enterprise-bean
reference-descriptor

resource-description
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resource-description

機能 resource-description 要素は、 ejb-jar.xml で定義された リ ソース参照を、
WebLogic Server で使用可能な実際のリ ソースの JNDI 名にマップします。

例 resource-description スタンザには、 以下のよ うに要素を追加できます。

<reference-descriptor>

<resource-description>

<res-ref-name>.. .</res-ref-name>

<jndi-name>...</jndi-name>

</resource-description>

<ejb-reference-description>

<ejb-ref-name>.. .</ejb-ref-name>

<jndi-name>.. .</jndi-name>

</ejb-reference-description>

</reference-descriptor>

指定できる値 : なし  (XML スタンザ )

デフォルト値 : なし  (XML スタンザ )

要件 : 省略可能。

親要素 : weblogic-enterprise-bean
reference-descriptor
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resource-env-description

機能 resource-env-description 要素は、 ejb-jar.xml で定義された リ ソース環境
参照を、 WebLogic Server で使用可能な実際の リ ソースの JNDI 名にマップしま
す。

例 resource-env-description スタンザには、 以下のよ うに要素を追加できます。

<reference-descriptor>

<resource-env-description>

<res-env-ref-name>.. .</res-env-ref-name>

<jndi-name>...</jndi-name>

<reference-env-description>

</reference-descriptor>

指定できる値 : なし  (XML ス タンザ )

デフォルト値 : なし  (XML ス タンザ )

要件 : 省略可能。

親要素 : weblogic-enterprise-bean
reference-descriptor
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role-name

機能 role-name 要素は、 EJB プロバイダが ejb-jar.xml デプロイ メ ン ト  ファ イルに
指定したアプリ ケーシ ョ ンのロール名を示します。 スタンザの次の 
principal-name 要素で、 WebLogic Server プリ ンシパルを、 指定した  
role-name にマップします。

例 9-71 ページの 「security-role-assignment」 を参照して ください。

security-permission

機能 security-permission 要素は、 J2EE Sandbox と関連するセキュ リ テ ィ  パー

ミ ッシ ョ ンを指定します。

詳細については、 Sun によるセキュ リテ ィ  パーミ ッシ ョ ン仕様の実装を参照し

て ください。

指定できる値 : ejb-jar.xml で定義した  EJB ロール名

デフォルト値 : なし

要件 : security-role-assignment で必須。

親要素 : weblogic-enterprise-bean
security-role-assignment

指定できる値 : なし  (XML スタンザ )

デフォルト値 : なし  (XML スタンザ )

要件 :

親要素 : なし
WebLogic エンタープライズ JavaBeans プログラマーズ ガイ ド 9-69



9 weblogic-ejb-jar.xml 文書型定義
http://java.sun.com/j2se/1.3/docs/guide/security/PolicyFiles.html#FileSyntax

例 security-permission スタンザには、 以下の要素を  1 つまたは複数、 指定でき

ます。

<security-permission> </security-permission>

security-permission-spec

機能 security-permission-spec 要素は、 J2EE sandbox と関連するセキュ リテ ィ  

パーミ ッシ ョ ンを指定します。 

詳細については、 Sun によるセキュ リ テ ィ  パーミ ッシ ョ ン仕様の実装を参照し

て ください。

http://java.sun.com/j2se/1.3/docs/guide/security/PolicyFiles.html#FileSyntax

例 「java.vm.version」 に 「read」 パーミ ッシ ョ ンを付与して、 上書きされないよ う

にするには、 次の手順に従います。

1. security-permission-spec を次のよ うに設定します。

<security-permission>
<description>Optional explanation goes here</description>
<security-permission-spec> grant { permission 
java.util.PropertyPermission "java.vm.version", "read"; }; 
</security-permission-spec>

</security-permission> 

指定できる値 : なし  (XML ス タンザ )

デフォルト値 : なし  (XML ス タンザ )

要件 : なし

親要素 : security-permission
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2. 次のオプシ ョ ンを使用してサーバを起動するよ うに、 startWeblogic スク リ

プ ト を変更します。

JAVA_OPTIONS=-Djava.security.manager 

3. ド メ イン  ディ レク ト リ内に lib とい う名前のディ レク ト リ を作成します。 

4. %WL_HOME%\server\lib\weblogic.policy ファ イルに次の行を追加します。 

add grant codeBase "file:/<Your user_projects 
dir>/YourDomain/lib/-" { permission 
java.security.AllPermission; }; 

EJB スタブのク ラスパスが lib であるため、 この行が必要です。

security-role-assignment

機能 security-role-assignment 要素は、 ejb-jar.xml ファ イル内のアプリ ケー

シ ョ ン ロールを、WebLogic Server で使用可能なセキュ リ テ ィ  プリ ンシパル名に

マップします。 

例 security-role-assignment スタンザには、 以下の要素を  1 つまたは複数、 指

定できます。

<security-role-assignment>
<role-name>PayrollAdmin</role-name>
<principal-name>Tanya</principal-name>
<principal-name>system</principal-name>
...

</security-role-assignment>

指定できる値 : なし  (XML スタンザ )

デフォルト値 : なし  (XML スタンザ )

要件 : ejb-jar.xml がアプリ ケーシ ョ ン  ロールを定義する場合に必須。

親要素 : なし
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session-timeout-seconds

機能 session-timeout-seconds 要素は、 パッシベーシ ョ ンされたステート フル セッ
シ ョ ン Bean がディ スクから削除されるまで EJB コンテナが待機する時間を指定
します。

idle-timeout-seconds 要素は、 ステー ト フル セッシ ョ ン Bean でパッシベーシ ョ ン
が行われるまで、つま り キャ ッシュから削除されてディ スクに書き込まれるまで 
EJB コンテナが待機する時間を指定します。 

以前の リ リースでは、 EJB コンテナは、 パッシベーシ ョ ンされた EJB をディ ス
クから削除するまでの待機時間を指定するためにも  idle-timeout-seconds を
使用していました。 session-timeout-seconds の追加によ り、 ステー ト フル 
セッシ ョ ン  Bean がキャッシュ内に留まる時間と、 それらがディ スクに留まる時

間を別々の要素で指定できます。

例 次の例では、 session-timeout-seconds 要素の指定方法を示します。

<session-timeout-seconds>3600</session-timeout-seconds>

指定できる値 : なし  (XML ス タンザ )

デフォルト値 : なし  (XML ス タンザ )

要件 : session-timeout-seconds スタンザは、 ステート フル セッシ ョ ン  EJB での
み有効。

親要素 : weblogic-enterprise-bean,
stateful-session-descriptor

stateful-session-cache
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stateful-session-cache

機能 stateful-session-cache 要素は、WebLogic Server 内のステート フル セッシ ョ
ン EJB インスタンスのキャ ッシュに使用する以下のオプシ ョ ンを定義します。 

� max-beans-in-cache

� idle-timeout-seconds

� cache-type

WebLogic Server で使用可能なキャ ッシュ  サービスについては、 4-2 ページの
「EJB のラ イフサイ クル」 を参照して ください。

例 次の例では、 stateful-session-cache 要素の指定方法を示します。

<stateful-session-cache>

<max-beans-in-cache>...</max-beans-in-cache>

<idle-timeout-seconds>...</idle-timeout-seconds>

<cache-type>...</cache-type>

</stateful-session-cache>

指定できる値 : なし  (XML スタンザ )

デフォルト値 : なし  (XML スタンザ )

要件 : stateful-session-cache スタンザは省略可能。 この要素は、 ステー ト フル 
セッシ ョ ン  EJB でのみ有効。

親要素 : weblogic-enterprise-bean,
stateful-session-descriptor
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stateful-session-clustering

機能 stateful-session-clustering スタンザ要素では、クラスタ内のステートフル 
セッション EJB インスタンスのクラスタ化動作を指定します。

例 次の例では、 stateful-session-clustering スタンザの構造を示します。

<stateful-session-clustering>

<home-is-clusterable>true</home-is-clusterable>

<home-load-algorithm>random</home-load-algorithm>

<home-call-router-class-name>beanRouter</home-call-router-class-n
ame>

<replication-type>InMemory</replication-type>

</stateful-session-clustering>

指定できる値 : なし  (XML ス タンザ )

デフォルト値 : なし  (XML ス タンザ )

要件 : 省略可能。 ク ラ スタ内のステー ト フル セッシ ョ ン EJB でのみ有効。

親要素 : weblogic-enterprise-bean,
stateful-session-descriptor
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stateful-session-descriptor

機能 stateful-session-descriptor 要素では、ステートフル セッション EJB のデ
プロイメント動作を指定します。

例 次の例では、 stateful-session-descriptor スタンザの構造を示します。

<stateful-session-descriptor>
<stateful-session-cache>...</stateful-session-cache>
<allow-concurrent-calls>...</allow-concurrent-calls>
<persistent-store-dir>...</persistent-store-dir>
<stateful-session-clustering>...</stateful-session-clustering>
<allow-remove-during-transaction>

</stateful-session-descriptor>

指定できる値 : なし  (XML スタンザ )

デフォルト値 : なし  (XML スタンザ )

要件 : .jar 内のステー ト フル セッシ ョ ン  EJB ごとに 1 つの 
stateful-session-descriptor ス タンザが必須。

親要素 : weblogic-enterprise-bean
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stateless-bean-call-router-class-name

機能 stateless-bean-call-router-class-name 要素は、 Bean メ ソ ッ ド呼び出しの
ルーテ ィングに使用するカスタム  ク ラスの名前を指定します。 このク ラスは 
weblogic.rmi.cluster.CallRouter() を実装する必要があ り ます。 指定する
と、 このク ラスのインスタンスは各メ ソ ッ ド呼び出しの前に呼び出されます。

ルータ  ク ラスでは、 メ ソ ッ ドのパラ メータを基に、 ルーティ ングするサーバを
選択できます。 このク ラスは、 サーバ名を返すか、 または現在のロード  アルゴ
リ ズムがサーバを選択する必要があるこ とを示す null を返します。

例 9-79 ページの 「stateless-clustering」 を参照して ください。

指定できる値 : 有効なルータ  ク ラス名

デフォルト値 : なし

要件 : 省略可能。 ク ラ スタのステート レス  セッシ ョ ン  EJB でのみ有効。

親要素 : weblogic-enterprise-bean,
stateless-session-descriptor

stateless-clustering
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stateless-bean-is-clusterable

機能 stateless-bean-is-clusterable は、 ステート レス  セッシ ョ ン  Bean の 
EJBObject インタフェースがク ラスタ化されているかど うかを示す場合に使用
します。 ク ラスタ化されている  EJBObject は、 ロード  バランシングと フェイル
オーバをサポート しています。 

stateless-bean-is-clusterable が true の場合、 ク ラスタ化されているス
テー ト レス  セッシ ョ ン Bean のホーム インタフェースが Bean インスタンスを作
成する と、 ク ラスタ内のすべてのサーバを示す EJBObject スタブがク ライアン
トに返されます。 ステート レス とい う  Bean の特性のため、 どのインスタンスも
すべてのク ラ イアン ト にサービスできます。

例 9-79 ページの 「stateless-clustering」 を参照して ください。

指定できる値 : true | false

デフォルト値 : true

要件 : 省略可能。 ク ラスタのステート レス  セッシ ョ ン EJB でのみ有効。

親要素 : weblogic-enterprise-bean,
stateless-session-descriptor

stateless-clustering
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stateless-bean-load-algorithm

機能 stateless-bean-load-algorithm は、 EJB ホームのレプ リ カ間でのロード  バ
ランシングに使用するアルゴ リズムを指定します。 このプロパティ を定義しない

場合、 WebLogic Server はサーバ プロパティ  
weblogic.cluster.defaultLoadAlgorithm で指定されたアルゴ リズムを使用
します。 

stateless-bean-load-algorithm を以下のいずれかの値で定義できます。 

� round-robin :Bean のホス ト  サーバ間で順番にロード  バランシングを実行
します。

� random :Bean のホス ト  サーバ間で EJB ホームのレプ リ カがランダムにデプ

ロイ されます。

� weight-based : ホス ト  サーバの現在の負荷に従って、 EJB ホームのレプ リ カ

をデプロイするサーバが決ま り ます。

例 9-79 ページの 「stateless-clustering」 を参照して ください。

指定できる値 : round-robin | random | weight-based

デフォルト値 : weblogic.cluster.defaultLoadAlgorithm の値

要件 : 省略可能。 ク ラ スタのステート レス  セッシ ョ ン  EJB でのみ有効。

親要素 : weblogic-enterprise-bean,
stateless-session-descriptor

stateless-clustering
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stateless-bean-methods-are-idempotent

機能 非推奨 : stateless-bean-methods-are-idempoten 要素は現在、非推奨となっており、
WebLogic の将来のバージョンでは削除される予定です。

代わりに、idempotent-methods 要素を使用してください。 

例 9-79 ページの 「stateless-clustering」 を参照して ください。

stateless-clustering

機能 stateless-clustering 要素は、WebLogic Server がクラスタ内のステートレス 
セッション EJB インスタンスをレプリケートする方法を決めるオプションを指
定します。

指定できる値 : true | false

デフォルト値 : false

要件 : 省略可能。 ク ラスタのステート レス  セッシ ョ ン EJB でのみ有効。

親要素 : weblogic-enterprise-bean,
stateless-session-descriptor

stateless-clustering

指定できる値 : なし  (XML スタンザ )

デフォルト値 : なし  (XML スタンザ )

要件 : 省略可能。 ク ラスタのステート レス  セッシ ョ ン EJB でのみ有効。

親要素 : weblogic-enterprise-bean,
stateless-session-descriptor
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例 次の例では、 stateless-clustering スタンザの構造を示します。

<stateless-clustering>
<home-is-clusterable>.../home-is-clusterable>
<home-load-algorithm>...</home-load-algorithm>
<home-call-router-class-name>...</home-call-router-class-name>
<use-serverside-stubs>...</use-serverside-stubs>
<stateless-bean-is-clusterable>...</stateless-bean-is-
clusterable> 
<stateless-bean-load-algorithm>...</stateless-bean-load-
algorithm>
<stateless-bean-call-router-class-name>...
</stateless-bean-call-router-class-name>
<stateless-bean-methods-are-idempotent>...
</stateless-bean-methods-are-idempotent>

</stateless-clustering>

stateless-session-descriptor

機能 stateless-session-descriptor 要素は、WebLogic Server のステートレス 
セッション EJB に対するキャッシュ、クラスタ化、および永続性などのデプロ
イメント動作を定義します。

例 次の例では、 stateless-session-descriptor スタンザの構造を示します。

<stateless-session-descriptor>
<pool>...</pool>
<stateless-clustering>...</stateless-clustering>

</stateless-session-descriptor>

要件 : JAR ファ イルのステート レス  セッシ ョ ン EJB ご とに 1 つの 
stateless-session-descriptor 要素が必須。

親要素 : weblogic-enterprise-bean
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transaction-descriptor

機能 transaction-descriptor 要素は、 WebLogic Server のト ランザクシ ョ ン動作を
定義するオプシ ョ ンを指定します。 現在、 このスタンザには 
trans-timeout-seconds とい う要素のみがあ り ます。

例 次の例では、 transaction-descriptor スタンザの構造を示します。

<transaction-descriptor>

<trans-timeout-seconds>20</trans-timeout-seconds>

</transaction-descriptor>

transaction-isolation

機能 transaction-isolation 要素は、EJB に対してメ ソ ッ ド  レベル ト ランザクシ ョ
ンのアイ ソレーシ ョ ン設定を定義します。

指定できる値 : なし  (XML スタンザ )

デフォルト値 : なし  (XML スタンザ )

要件 : 省略可能。

親要素 : weblogic-enterprise-bean

指定できる値 : なし  (XML スタンザ )

デフォルト値 : なし  (XML スタンザ )

要件 : 省略可能。

親要素 : weblogic-enterprise-jar
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例 transaction-isolation スタンザには、 以下の要素を指定できます。

<transaction-isolation>

<isolation-level>TransactionSerializable</isolation-level>

<method>

<description>...</description>

<ejb-name>...</ejb-name>

<method-intf>...</method-intf>

<method-name>...</method-name>

<method-params>...</method-params>

</method>

</transaction-isolation>

transport-requirements

機能 transport-requirements 要素は、 EJB の転送の要件を指定します。 

例 transport-requirements スタンザには、 次の要素を指定できます。

<iiop-security-descriptor>

<transport-requirements>

<confidentiality>supported</confidentiality>

<integrity>supported</integrity>

指定できる値 : なし

デフォルト値 : なし

要件 : なし

親要素 : weblogic-enterprise-bean,
iiop-security-descriptor
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trans-timeout-seconds
<client-cert-authorization>suppoted 

</client-cert-authentication>

</transport-requirements>

</iiop-security-descriptor>

trans-timeout-seconds

機能 trans-timeout-seconds 要素は、 EJB のコンテナで初期化された ト ランザク
シ ョ ンの最長継続時間を指定します。 ト ランザクシ ョ ンの継続時間が  
trans-timeout-seconds の値を超える と、 WebLogic Server によって ト ランザ
クシ ョ ンがロールバッ ク されます。 

例 9-81 ページの 「transaction-descriptor」 を参照して ください。

指定できる値 : 0 ～ max

デフォルト値 : 30

要件 : 省略可能。 任意のタイプの EJB で有効。

親要素 : weblogic-enterprise-bean,
transaction-descriptor
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type-identifier

機能 type-identifier 要素には、 エンティテ ィ  EJB の永続性タイプを示すテキス ト
を指定します。 WebLogic Server RDBMS ベースの永続性では、
WebLogic_CMP_RDBMS とい う識別子を使用します。 別の永続性ベンダを使用し
ている場合の正しい type-identifier についてはベンダのマニュアルを参照し
て ください。

例 WebLogic Server RDBMS ベースの永続性に関する詳細な persistence-use の定
義の例については、 9-59 ページの 「persistence-use」 を参照して ください。

指定できる値 : 有効な文字列

WebLogic_CMP_RDBMS は、 WebLogic Server RDBMS ベースの永続性を指定
します。

デフォルト値 : なし

要件 : コンテナ管理の永続性サービスを使用するエンテ ィテ ィ  EJB でのみ必須。

親要素 : weblogic-enterprise-bean,
entity-descriptor,

persistence

persistence-use
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type-storage

機能 type-storage 要素では、 この永続性タイプのデータを格納するファ イルの絶対
パスを定義します。 パスは、 EJB のデプロイ メ ン ト  JAR ファ イルまたはデプロ
イ メ ン ト  ディ レク ト リの最上位を基準にしたファ イルの場所を指定する必要が
あ り ます。

WebLogic Server RDBMS ベースの永続性では通常、 Bean の永続性データを格納
するのに weblogic-cmp-rdbms-jar.xml とい う  XML ファ イルを使用します。
このファ イルは、 JAR ファ イルの META-INF サブディ レク ト リにあ り ます。

例 WebLogic Server RDBMS ベースの永続性に関する詳細な  persistence-use の定
義の例については、 9-59 ページの 「persistence-use」 を参照して ください。

指定できる値 : EJB 1.1 の WebLogic 永続性では 5.1.0

EJB 2.0 の WebLogic 永続性では 6.0

デフォルト値 : なし

要件 : コンテナ管理の永続性サービスを使用するエンテ ィテ ィ  EJB でのみ必須。

親要素 : weblogic-enterprise-bean,
entity-descriptor,

persistence

persistence-use
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type-version

機能 たとえば、WebLogic 2.0 CMP の永続性の場合は次の値を使用します。

6.0 

WebLogic 1.1 CMP の永続性の場合は、次の値を使用します。
5.1.0

この要素は、同じ永続性タイプの複数のバージョンがインストールされている場合に

必須です。

注意 : WebLogic Server の RDBMS ベースの永続性を使用する場合、 指定した
バージ ョ ンは、 WebLogic Server の RDBMS 永続性バージ ョ ン と完全に
一致させる必要があ り ます。 バージ ョ ンが一致していないと、 次のエ

ラーが発生します。

weblogic.ejb.persistence.PersistenceSetupException: Error 
initializing the CMP Persistence Type for your bean: No installed 
Persistence Type matches the signature of (identifier 
'Weblogic_CMP_RDBMS', version 'version_number').

例 WebLogic Server RDBMS ベースの永続性に関する詳細な persistence-use の定
義の例については、 persistence-use を参照して ください。

指定できる値 : 有効な文字列

デフォルト値 : なし

要件 : コンテナ管理の永続性サービスを使用するエンテ ィテ ィ  EJB でのみ必須。

親要素 : weblogic-enterprise-bean,
entity-descriptor,

persistence

persistence-use
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weblogic-ejb-jar

機能 weblogic-ejb-jar は、 EJB デプロイ メ ン ト記述子の weblogic コンポーネン ト
のルート要素です。

weblogic-enterprise-bean

機能 weblogic-enterprise-bean 要素には、 WebLogic Server 内で利用可能な Bean 
に関するデプロイ メ ン ト情報が含まれます。

指定できる値 : なし

デフォルト値 : なし

要件 : なし

親要素 : なし

指定できる値 :

デフォルト値 :

要件 :

親要素 : weblogic-ejb-jar
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5.1 の weblogic-ejb-jar.xml デプロイメン ト
記述子ファイルの構造

WebLogic Server 5.1 の weblogic-ejb-jar.xml ファ イルは、 EJB 1.1 Bean で使
用する  EJB 文書型定義 (DTD) を定義します。 これらのデプロイ メ ン ト記述子要
素は WebLogic 固有です。 WebLogic Server 5.1 の weblogic-ejb-jar.xml の最
上位要素は次のとおりです。

� description

� weblogic-version

� weblogic-enterprise-bean

� ejb-name

� caching-descriptor

� persistence-descriptor

� clustering-descriptor

� transaction-descriptor

� reference-descriptor

� jndi-name

� transaction-isolation

� security-role-assignment

5.1 の weblogic-ejb-jar.xml デプロイメン ト
記述子要素

以下の節では、 WebLogic Server 5.1 の weblogic-ejb-jar.xml デプロイ メ ン ト
記述子の要素について説明します。
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caching-descriptor

caching-descriptor スタンザは、 WebLogic Server キャ ッシュ内の EJB の数、
および EJB に対してパッシベーシ ョ ンが行われるまたは EJB がプールされるま
での時間の長さに影響します。 このスタンザは、 各要素だけでな く、 スタンザ全

体が省略可能です。 要素が定義されていない場合、 WebLogic Server ではデフォ
ル ト値が使用されます。

以下は、 caching-descriptor スタンザの例であ り、 この節で説明するキャ ッシ
ング要素を示しています。

<caching-descriptor>

<max-beans-in-free-pool>500</max-beans-in-free-pool>

<initial-beans-in-free-pool>50</initial-beans-in-free-pool>

<max-beans-in-cache>1000</max-beans-in-cache>

<idle-timeout-seconds>20</idle-timeout-seconds>

<cache-strategy>Read-Write</cache-strategy>

<read-timeout-seconds>0</read-timeout-seconds>

</caching-descriptor>

max-beans-in-free-pool

注意 : この要素は、 ステー ト レス  セッシ ョ ン  EJB に対してのみ有効です。

WebLogic Server では、 すべての Bean ク ラスに対して EJB のフ リー プールが維
持管理されています。 この省略可能な要素では、 フ リー プールのサイズを定義
します。 デフォル トでは、 max-beans-in-free-pool は無制限です。 フ リー 
プール内の Bean の最大数はメモ リによってのみ制限されます。 詳細については、
4-2 ページの 「EJB のラ イフサイ クル」 を参照して ください。

initial-beans-in-free-pool

注意 : この要素は、 ステー ト レス  セッシ ョ ン  EJB に対してのみ有効です。
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initial-bean-in-free-pool の値を指定する と、 WebLogic Server では、 起動
時に、 指定した数の Bean インスタンスがフ リー プールに生成されます。 この方
法で Bean インスタンスをフ リー プールに格納しておく と、 要求が来てから新し
いインスタンスを生成せずに Bean に対する初期要求が可能になるため、 EJB の
初期応答時間が短縮されます。

initial-bean-in-free-pool が定義されていない場合のデフォル ト値は 0 で
す。

max-beans-in-cache

注意 : この要素は、 ステー ト フル セッシ ョ ン EJB に対してのみ有効です。

この要素では、 メモ リの許容範囲内で、 このク ラスのオブジェ ク ト の最大数を指

定します。 max-bean-in-cache の値に達する と、 WebLogic Server では、 最近ク
ライアン トに使用されていない EJB の一部に対してパッシベーシ ョ ンが行われ
ます。 また、 4-2 ページの 「EJB のラ イフサイ クル」 で説明されているよ うに、
max-beans-in-cache の値は、 EJB を  WebLogic Server のキャッシュからいつ削
除するかにも影響を与えます。 

max-beans-in-cache のデフォル ト値は 100 です。

idle-timeout-seconds

idle-timeout-seconds では、 ステー ト フル EJB がキャ ッシュに保持される最
長時間を定義します。 この時間を過ぎる と、 キャッシュ内の Bean の数が 
max-beans-in-cache で指定した値を超えている場合、 WebLogic Server では 
Bean インスタンスが削除されます。 詳細については、 4-2 ページの 「EJB のライ
フサイ クル」 を参照して ください。

idle-timeout-seconds のデフォルト値は 600 です。

cache-strategy

cache-strategy 要素には、 以下のいずれかを指定できます。

� Read-Write
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� Read-Only

デフォル ト値は Read-Write です。 

read-timeout-seconds

read-timeout-seconds 要素では、 Read-Only エンティテ ィ  Bean での各 
ejbLoad() 呼び出しの間隔を秒数で指定します。 デフォル ト では、
read-timeout-seconds は 600 秒に設定されています。 この値を  0 に設定する
と、WebLogic Server では、 その Bean がキャッシュ された場合にのみ、 ejbLoad 
が呼び出されます。

persistence-descriptor

persistence-descriptor スタンザでは、 エンテ ィテ ィ  EJB に対する永続性オ
プシ ョ ンを指定します。 以下に、 persistence-descriptor スタンザに含まれ
るすべての要素を示します。

<persistence-descriptor>

<is-modified-method-name>. . .</is-modified-method-name>

<delay-updates-until-end-of-tx>. . 
.</delay-updates-until-end-of-tx>

<persistence-use>

<type-identifier>. . .</type-identifier>

<type-version>. . .</type-version>

<type-storage>. . .</type-storage>

</persistence-use>

<db-is-shared>. . .</db-is-shared>

<stateful-session-persistent-store-dir>

. . .

</stateful-session-persistent-store-dir>

<persistence-use>. . .</persistence-use>

</persistence-descriptor>
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is-modified-method-name

is-modified-method-name では、 EJB の保存時に WebLogic Server によって呼
び出される メ ソ ッ ドを指定します。 指定したメ ソ ッ ドはブール値を返す必要があ

り ます。 メ ソ ッ ドを指定しない場合、 WebLogic Server では、 EJB は常に変更さ
れている と見なされて保存されます。 

メ ソ ッ ドを指定して適切な値を設定する と、 パフォーマンスが向上します。 ただ

し、 メ ソ ッ ドの戻り値にエラーがある と、 データに矛盾が発生する場合があ り ま

す。 詳細については、 4-14 ページの 「is-modified-method-name を使用した 
ejbStore() の呼び出しの制限 (EJB 1.1 のみ )」 を参照して ください。

delay-updates-until-end-of-tx

ト ランザクシ ョ ンの完了時に ト ランザクシ ョ ンですべての Bean の永続ス ト レー
ジを更新するには、 このプロパテ ィ を  true (デフォル ト ) に設定します。 通常、
これによって不要な更新を防ぐこ とができるため、 パフォーマンスが向上しま

す。 ただし、 データベース  ト ランザクシ ョ ン内のデータベース更新の順序は保
持されません。

データベースがアイ ソレーシ ョ ン  レベルと して  
TRANSACTION_READ_UNCOMMITTED を使用している場合は、 進行中の ト ランザク
シ ョ ンに関する中間結果を他のデータベースのユーザに表示するこ と もできま

す。 この場合、 delay-updates-until-end-of-tx を false に設定して、 各メ
ソ ッ ド呼び出しの完了時に Bean の永続ス ト レージを更新するよ うに指定しま
す。 詳細については、 4-13 ページの 「エンティテ ィ  EJB に対する  ejbLoad() と  
ejbStore() の動作」 を参照して ください。

注意 : delay-updates-until-end-of-tx を  false に設定しても、 各メ ソ ッ ド呼
び出しの後にデータベース更新が 「コ ミ ッ ト された」 状態になるわけで

はあ り ません。 更新はデータベースに送信されるだけです。 更新は、 ト

ランザクシ ョ ンの完了時にのみデータベースにコ ミ ッ ト またはロール

バッ ク されます。 
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persistence-use

persistence-use では、 EJB で使用可能な永続性サービスを定義します。 複数
の永続性サービスを持つ EJB をテス トするために、 weblogic-ejb-jar.xml で
複数の persistence-use エン ト リ を定義できます。 

persistence-use には、 サービスのプロパテ ィ を定義する要素が含まれます。

� type-identifier では、 指定した永続性タイプを示すテキス ト を指定する。
たとえば、 WebLogic Server RDBMS ベースの永続性では 
WebLogic_CMP_RDBMS とい う識別子が使用されます。

� type-version では、 指定した永続性タイプのバージ ョ ンを指定する。

注意 : 指定したバージ ョ ンは、 WebLogic Server の RDBMS の永続性のバー
ジ ョ ンと正確に一致している必要があ り ます。 バージ ョ ンが一致してい

ないと、 次のエラーが発生します。

weblogic.ejb.persistence.PersistenceSetupException: Error 
initializing the CMP Persistence Type for your bean: No installed 
Persistence Type matches the signature of (identifier 
'Weblogic_CMP_RDBMS', version 'version_number').

� type-storage では、 この永続性タイプのデータを格納するファ イルの絶対
パスを定義する。 パスは、 EJB のデプロイ メ ン ト  JAR ファ イルまたはデプロ
イ メ ン ト  ディ レク ト リの最上位を基準にしたファ イルの場所を指定する必要
があ り ます。

WebLogic Server RDBMS ベースの永続性では通常、 Bean の永続性データを
格納するのに weblogic-cmp-rdbms-jar.xml とい う  XML ファ イルを使用
します。 このファ イルは、 JAR ファ イルの META-INF サブディ レク ト リにあ
り ます。

以下は、 WebLogic Server RDBMS の永続性について適切な値が指定されている  
persistence-use スタンザの例です。

<persistence-use>

<type-identifier>WebLogic_CMP_RDBMS</type-identifier>

<type-version>5.1.0</type-version>

<type-storage>META-INF\weblogic-cmp-rdbms-jar.xml</type-stora
ge>

</persistence-use>
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db-is-shared

db-is-shared 要素はエンティテ ィ  Bean に対してのみ有効です。 true (デフォ
ル ト値 ) に設定する と、 WebLogic Server では、 EJB データが ト ランザクシ ョ ン
間で変更される と見なされ、 各 ト ランザクシ ョ ンの開始時にデータが再ロード さ

れます。 false に設定する と、 WebLogic Server では、 永続ス ト レージの EJB 
データに排他的にアクセスする と見なされます。 詳細については、 4-31 ページの
「 ト ランザクシ ョ ン間のキャッシュを使用した ejbStore() の呼び出しの制限」 を
参照して ください。

stateful-session-persistent-store-dir

stateful-session-persistent-store-dir 要素では、 WebLogic Server で、
パッシベーシ ョ ンが行われたステート フル セッシ ョ ン Bean インスタンスの状態
が格納されるファ イル システム ディ レク ト リ を指定します。

clustering-descriptor

clustering-descriptor スタンザでは、 WebLogic Server ク ラスタにデプロイ
された EJB のレプ リ ケーシ ョ ン プロパテ ィ と動作を定義します。
clustering-descriptor スタンザとその各要素は省略可能であ り、 単一サーバ 
システムには適用できません。

以下に、 clustering-descriptor スタンザに含まれるすべての要素を示しま
す。

<clustering-descriptor>
<home-is-clusterable>. . .</home-is-clusterable>
<home-load-algorithm>. . .</home-load-algorithm>
<home-call-router-class-name>...</home-call-router-class-name>
<stateless-bean-is-clusterable>...</stateless-bean-is-
clusterable>
<stateless-bean-load-algorithm>
</stateless-bean-load-algorithm>
<stateless-bean-call-router-class-name>
</stateless-bean-call-router-class-name>
<stateless-bean-methods-are-idempotent>
</stateless-bean-methods-are-idempotent>

</clustering-descriptor>
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home-is-clusterable

この要素は、 true または false に設定できます。 home-is-clusterable が
「true」 の場合、 ク ラスタ内の複数の WebLogic Server から  EJB をデプロイできま
す。 ホーム スタブの呼び出しは、 Bean がデプロイ されるサーバ間で負荷が分散
されます。 Bean のホス ト  サーバにアクセスできなかった場合、 呼び出しは、
Bean を提供する他のサーバに自動的にフェイルオーバします。 

home-load-algorithm

home-load-algorithm では、 EJB ホームのレプ リカ間でのロード  バランシング
に使用するアルゴ リ ズムを指定します。 このプロパティ を定義しない場合、

WebLogic Server はサーバ プロパティ  
weblogic.cluster.defaultLoadAlgorithm で指定されたアルゴ リ ズムを使用
します。 

home-load-algorithm は以下のいずれかの値に定義できます。 

� round-robin : Bean のホス ト  サーバ間で順番にロード  バランシングを実行
します。

� random : Bean のホス ト  サーバ間で EJB ホームのレプ リカがランダムにデプ
ロイ されます。

� weight-based : ホス ト  サーバの現在の負荷に従って、 EJB ホームのレプ リ
カをデプロイするサーバが決ま り ます。

home-call-router-class-name

home-call-router-class-name では、 Bean メ ソ ッ ド呼び出しのルーティ ング
に使用するカスタム ク ラスを指定します。 このク ラスは 
weblogic.rmi.cluster.CallRouter() を実装する必要があ り ます。 指定する
と、 このク ラスのインスタンスは各メ ソ ッ ド呼び出しの前に呼び出されます。

ルータ  ク ラスでは、 メ ソ ッ ドのパラ メータを基に、 ルーティ ングするサーバを
選択できます。 このク ラスは、 サーバ名を返すか、 または現在のロード  アルゴ
リ ズムがサーバを選択する必要がある こ と を示す null を返します。
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stateless-bean-is-clusterable

stateless-bean-is-clusterable は、ステートレス セッション Bean の 
EJBObject インタフェースがクラスタ化されているかどうかを示す場合に使用
します。 クラスタ化されている EJBObject は、ロード バランシングとフェイル
オーバをサポートしています。 

stateless-bean-is-clusterable が true の場合、クラスタ化されているス
テートレス セッション Bean のホーム インタフェースが Bean インスタンスを作
成すると、クラスタ内のすべてのサーバを示す EJBObject スタブがクライアン
トに返されます。 ステートレスという Bean の特性のため、どのインスタンスも
すべてのクライアントにサービスできます。

stateless-bean-load-algorithm

このプロパティは home-load-algorithm に似ていますが、 ステー ト レス  セッ
シ ョ ン EJB にのみ適用できます。 

stateless-bean-call-router-class-name

このプロパティは home-call-router-class-name に似ていますが、 ステート
レス  セッシ ョ ン EJB にのみ適用できます。 

stateless-bean-methods-are-idempotent

この要素は、 true または false に設定できます。 同一引数での同一メ ソ ッ ドの
多重呼び出しが 1 回だけの呼び出し と まった く同じになるよ うに設計されている  
Bean に対してのみ、 stateless-bean-methods-are-idempotent を  true に設
定します。 これによって、 フェイルオーバ ハンド ラは、 失敗した呼び出しが失
敗したサーバで実際に完了していたかど うかがわからな くても失敗した呼び出し

を再試行できます。 このプロパティ を  true に設定する と、 Bean を提供する他の
サーバが使用できるよ うになっている限り、 Bean スタブは障害から自動的に回
復できます。 

注意 : このプロパティは、 ステート レス  セッシ ョ ン EJB にのみ適用できます。 
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transaction-descriptor

transaction-descriptor スタンザには、 WebLogic Server の ト ランザクシ ョ ン
動作を定義する要素があ り ます。 現在、 このスタンザには 1 つの要素のみがあ り
ます。

<transaction-descriptor>

<trans-timeout-seconds>20</trans-timeout-seconds>

<transaction-descriptor>

trans-timeout-seconds

trans-timeout-seconds 要素は、 EJB のコンテナで初期化された ト ランザク
シ ョ ンの最長継続時間を指定します。 ト ランザクシ ョ ンの継続時間が 
trans-timeout-seconds の値を超える と、 WebLogic Server によって ト ランザ
クシ ョ ンがロールバッ ク されます。 

trans-timeout-seconds に値を指定しなかった場合、 コンテナで初期化された
ト ランザクシ ョ ンはデフォル トで 30 秒後にタイムアウ トにな り ます。

reference-descriptor

reference-descriptor スタンザでは、 ejb-jar.xml ファ イル内の参照が、
WebLogic Server で実際に使用可能な リ ソース  ファ ク ト リ と  EJB の JNDI 名に
マップされます。 

reference-descriptor スタンザには、 リ ソース  ファ ク ト リ参照および EJB 参
照を定義するために  1 つまたは複数のスタンザが追加されます。 次の例に、 これ
らの要素の構造を示します。

<reference-descriptor>

<resource-description>

<res-ref-name>.. .</res-ref-name>

<jndi-name>.. .</jndi-name>

</resource-description>
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<ejb-reference-description>

<ejb-ref-name>.. .</ejb-ref-name>

<jndi-name>.. .</jndi-name>

</ejb-reference-description>

</reference-descriptor>

resource-description

以下の要素で、 各 resource-description を定義します。

� res-ref-name ではリ ソース参照名を指定する。 これは、 EJB プロバイダに
よって  ejb-jar.xml デプロイ メ ン ト記述子ファ イル内に記載される参照で
す。

� jndi-name では、 WebLogic Server で使用可能な実際のリ ソース ファ ク ト リ
の JNDI 名を指定する。 

ejb-reference-description

以下の要素で、 各 ejb-reference-description を定義します。

� ejb-ref-name は EJB 参照名を指定する。 これは、 EJB プロバイダによって 
ejb-jar.xml デプロイ メ ン ト記述子ファ イル内に記載される参照です。

� jndi-name では、 WebLogic Server で使用可能な実際の EJB の JNDI 名を指
定する。 

enable-call-by-reference

デフォル トでは、 同じ  EAR から呼び出された EJB メ ソ ッ ドは引数を参照で渡し
ます。 パラ メータはコピーされないので、 これによってメ ソ ッ ド呼び出しのパ

フォーマンスが向上します。

enable-call-by-reference を  false に設定する と、 EJB 1.1 の仕様に従って 
EJB メ ソ ッ ドへのパラ メータがコピーされ (値で渡され ) ます。 EJB がリモート
で (同じアプリ ケーシ ョ ン以外から ) 呼び出される場合は、 常に値で渡す必要が
あ り ます。
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jndi-name

jndi-name 要素は、 Bean、 リ ソース、 または参照の JNDI 名を指定します。

transaction-isolation

transaction-isolation スタンザでは、 EJB メ ソ ッ ドに対する ト ランザクシ ョ
ンのアイ ソレーシ ョ ン レベルを指定します。 このスタンザは、 EJB メ ソ ッ ドの
範囲に適用される  1 つまたは複数の isolation-level 要素で構成されます。 次
に例を示します。

<transaction-isolation>

<isolation-level>TransactionSerializable</isolation-level>

<method>

<description>...</description>

<ejb-name>...</ejb-name>

<method-intf>...</method-intf>

<method-name>...</method-name>

<method-params>...</method-params>

</method>

</transaction-isolation>

以降の節では、 transaction-isolation 内の各要素について説明します。

isolation-level

isolation-level では、 特定の EJB メ ソ ッ ドに適用される有効な ト ランザク
シ ョ ンのアイ ソレーシ ョ ン  レベルを定義します。 isolation-level には以下の
値を指定できます。

� TransactionReadUncommitted : ト ランザクシ ョ ンはコ ミ ッ ト していない他
のト ランザクシ ョ ンの更新を参照できます。

� TransactionReadCommitted : ト ランザクシ ョ ンはコ ミ ッ ト された他のト ラ
ンザクシ ョ ンの更新だけを参照できます。
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� TransactionRepeatableRead : ト ランザクシ ョ ンでデータの一部を読み取る
と、 そのデータが他のト ランザクシ ョ ンで変更されても、 最初の読み取 り時

と同じ値が返されます。

� TransactionSerializable : この ト ランザクシ ョ ンを同時に複数回実行する
と、 ト ランザクシ ョ ンを順番に複数回実行するこ と と同じ こ とにな り ます。

Oracle データベースの場合のみ :

� TransactionReadCommittedForUpdate

� TransactionReadCommittedForUpdateNoWait

Oracle 固有の isolation-level 値の背景情報については、 4-45 ページの
「Oracle データベースに関する特別な注意」 を参照して ください。

異なるアイ ソレーシ ョ ン レベルの関係と各アイ ソレーシ ョ ン レベルのサポート
の詳細については、 各データベースのマニュアルを参照して ください。

method

method スタンザは、 アイ ソレーシ ョ ン  レベルを適用する  EJB メ ソ ッ ドを定義し
ます。 method では、 以下の要素を使用してメ ソ ッ ドの範囲を定義します。

� description は、 メ ソ ッ ドを説明する省略可能な要素。

� ejb-name では、 WebLogic Server によってアイ ソレーシ ョ ン  レベル プロパ
ティが適用される  EJB を指定します。

� method-intf は、 指定したメ ソ ッ ドが EJB のホームまたはリモー トのいず
れのインタフェースに存在するかを示す、 省略可能な要素。 この要素の値

は、 「Home」 または 「Remote」 でなければな り ません。 method-intf を指
定しない場合は、 どちらのインタフェースにある メ ソ ッ ドにもアイ ソレー

シ ョ ンを適用できます。

� method-name では、 EJB メ ソ ッ ドの名前、 またはすべての EJB メ ソ ッ ドを
示すアスタ リ ス ク  (*) を指定する。

� method-params は、 各メ ソ ッ ドのパラ メータの Java ク ラスのタイプを示す、
省略可能なスタンザ。 各パラ メータのタイプは、 method-params スタンザ内
の method-param 要素を使用して、 順に示す必要があ り ます。

たとえば、 次の method スタンザは、 「AccountBean」 EJB 内のすべてのメ ソ ッ ド
を示しています。
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5.1 の weblogic-ejb-jar.xml デプロイ メ ン ト記述子要素
<method>

<ejb-name>AccountBean</ejb-name>

<method-name>*</method-name>

</method>

次の method スタンザは、 「AccountBean」 の リモー ト  インタフェース内のすべて
のメ ソ ッ ドを示しています。

<method>

<ejb-name>AccountBean</ejb-name>

<method-intf>Remote</method-intf>

<method-name>*</method-name>

</method>

security-role-assignment

security-role-assignment スタンザでは、 ejb-jar.xml ファ イル内のアプリ
ケーシ ョ ン ロールが、WebLogic Server で使用可能なセキュ リ テ ィ  プ リ ンシパル
名にマップされます。

security-role-assignment には、 以下の要素を  1 つまたは複数、 指定できま
す。

� role-name は、 EJB プロバイダが ejb-jar.xml デプロイ メ ン ト  ファ イルに
指定したアプリ ケーシ ョ ンのロール名。

� principal-name では、 実際の WebLogic Server プリ ンシパルの名前を指定
する。 
WebLogic エンタープライズ JavaBeans プログラマーズ ガイ ド 9-101



9 weblogic-ejb-jar.xml 文書型定義
9-102 WebLogic エンタープライズ JavaBeans プログラマーズ ガイ ド



10 weblogic-cmp-rdbms-jar.xml 文
書型定義

この章では、 weblogic 固有の XML 文書型定義 (DTD) ファ イル、
weblogic-cmp-rdbms-jar.xml ファ イルの EJB 1.1 および EJB 2.0 デプロイ メ ン
ト記述子要素について説明します。 これらの定義を使用して、 EJB デプロイ メ ン
ト を構成する  WebLogic 固有の weblogic-cmp-rdbms-jar.xml ファ イルを作成
します。 

以下の節では、 DOCTYPE ヘッダ情報を含めて、 2 つのバージ ョ ンの WebLogic 
固有の XML を リ ファレンス形式で詳細にま とめてあ り ます。 これらのデプロイ
メ ン ト記述子要素を使用して、 コンテナ管理による永続性 (CMP) を指定します。 

� EJB デプロイ メ ン ト記述子

� DOCTYPE ヘッダ情報

� 2.0 の weblogic-cmp-rdbms-jar.xml デプロイ メ ン ト記述子ファ イルの構造

� 2.0 の weblogic-cmp-rdbms-jar.xml デプロイ メ ン ト記述子要素

� 1.1 の weblogic-cmp-rdbms-jar.xml デプロイ メ ン ト記述子ファ イルの構造

� 1.1 の weblogic-cmp-rdbms-jar.xml デプロイ メ ン ト記述子要素

EJB デプロイメン ト記述子

EJB デプロイ メ ン ト記述子は、 エンタープライズ  Bean の構造およびアセンブリ
情報を提供します。 この情報を指定するには、 3 つの EJB XML DTD ファ イルの
デプロイ メン ト記述子に値を指定します。 ファ イルは次のとおりです。

� ejb-jar.xml

� weblogic-ejb-jar.xml
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� weblogic-cmp-rdbms-jar.xml

この 3 つの XML ファ イルを  EJB および他のク ラス と一緒にデプロイ可能なコン
ポーネン ト、 通常は ejb.jar とい う  JAR ファ イルにパッケージ化します。 

ejb-jar.xml ファ イルは、 Sun Microsystems の ejb.jar.xml ファ イルのデプロ
イ メ ン ト記述子に基づいています。その他の 2 つの XML ファ イルは weblogic 固
有のファ イルで、 weblogic-ejb-jar.xml と  weblogic-cmp-rdbms-jar.xml の
デプロイ メ ン ト記述子に基づいています。 

DOCTYPE ヘッダ情報

XML デプロイ メ ン ト  ファ イルの編集、 作成時に、 各デプロイ メ ン ト  ファ イルに
対して正しい DOCTYPE ヘッダを指定するこ とが重要です。 特に、 DOCTYPE ヘッ
ダ内部に不正な PUBLIC 要素を使用する と、 原因究明が困難なパーサ エラーにな
る こ とがあ り ます。 各 XML デプロイ メ ン ト  ファ イルで適切な PUBLIC 要素は、
次のとおりです。

WebLogic Server 固有の weblogic-cmp-rdbms-jar.xml ファ イルの PUBLIC 要素
には、 次のよ うにテキス ト を指定する必要があ り ます。

XML ファイル PUBLIC 要素の文字列

weblogic-cmp-rdbms
-jar.xml

'-// BEA Systems, Inc.//DTD WebLogic 7.0.0 EJB RDBMS 
Persistence//EN' 
'http://www.bea.com/servers/wls700/dtd/weblogic-rdbms
20-persistence-700.dtd'

weblogic-cmp-rdbms
-jar.xml

'-// BEA Systems, Inc.//DTD WebLogic 6.0.0 EJB RDBMS 
Persistence//EN' 
'http://www.bea.com/servers/wls600/dtd/weblogic-rdbms
20-persistence-600.dtd'
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DOCTYPE ヘッダ情報
Sun Microsystems 固有の ejb-jar ファ イルの PUBLIC 要素には、次のよ うにテキ
ス ト を指定する必要があ り ます。

たとえば、 weblogic-cmp-rdbms-jar.xml ファ イルの DOCTYPE ヘッダは次のよ
うにな り ます。

<!DOCTYPE weblogic-cmp-rdbms-jar PUBLIC 
'-//BEA Systems, Inc.//DTD WebLogic 7.0.0 EJB RDBMS 
Persistence//EN' 
'http://www.bea.com/servers/wls700/dtd/weblogic-rdbms20-persisten
ce-700.dtd '>

XML の解析ユーティ リ テ ィ  (ejbc など ) でヘッダ情報が不正な XML ファ イルを
解析する と、 次のよ う なエラー メ ッセージが表示される こ とがあ り ます。

SAXException: This document may not have the identifier 'identifier_name'

identifier_name には通常、 PUBLIC 要素内の不正な文字列が表示されます。

検証用 DTD (Document Type Definitions : 文書型
定義 )

XML ファ イルの内容および要素の配置は、 使用する各ファ イルの文書型定義 
(DTD) に準拠している必要があ り ます。 WebLogic Server ユーティ リ テ ィでは、
XML デプロイ メ ン ト  ファ イルの DOCTYPE ヘッダ内に埋め込まれた  DTD は無視
され、 代わりにサーバと共にインス トールされた  DTD の場所が使用されます。
ただし、 DOCTYPE ヘッダ情報には、 パーサ エラーを避けるために有効な URL 
構文を指定する必要があ り ます。

XML ファイル PUBLIC 要素の文字列

ejb-jar.xml '-//Sun Microsystems, Inc.//DTD Enterprise JavaBeans 
2.0//EN'

'http://java.sun.com/dtd/ejb-jar_2_0.dtd'

ejb-jar.xml '-//Sun Microsystems, Inc.//DTD Enterprise JavaBeans 
1.1//EN'

'http://www.java.sun.com/j2ee/dtds/ejb-jar_1_1.dtd'
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注意 : ほとんどのブラウザでは、 .dtd ファ イルの内容は表示されません。 DTD 
ファ イルの内容をブラウザで見るには、 リ ンクをテキス ト  ファ イルと し
て保存し、 テキス ト  エディ タで開いて表示します。

weblogic-cmp-rdbms-jar.xml

以下の リ ンクでは、 WebLogic Server で使用される  
weblogic-cmp-rdbms-jar.xml デプロイ メ ン ト  ファ イル用のパブリ ッ ク  DTD 
の場所が示されています。

� weblogic-cmp-rdbms-jar.xml 2.0 DTD の場合 : 

http://www.bea.com/servers/wls700/dtd/weblogic-rdbms20-

persistence-700.dtd には、 エンティテ ィ  EJB のコンテナ管理による永続
性プロパティ を定義する  DTD が含まれています。 この DTD は WebLogic 
Server バージ ョ ン 6.0 から変更されていますが、 WebLogic Server RDBMS 
ベースの永続性を使用するエンテ ィテ ィ  EJB に対して 
weblogic-cmp-rdbms-jar.xml ファ イルを指定する必要があ り ます。

既存の DTD ファ イルは次の場所にあ り ます。

http://www.bea.com/servers/wls700/dtd/weblogic-rdbms-
persistence-700.dtd

http://www.bea.com/servers/wls600/dtd/weblogic-rdbms20-

persistence-600.dtd には、 エンティテ ィ  EJB のコンテナ管理による永続
性プロパティ を定義する  DTD が含まれています。 この DTD は WebLogic 
Server バージ ョ ン 5.1 から変更されていますが、 WebLogic Server RDBMS 
ベースの永続性を使用するエンテ ィテ ィ  EJB に対して 
weblogic-cmp-rdbms-jar.xml ファ イルを指定する必要があ り ます。

既存の DTD ファ イルは次の場所にあ り ます。

http://www.bea.com/servers/wls600/dtd/weblogic-rdbms-
persistence-600.dtd

ejb-jar.xml

以下の リ ンクでは、WebLogic Server で使用される  ejb-jar.xml デプロイ メ ン ト  
ファ イル用のパブ リ ッ ク  DTD の場所が示されています。

� ejb-jar.xml 2.0 DTD の場合 : 
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2.0 の weblogic-cmp-rdbms-jar.xml デプロイ メ ン ト記述子フ ァ イルの構造
http://www.java.sun.com/dtd/ejb-jar_2_0.dtd には、 すべての EJB で
必要な標準 ejb-jar.xml デプロイ メ ン ト  ファ イル用の DTD が含まれてい
ます。 この DTD は、 JavaSoft EJB 2.0 仕様の一部と して維持管理されていま
す。 ejb-jar.dtd で使用される要素については JavaSoft 仕様を参照して くだ
さい。

� ejb-jar.xml 1.1 DTD の場合 : 

ejb-jar.dtd には、 すべての EJB で必須の標準 ejb-jar.xml デプロイ メ ン
ト  ファ イル用の DTD が含まれています。 この DTD は、 JavaSoft EJB 1.1 仕
様の一部と して維持管理されています。 ejb-jar.dtd で使用される要素につ
いては、 JavaSoft 仕様を参照して ください。

注意 : ejb-jar.xml デプロイ メ ン ト記述子の説明については、 該当する  
JavaSoft EJB 仕様を参照して ください。

2.0 の weblogic-cmp-rdbms-jar.xml デプロ
イメン ト記述子ファイルの構造

weblogic-cmp-rdbms-jar.xml ファ イルは、WebLogic Server の RDBMS ベース
の永続性サービスを使用するエンテ ィテ ィ  EJB のデプロイ メ ン ト記述子を定義
します。EJB コンテナでは、WebLogic Server バージ ョ ン 6.x で提供された XML 
とは異なるバージ ョ ンの weblogic-cmp-rdbms-jar.xml を使用します。

WebLogic Server バージ ョ ン 7.0 にデプロイする旧バージ ョ ンの EJB 1.1 用 
weblogic-cmp-rdbms-jar.xml の DTD も使用できます。 ただし、 CMP 2.0 の新
機能を使用する場合は、 下記の新しい DTD を使用する必要があ り ます。

WebLogic Server 7.0 の weblogic-cmp-rdbms-jar.xml の最上位要素は、
weblogic-rdbms-jar スタンザで構成されます。

description

weblogic-version

weblogic-rdbms-jar

weblogic-rdbms-bean
ejb-name
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data-source-name
table-map
field-group
relationship-caching
weblogic-query
delay-database-insert-until
automatic-key-generation
check-exists-on-method

weblogic-rdbms-relation
relation-name
table-name
weblogic-relationship-role

create-default-dbms-tables
validate-db-schema-with
database-type

2.0 の weblogic-cmp-rdbms-jar.xml デプロ
イメン ト記述子要素

� 10-9 ページの 「automatic-key-generation」

� 10-10 ページの 「caching-element」

� 10-11 ページの 「caching-name」

� 10-12 ページの 「check-exists-on-method」

� 10-13 ページの 「cmp-field」 

� 10-14 ページの 「cmr-field」

� 10-15 ページの 「column-map」

� 10-16 ページの 「create-default-dbms-tables」

� 10-17 ページの 「database-type」

� 10-18 ページの 「data-source-name」

� 10-19 ページの 「db-cascade-delete」

� 10-20 ページの 「dbms-column」

� 10-21 ページの 「dbms-column-type」 
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2.0 の weblogic-cmp-rdbms-jar.xml デプロイ メ ン ト記述子要素
� 10-22 ページの 「description」

� 10-23 ページの 「delay-database-insert-until」

� 10-24 ページの 「ejb-name」

� 10-25 ページの 「enable-tuned-updates」

� 10-26 ページの 「field-group」

� 10-27 ページの 「field-map」

� 10-28 ページの 「foreign-key-column」

� 10-29 ページの 「foreign-key-table」

� 10-30 ページの 「generator-name」

� 10-31 ページの 「generator-type」

� 10-32 ページの 「group-name」

� 10-33 ページの 「include-updates」

� 10-34 ページの 「key-cache-size」

� 10-35 ページの 「key-column」

� 10-36 ページの 「max-elements」

� 10-37 ページの 「method-name」

� 10-38 ページの 「method-param」

� 10-39 ページの 「method-params」

� 10-40 ページの 「optimistic-column」

� 10-41 ページの 「primary-key-table」

� 10-42 ページの 「query-method」

� 10-43 ページの 「relation-name」

� 10-44 ページの 「relationship-caching」

� 10-46 ページの 「relationship-role-map」

� 10-47 ページの 「relationship-role-name」
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� 10-48 ページの 「sql-select-distinct」

� 10-49 ページの 「table-map」

� 10-51 ページの 「table-name」

� 10-52 ページの 「use-select-for-update」

� 10-53 ページの 「validate-db-schema-with」

� 10-54 ページの 「verify-columns」

� 10-55 ページの 「weblogic-ql」

� 10-56 ページの 「weblogic-query」

� 10-57 ページの 「weblogic-rdbms-bean」

� 10-58 ページの 「weblogic-rdbms-jar」

� 10-59 ページの 「weblogic-rdbms-relation」

� 10-60 ページの 「weblogic-relationship-role」
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automatic-key-generation
automatic-key-generation

機能

automatic-key-generation 要素は、 シーケンス / キー生成機能の使い方を指
定します。

例

XML スタンザには、 以下の要素を指定できます。

<automatic-key-generation>
<generator-type>ORACLE</generator-type>
<generator-name>test_sequence</generator-name>
<key-cache-size>10</key-cache-size>

</automatic-key-generation>

<automatic-key-generation>
<generator-type>SQL-SERVER</generator-type>

</automatic-key-generation>

<automatic-key-generation>
<generator-type>NAMED_SEQUENCE_TABLE</generator-type>
<generator-name>MY_SEQUENCE_TABLE_NAME</generator-name>
<key-cache-size>100</key-cache-size>

</automatic-key-generation>

指定できる値 : なし

デフォルト値 : なし

要件 : 省略可能

親要素 : weblogic-rdbms-bean

デプロイメン ト  
ファイル : 

weblogic-cmp-rdbms-jar.xml
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caching-element

機能

caching-element は、関連する Bean に対してコンテナ管理による関係 
(cmr-field) と、関連する Bean 内の group-name を指定します。 group-name を
指定しなかった場合、 デフォル トの group-name (全フ ィールドをロード ) が使
用されます。 group-name の詳細については、 10-32 ページの 「group-name」 を
参照して ください。

caching-element 記述子は、 関連する  Bean に対してコンテナ管理による関係 
(cmr-field) と、 関連する  Bean 内の group-name を指定します。 group-name を
指定しなかった場合、 デフォル トの group-name (全フ ィールドをロード ) が使
用されます。 group-name の詳細については、 10-32 ページの 「group-name」 を
参照して ください。

WebLogic Server バージ ョ ン 7.0 サービス  パッ ク  3 から、 EJB コンテナでは複数
の caching-element 下位要素を指定できるよ うにな り ました。関連する  DTD エン
ト リは次のよ うにな り ます。

<!ELEMENT caching-element ( 
cmr-field, 
group-name?, 
caching-element* 

指定できる値 : なし

デフォルト値 : なし

要件 : なし

親要素 : weblogic-rdbms-jar
weblogic-rdbms-bean

relationship-caching

デプロイメント  
ファイル : 

weblogic-cmp-rdbms-jar.xml
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caching-name
)>

以前 の DTD エン ト リは次のよ うになっていました。

<!ELEMENT caching-element (
cmr-field, 
group-name?, 
caching-element? 
)>

例

10-44 ページの 「relationship-caching」 を参照して ください。

caching-name

機能

caching-name 要素は、 リ レーシ ョ ンシップ キャ ッシュの名前を指定します。

指定できる値 : 有効な名前

デフォルト値 : なし

要件 : なし

親要素 : weblogic-rdbms-jar
weblogic-rdbms-bean

relationship-caching

デプロイメン ト  
ファイル : 

weblogic-cmp-rdbms-jar.xml
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例

10-44 ページの 「relationship-caching」 を参照して ください。

check-exists-on-method

機能

デフォル トでは、 EJB コンテナはト ランザクシ ョ ンの完了を待機してから、 コン
テナ管理による永続性 (CMP) エンテ ィテ ィ  Bean の有無をチェ ッ ク します。 これ
によ り、 大半のアプリ ケーシ ョ ンで高いパフォーマンスを実現しつつ、 十分なレ

ベルのチェ ッ クが提供されます。

EJB コンテナが Bean 上で呼び出されたビジネス  メ ソ ッ ドの完了前に Bean の有
無をチェ ッ クするよ うに指定するには、 check-exists-on-method を  True に設
定します。 これは、 削除されたコンテナ管理のエンティテ ィ  Bean 上で何らかの
ビジネス メ ソ ッ ドが呼び出される と、 直ちにコンテナがアプリ ケーシ ョ ンに対
して通知を行う こ とを意味します。

指定できる値 : True|False

デフォルト値 : False

要件 : 

親要素 : weblogic-rdbms-bean

デプロイメント  
ファイル : 

weblogic-cmp-rdbms-jar.xml
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cmp-field
例

次の例では、 削除された  CMP エンティテ ィ上でビジネス  メ ソ ッ ドが呼び出され
たこ とを  WebLogic Server がアプリ ケーシ ョ ンに通知するよ うに指定していま
す。

<check-exists-on-method>True</check-exists-on-method>

cmp-field

機能

この名前は、 Bean インスタンスのマップされたフ ィールドを指定します。 Bean 
インスタンスのフ ィールドには、 データベースから取得した情報が指定されてい

る必要があ り ます。 

指定できる値 : 有効な名前

デフォルト値 : なし

要件 : このフ ィールドは大文字 /小文字を区別するので、 Bean のフ ィールド名と正
し く一致している こ と。 また、 ejb-jar.xml に cmp-entry が指定されてい
る こ と。

親要素 : weblogic-rdbms-bean
field-map

weblogic-rdbms-relation
field-group

デプロイメン ト  
ファイル : 

weblogic-cmp-rdbms-jar.xml
WebLogic エンタープライズ JavaBeans プログラマーズ ガイ ド 10-13
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例

10-27 ページの 「field-map」 を参照して ください。

cmr-field

機能

cmr-field 要素は、 コンテナ管理による関係フ ィールド  (cmr-field) 名を指定し
ます。 

例

XML スタンザには、 以下の要素を指定できます。

<weblogic-rdbms-jar>

<weblogic-rdbms-relation>

<field-group>employee</field-group>

指定できる値 : 有効な名前

デフォルト値 : なし

要件 : cmr-field で参照されるフ ィールドが、 対応する  cmr-field エン ト リ を  
ejb-jar.xml に持っている こ と。

親要素 : weblogic-rdbms-relation

field-group

デプロイメント  
ファイル : 

weblogic-cmp-rdbms-jar.xml
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column-map
<cmp-field>employee stock 
purchases</cmp-field>

<cmr-field>stock options</cmr-field>

</weblogic-rdbms-relation>

</weblogic-rdbms-jar>

column-map

機能

この要素は、 データベース内のテーブルの外部キー カラムと対応する主キーの
マッピングを表します。 2 つのカラムは同じテーブルにある場合も別のテーブル
にある場合もあ り ます。 カラムが属しているテーブルは、 column-map 要素がデ
プロイ メ ン ト記述子に表示されるコンテキス トに対しては暗黙的です。

例

XML スタンザには、 以下の要素を指定できます。

<weblogic-rdbms-jar>
<weblogic-rdbms-bean>

指定できる値 : なし

デフォルト値 : なし

要件 : foreign-key-column が リモート  Bean を参照する場合は、 key-column 要
素を指定しないこ と。

親要素 : weblogic-rdbms-bean
weblogic-relationship-role

デプロイメン ト  
ファイル : 

weblogic-cmp-rdbms-jar.xml
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<column-map

<foreign-key-column>account-id</foreign-key-column>
<key-column>id</key-column>

</column-map>

  </weblogic-rdbms-bean>
</weblogic-rdbms-jar>

create-default-dbms-tables

機能

create-default-dbms-table 要素は、 デプロイ メン ト  ファ イルおよび Bean ク
ラスの記述に基づいてデフォル ト  テーブルを自動作成する機能を有効化 /無効化
します。 False に設定する と、 この機能は無効化されるので、 テーブルは自動的
に作成されません。 True に設定する と、 この機能は有効化されるので、 テーブ
ルは自動的に作成されます。 TABLE CREATION が失敗した場合、 Table Not 

Found エラーが送出されるので、 テーブルを手動で作成しなければな り ません。

指定できる値 : True | False

デフォルト値 : False

要件 : この要素は、 開発および試作段階で役立つ場合にのみ使用する。 使用する  
DBMS CREATE 文のテーブル スキーマがコンテナの最適な定義になる。 一般
に、 プロダクシ ョ ン環境にはよ り正確なスキーマ定義が必要になる。

親要素 : weblogic-rdbms-jar

デプロイメント  
ファイル : 

weblogic-cmp-rdbms-jar.xml
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database-type
例

次の例では、 create-default-dbms-tables 要素を指定します。

<create-default-dbms-tables>True</create-default-dbms-tables>

database-type

機能

database-type 要素は、 基盤 DBMS と して使用するデータベースを指定しま
す。

例

次の例では、 基盤データベースを指定しています。

<database-type>POINTBASE</database-type>

指定できる値 : DB2 | INFORMIX | ORACLE | SQL_SERVER | SYBASE | POINTBASE

デフォルト値 : なし

要件 : なし

親要素 : weblogic-rdbms-jar

デプロイメン ト  
ファイル : 

weblogic-cmp-rdbms-jar.xml
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data-source-name

機能

この Bean のすべてのデータベース接続に使用する  JDBC データ  ソース名を指定
する  data-source-name です。

例

10-51 ページの 「table-name」 を参照して ください。

指定できる値 : この Bean に対するすべてのデータベース接続で使用するデータ  ソースの有効
な名前

デフォルト値 : なし

要件 : データベース接続の標準 WebLogic Server JDBC データ  ソース と して定義する
こ と。 データ  ソースの詳細については、 『WebLogic JDBC プログラマーズ  ガ
イ ド』 を参照。

親要素 : weblogic-rdbms-bean

デプロイメント  
ファイル : 

weblogic-cmp-rdbms-jar.xml
10-18 WebLogic エンタープライズ JavaBeans プログラマーズ ガイ ド
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db-cascade-delete
db-cascade-delete

機能

db-cascade-delete 要素は、 データベース  カスケード機能を有効にするかど う
かを指定します。 この要素を指定しなかった場合、 WebLogic Server では、 デー
タベース  カスケード削除が指定されていないものと見なされます。

例

5-55 ページの 「カスケード削除メ ソ ッ ド」 を参照して ください。

指定できる値 : 

デフォルト値 : なし

要件 : Oracle データベースに対してのみサポート。 1 対 1 または 1 対多関係について
のみ指定可能。

親要素 : weblogic-rdbms-bean
weblogic-relationship-role

デプロイメン ト  
ファイル : 

weblogic-cmp-rdbms-jar.xml
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dbms-column

機能

フ ィールドがマップされるデータベース  カラムの名前です。

例

10-27 ページの 「field-map」 を参照して ください。

指定できる値 : 有効な名前

デフォルト値 : なし

要件 : 大文字 /小文字を区別しないデータベースの場合でも、 dbms-column では大
文字 /小文字を区別する。

親要素 : weblogic-rdbms-bean
field-map

デプロイメント  
ファイル : 

weblogic-cmp-rdbms-jar.xml
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dbms-column-type
dbms-column-type

機能

dbms-column-type 要素は、 現在のフ ィールドを  Oracle データベース内の Blob 
または Clob、または Sybase データベース内の LongString または SybaseBinary に
マップします。 この要素には、 以下のいずれかを指定できます。

� OracleBlob

� OracleCLob

� LongString

� SybaseBinary

例

<field-map>
<cmp-field>photo</cmp-field>
<dbms-column>PICTURE</dbms-column>
<dbms_column-type>OracleBlob</dbms-column-type>

</field-map>

指定できる値 : 有効な名前

デフォルト値 : なし

要件 : Oracle データベースでのみ使用可能。

親要素 : weblogic-rdbms-bean
field-map

デプロイメン ト  
ファイル : 

weblogic-cmp-rdbms-jar.xml
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description

機能

description 要素は、 親要素を示すテキス トの指定に使用します。

例

次の例では、 description 要素を指定します。

<description>Contains a description of parent element</description>

指定できる値 : なし

デフォルト値 : なし

要件 : なし

親要素 : weblogic-rdbms-jar
weblogic-rdbms-bean

weblogic-query

デプロイメント  
ファイル : 

weblogic-cmp-rdbms-jar.xml
10-22 WebLogic エンタープライズ JavaBeans プログラマーズ ガイ ド



delay-database-insert-until
delay-database-insert-until

機能

delay-database-insert-until 要素は、RDBMS CMP を使用する新しい Bean 
をデータベースに挿入する正確な時間を指定します。

ejbPostCreate メ ソ ッ ドが Bean の永続フ ィールドを変更するまで、 データベー
スの挿入を遅らせるこ とをお勧めします。 これによ り、 不要な保存操作を行わず

に済むので、 パフォーマンスが向上します。 

最大限の柔軟性を実現するには、 関連 Bean を  ejbPostCreate メ ソ ッ ドで作成
する こ とは避ける必要があ り ます。 データベースの制約によって関連 Bean が未
作成の Bean を参照できない場合、 データベースの挿入を遅らせる こ とができな
くなる可能性があ り ます。

例

次の例では、 delay-database-insert-until 要素を指定します。

指定できる値 : ejbCreate | ejbPostCreate | commit

デフォルト値 : ejbPostCreate

要件 : cmr-field が null 値を許可しない foreign-key column にマップされてい

る場合、 データベースの挿入は ejbPostCreate の後に遅延される。 この場

合、 cmr-field を  ejbPostCreate で null でない値に設定してから  Bean を
データベースに挿入しなければならない。

cmr-fields は、Bean の主キーが不明な段階で ejbCreate の中で設定するこ

とができない。

親要素 : weblogic-rdbms-bean

デプロイメン ト  
ファイル : 

weblogic-cmp-rdbms-jar.xml
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<delay-database-insert-until>ejbPostCreate</delay-database-insert
-until>

ejb-name

機能

ejb-cmp-rdbms.xml で定義した EJB を指定する名前です。 この名前は、
ejb-jar.xml で定義した CMP エンティテ ィ  Bean の ejb-name に一致している
必要があ り ます。

例

10-51 ページの 「table-name」 を参照して ください。

指定できる値 : EJB の有効な名前

デフォルト値 : なし

要件 : ejb-jar.xml で定義した CMP エンテ ィテ ィ  Bean の ejb-name に一致してい

る こ と。

親要素 : weblogic-rdbms-bean 

デプロイメント  
ファイル : 

weblogic-cmp-rdbms-jar.xml
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enable-tuned-updates
enable-tuned-updates

機能

enable-tuned-updates 要素は、 ejbStore が呼び出された場合に、 EJB コンテ
ナがコンテナ管理フ ィールドの変更の有無を自動的に判定し、 変更されたフ ィー

ルドだけをデータベースに書き込むよ うに指定します。

例

次の例では、 enable-tuned-updates 要素の指定方法を示します。

<enable-tuned-updates>True</enable-tuned-updates>

指定できる値 : True/False

デフォルト値 : True

要件 : 

親要素 : weblogic-rdbms-bean 

デプロイメン ト  
ファイル : 

weblogic-cmp-rdbms-jar.xml
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field-group

機能

field-group 要素は、 Bean の cmp-field と  cmr-field のサブセッ ト を表します。
Bean 内の関連フ ィールドを、 障害のあったグループに 1 つのユニッ ト と してま
とめるこ とができます。 グループをファ インダまたは関係に関連付けるこ とがで

きます。 それによって、 ファ インダを実行するか、 または関係に従った結果と し

て Bean がロード されたと きに、 グループ内の指定フ ィールドのみがロード され
ます。

フ ィールドは複数のグループに関連付けられている場合があ り ます。 この場合、

フ ィールドに対して getXXX メ ソ ッ ドを実行する と、 そのフ ィールドを含む最初
のグループで障害が発生します。

例

XML スタンザには、 以下の要素を指定できます。

<weblogic-rdbms-bean>
<ejb-name>XXXBean</ejb-name>
<field-group>

<group-name>medical-data</group-name>

指定できる値 : 有効な名前

デフォルト値 : 指定したグループを持たないファ インダと関係に対して、 default とい う特

殊なグループを使用する。

要件 : デフォルト  グループには、 Bean の cmp-field がすべて含まれるが、 cmr-field 
は含まれない。

親要素 : weblogic-rdbms-relation

デプロイメント  
ファイル : 

weblogic-cmp-rdbms-jar.xml
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field-map
<cmp-field>insurance</cmp-field>
<cmr-field>doctors</cmr-fields>

</field-group>
</weblogic-rdbms-bean>

field-map

機能

データベースの特定のカラム用にマップされたフ ィールド名です。 Bean インス
タンスの CMP フ ィールドに対応しています。 

例

XML スタンザには、 以下の要素を指定できます。

<weblogic-rdbms-jar>
<weblogic-rdbms-bean>

<field-map>
<cmp-field>accountId</cmp-field>

<dbms-column>id</dbms-column>
</field-map>

<field-map>
<cmp-field>balance</cmp-field>

指定できる値 : 有効な名前

デフォルト値 : なし

要件 : データベースのカラムにマップされたフ ィールドが、 Bean の CMP フ ィール

ドに対応している こ と。

親要素 : weblogic-rdbms-bean

デプロイメン ト  
ファイル : 

weblogic-cmp-rdbms-jar.xml
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<dbms-column>bal</dbms-column>
</field-map>

    <field-map>
<cmp-field>accountType</cmp-field>

<dbms-column>type</dbms-column>
</field-map>

  </weblogic-rdbms-bean>
</weblogic-rdbms-jar>

foreign-key-column

機能

foreign-key-column 要素は、 データベース内の外部キーのカラムを表します。

例

10-15 ページの 「column-map」 を参照して ください。

指定できる値 : 有効な名前

デフォルト値 : なし

要件 : 外部キーのカラムに対応している こ と。

親要素 : weblogic-rdbms-bean
column-map

デプロイメント  
ファイル : 

weblogic-cmp-rdbms-jar.xml
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foreign-key-table
foreign-key-table

機能

foreign-key-table 要素は、 外部キーを格納する  DBMS テーブル名を指定しま
す。

例

10-46 ページの 「relationship-role-map」 を参照して ください。

指定できる値 : 有効な名前

デフォルト値 : なし

要件 : なし

親要素 : weblogic-rdbms-jar
weblogic-rdbms-relation

weblogic-relationship-role
relationship-role-map

デプロイメン ト  
ファイル : 

weblogic-cmp-rdbms-jar.xml
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generator-name

機能

generator-name 要素は、 ジェネレータの名前を指定する場合に使用します。 

次に例を示します。

� generator-type 要素が ORACLE の場合、 generator-name 要素は使用され
る  ORACLE_SEQUENCE の名前。

� generator-type 要素が NAMED_SEQUENCE_TABLE の場合、 generator-name 
要素は使用される  SEQUENCE_TABLE の名前。

例

10-9 ページの 「automatic-key-generation」 を参照して ください。

指定できる値 : なし

デフォルト値 : なし

要件 : 省略可能

親要素 : weblogic-rdbms-bean
automatic-key-generation

デプロイメント  
ファイル : 

weblogic-cmp-rdbms-jar.xml
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generator-type
generator-type

機能

generator-type 要素は、 使用するキー生成方法を指定します。 オプシ ョ ンは以下
のとおりです。

� ORACLE

� SQL_SERVER

� NAMED_SEQUENCE_TABLE

例

10-9 ページの 「automatic-key-generation」 を参照して ください。

指定できる値 : なし

デフォルト値 : なし

要件 : 省略可能

親要素 : weblogic-rdbms-bean
automatic-key-generation

デプロイメン ト  
ファイル : 

weblogic-cmp-rdbms-jar.xml
WebLogic エンタープライズ JavaBeans プログラマーズ ガイ ド 10-31



10 weblogic-cmp-rdbms-jar.xml 文書型定義
group-name

機能

group-name 要素はフ ィールド  グループ名を指定します。

例

XML スタンザには、 以下の要素を指定できます。

<weblogic-rdbms-jar>

<weblogic-rdbms-relation>

<field-group>employee</field-group>

<cmp-field>employee stock 
purchases</cmp-field>

<cmr-field>stock options</cmr-field>

<group-name>financial 
data</group-name>

</weblogic-rdbms-relation>

指定できる値 : 有効な名前

デフォルト値 : なし

要件 : なし

親要素 : weblogic-rdbms-relation

field-group

weblogic-rdbms-bean

finder

finder-query

デプロイメント  
ファイル : 

weblogic-cmp-rdbms-jar.xml
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include-updates
</weblogic-rdbms-jar>

include-updates

機能

include-updates 要素は、 現在のト ランザクシ ョ ン中の更新を必ずクエ リの結果に
反映するよ うに指定します。 この要素を  True に設定した場合、 コンテナは現在
のト ランザクシ ョ ンによる変更をすべてディ スクにフラ ッシュしてから クエ リ を

実行します。

例

XML スタンザには、 以下の要素を指定できます。

<include-updates>False</include_updates>

指定できる値 : True | False

デフォルト値 : False

要件 : デフォル トは False で、 この設定は最大限のパフォーマンスを実現する。

親要素 : weblogic-rdbms-bean

weblogic-query

デプロイメン ト  
ファイル : 

weblogic-cmp-rdbms-jar.xml
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key-cache-size

機能

key-cache-size 要素は、 自動主キー生成機能で利用可能な主キー キャ ッシュのサ

イズをオプシ ョ ン と して指定します。

例

10-9 ページの 「automatic-key-generation」 を参照して ください。

指定できる値 : なし

デフォルト値 : 1

要件 : 省略可能

親要素 : weblogic-rdbms-bean
automatic-key-generation

デプロイメント  
ファイル : 

weblogic-cmp-rdbms-jar.xml
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key-column
key-column

機能

key-column 要素は、 データベース内の主キーのカラムを表します。 

例

10-15 ページの 「column-map」 を参照して ください。

指定できる値 : 有効な名前

デフォルト値 : なし

要件 : 主キーのカラムに対応している こ と。

親要素 : weblogic-rdbms-bean
column-map

デプロイメン ト  
ファイル : 

weblogic-cmp-rdbms-jar.xml
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max-elements

機能

max-elements は多値クエ リによって返される要素の最大数を指定します。 この

要素は、 JDBC の maxRows 機能とほぼ同じです。

例

XML スタンザには、 以下の要素を指定できます。

   <max-elements>100</max-elements>

         <!ELEMENT max-element (PCDATA)>

指定できる値 : なし

デフォルト値 : なし

要件 : なし

親要素 : weblogic-rdbms-bean

weblogic-query

デプロイメント  
ファイル : 

weblogic-cmp-rdbms-jar.xml
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method-name
method-name

機能

method-name 要素は、 ファ インダ メ ソ ッ ドまたは ejbSelect メ ソ ッ ドの名前を

指定します。

例

10-56 ページの 「weblogic-query」 を参照して ください。

指定できる値 : なし

デフォルト値 : なし

要件 : 「*」 文字はワイルドカード と して使用できない。

親要素 : weblogic-rdbms-bean

query-method

デプロイメン ト  
ファイル : 

weblogic-cmp-rdbms-jar.xml
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method-param

機能

method-param 要素には、 Java タイプのメ ソ ッ ド  パラ メータの完全修飾名が含ま

れます。

例

XML スタンザには、 以下の要素を指定できます。

<method-param>java.lang.String</method-param>

指定できる値 : 有効な名前

デフォルト値 : なし

要件 : なし

親要素 : weblogic-rdbms-bean

method-params

デプロイメント  
ファイル : 

weblogic-cmp-rdbms-jar.xml
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method-params
method-params

機能

method-params 要素には、 Java タイプのメ ソ ッ ド  パラ メータの完全修飾名の順

序付き リ ス トが含まれます。

例

10-56 ページの 「weblogic-query」 を参照して ください。

指定できる値 : 有効な名前の リ ス ト

デフォルト値 : なし

要件 : なし

親要素 : weblogic-rdbms-bean

query-method

デプロイメン ト  
ファイル : 

weblogic-cmp-rdbms-jar.xml
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optimistic-column

機能

optimistic-column 要素は、 オプティ ミ ステ ィ ッ クな同時実行性を実装するた

めのバージ ョ ン値またはタイムスタンプ値を格納するデータベース  カラムを示

します。 オプティ ミ ステ ィ ッ クな同時実行性の詳細については、 4-19 ページの

「Optimistic 同時方式」 を参照して ください。

例

次の XML 例では、 optimistic-column 要素の使い方を示します。

<optimistic-column>ROW_VERSION</optimistic-column>

指定できる値 : なし

デフォルト値 : なし

要件 : すべてのデータベースが大文字と小文字を区別するわけではないものの、 こ

の要素では、 大文字と小文字を区別する。

親要素 : weblogic-rdbms-bean

table-map

デプロイメント  
ファイル : 

weblogic-cmp-rdbms-jar.xml
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primary-key-table
primary-key-table

機能

primary-key-table 要素は、 主キーを格納する  DBMS テーブル名を指定しま

す。 主キーの詳細については、 5-33 ページの 「主キーの使用」 を参照して くだ

さい。

次の XML スタンザでは、 1 対 1 の関係の primary-key 側の Bean (Pk_bean) は
複数のテーブルにマップされていますが、 関係の foreign-key 側の Bean 
(Fk_Bean) は 1 つのテーブル (Fk_BeanTable) にマップされています。

foreign-key カラム名は Fk_column_1 および Fk_column_2 です。

詳細については、5-44 ページの「コンテナ管理による関係」を参照してくださ
い。

例

次の XML 例では、 primary-key-table 要素の使い方を示します。

指定できる値 : なし

デフォルト値 : なし

要件 : すべてのデータベースが大文字と小文字を区別するわけではないものの、 こ

の要素では、 大文字と小文字を区別する。 

親要素 : weblogic-rdbms-jar
weblogic-rdbms-relation

weblogic-relationship-role
relationship-role-map

デプロイメン ト  
ファイル : 

weblogic-cmp-rdbms-jar.xml
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<relationship-role-map
<primary-key-table->Pk_BeanTable_1</primary-key-table>
<column-map>

<foreign-key-column>Fk_column_1</foreign-key-column>
<key-column>Pk_table1_pkColumn_1</key-column>

</column-map>
<column-map>

<foreign-key-column>Fk_column_2</foreign-key-column>
<key-column>Pk_table1_pkColumn_2</key-column>

</column-map>
</relationship-role-map>

query-method

機能

query-method 要素は、 weblogic-query に関連付ける メ ソ ッ ドを指定します。
ejb-jar.xml 記述子と同じ形式を使用します。

例

10-56 ページの 「weblogic-query」 を参照して ください。

指定できる値 : なし

デフォルト値 : なし

要件 : なし

親要素 : weblogic-rdbms-bean

デプロイメント  
ファイル : 

weblogic-cmp-rdbms-jar.xml
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relation-name
relation-name

機能

relation-name 要素は関係の名前を指定します。

例

XML スタンザには、 以下の要素を指定できます。

<weblogic-rdbms-jar>

<weblogic-rdbms-relation>

<relation-name>stocks-holders</relation-name>

<table-name>stocks</table-name>

</weblogic-rdbms-relation>

</weblogic-rdbms-jar>

指定できる値 : 有効な名前

デフォルト値 : なし

要件 : 関連する  ejb-jar.xml デプロイ メ ン ト記述子ファ イルで定義した ejb-relation 
の ejb-relation-name に一致している こ と。 ejb-relation-name は省略可能な
要素だが、関連する  ejb-jar.xml デプロイ メ ン ト記述子ファ イルで定義した 
ejb-relation ご とに必要になる。

親要素 : weblogic-rdbms-relation

デプロイメン ト  
ファイル : 

weblogic-cmp-rdbms-jar.xml
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relationship-caching

機能

relation-caching 要素は、 リ レーシ ョ ンシップ キャ ッシングを指定します。 リ
レーションシップ キャッシングの詳細については、5-52 ページの「CMR でのリ
レーションシップ キャッシングの使用」を参照してください。

例

<relationship-caching>
<caching-name>cacheMoreBeans</caching-name>
<caching-element>

<cmr-field>accounts<</cmr-field>
<group-name>acct_group</group-name>
<caching-element>

<cmr-field>address</cmr-field>
<group-name>addr_group</group-name>

</caching-element>
</caching-element>

<caching-element>
<cmr-field>phone</cmr-field>
<group-name>phone_group</group-name>

</caching-element>
</relationship-caching>

指定できる値 : なし

デフォルト値 : なし

要件 : なし

親要素 : weblogic-rdbms-jar
weblogic-rdbms-bean

デプロイメント  
ファイル : 

weblogic-cmp-rdbms-jar.xml
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relationship-caching
accounts フィールドと phone フィールドは、customerBean テーブル上のコン
テナ管理による関係 (CMR) フィールドです。また、address フィールドは 
accountBean  テーブル上の CMR フィールドです。addr_group および 
phone_group は、addressBean  および phoneBean 内のグループです。

caching-element をネストすることにより、関係する Bean を複数レベルでロー
ドできるようになります。 この例では、addressBean が accountBean 内でネス
トされているので、第 2 レベルの関連 Bean にあたります。 現在、指定できる 
caching-element の数に制限はありません。 しかし、caching-element のレベ
ルをあまり多く設定しすぎると、そのトランザクションのパフォーマンスに影響

すると考えられます。

リレーションシップ キャッシングでは結合クエリを使用し、結合クエリではお
そらく結果を ResultSet 内のテーブルに複写するため、relationship-caching 
要素で指定した caching-element デプロイメント記述子の数が ResultSet に複写
される結果の数に直に影響してきます。 1 対多関係では、
relationship-caching 要素であまり多くの caching-element デプロイメン
ト記述子を指定しないでください。caching-element デプロイメント記述子の

数に対して複写される結果の数が乗算される可能性があります。 
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relationship-role-map

機能

relationship-role-map 要素は、 ある関係に加わっている  Bean のキーカラム 
マッピングに対する  外部キー カラムを指定します。

詳細については、5-44 ページの「コンテナ管理による関係」を参照してくださ
い。

例

XML スタンザには、 以下の要素を指定できます。

<relationship-role-map
<foreign-key-table>Fk_BeanTable_2</foreign-key-table>
<column-map>

<foreign-key-column>Fk_column_1</foreign-key-column>
<key-column>Pk_table_pkColumn_1</key-column>

</column-map>
<column-map>

<foreign-key-column>Fk_column_2</foreign-key-column>
<key-column>Pk_table_pkColumn_2</key-column>

</column-map>
</relationship-role-map>

デフォルト値 : なし

要件 : 関連する  ejb-jar.xml 記述子ファ イルで定義した 
ejb-relationship-role の ejb-relationship-role-name に一致してい
る こ と。

親要素 : weblogic-rdbms-relation
weblogic-relationship-role

デプロイメント  
ファイル : 

weblogic-cmp-rdbms-jar.xml
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relationship-role-name
relationship-role-name

機能

relationship-role-name 要素は関係のロール名を指定します。 

例

XML スタンザには、 以下の要素を指定できます。

<relationship-role-name></relationship-role-name>

指定できる値 : 有効な名前

要件 : 関連する  ejb-jar.xml 記述子ファ イルで定義した 
ejb-relationship-role の ejb-relationship-role-name に一致してい
る こ と。

親要素 : weblogic-rdbms-relation
weblogic-relationship-role

デプロイメン ト  
ファイル : 

weblogic-cmp-rdbms-jar.xml
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sql-select-distinct

機能

sql-select-distinct 要素は、 生成される  SQL SELECT 文に DISTINCT 修飾
子が含まれるかど うかを指定します。 DISTINCT 修飾子を使用する と、 データ
ベースからユニークな行が返されます。

例

この要素を含む XML の例を示します。

<sql-select-distinct>True</sql-select-distinct>

指定できる値 : True | False

デフォルト値 : False

要件 : Oracle データベースでは、SELECT DISTINCT を  FOR UPDATE 句と一緒に使
用できない。 したがって、 transaction-isolation 要素に 
isolation-level 下位要素を設定し、 その下位要素の値を 
TransactionReadCommittedForUpdate に設定したメ ソ ッ ドを、 呼び出し
チェーンの Bean が備えている場合、 sql-select-distinct 要素を使用する
こ とはできない。 transaction-isolation 要素は 
weblogic-ejb-jar.xml フ ァ イルで定義する。

親要素 : weblogic-query

デプロイメント  
ファイル : 

weblogic-cmp-rdbms-jar.xml
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table-map
table-map

機能

table-map 要素は、 ある  1 つの Bean の cmp-field と  1 つのテーブルのカラムの間
のマッピングを指定するものであ り、 そのテーブルにマッピングするすべての 
cmp-field を扱います。 1 つの CMP Bean を  n 個の DBMS テーブルにマップす
る場合、その Bean の n 個の table-map 要素を、n 個の DBMS テーブルごとに 1 
つずつ指定しな くてはなり ません。

1 つの CMP Bean を複数のテーブルにマップする場合、 各テーブルには、 1 つの
特定の Bean インスタンスにマップする  1 行が含まれます。 そのため、 すべての
テーブルにはどの時点でも同数の行が含まれます。 また、 各テーブルには均一の

主キーの値の並びが含まれます。 したがって、 各テーブルには均一の主キー カ
ラムが含まれ、 別々のテーブルの対応している主キー カラムど う しは名前は違
う と しても同じタイプでなければな り ません。

table-map 要素は、 特定テーブルの主キー カラムから、 Bean の主キー カラム 
フ ィールドへのマッピングを指定しなければな り ません。 主キー以外のフ ィール

ドは 1 つのテーブルにマップできるのみです。

指定できる値 : なし

デフォルト値 : なし

要件 : 各 table-map 要素に、 その Bean の主キー フ ィールドのマッピングが含まれ
る こ と。

親要素 : weblogic-rdbms-bean

デプロイメン ト  
ファイル : 

weblogic-cmp-rdbms-jar.xml
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例

XML スタンザには、 以下の要素を指定できます。

<table-map>
<table-nme>DeptTable</table-name>

<field-map>
<cmp-field>deptId1</cmp-field>
<dbms-column>t1_deptId1_column</dbms-column>

</field-map>
<field-map>

<cmp-field>deptId2</cmp-field>
<dbms-column>t1_deptId2_column</dbms-column>

</field-map>
<field-map>

<cmp-field>location</cmp-field>
<dbms-column>location_column</dbms-column>

</field-map>
<cmp-field>budget</cmp-field>
<dbms-column>budget</dbms-column>

</field-map>
<fieldmap

</table-map>
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table-name
table-name

機能

テーブルの完全修飾 SQL 名です。 この Bean の data-source 用に定義したユー
ザには、 指定したテーブルの読み取りおよび書き込み特権が必要ですが、 スキー

マ変更特権は必要あ り ません。

例

XML スタンザには、 以下の要素を指定できます。

<weblogic-rdbms.jar>

  <weblogic-rdbms-bean>

    <ejb-name>containerManaged</ejb-name>

    
<data-source-name>examples-dataSource-demoPool</data-source-name>

    <table-name>ejbAccounts</table-name>

</weblogic-rdbms-bean>

</weblogic-rdbms-jar>

指定できる値 : データベース内にある ソース  テーブルの有効な完全修飾 SQL 名

デフォルト値 : なし

要件 : table-name を必ず設定するこ と。

親要素 : weblogic-rdbms-bean

weblogic-rdbms-relation

デプロイメン ト  
ファイル : 

weblogic-cmp-rdbms-jar.xml
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use-select-for-update

機能

Bean 単位でペシ ミ ステ ィ ッ クな同時方式を強制します。 このフラグで True を指
定する と、 Bean がデータベースからロード される と きは常に SELECT ... FOR 
UPDATE が使用されます。 これは、 ト ランザクシ ョ ン  レベルではな く  Bean レベ
ルで設定される とい う点で、 ト ランザクシ ョ ンのアイ ソレーシ ョ ン  レベル 
TRANSACTION_READ_COMMITTED_FOR_UPDATE とは異な り ます。

例

XML スタンザには、 以下の要素を指定できます。

<weblogic-rdbms.jar>

  <weblogic-rdbms-bean>

    <ejb-name>containerManaged</ejb-name>

<use-select-for-update>true</use-select-for-update>

</weblogic-rdbms-bean>

</weblogic-rdbms-jar>

指定できる値 : True | False

デフォルト値 : False

要件 : なし

親要素 : weblogic-rdbms-bean

デプロイメント  
ファイル : 

weblogic-cmp-rdbms-jar.xml
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validate-db-schema-with
validate-db-schema-with

機能

validate-db-schema-with 要素を指定する と、 デプロイ メ ン ト時に Bean が有
効なデータベース  スキーマにマップされているかど うかをコンテナ管理による
永続性でチェ ッ ク します。

MetaData を指定する と、 WebLogic Server は、 JDBC メ タデータを使用してス
キーマを検証します。

TableQuery ( デフォル ト設定 ) を指定する と、 WebLogic Server は、 テーブルを
直接クエ リ し、 CMP 実行時によって予期されているスキーマがテーブルにある
かど うかを確認します。

例

XML スタンザには、 以下の要素を指定できます。

<validate-db-schema-with>TableQuery</validate-db-schema-with>

指定できる値 : MetaData | TableQuery

デフォルト値 : TableQuery

要件 : なし

親要素 : weblogic-rdbms-jar

デプロイメン ト  
ファイル : 

weblogic-cmp-rdbms-jar.xml
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verify-columns

機能

Optimistic 同時方式を使用する場合は、verify-columns 要素によって有効性

をチェックするテーブル カラムが指定されます。WebLogic Server は、 ト ランザ

クシ ョ ンの終了時、 データベースにコ ミ ッ トする前にカラムをチェ ッ ク し、 他の

どの ト ランザクシ ョ ンもそのデータを変更していないこ とを確かめます。

� Read － トランザクションの間に読み込まれたテーブルのすべてのカラムが
チェックされます。  

� Modified － 現在のトランザクションで更新されたカラムだけがチェックさ
れます。

� Version および Timestamp － テーブルにバージョンまたはタイムスタンプ 
(疑似 ) カラムが含まれ、このカラムがオプティミスティックな同時方式を
実施するのに使われるように指定します。  EJB コンテナは、テーブルの行が
更新されるとバージョンまたはタイムスタンプ カラムを自動的にインクリメ
ントします。  バージョン (またはタイムスタンプ ) カラムの名前は、
optimistic-column 要素で指定します。  それを希望する場合を除いて、こ
のカラムを cmp フィールドにマップする必要はありません。

Bean が複数のテーブルにマップされる場合、トランザクション中に更新した
テーブルに対してのみチェックが実行されます。  各テーブルの verify-columns 
要素は、値が同じである必要はありません。 

指定できる値 : Read | Modified | Version | Timestamp

デフォルト値 : なし

要件 : table-name を必ず設定する こ と。

親要素 : weblogic-rdbms-bean
table-map

デプロイメント  
ファイル : 

weblogic-cmp-rdbms-jar.xml
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詳細については、 4-19 ページの 「Optimistic 同時方式」 を参照して ください。

例

XML スタンザには、 以下の要素を指定できます。

<verify-columns>Modified</verify-columns>

weblogic-ql

機能

weblogic-ql 要素は、 EJB-QL に対する  WebLogic 固有の拡張機能を含むクエ リ

を指定します。 ejb-jar.xml デプロイ メ ン ト記述子では、 EJB-QL 言語の標準機
能だけを使用するクエ リ を指定しなければな り ません。

例

10-56 ページの 「weblogic-query」 を参照して ください。

指定できる値 : なし

デフォルト値 : なし

要件 : なし

親要素 : weblogic-rdbms-bean

weblogic-query

デプロイメン ト  
ファイル : 

weblogic-cmp-rdbms-jar.xml
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weblogic-query

機能

weblogic-query 要素を使用する と、 必要に応じて、 WebLogic 固有の属性をク
エ リに関連付ける こ とができます。 たとえば、 WebLogic 固有の EJB-QL に対す
る拡張機能を含むクエ リ を指定するために使用できます。 EJB-QL に対する  
WebLogic の拡張機能を使用しないクエ リは、 ejb-jar.xml デプロイ メ ン ト記述
子で指定する必要があ り ます。

また、 クエ リによってあらかじめキャッシュにロード しておく必要があるエン

ティテ ィ  Bean をクエ リで取得する場合は、 weblogic-query 要素を使用して、
field-group をクエ リに関連付けます。

例

XML スタンザには、 以下の要素を指定できます。

<weblogic-query>

        <query-method>

          <method-name>findBigAccounts</method-name>

          <method-params>

指定できる値 : なし

デフォルト値 : なし

要件 : なし

親要素 : weblogic-rdbms-bean

デプロイメント  
ファイル : 

weblogic-cmp-rdbms-jar.xml
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    <method-param>double</method-param>

          </method-params>

        <query-method>

<weblogic-ql>WHERE BALANCE>10000 
ORDERBY NAME</weblogic-ql>

</weblogic-query>

weblogic-rdbms-bean

機能

weblogic-rdbms-bean は、 WebLogic RDBMS CMP 永続性タイプによって管理
された 1 つのエンテ ィテ ィ  Bean を表します。

例

weblogic-rdbms-bean の XML 構造を示します。

weblogic-rdbms-bean
ejb-name
data-source-name

table-map
field-group
relationship-caching

指定できる値 : なし

デフォルト値 : なし

要件 : なし

親要素 : weblogic-rdbms-jar

デプロイメン ト  
ファイル : 

weblogic-cmp-rdbms-jar.xml
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weblogic-query
delay-database-insert-until
automatic-key-generation
check-exists-on-method

weblogic-rdbms-jar

機能

weblogic-rdbms-jar 要素は、 WebLogic RDMBS CMP デプロイ メ ン ト記述子
の最上位の要素です。 この要素には、 1 つまたは複数のエンティテ ィ  Bean と、
一連の関係 ( これについては省略可能 ) についてのデプロイ メン ト情報が含まれ
ます。

例

weblogic-rdbms-jar の XML 構造を示します。

weblogic-rdbms-jar
weblogic-rdbms-bean
weblogic-rdbms-relation
create-default-dbms-tables
validate-db-schema-with
database-type

指定できる値 : なし

デフォルト値 : なし

要件 : なし

親要素 : なし

デプロイメント  
ファイル : 

weblogic-cmp-rdbms-jar.xml
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weblogic-rdbms-relation

機能

weblogic-rdbms-relation 要素は、1 つのコンテナ管理による関係 (CMR) を表
します。 

CMR の詳細については、5-44 ページの「コンテナ管理による関係」を参照して
ください。

例

1 対 1 の関係を示す weblogic-rdbms-relation の XML 構造は、 次のとおりで

す。

<weblogic-rdbms-relation>
<relation-name>...</relation-name>
<weblogic-relationship-role>...</weblogic-relationship-role>

</weblogic-rdbms-relation>

指定できる値 : なし

デフォルト値 : なし

要件 : なし

親要素 : weblogic-rdbms-jar

デプロイメン ト  
ファイル : 

weblogic-cmp-rdbms-jar.xml
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weblogic-relationship-role

機能

weblogic-relationship-role 要素は、外部キーから主キーへのマッピングを
表すのに使用します。 1 対 1 または 1 対多の関係では、1 つのマッピングのみを指
定します。 多対多の関係では、2 つのマッピングを指定する必要があります。

キーが複数の場合、複数カラムのマッピングは単独のロールに対して指定しま

す。 ロールが group-name を指定しているだけの場合、column-map は指定され
ません。

詳細については、5-44 ページの「コンテナ管理による関係」を参照してくださ
い。

例

XML スタンザには、 以下の要素を指定できます。

<weblogic-relationship-role>
<relationship-role-name>...</relationhsip-role-name>
<relationship-role-map>

<<column-map>
<foreign-key-column>manager-id

指定できる値 : 有効な名前

デフォルト値 : なし

要件 : ロールのテーブルへのマッピングを、 関連する  weblogic-rdbms-bean およ
び ejb-relation 要素で指定するこ と。

親要素 : weblogic-rdbms-jar
weblogic-rdbms-relation

デプロイメント  
ファイル : 

weblogic-cmp-rdbms-jar.xml
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</foreign-key-column>
<key-column>id</key-column>

</column-map>
<relationship-role-name>

</weblogic-relationship-role>

1.1 の weblogic-cmp-rdbms-jar.xml デプロ
イメン ト記述子ファイルの構造

weblogic-cmp-rdbms-jar.xml では、 WebLogic Server RDBMS ベースの永続性
サービスを使用するエンティテ ィ  EJB のデプロイ メ ン ト要素を定義します。

WebLogic Server 1.1 の weblogic-cmp-rdbms-jar.xml の最上位要素は、
weblogic-enterprise-bean スタンザで構成されます。

description

weblogic-version

<weblogic-enterprise-bean>

<pool-name>finance_pool</pool-name>

<schema-name>FINANCE_APP</schema-name>

<table-name>ACCOUNT</table-name>

<attribute-map>

<object-link>

<bean-field>accountID</bean-field>

<dbms-column>ACCOUNT_NUMBER</dbms-column>

</object-link>

<object-link>

<bean-field>balance</bean-field>

<dbms-column>BALANCE</dbms-column>

</object-link>

</attribute-map>

<finder-list>
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<finder>

<method-name>findBigAccounts</method-name>

<method-params>

<<method-param>double</method-param>

</method-params>

<finder-query><![CDATA[(> balance $0)]]></finder-query>

<finder-expression>. . .</finder-expression>

</finder>

</finder-list>

</weblogic-enterprise-bean>

1.1 の weblogic-cmp-rdbms-jar.xml デプロ
イメン ト記述子要素

RDBMS 定義要素

この節では RDBMS 定義要素について説明します。

pool-name

pool-name では、 EJB のデータベース接続に使用する  WebLogic Server 接続プー
ルの名前を指定します。 詳細については、 『WebLogic JDBC プログラマーズ ガ
イ ド』 を参照して ください。

schema-name

schema-name では、 データベースに置かれるソース  テーブルのスキーマを指定
します。 この要素は、 EJB の接続プールで定義されたユーザに対してデフォル ト  
スキーマではないスキーマを使用する場合にのみ必須です。
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注意 : 多くの SQL 実装では大文字小文字が無視されますが、 このフ ィールドは
大文字小文字が区別されます。

table-name

table-name では、 データベース内のソース  テーブルを指定します。 この要素は
すべての場合に必須です。 

注意 : EJB の接続プールで定義されたユーザには、 指定されたテーブルに対す
る読み書き特権が必要です。 ただし、 スキーマ変更権限は必ずし も必要

あ り ません。 多くの SQL 実装では大文字小文字が無視されますが、 この
フ ィールドは大文字小文字が区別されます。

EJB フ ィールド  マッピング要素

この節では EJB フォールド  マッピング要素について説明します。

attribute-map

attribute-map スタンザでは、 EJB インスタンスの単一フ ィールドがデータ
ベース  テーブル内の特定のカラムに リ ンク されます。 attribute-map には、
WebLogic Server RDBMS ベースの永続性を使用する  EJB のフ ィールドごとに 1 
つのエン ト リが必要です。 

object-link

各 attribute-map エン ト リは、 データベース内のカラムと  EJB インスタンス内
のフ ィールド との リ ンクを表す object-link スタンザから構成されます。

bean-field

bean-field では、 データベースからの移行が必要な EJB インスタンスのフ ィー
ルドを指定します。 この要素では大文字小文字が区別されます。 この要素は、

Bean インスタンスのフ ィールド名に正確に一致している必要があ り ます。 
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また、 このタグで参照されるフ ィールドは、 Bean の ejb-jar.xml ファ イル内に
定義されている  cmp-field 要素も持っている必要があ り ます。

dbms-column

dbms-column では、 EJB フ ィールドがマップされるデータベース  カラムを指定
します。 多くのデータベースでは大文字小文字が無視されますが、 このフ ィール

ドでは大文字小文字が区別されます。

注意 : WebLogic Server では、 引用符で囲まれた  RDBMS キーワードは 
dbms-column のエン ト リ と してはサポート されていません。 たとえば、
基になるデータス ト アで 「create」 や 「select」 が予約語になっている場
合、 それらをカラム名にして属性マップを作成する こ とができません。

ファインダ要素

この節ではファ インダ要素について説明します。

finder-list

finder-list スタンザでは、 Bean の集合を見つけるために生成されるすべての
ファ インダの集合を定義します。 詳細については、 5-5 ページの 「EJB 1.1 CMP 
の RDBMS 永続性用の記述」 を参照して ください。

findByPrimarykey の場合を除いて、 finder-list には、 ホーム インタフェー
ス内に定義されているファ インダ メ ソ ッ ドご とに 1 つのエン ト リが必要です。
findByPrimaryKey の場合は、 エン ト リ を指定しな く ても、 コンパイル時に 
finder-list が生成されます。 

注意 : findByPrimaryKey に対してエン ト リ を指定する と、WebLogic Server で
は、 正当性が検証されずにそのエン ト リが使用されます。 ほとんどの場

合では、 findByPrimaryKey に対するエン ト リ を定義せずに、 デフォル
ト で生成される メ ソ ッ ドを受け入れるこ とをお勧めします。
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finder

finder スタンザでは、 ホーム  インタフェース内に定義されるファ インダ メ ソ ッ
ドを記述します。 finder スタンザに含まれる要素によって、WebLogic Server で
は、 ホーム インタフェース内に記述されている メ ソ ッ ドが識別され、 必要な
データベース操作を実行できるよ うにな り ます。

method-name

method-name では、 ホーム インタフェース内のファ インダ メ ソ ッ ドの名前を定
義します。 このタグには、 メ ソ ッ ドの正確な名前を指定する必要があ り ます。

method-params

method-params スタンザでは、 method-name で指定されるファ インダ メ ソ ッ ド
に対するパラ メータの リ ス ト を定義します。 

注意 : WebLogic Server では、 この リ ス トは EJB のホーム インタフェース内の
ファ インダ メ ソ ッ ドのパラ メータ  タイプと比較されます。 パラ メータ  
リ ス ト の順序とパラ メータ  タイプは、 ホーム インタフェースで定義され
ている順序とパラ メータ  タイプに正確に一致している必要があ り ます。

method-param

method-param では、 パラ メータ  タイプの完全修飾名を定義します。 このタイプ
名は java.lang.Class オブジェ ク トで評価され、 その結果のオブジェ ク トは 
EJB のファ インダ メ ソ ッ ド内の各パラ メータに正確に一致している必要があ り
ます。 

「double」 や 「int」 のよ うなプ リ ミ テ ィブ名を使用してプリ ミ テ ィブ パラ メータ
を指定できます。 method-param 要素内に非プリ ミ テ ィブなタイプを使用する場
合には、 完全修飾名を指定する必要があ り ます。 たとえば、 Timestamp ではな
く  java.sql.Timestamp を使用します。 完全修飾名を使用しないと、 デプロイ
メ ン ト  ユニッ トのコンパイル時に ejbc でエラー メ ッセージが生成されます。
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finder-query

finder-query では、 このファ インダ用にデータベースから値を取り出す場合に
使用する  WebLogic クエ リ言語 (WLQL) 文字列を指定します。 詳細については、
5-7 ページの 「EJB 1.1 CMP 用の WebLogic クエ リ言語 (WLQL) の使用」 を参照
して ください。

注意 : finder-query 値のテキス トは、 常に、 XML CDATA 属性を使用して定義
して ください。 CDATA を使用する と、 WLQL 文字列中に特殊文字が入っ
ていても、 ファ インダをコンパイルしたと きにエラーが発生しないよ う

にな り ます。

finder-expression

finder-expression では、 このファ インダ用のデータベース  クエ リ中で変数と
して使用される  Java 言語の式を指定します。 

注意 : WebLogic Server EJB コンテナの将来のバージ ョ ンでは、 EJB QL クエ リ
言語が使用される予定です ( このクエ リ言語は EJB 2.0 仕様では必須です
)。 EJB QL では、 埋め込まれた Java 式はサポート されていません。 その
ため、 将来の EJB コンテナに簡単にアップグレードできるよ う、 WLQL 
でも  Java 式を埋め込まずにエンテ ィテ ィ  EJB ファ インダを作成して くだ
さい。
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